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本県には、これまでに発見された約4,600箇所の遺跡のほか、先人の

遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文化財は、

地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を創造して

いくうえで、欠くことのできないものであります。

一方、一般国道7号琴丘能代道路をはじめとする高速交通体系の整備

は、ゆとりと活力に満ちた新しいふるさと秋田の創造をめざす開発事業

の根幹をなすものであります。本教育委員会では、これら地域開発との

調和を図りながら、埋蔵文化財を保存し、活用することに鋭意取り組ん

でおります。

本報告書は、一般国道7号琴丘能代道路建設事業に先立って、平成14

年度に能代市浅内地区において実施しましたムサ岱遺跡の発掘調査成果

をまとめたものであります。ムサ岱遺跡からは、後期旧石器時代の遺物、

縄文時代中期の竪穴住居跡やフラスコ状土坑のほか、平安時代の大規模

な集落跡が発見されました。

本書が、ふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の

一助となることを心から願うものであります。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、御

協力いただきました国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所、能

代市教育委員会など関係各位に対し厚くお礼申し上げます。

平成17年3月

秋田県教育委員会

教育長　小　野　寺　清
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例　　　言

1 本書は、一般国道7号琴丘能代道路建設事業に係るムサ岱遺跡の発掘調査報告書である。

2 本書は、平成14年に発掘調査された秋田県能代市浅内字ムサ岱に所在する、ムサ岱遺跡の調査

成果を収めたものである。

3 発掘調査成果については、既にその一部が公表されているが、本報告書を正式なものとする。

4 本書の執筆は第1章と第3章を藤田賢哉が、第2章を佐藤信が、第4章と第6章を藤田賢哉、

山田�子、吉川耕太郎が担当し、編集は藤田賢哉が行った。

5 土層断面などの土色表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修･財団法人日本色彩研究所

色票監修『新版 標準土色帖』2002年版に拠った。

6 本書に使用した地形図は、国土地理院発行の50,000分の1地形図『能代』･『森岳』と25,000

分の1地形図『能代』･『森岳』、国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所提供の『工事路

線計画図』である。

7 自然科学分析は株式会社パレオ･ラボに委託した。

8 本書を作成するにあたり、次の方々から御指導、御助言を賜った。記して、感謝申し上げます。

〔敬称略、五十音順〕

穴澤義功(たたら研究会)    右代啓視(北海道開拓記念館)    齋藤 淳(青森県中里町博物館)

凡　　　例

1 遺構番号は、種類毎に略記号を付し、種類を問わずに検出順に通し番号を付した。なお、調査

の結果、遺構でないと判断したものについてはこれを欠番とした。遺構の種類に用いた略記号は

下記の通りである。

ＳＩ････竪穴住居跡　ＳＲ････土器埋設遺構　ＳＫＴ････陥し穴　ＳＫＦ････フラスコ状土坑

ＳＫ････土坑　ＳＢ････堀立柱建物跡　ＳＫＩ････竪穴状遺構　ＳＤ････溝跡

ＳＡ････柵列・柱穴列　ＳＮ････焼土遺構　ＳＫＰ････柱穴様ピット

なお、遺構図面中に記したＰは竪穴住居跡･掘立柱建物跡･柱列に伴う柱穴である。

2 土層番号は、原則的にローマ数字を基本層序に、算用数字を遺構土層に使用して区別した。

3 遺物図の断面のうち、黒く塗りつぶしたものは須恵器である。

4 遺物一覧表の〔〕内の数値は推定値である。

5 遺物図及び遺構図のスクリーントーンの凡例は次の通りである。
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下瑞部径

粘土積み上げ痕

器
　
高

指押さえ

天井部径
支脚

高台付皿

土師器坏

遺構のスクリーントーン 遺物のスクリーントーン
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台
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器
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ケズリの方向

刷毛目
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土師器甕

カマド及び焼土

被熱による硬化面

貼床範囲
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明～黄褐色砂質土

炭化物

柱　痕
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第1章　はじめに

第1節　調査に至る経過

一般国道7号琴丘能代道路建設事業は、一般国道7号線の自動車専用道路として、山本郡琴丘町か

ら山本郡二ツ井町までの全長33.8㎞を整備する事業である。

一般バイパスとしてすでに事業化されていたが、平成元年度に高規格道路網の整備促進の一環とし

て、自動車専用道路に規格変更された。その後工事が進められ、平成4年度には八竜ＩＣから能代南

ＩＣまでの4.1㎞が、暫定供用区間として開通した。平成6年度には、能代南ＩＣ～能代東ＩＣ間

(6.7㎞)の区間延伸が決定している。

秋田県教育委員会は、平成12年度から能代南ＩＣ～能代東ＩＣ間を対象とした区間について、遺

跡分布調査及び遺跡確認調査を行った。平成13年度の遺跡確認調査は、柏子所Ⅱ遺跡、ムサ岱遺跡、

上ノ山Ⅱ遺跡、塞ノ神Ⅱ遺跡、横長根Ａ遺跡の5遺跡を対象として行われ、その結果、柏子所Ⅱ遺跡、

ムサ岱遺跡、上ノ山Ⅱ遺跡の3遺跡に発掘調査が必要と判断された。ムサ岱遺跡は、工事対象区域

14,700㎡全域が発掘調査の対象範囲として認められたが、橋脚建設のための盛土部分2,160㎡は調

査対象外とし、残り12,540㎡を平成14年度に調査することになった。

－－ 1 －－

第1図　一般国道7号琴丘能代道路と関連遺跡
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第1章　はじめに　

第2節　調査要項

遺 跡 名 称　　ムサ岱遺跡

遺 跡 略 号　 3ＭＳＤ

所 在 地　　秋田県能代市浅内字ムサ岱38外

調 査 期 間　　平成14年5月20日～11月1日

調 査 目 的　　一般国道7号琴丘能代道路建設事業に係る事前発掘調査

調 査 面 積　　12,540㎡

調査主体者　　秋田県教育委員会

調査担当者　　藤田　賢哉(秋田県埋蔵文化財センター中央調査課学芸主事)

山田　�子(秋田県埋蔵文化財センター中央調査課文化財主事)

磯村　　亨(秋田県埋蔵文化財センター中央調査課学芸主事)

進藤　　紀(秋田県埋蔵文化財センター中央調査課学芸主事)

大渕　和峰(秋田県埋蔵文化財センター中央調査課非常勤職員)

菊池　朋宏(秋田県埋蔵文化財センター中央調査課非常勤職員)

菊地　　亮(秋田県埋蔵文化財センター中央調査課非常勤職員)

長谷川幹子(秋田県埋蔵文化財センター中央調査課非常勤職員)

総務担当者　　土橋　謙一(秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

調査協力機関 国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所 能代市教育委員会

《参考文献》

秋田県教育委員会　『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財報告書第324集 2001(平成13)年

秋田県教育委員会　『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財報告書第325集 2002(平成14)年
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第2章　遺跡の環境

第1節　遺跡の位置と立地

ムサ岱遺跡の所在する能代市は出羽丘陵北部の西寄りに位置し、東は奥羽脊梁山脈より分岐する太

平山山地に連なる七座山山地－房中山山地、南は台地や低地、西は日本海、北は白神に連なる山地に

囲まれた地域である。能代市の中心部を西流し日本海に至る米代川は沖積平野を形成し、この地域を

南北に2分している。米代川下流域南部の地形を東から西へ見ると、七座山(標高287ｍ）がそびえ

る七座山山地、内川低地、標高約100～200ｍの羽立丘陵地、標高約80～100ｍの桧山･山本丘陵地

を経て、標高50～60ｍの志戸橋野台地、間に鵜川川低地を挟み、成合台地・大曲台地、さらに浅内

海岸低地、日本海岸砂丘(能代砂丘）、海浜低地、日本海へと概ね東高西低の地形を示す(第3図)。

遺跡が位置する成合台地は、東側の鵜川川低地と西側の浅内沼が属する浅内海岸低地の間に挟まれ

た武蔵野面相当の台地で、南北約8㎞、東西2.5kmに展開している。土壌統は大部分が表層腐植質

黒ボク土の大川口統であるが、西縁に埋没腐植層のある淡色黒ボク土の切明統がみられる区域もある。

標高30mほどの台地上面はかつて、北東から南西へ緩やかに下降する斜面地であったと考えられる。

この地形は、一部耕作地などに利用されることはあっても、大きく変化することなく近年に至ったも

のと思われるが、昭和51年に始まる国営能代開拓建設事業により大規模な切り土と盛り土が行われ、

水田や畑地などの整地された平坦面によって構成される農地に姿を変えた。現在台地上には人家が疎ら

で、主に農地、植林地などに利用されている。ムサ岱遺跡はこの成合台地の北部、米代川河口左岸か

ら南東へ約7㎞、日本海までは西に直線で約４㎞の北緯40°9′19″、東経140°1′52″に位置する。

第2図　遺跡位置図
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第3図　地形区分図

Ⅰ　山地
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第2節　歴史的環境

能代市の遺跡は台地上に多く確認されている。その数は約180遺跡を数え、縄文時代前期の大型住

居跡が検出された杉沢台遺跡(国指定史跡）をはじめとして、注目される遺跡が多い。能代市の米代

川左岸に位置する成合台地においても、昭和58年度の農林水産省東北農政局の能代開拓建設事業に

係る緊急発掘調査及び昭和62年度の建設省の一般国道7号八竜能代道路建設事業に係る発掘調査な

どによって調査結果が多く報告されている。ここでは、ムサ岱遺跡が立地する成合台地及びその周辺

における遺跡の分布、概要について記す。

１　旧石器時代

成合台地周辺の旧石器時代の遺跡としては、本遺跡から北西に約0.5㎞位置する此掛沢Ⅱ遺跡(第1

図－16、以下同図番号）がある。この遺跡は、米代川流域において初めて確認された旧石器時代の

遺跡であり、旧石器が1,750点以上出土し、中でも米ヶ森型台形石器が多く、米ヶ森型技法が能代ま

で及んでいたことを証明している。その他の旧石器時代の遺跡では、本遺跡から南東へ約1.2㎞の逆

川遺跡(31）で石核･石刃等が約20点出土している。

２　縄文時代･弥生時代

昭和61年度には、本遺跡から南西に約1.5㎞に位置し、成合台地上にある寒川Ⅰ遺跡(25）と寒川

Ⅱ遺跡(26）が発掘調査された。寒川Ⅰ遺跡は縄文時代早期末葉の竪穴住居跡とそれに伴ってトラン

シェ様石器31点などが出土し、その他縄文時代中期の竪穴住居跡、縄文時代後期の竪穴住居跡と土

器棺墓･土坑墓、弥生時代前期の捨て場が見つかっている。その南側に隣接する寒川Ⅱ遺跡において

は、後北式土器を埋納した土坑墓が検出されている。寒川地区においては、多時期にわたる多様な遺

構･遺物等の検出が認められ、集落が断続的に営まれていたと考えられている。この他、平成13年6

月から7月に能代市教育委員会によって調査された相染森遺跡(4)は、本遺跡の北東約1.6㎞に位置

し、縄文時代中･後期の土器及び石器が出土している。

平成14年度に調査された柏子所Ⅱ遺跡(6)は、本遺跡の北東約2.8㎞に位置する。この遺跡は縄文

時代後期後半の遺跡であることが判明し、トチのアク抜きを行ったと考えられる水さらし場遺構と竪

穴住居跡･土器埋設遺構･捨て場などが見つかっている。当該期の人々の生活の様相を知る上で貴重な

遺跡である。

縄文時代晩期の遺跡では、能代市で初めて発掘調査が行われた柏子所貝塚(7)がある。本遺跡から

北東へ約2㎞に位置するこの遺跡は昭和30年1月に県指定史跡に登録され、同年10月から33年8月

にわたって3回の発掘調査が行われた。その結果、縄文時代晩期大洞Ｂ～Ｃ1式期の貝塚であること

がわかり、7基の土坑墓から8体の人骨が見つかっており、当該期の埋葬方法を知る貴重な遺跡である。

３　古　代

本遺跡から南西約2.6㎞に福田遺跡(39）、同じく南西約1.5㎞に十二林遺跡(27）が位置し、いず

れも昭和62年に発掘調査が行われた。これらの遺跡は、周囲を溝や柱列で区画された集落跡である。

特に十二林遺跡は、居住域に須恵器窯や土器焼成遺構･製鉄炉など、生産を目的とする遺構が検出さ

れた。本遺跡と沢を隔てて隣接する上ノ山Ⅱ遺跡(19）は、遺跡範囲131,500㎡を占める集落跡で、

昭和58･60年度、平成14・15年度に計19,705 ㎡が調査され、竪穴住居跡が50軒以上、掘立柱建物
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第4図　周辺遺跡位置図
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跡が20棟以上検出されている。

参考文献

秋田県農政部農地整備課　土地分類基本調査　能代 1983(昭和58)年

秋田県農政部農地整備課　土地分類基本調査　森岳・羽後浜田 1984(昭和59)年

能代市史編纂委員会『能代市史 資料編 考古』能代市 1993(平成7)年

秋田県教育委員会『此掛沢Ⅱ遺跡上の山Ⅱ遺跡発掘調査報告書』秋田県文化財調査報告書第114集 1984(昭和59)年

秋田県教育委員会『国営能代開拓建設事業 埋蔵文化財発掘調査 上の山Ⅱ遺跡第2次発掘調査報告書』秋田県文化財調査報告

書第137集 1986(昭和61)年

秋田県教育委員会 『一般国道7号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅰ－寒川Ⅰ遺跡･寒川Ⅱ遺跡－』秋田

県文化財調査報告書第167集 1988(昭和63)年

秋田県教育委員会 『一般国道7号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ－福田 遺跡･石丁遺跡･蟹子沢遺

跡･十二林遺跡－』秋田県文化財調査報告書第178集 1989(平成元)年

秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図(中央版)』1990(平成2)年

秋田県教育委員会『秋田ふるさと紀行ガイドブック 史跡･考古編』 1999(平成11)年

秋田県教育委員会『遺跡詳細分布報告書』秋田県文化財調査報告書第324集 2002(平成14)年

第1表 ムサ岱遺跡と周辺の遺跡一覧表

１ 河戸川 能代市河戸川字新屋布 中 24 寒川家下 能代市浅内字寒川家下 縄

２ 塩干田 能代市河戸川字上相染下 古･中 25 寒川Ⅰ 能代市浅内字寒川家上 縄･弥

３ 下相染下 能代市河戸川字下相染下 古 26 寒川Ⅱ 能代市浅内字寒川家上 縄･続縄

４ 相染森 能代市河戸川字相染森台 縄･古 27 十二林 能代市浅内字十二林 縄･古

５ 柏子所 能代市字柏子所 縄 28 蟹子沢 能代市浅内字蟹子沢 縄

６ 柏子所Ⅱ 能代市字柏子所 縄･弥･古 29 石丁 能代市浅内字石丁家上 縄

７ 柏子所貝塚 能代市字柏子所 縄 30 大館南沢 能代市浅内大館南沢 古

８ 古屋布 能代市字古屋布 縄･古 31 逆川 山本郡山本町外岡字渡道 旧

９ 西ノ沢 能代市河戸川字西ノ沢 縄 32 渡道Ⅰ 山本郡山本町外岡字渡道 縄

10 赤ハゲⅠ 能代市浅内字赤ハゲ 縄･古 33 渡道Ⅱ 山本郡山本町外岡字渡道 縄

11 赤ハゲⅡ 能代市浅内字赤ハゲ 縄･古 34 渡道Ⅲ 山本郡山本町外岡字渡道 縄

12 船沢 能代市浅内字船沢 縄･古 35 五本松 山本郡山本町外岡字渡道 縄

13 塞ノ神 能代市字塞ノ神 縄･古 36 中嶋Ⅰ 山本郡山本町外岡字中嶋 縄･古

14 塞ノ神Ⅱ 能代市字塞ノ神 縄 37 中嶋Ⅱ 山本郡山本町外岡字中嶋 縄

15 此掛沢Ⅰ 能代市浅内字此掛沢 縄･古 38 福田上野 能代市浅内字福田上野 古

16 此掛沢Ⅱ 能代市浅内字此掛沢 旧･縄･古 39 福田 能代市浅内字福田上野 古

17 此掛沢Ⅲ 能代市浅内字此掛沢 縄 40 頭無上Ⅰ 能代市浅内字頭無上 古

18 上ノ山Ⅰ 能代市浅内字上ノ山 古 41 頭無上Ⅱ 能代市浅内字頭無上 古

19 上ノ山Ⅱ 能代市浅内字上ノ山 縄･古 42 向上 能代市浅内字向上 弥

20 ムサ岱 能代市浅内字ムサ岱 旧･縄･古 43 成合Ｃ 能代市浅内字成合 縄

21 横長根Ａ 能代市浅内字横長根 縄･古 44 成合Ｄ 能代市浅内字成合 古

22 横長根Ｂ 能代市浅内字横長根 縄･古 45 黒瀬Ⅰ 山本郡山本町外岡字黒瀬 縄

23 清水上 能代市浅内字清水上 縄･古 46 黒瀬Ⅱ 山本郡山本町外岡字黒瀬 縄

番号 遺　跡　名 所　在　地 時　代 番号 遺　跡　名 所　在　地 時　代
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第1節　遺跡の概観

浅内･成合台地は、南北約8㎞の能代市浅内から八竜町大曲まで広がる台地で、現在は主に耕作地や

植林地として利用されている。遺跡は浅内・成合台地の北部に位置しており、周辺には此掛沢Ⅱ遺跡

や上ノ山Ⅱ遺跡が隣接している。これらの遺跡とは、東西に走る沢をもって境としており、南側は寒

堤周辺までの台地が範囲とされている。今回の調査区はその中央部を南西から北東に向かって横切る

道路建設区域で、北東側が標高約29ｍと最も高くなっており、南西へ向かって緩やかに傾斜し、南

西端では寒堤に向かって急な傾斜となる地形である。

第2節　調査の方法

発掘調査はグリッド法を採用した。計画路線内のセンター杭ＮＯ.74(X=17690.226、Y=－

68180.226)を原点(ＭＡ50)とし、国家座標第Ｘ系座標北を求め、このラインを南北基線として、こ

れに直交するラインを東西基線と定めた。この東西南北に沿って4m×4mメッシュを組み、その交

点にグリッド杭を打設し、グリッド杭には東から西に向かって東西方向を示す････ＬＳ・ＬＴ・Ｍ

Ａ・ＭＢ･･･というアルファベット2文字と、南から北へ向かって昇順する････48・49・50・

51････の2桁の数字を組み合わせた記号を記入した。なお、各グリッドの呼称は南東隅の杭の記号

を用いた。

遺構の確認は掘り込み面での検出に努めたが、黒色土中での検出は困難で最終的には地山面での確

認となった。検出された遺構には種別を問わず確認した順に1から通し番号を付し、精査を行った。

また、番号を登録した後に遺構と判断されなかったものについては欠番とした。

遺物は遺構内出土のものは、遺跡名・遺構名・出土層位・遺物番号・出土年月日を記入し、遺構外

出土のものは遺跡名・出土グリッド・出土層位・出土年月日を記入して取り上げた。

調査の記録は主に図面と写真によった。図面はグリッド杭を基準とした簡易遣り方測量を採用し、

平面図・断面図ともに、基本的には1/20の縮尺で作成した。カマドなど微細なものについては

1/10で図化した。写真撮影は、35mmのモノクロ・リバーサルフィルムを中心にネガカラーフィル

ムを併用して行った。

第3節　調査の経過

4月25日、調査区内で遺物の表面採集を行う。26日、浅内小学校6年生36名が、体験学習の一環

として遺物の表面採集に参加。

5月1日、表土除去開始。13日、Ｂ区の表土除去を開始。14日、能代市南部公民館でムサ岱遺跡･

上ノ山Ⅱ遺跡・柏子所Ⅱ遺跡の作業員説明会を行う。20日、作業員参加。発掘器材搬入と環境整備
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を行う。21日、ベルトコンベア搬入。遺構検出作業開始。23日、基本層序ベルト作成。28日、ＳＩ

26検出。29日、ＳＡ22検出。31日、能代山本広域交流センターにて作業員健康診断を行う。

6月3日、ＳＩ51検出。5日、ＳＩ90検出。ＳＫ66をＳＫＩ66に変更。ＳＤ100検出。11日、Ｓ

Ｉ112、ＳＩ125、ＳＩ130検出。12日、ＳＩ120、ＳＩ150検出。14日、ＳＩ145検出。ＳＤ27調

査終了。17日、ＳＩ190調査終了。18日、ＳＩ12調査終了。ＳＫＩ66調査終了。19日、ＳＩ53調

査終了。ＳＤ11、ＳＤ100調査終了。ＳＩ211、212、213、214検出。五城目町教育委員会生涯学

習課課長金野實氏他4名来跡。20日、ＳＩ165検出。25日、ＳＩ180、113、280、350検出。26日、

ＳＡ250検出。27日、ＳＩ340検出。28日、ＳＩ412検出。

7月4日、ＳＩ500、510、515、520検出。ＳＫＦ410検出。ＳＩ125終了。10日、台風対策を

行う。11日、ＳＩ811検出。12日、浅内小学校6年生36名、発掘体験学習のため来跡。16日、ＳＡ

24調査終了。17日、ＳＩ120･620調査終了。18日、ＳＫＦ410、ＳＩ115調査終了。19日、ＳＩ

510調査終了。秋田県立博物館冨樫泰時館長来跡。23日、ＳＩ213調査終了。ＳＩ1000検出。ＳＩ

180調査終了。29日、調査区内農道部分の表土除去開始。30日、ＳＩ159調査終了。

8月1日、ＳＩ1060検出。鷹巣農林高生4名、秋田高専生1名、東北建設協会現場技術員ととも

に遺跡見学のため来跡。9日、浅内自治会対象の遺跡見学会を行う。ＳＩ145・150・165・430・

468調査終了。Ａ区航空写真撮影の準備を行う。21日、Ａ区航空写真撮影を行う。23日、Ａ区引き

渡しを行う。26日、Ｂ区調査開始。ＳＩ1375・1395検出。

9月2日、ＳＤ100終了。土師器焼成遺構（ＳＮ1526・1527・1528）調査終了。4日、ＳＢ

1467調査終了。5日、調査区南側の調査について東北建設協会と協議を行う。11日、ＳＩ1540調

査終了。ＳＫＴ1970検出。13日、ＳＫ1811から鉄刀出土。24日、甘粛省交流員趙雪野氏、王勇氏

来跡（～27日）。25日、Ｃ区でフラスコ状土坑10基検出。27日、文化庁文化部記念物課坂井主任文

化財調査官来跡。

10月11日、北海道開拓記念館右代啓視・鈴木琢也氏来跡。浅内小学校6年生対象の遺跡見学会を

行う。12日、県民対象の遺跡見学会を行う。参加人数170名。15日、ＳＩ2539・2540検出。ＳＩ

1760調査終了。31日、ＳＩ2539、ＳＩ2540調査終了をもって、すべての調査を終了。

11月1日、発掘器材、出土遺物を中央調査課に搬送する。

第4節　整理作業の方法と経過

整理作業は平成14年11月4日から秋田県埋蔵文化財センター中央調査課にて行った。出土遺物の洗

浄・注記・分類・接合を行い、これらの工程が終了した遺物から実測・採拓・トレース等の作業を行

った。

遺構図面は現場で作成した図から、遺物出土状況については縮尺10分の1とした第2原図を作成し、

それ以外は縮尺20分の1の第2原図を作成し、トレースを行った。遺物写真は35㎜モノクロフィルム

で撮影した。
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第1節　基本層序

調査区の地形は、北側を最頂とする緩やかな傾斜の台地、南側の台地辺縁部は急な傾斜地である。

発掘調査前の調査区は、南側で耕作と植林、北側から中央部にかけては水田に利用されていた。水田

の造成により、調査区は農業用水の給水管が地中に深く埋め込まれており、最も標高の高かった北側

は著しく削平されている。

基本層序は、堆積土が最も厚く残っている中央部と、縄文時代の遺構・遺物が集中する南側を対象

とした｡

中央部の基本層序では､第Ⅲ～Ⅳａ層で古代の遺物が確認された｡古代の遺構の覆土も黒褐色土や暗

褐色土で構成されていることから､古代の遺構は第Ⅲ～Ⅳａ層が形成される時期に造られたものと判

断した｡

南側の縄文時代の遺構の覆土は､褐色土を中心にして構成されていることから､縄文時代はⅣｂ層が

形成された時期であると思われる｡南側においても最も層位が残存している区域を調査したが､南側の

ほぼ全域は第Ⅰ層しか残存していなかった｡おそらく中央部の第Ⅱ～Ⅳａ層に相当する層位は後世の

地滑りなどによって失われたと思われる｡

調査区中央部の基本層序

Ⅰａ層　黒褐色土（10ＹＲ2/2）耕作土上位。

Ⅰｂ層　黒褐色土（10ＹＲ3/1）耕作土中位。

Ⅰｃ層　黒褐色土（10ＹＲ2/2）耕作土下位。

Ⅱ　層　黒褐色土（10ＹＲ3/2）砂・シルト混合土。軽石（径0.5～2㎝）微量混入。

Ⅲ　層　黒褐色土（10ＹＲ2/2）古代の遺物包含層。

Ⅳａ層　暗褐色土（10ＹＲ3/3～3/4）古代の遺物包含層及び遺構検出面。

Ⅴ　層　明褐色土（7.5ＹＲ5/6）地山。

調査区南側の基本層序

Ⅰ　層　黒褐色土（10ＹＲ2/3）表土。植物根が多い。

Ⅳｂ層　褐色土（10ＹＲ4/4）縄文時代の遺物包含層及び遺構検出面。

Ⅴ　層　明褐色土（7.5ＹＲ5/6）地山。

Ⅵ　層　明褐色土（7.5ＹＲ5/6）と褐色土（10ＹＲ4/6）の混合土。明褐色土はシルト質、褐色

土は砂質。

Ⅶ　層　褐色土（10ＹＲ4/6）砂層。
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第2節　旧石器時代の出土遺物

旧石器時代の遺物は、調査終了後の整理作業中に発見された。詳細な出土地点は把握できないが、

分布は調査区西側の段丘縁辺にまとまりをみせる。おそらくは、本来石器集中部が1～2カ所分布し

ていたのであろうが、平安時代の竪穴住居等により壊されたものと考えられる。基本土層の観察から

は、北側の斜面上方から段丘縁辺に向かって再堆積層が確認されたため、遺構外出土の石器も二次的

な移動を被っているものと推測される。

調査区内からは縄文時代の石器もまとまって出土しており、旧石器時代の石器との区別が困難であ

った。そのため、本書ではナイフ形石器や台形様石器といった明確な旧石器時代の石器をひとまず抽

出した。内訳は、ナイフ形石器3点、台形様石器10点の合計13点である。石材構成は、珪質頁岩14

点、黒曜石9点である。

１　出土石器

ナイフ形石器（第7図1～3、図版19－1～3）

１は珪質頁岩製。ＯＯ9グリッドⅣ層出土。縦長剥片を素材とし、複剥離面打面を下位に用いて残

置する
（註１）

。右側縁基部側にやや微細な刃潰し加工が裏面から施されている。左側縁は基部側に自然面を

残し、その上部にあたる器体中央部に急斜度な刃潰し加工が施されている。先端部欠損。２は珪質

頁岩製。Ａ区表採。寸詰まりの縦長剥片を素材とし、単剥離面打面を下位に用いて残置する。基部両

側縁に裏面から急斜度かつ鋸歯状の刃潰し加工が施されている。３は珪質頁岩製。ＰＨ０グリッド

出土。自然面打面を右位に用いて残置する。刃潰し加工は、左側縁に素材を断ち切るように表面から

施され、また、基部末端にも石器主軸に直交するように表面から施されている。平面形状は切出状を

呈する。

台形様石器（第7図4～8、第8図9～13、図版19－5～12）

4は黒曜石製。ＳＩ90覆土中出土。素材剥片を右位に用い、両側縁に裏面からの急斜度な調整加

工が施され、打面は除去されている。刃部は石器主軸に直交する。平面形状は撥形を呈する。5は黒

曜石製。ＯＰ3グリッドⅣ層出土。素材剥片を左位に用い、両側縁に裏面からの急斜度な調整加工が

施され、打面は除去されている。刃部は石器主軸に斜交する。平面形状は撥形を呈する。6は黒曜石

製。ＯＰ2グリッドⅣ層出土。素材剥片を右位に用い、右側縁に裏面からの急斜度な調整加工が施さ

れ、打面は除去されている。また、左側縁は折れているが、折れ面を打面として表面側に微細な剥離

痕が観察される。先端部欠損。7は黒曜石製。ＳＩ275覆土中出土。素材剥片を右位に用い、両側縁

に裏面から調整加工が施される。右側縁は急斜度な加工であるのに対して、左側縁は平坦な加工であ

る。打面は除去されている。刃部は石器主軸にほぼ直交する。基部欠損。8は黒曜石製。ＳＩ90覆

土中出土。素材剥片を右位に用い、両側縁に裏面から急斜度な調整加工が施される。刃部は石器主軸

に直交し、平面形状は三角形を呈する。9は黒曜石製。ＯＰ3グリッド出土。素材剥片を右位に用い、

左側縁は裏面から、右側縁は表面から急斜度な調整加工が施され、打面は除去されている。刃部は石

器主軸に直交する。平面形状は三角形を呈する。リダクションを受けている可能性がある。10は黒

曜石製。ＳＩ275覆土中出土。素材剥片を右位に用い、左側縁に裏面から急斜度な加工が施されてい
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る。刃部は石器主軸に斜交する。下半部は大きく欠損しているため平面形状は不明。11は黒曜石製。

ＳＩ275覆土中出土。素材剥片を左位に用い、左側縁に裏面から急斜度な加工が施され、打面は除去

されている。刃部は石器主軸にやや斜交する。基部及び右半部欠損のため、平面形状は不明。12は

黒曜石製。ＳＩ275覆土中出土。素材剥片を左位に用い、打面に対置する末端部に裏面から微細な加

工が施されている。単剥離面打面を残置する。石器上半部はポジティブな剥離面を残し、それと主要

剥離面とがなす縁辺が刃部となる。また、刃部の一部には微細な剥離痕が認められる。13は珪質頁

岩製。ＳＫＦ826覆土中出土。素材剥片を横位に用い、素材末端に調整加工が施されている。調整加

工は末端下半部に裏面から施された後、上半部に表面から施されている。

２　個体別資料

肉眼のみによる個体分類には一定の危険性を伴うが
（註2）

、接合しないため敢えて試みると、全ての資料

が特徴的な外見を呈し、同一個体に分類される資料は皆無と考えられる。縄文時代として扱った資料

とも比較検討を行ったが、接合例は勿論のこと、同一個体を確認することはできなかった。つまり、

今回抽出された旧石器時代の石器は全て単独個体と判断される
（註3）

。

３　平面分布

調査区全体で見れば、西側の段丘縁辺にまとまる傾向にある。ナイフ形石器はより北側に分布し、

黒曜石製の台形様石器はＳＩ90・ＳＩ275周辺にまとまりがみられる。本来、1～2カ所の石器集中

部が存在した可能性がある。なお、縄文時代の遺構と遺物は、旧石器時代の石器と若干分布が重なり

ながらもより西側に分布する傾向にある。また、本書では縄文時代として扱った黒曜石製の剥片や残

核は、黒曜石製の台形様石器の分布と重なるため、本来、旧石器時代の石器である可能性もある。縄

文時代の製品のうち、黒曜石製のものは楔形石器１点のみであることも、このことを傍証しようか。

註

１　本書では、素材剥片の用い方(石器を正置した際の素材剥片の打面位置)を「縦(上・下)位、横(右・左)位」と表現する。

たとえば、「下位」は、素材剥片の打面部が下に位置することを示し、「右位」は打面部が石器正面の右側に位置することを

示す。

２　五十嵐彰　「考古資料の接合－石器研究における母岩・個体問題－」 『史学』 第67巻３・４号　1998(平成10)年

五十嵐彰　「旧石器資料関係論－旧石器資料報告の現状(Ⅲ)－」 『研究紀要』 第19号　財団法人東京都埋蔵文化財セ

ンター　2002(平成14)年

３　部分的な資料であるため「単独個体」であることがどれほど有効であるかは分からない。しかし、黒曜石製のものが全て

「単独個体」の可能性があることは注意される。なお、これらの「単独個体」の識別有効度(下記文献参照)は有効度Ｂに分

類される。

吉川耕太郎　「個体別資料の再検討－琴丘町小林遺跡における縄文時代中期後半の石器群－」 『秋田県埋蔵文化財セン

ター研究紀要』 第17号　2003(平成15)年
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第7図　旧石器時代の遺物（1）

１ ２

４

５ ６

７ ８

３

０ ５ｃｍ
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第8図　旧石器時代の遺物（2）

第2表 旧石器一覧表

番号 出土地点 図版番号 器種 石質 長さ(㎝) 幅(㎝) 厚さ(㎝) 重さ(ｇ)

第7図1 OO9Ⅳ層 19－ 1 ナイフ形石器 珪質頁岩 4.9 2.0 0.8 4.0 

第7図2 表採 19－ 2 ナイフ形石器 珪質頁岩 5.1 3.2 1.4 14.9 

第7図3 ＰＨ0 19－ 3 ナイフ形石器 珪質頁岩 3.7 2.2 1.0 6.1 

第7図4 ＳＩ90 19－ 4 台形様石器 黒曜石 3.5 2.5 0.6 3.2 

第7図5 ＯＰ3Ⅳ層 19－ 5 台形様石器 黒曜石 2.9 1.7 0.6 1.8 

第7図6 ＯＰ2Ⅳ層 19－ 6 台形様石器 黒曜石 2.4 1.2 0.6 1.4 

第7図7 ＳＩ275 16－ 7 台形様石器 黒曜石 2.5 1.9 0.6 2.1 

第7図8 ＳＩ90 19－ 8 台形様石器 黒曜石 2.4 2.1 0.7 2.0 

第8図9 ＯＰ3 19－ 9 台形様石器 黒曜石 1.4 1.1 0.4 0.3 

第8図10 ＳＩ275 19－10 台形様石器 黒曜石 1.6 1.7 0.6 0.9 

第8図11 ＳＩ275 19－11 台形様石器 黒曜石 1.5 1.1 0.5 0.7 

第8図12 ＳＩ275 19－12 台形様石器 黒曜石 2.4 1.5 0.9 1.7 

第8図13 ＳＫＦ826 台形様石器 珪質頁岩 2.6 2.7 0.7 3.2 

9 10

11 12

13

０ ５ｃｍ
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第3節　縄文時代の遺構と遺物

調査で検出した縄文時代の遺構は、竪穴住居跡2軒、土器埋設遺構1基、陥し穴1基、フラスコ状

土坑27基、土坑3基である。これらの遺構は主に調査区南側に位置しており、特にフラスコ状土坑

は堤に面した斜面部に集中している。検出面は、古代の竪穴住居跡の床面で見つかったＳＫＦ440・

830・2625以外はすべて第Ⅴ層上面であるが、縄文時代の遺構が最も多く分布する調査区南側は、

植林や古代の遺構により上面に撹乱を受けており、縄文時代の生活面は失われている。

遺構の覆土は、第Ⅳ層に由来する暗褐色土や褐色土を主体とする。

遺構の時期は、大木9・10式土器や十腰内Ⅰ式土器に相当する土器が出土していることから、主

に縄文時代中期後葉～後期前葉と判断した。

１　竪穴住居跡

ＳⅠ510(第9・20図、図版2－1･2 )

ＰＥ・ＰＦ6・7グリッドの第Ⅴ層上面で検出した。上面は耕地整理により削平されている。ＳＫ

Ｐ2933・ＳＫＰ2934と重複し、これらより古い遺構である。

平面形は円形で、規模は直径3.3ｍ、確認面から床面までの深さは0.26mである。床面は平坦で軟

らかく、壁は緩やかに立ち上がる。柱穴は住居の内部で3基、外部で5基を検出した。住居の内部の

柱穴は、床面からの深さが0.07m、外部の柱穴は確認面からの深さが0.09～0.26mである。

住居中央からやや南西で、石囲炉を検出した。50㎝大の礫４個が「コ」の字に配置されており、

礫の内側が被熱している。被熱面は直径約0.4mで、平坦で軟らかく、暗赤褐色である。被熱面の下

には礫設置のための円形の土坑があり、規模は直径0.6m、住居の床面から底面までの深さは0.1mで、

礫は土坑に埋め込まれて配置されている。本来は円形に礫を配置した石囲炉であり、部分的に礫が抜

けたものと推定した。

住居の覆土は2層に分層した。第Ⅳａ層に由来する暗褐色土を主体とし、2層は1層より地山ブロ

ックが多く混入している。

遺物は、縄文時代の深鉢形土器と二次加工のある剥片や剥片が住居の覆土と炉の被熱面直上で出土

した。深鉢形土器は小破片であるため図示していないが、胎土は砂粒を含むが緻密で、本遺跡で出土

した縄文時代中期後葉の土器と類似している。第20図1は二次加工のある剥片である。素材は頁岩

で、側縁部に鋸歯状の二次加工が施されている。

本住居跡の時期は、縄文時代中期後葉と判断した。

ＳⅠ1600(第10図)

ＯＴ・ＰＡ－1・０グリッドの第Ⅴ層上面で検出した。周辺は植林されており、耕作と樹木の根

による撹乱が多い。地形が南西方向に向かって傾斜しているために南側では壁が検出されなかった。

規模は長軸3.78ｍ、短軸3.32ｍと推定され、確認面から床面までの深さは0.12mである。床面は

平坦で軟らかく、壁は緩やかに立ち上がる。住居内で柱穴2基を検出した。Ｐ1は住居の東壁に位置

し、深さ0.13mで、底面で柱痕跡を確認した。Ｐ2は住居内部北寄りに位置し、深さ0.15mである。
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第9図　ＳⅠ510竪穴住居跡

石

１

ＨＧ

ＨＧ

26.0ｍ

ＨＧ

０　　　　　　　　　　　　　 １m

０　　　　　　　　　　　　　 ２m

ＳＩ510 石囲炉
１　暗赤褐色土（５ＹＲ3/6）

ＳＫＰ2993
１　黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり弱　粘性中

炭化物（径0.1～0.5cm）１％混入
ＳＫＰ2934
１　黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり弱　粘性中

炭化物混入

Ｅ

Ｃ Ｄ

Ｆ
１

１ １ １ １

26.1ｍ
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１ １ １ １

１ｂ

ＢＡ 26.1ｍ

26.1ｍ

ＳＩ510
１　暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径0.1～１cm）１％混入
炭化物（径0.1～0.5cm）１％混入

１ｂ暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱
地山ブロック（径0.1～２cm）20％混入
炭化物（径0.1～0.5cm）１％混入

P２ P１

Ｄ

P６
Ｂ
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Ｈ
ＧP７

P３

P５

Ａ

P８

Ｅ

P４

Ｃ
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地山土と褐色土の
混合土範囲

ＳⅠ510
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第10図　ＳⅠ1600竪穴住居跡

ＳＩ1600

Ａ ＢＰ１

Ｐ２
Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

23.8ｍ

23.8ｍ

１

１

調査区外

０ ２ｍ

ＳＩ1600
1 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり中　粘性弱

炭化物（径0.5～2cm）2％混入
焼土ブロック（径0.3～0.5cm）1％未満混入
地山ブロック（径0.5～4cm）1％混入
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住居中央からやや南側で地床炉と考えられる被熱面を2ヵ所で確認した。いずれも被熱面は平坦で、

周辺には炭化物が分布している。

住居の覆土は第Ⅳａ層に由来する暗褐色土で、混入物が少ないことから自然堆積と考えられる。

遺物は、樹木根による撹乱部分から、黒曜石片が出土した。

時期は、他の縄文時代の遺構と同様に縄文時代中期後葉から後期前葉と判断した。

２　土器埋設遺構

ＳＲ790(第11・20図)

ＰＣ8グリッドの第Ⅴ層面で焼土ブロックの分布を確認し、調査の過程で掘り形から深鉢形土器が

出土した。ＳＩ510の北側に位置する。深鉢形土器を東に傾けて埋設しており、土器埋設の掘り形の

壁から底面にかけて暗赤褐色に被熱しているため、土器の内部で火を焚いていたと判断した。

覆土は2層に分層した。第Ⅳａ層に由来する暗褐色土で、混入物が少ない。

遺構の周辺は農地として整備される際に削平を受けており、柱穴などは検出できず、屋外炉である

か屋内炉であるかは不明である。

埋設されていた土器（第20図1）は深鉢形土器である。底部からはやや外傾して直線的に立ち上

がり、口縁部で内湾しているが、口縁は失われている。胴部にはＬＲ原体の縦位回転による縄文が施

されている。胎土は砂粒が混入して粗く、色調は浅黄色である。

時期は、縄文時代中期と判断した。

３　陥し穴

ＳＫＴ1970(第11図、図版2-3)

ＮＴ・ＯＡ25グリッドの第Ⅴ層上面で検出したが、ＳＫＰ2243に切られている。規模は開口部で

長軸3.2ｍ、短軸0.41ｍ、底部で長軸3.2ｍ、短軸0.18ｍ、確認面からの深さ1.08ｍで、短軸の断面

はＶ字形、長軸の断面は壁がややオーバーハングする袋状である。覆土は5層に分層した。2～5層

は第Ⅳ層に由来する暗褐色～褐色土に地山ブロックが混入した覆土で、埋め戻されていると考えられ

る。1層は、基本土層第Ⅲ層に由来する黒褐色土で、混入物が少なく自然堆積である。

遺物は出土しなかったが、時期は他の縄文時代の遺構と同様に中期後葉から後期前葉と判断した。

４　フラスコ状土坑（第11～21・53図、図版3-1･2）

27基のフラスコ状土坑のうち、ＳＫＦ410・440・830は台地の縁辺から離れた平坦面に位置し、

それ以外の24基は堤に面した斜面部に密集している。古代の竪穴住居跡の床面で見つかったＳＫＦ

440・830・2625の他はすべて第Ⅴ層上面で検出した。フラスコ状土坑は多くが埋め戻されている。

遺物はいずれもフラスコ状土坑の覆土中位から出土した。ＳＫＦ826から縄文時代中期後葉の縄文

土器の破片が多量に出土し、第20図6はＳＫＦ826・2103とＳＫ815から出土した破片と接合した。

土器を包含した層を壊して埋め戻しているためと考え、ＳＫＦ826・ＳＫ815・2103は近い時期に

埋め戻されていると判断した。以下にフラスコ状土坑から出土した遺物について記述する。

第20図4はＳＫＦ826で出土した深鉢形土器の口縁部で、口縁は欠損している。端部が曲線を描



－－ 21 －－

第3節　縄文時代の遺溝と遺物

く横位の隆帯の上側に沿って竹管による刺突列が施され、胴部にはＬＲ原体による綾絡文が縦位で施

される。表面に炭化物が付着している。第20図5はＳＫＦ826で出土した深鉢形土器の口縁部～胴

部である。胴部は垂直に立ち上がり、口縁部で外反し、平縁である。ＬＲ原体による綾絡文が縦位で

施されている。第20図6はＳＫＦ826・2103・ＳＫ815で出土した深鉢形土器の口縁部～胴部であ

る。底部からやや外傾しながら立ち上がり、上半部では直立し、口縁部でわずかに外反し、平縁であ

る。胴部にはＬＲ原体による綾絡文が縦位で施されている。胴部表面に炭化物が付着している。第

20図7はＳＫＦ826で出土した深鉢形土器の胴部である。ＲＬ原体による綾絡文が縦位で施されて

いる。第21図1はＳＫＦ815・826で出土した深鉢形土器の胴部である。ＬＲ原体による綾絡文が縦

位で施されている。第21図3はＳＫＦ2103で出土した深鉢形土器の口縁部で、第20図4と同一個体

である可能性がある。口縁部はわずかに内湾しており、横位の隆帯の上側に沿って竹管による刺突列

が施され、胴部にはＬＲ原体による綾絡文が施される。第21図4はＳＫＦ2103で出土した深鉢形土

器の胴部～底部である。底面は平坦で、胴部は開きながら直線的に立ち上がる。ＬＲ原体による綾絡

文が縦位で施されている。第21図2はＳＫＦ1956で出土した凹基無茎石鏃で、素材は頁岩であり、

表裏全面に二次加工が施されている。第20図2はＳＫＦ826で出土した二次加工のある剥片で、素

材は頁岩である。剥片の縁辺部に二次加工を施して鋭角な先端部を作り出している。

フラスコ状土坑の時期は、出土した遺物から縄文時代中期後葉～後期前葉と考えられる。

個々のフラスコ状土坑の詳細については、第3表に一覧を提示する。

５　土坑

３基の土坑のうち、ＳＫ815・ＳＫ3012は台地の縁辺からやや離れた平坦部、ＳＫ2624は台地の

縁辺の斜面部に位置し、第Ⅴ層上面で検出した。いずれも覆土中位で縄文土器が多量に出土した。前

項で記述した通り、ＳＫ815で出土した土器とＳＫＦ826・2013の土器が接合した。

以下に土坑から出土した遺物について記述する。

第20図６・第21図１については、フラスコ状土坑の項で記述した通りである。第21図５はＳＫ

815で出土した深鉢形土器の胴部～底部である。底面は平坦で、胴部は開きながら立ち上がり、ＬＲ

縄文が縦位で施されている。第21図６はＳＫ815で出土した口縁部突起である。縦位の隆帯の両側に

沿って竹管による刺突列が施される。突起先端には横方向に穿孔が施されている。第22図１はＳＫ

2624で出土した深鉢形土器の胴部で、内湾しており、沈線による楕円形の内部に正反の撚のＬＲＲ

原体による縄文が斜位で施される。第22図２はＳＫ2624で出土した深鉢形土器の外反した口縁部で、

ＬＲ縄文が縦位で施されている。第22図３はＳＫ3012で出土した深鉢形土器の胴部である。沈線で

楕円形の内部に葉脈状の文様を描いている。第22図４はＳＫ3012から出土した滑車形の土製耳飾で

ある。約４分の３は欠損しており、裏面も剥落している。表面には同心円状に２列の刺突列が施され

る。

土坑の時期は、出土遺物から縄文時代中期後葉～後期前葉と考えられる。

個々の土坑の詳細については、第3表に一覧を提示する。
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フラスコ状土坑・土坑一覧表凡例

【重複】遺構が重複する場合、新旧関係を「新＜旧」と表記する。

【平面形】遺構開口部の平面形を示す。長軸÷短軸＜1.1の遺構は円形、長軸÷短軸≧1.1の遺構は楕

円形、開口部が撹乱されて元の平面形が推定出来ない場合は不定形とした。

【口径】遺構開口部の長軸・短軸を㎝単位で示す。（ ）は残存値。

【深さ】遺構の確認面から底面までの深さを㎝単位で示す。

【底径】フラスコ状土坑の底面の長径×短径を㎝で示す。

遺構番号 挿図 図版 グリッド位置 重複 平面形 口径(㎝) 深さ(㎝) 底径(㎝)

SKF410 第11図 PD7 － 楕円形 130×110 104 164×152

SKF440 第11図 PE8 SI468< 円形 161×150 116 190×178

SKF826 第12図 PL0 － 楕円形 163×136 147 190×184

SKF830 第53・54図 PE9 SK2892< SI468< 円形 110×109 72 101×100

SKF1007 第12図 PK1 SI450< 楕円形 72×（62） 158 153×136

SKF1008 第12図 PM0 SI65< 楕円形 113× 90 142 175×171

SKF1956 第13図 PM・PN－1 SA2105< SA2106< 円形 156×（121） 101 109× 97

SKF1957 第13図 PN－1 SA2106< 円形 118×(70) 62 170× 86

SKF1960 第13図 PI・PJ－2・－3 － 円形 128×126 43 140×138

SKF2068 第13図 PL－1 － 円形 98× 95 105 179×150

SKF2069 第14図 PK・PL－1 － 円形 106× 98 88 144×135

SKF2070 第14図 PJ・PK－1・0 － 楕円形 122× 99 89 122×107

SKF2102 第14図 PK－2 － 円形 121×115 94 154×154

SKF2103 第15図 PJ・PK－1 SKF2104< SA2105< SA2106< SKP2109< 楕円形 178×144 226 216×216

SKF2104 第15図 PK－1 SA2105< SA2106< SKP2108< <SKF2103 円形 150×143 140 160×150

SKF2113 第15図 PI・PJ－1 SA2106< <SKF2900 楕円形 147×131 170 179×168

SKF2114 第16図 PK－1 － 円形 160×158 138 182×165

SKF2115 第16図 PI－2・－1 <SKF2901 楕円形 170×（135） 134 165×130

SKF2116 第17図 PI・PJ－1・0 SA2895< 楕円形 117× 95 102 142×135

SKF2117 第17図 3－2 PH－3・－2 － 円形 108×102 122 142×142

SKF2125 第17図 PK・PL－1 SA2105< 楕円形 83× 74 136 148×148

SKF2126 第18図 PM－1 SA2105< SA2129< SKP2494< SKP2493< 楕円形 158×120 76 186×123

SKF2127 第18図 PL・PM－1 SA2106< 円形 124×120 122 170×152

SKF2625 第19図 PH－4 SI2390< 不定形 104×100 80 130×118

SKF2900 第15図 PJ－1 SKF2113< 楕円形 （127）×135 117 184×133

SKF2901 第16図 PI・PJ－2・－1 SKF2115< 円形 258×（160） 194 221×140

SKF2903 第18図 PI・PJ０ － 楕円形 118×104 130 150×144

遺構番号 挿図 図版 グリッド位置 重複 平面形 口径(㎝) 深さ(㎝)

SK815 第19図 PＪ0・1 SKP2990< SI450< 楕円形 90×(50) 25

SK2624 第19図 PG･PH－2･－1 SK2318< SA2543< SA2544< 円形 276×(228) 28

SK3012 第19図 PM0 SA65< 楕円形 80×(42) 15

第3表　フラスコ状土坑・土坑一覧表
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第3節　縄文時代の遺溝と遺物

第11図　ＳＲ790土器埋設遺構　ＳＫＴ1970陥し穴　ＳＫＦ410・440フラスコ状土坑
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ＳＫＴ1970
1 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり強　粘性中

地山ブロック（径0.1～1cm）2％混入
2 褐色土（10ＹＲ4/4）しまり強　粘性中
3 褐色土（10ＹＲ4/4）しまり中　粘性強
4 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり弱　粘性強
5 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり弱　粘性強

ＳＫＦ410
1 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり中　粘性なし

炭化物1％混入
2 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり中　粘性中

炭化物1％混入
3 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり弱　粘性強

炭化物1％混入
4 黒褐色土（10ＹＲ2／3）しまり中　粘性強

炭化物1％　地山ブロック1％混入
5 黒褐色土（10ＹＲ2／3）しまり中　粘性強

炭化物1％　地山ブロック1％混入
6 黒褐色土（10ＹＲ2／3）しまり中　粘性中

炭化物1％　地山ブロック2％混入
7 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり中　粘性中

炭化物1％混入

ＳＲ790
1 暗褐色土（7.5ＹＲ3/4）しまり弱　粘性中
2 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり弱　粘性中

ＳＫＦ440
1 黒褐色土（10ＹＲ3/2）しまり強　粘性中

炭化物（径3～7mm）1％　
地山ブロック（径3～6mm）1％混入

2 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり強　粘性中
炭化物（径3～4mm）1％　
地山ブロック（径4～8mm）2％混入

3 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり中　粘性中
地山ブロック40％混入

4 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり中　粘性弱
地山ブロック20％混入

5 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり中　粘性弱
炭化物（径1～2mm）1％以下混入

6 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり中　粘性弱
地山ブロック（径1～1.2mm）2％混入

7 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性なし
炭化物（径3～5mm）2％　地山ブロック（径
3～5mm）1％混入
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第4章　調査の記録

第12図　ＳＫＦ826・1007・1008フラスコ状土坑

ＳＫＦ826

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
25.2ｍ

１

２

３

３

４

５

６
７

ＳＫＦ1007

Ａ Ｂ
ＳＩ450
Ｐ４

ＳＩ450
Ｐ５

Ａ Ｂ25.2ｍ

１

２
３

４５
５

６
７

８

ＳＫＦ1008

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

ＳＡ65

25.2ｍ

ＳＡ65 １

２
３

４
５

６

７

８９

10
０ ２ｍ

ＳＫＦ1007
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり中　粘性中

炭化物3％　焼土ブロック1％
地山ブロック5％混入

2 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり中　粘性中
炭化物1％　地山ブロック3％混入

3 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり中　粘性中
炭化物1％　地山ブロック5％混入

4 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強　粘性弱
炭化物1％混入

5 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり強　粘性中
炭化物1％　地山ブロック50％混入

6 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり中　粘性中
炭化物1％　地山ブロック10％混入

7 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり中　粘性中
炭化物1％　焼土ブロック1％　
地山ブロック1％混入

8 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり中　粘性中
炭化物1％　地山ブロック1％混入

ＳＫＦ826
1 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり強　粘性なし
2 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物1％　焼土ブロック1％混入
3 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性中

炭化物1％混入
4 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり中　粘性中

炭化物2％混入
5 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり弱　粘性なし
6 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強　粘性中
7 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり弱　粘性なし

ＳＫＦ1008
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性中

地山ブロック2％混入
2 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性中

炭化物1％　地山ブロック5％混入
3 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり中　粘性弱
4 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり弱　粘性中

炭化物1％混入
5 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり弱　粘性弱
6 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり弱　粘性中
7 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり弱　粘性弱
8 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり中　粘性中
9 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり弱　粘性弱
10 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり弱　粘性中

暗褐色土（10ＹＲ3／4）10％混入
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第3節　縄文時代の遺溝と遺物　

第13図　ＳＫＦ1956・1957・1960・2068フラスコ状土坑
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ＳＫＦ1956
1 暗褐色土（7.5ＹＲ3/4）しまり強　粘性中

炭化物（径1～2mm）1％未満混入
焼土ブロック（径0.1～1cm）1％未満混入
地山ブロック（径0.1～1cm）1％未満混入

2 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4/3）しまり強　粘性中
炭化物（径1～5mm）1％混入
地山ブロック（径1～2mm）1％混入

3 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4/3）しまり強　粘性中
炭化物（径1～5mm）1％混入
地山ブロック斑点状に混入

4 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
5 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり中　粘性中
6 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり中　粘性強

炭化物（径1～5mm）1％混入
地山ブロック斑点状に混入

7 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり強　粘性強

ＳＫＦ1957
1 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり強　粘性中

炭化物（径0.2～1cm）5％混入
2 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり強　粘性中
3 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強　粘性弱

ＳＫＦ1960
1 暗褐色土（7.5ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～5mm）1％混入
2 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり弱　粘性強
3 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり中　粘性強

ＳＫＦ2068
1 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり中　粘性中
2 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり中　粘性中

地山ブロック混入
3 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり弱　粘性強

炭化物（径1～2mm）10％　地山ブロック混入
4 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4／3）しまり強　粘性強

炭化物（径1～2mm）1％未満
地山ブロック混入

5 褐色土（10ＹＲ4/4）しまり弱　粘性強
炭化物（径1～5mm）1％未満混入

6 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり中　粘性強
炭化物（径1～2mm）1％未満
地山ブロック（径1～5mm）1％未満混入

7 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり弱　粘性強
8 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり中　粘性中

炭化物（径1mm）1％未満
地山ブロック（径1mm）1％未満混入

9 褐色土（7.5ＹＲ4／3）しまり中　粘性強
地山ブロック（径0.1～1cm）1％混入

10 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり中　粘性中
11 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり中　粘性中
12 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4／3）しまり中　粘性中
13 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり中　粘性中
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第4章　調査の記録

第14図　ＳＫＦ2069・2070・2102フラスコ状土坑

ＳＫＦ2070
1 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径0.1～1cm）3％
地山ブロック（径1～3mm）1％混入

2 褐色土（7.5ＹＲ4／6）しまり強　粘性中
炭化物（径1～5mm）1％

3 褐色土（7.5ＹＲ4／6）しまり強　粘性中
炭化物1％未満混入

4 褐色土（7.5ＹＲ4／6）しまり強　粘性中
炭化物（径1～3mm）1％
地山ブロック（径0.1～1.5cm）3％混入

5 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性中
炭化物（径1cm）1％未満
地山ブロック（径3～5mm）1％混入

6 褐色土（7.5ＹＲ4／6）しまり強　粘性中
7 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性中

炭化物（径1～3mm）1％混入
8 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性なし

ＳＫＦ2069
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性中

炭化物（径1～3mm）1％
地山ブロック（径1～2mm）1％混入

2 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
炭化物（径2mm）1％
地山ブロック（径1～5mm）1％混入

3 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり中　粘性弱
炭化物（径1mm）1％混入

4 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
炭化物（径1～3mm）1％
地山ブロック（径5mm）1％未満混入

5 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
炭化物（径1～3mm）1％
地山ブロック（径2～3mm）1％混入

6 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4／3）しまり中　粘性中
炭化物（径1mm）1％　地山ブロック1％未満混入

7 明褐色土（7.5ＹＲ5／6）しまり強　粘性弱
8 褐色土（7.5ＹＲ4／3）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～5mm）1％混入
9 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
10 褐色土（7.5ＹＲ4／4）粘性弱　しまり強
11 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性強
12 明褐色土（7.5ＹＲ5／6）しまり強　粘性弱

ＳＫＦ2102
1 褐色土（7.5ＹＲ4/3）しまり弱　粘性強

炭化物（径1～5mm）1％
地山ブロック（径0.1～1cm）2％混入

2 褐色土（7.5ＹＲ4/3）しまり強　粘性弱
炭化物（径1～3mm）1％混入

3 褐色土（7.5ＹＲ4/6）しまり強　粘性弱
4 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1mm）1％混入
5 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
6 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～3mm）1％
地山ブロック（径1～2cm）1％混入

7 褐色土（7.5ＹＲ4/3）しまり強　粘性中
炭化物（径1mm）1％
地山ブロック（径1mm）1％混入

8 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり強　粘性なし
炭化物（径1mm）1％未満混入
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第3節　縄文時代の遺溝と遺物　

第15図　ＳＫＦ2103・2104・2113・2900フラスコ状土坑

ＳＫＦ2103
1 褐色土（10ＹＲ4/4）しまり強　粘性弱
2 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり強　粘性弱
3 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり強　粘性弱
4 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱　

炭化物（径1～5mm）2％
地山ブロック（径2～5mm）3％混入

5 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
6 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
7 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～5mm）1％混入
8 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり中　粘性弱
9 褐色土（7.5ＹＲ4／6）しまり強　粘性弱
10 褐色土（7.5ＹＲ4／6）しまり強　粘性弱
11 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり中　粘性中
12 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり中　粘性弱
13 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり中　粘性弱
14 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
15 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強　粘性弱
16 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱

炭化物（径3～5mm）1％混入
17 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱

ＳＫＦ2104
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～5mm）3％
2 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1mm）1％　地山ブロック　2％混入
3 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性中
4 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径0.1～2cm）5％混入
5 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
6 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
7 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱

地山ブロック20％混入
8 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱
9 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり中　粘性中

炭化物（径5mm）1％
地山ブロック（径1mm）5％混入

10 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり中　粘性弱
11 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり弱　粘性弱

炭化物（径1～5mm）2％
地山ブロック（径1～3mm）5％混入　
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２
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撹乱

０ ２ｍ

ＳＫＦ2113
1 褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱
2 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～3mm）2％　焼土ブロック1％未満
地山ブロック（径1～3mm）2％混入

3 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱　
炭化物（径1～3mm）2％　焼土ブロック1％未満
地山ブロック（径1～3mm）5％混入

4 褐色土（7.5ＹＲ）しまり強　粘性弱
炭化物（径1mm）1％　地山ブロック　40％混入

5 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性中
地山ブロック30％混入

6 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性中
炭化物1％　地山ブロック30％混入

7 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
地山ブロック30％混入

8 褐色土（7.5ＹＲ4／6）しまり強　粘性弱
9 褐色土（7.5ＹＲ4／6）しまり強　粘性弱
10 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり中　粘性中
11 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり中　粘性中

ＳＫＦ2900
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり弱　粘性強

炭化物（径1mm）2％
2 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
3 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり中　粘性弱

地山ブロック（径1～3mm）3％混入
4 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり中　粘性中

地山ブロック50％混入
5 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり強　粘性弱
6 褐色土（7.5ＹＲ4／6）しまり中　粘性中

地山ブロック20％混入
7 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
8 褐色土（7.5ＹＲ4／6）しまり強　粘性中
9 褐色土（7.5ＹＲ4／6）しまり中　粘性中
10 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱

地山ブロック30％混入
11 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱

ＳＡ2106（ＳＫＦ2104と切り合い）
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～5mm）3％
地上ブロック（径3mm）1％混入
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第16図　ＳＫＦ2114・2115・2901フラスコ状土坑

ＳＫＦ2115
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～3mm）1％
焼土ブロック1％未満混入

2 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり強　粘性弱
3 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり中　粘性弱　
4 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり弱　粘性弱

炭化物（径1mm）1％
地山ブロック（径5mm）1％混入

5 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり中　粘性中
炭化物（径2mm）1％未満混入

6 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強　粘性弱
7 明褐色土（7.5ＹＲ5/6）しまり強　粘性弱

炭化物（径1mm）1％未満混入
8 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり強　粘性弱
9 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり強　粘性弱
10 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり中　粘性弱

炭化物（径1～5mm）1％　地山ブロック混入
11 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1mm）1％混入
12 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり弱　粘性弱

炭化物（径1mm）1％混入
13 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり中　粘性弱

炭化物（径4mm）1％混入
14 褐色土（7.5ＹＲ4/6）しまり中　粘性弱
15 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径1cm）1％混入
16 褐色土（7.5ＹＲ4/6）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入
17 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり強　粘性弱
18 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり強　粘性弱
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ＳＫＦ2901
1 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～5mm）1％混入
2 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満
地山ブロック（径5mm）1％未満混入。

3 褐色土（7.5ＹＲ4/6）しまり強　粘性中
炭化物1％未満混入

4 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり強　粘性弱
5 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
6 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
7 明褐色土（7.5ＹＲ5／6）しまり強　粘性中

褐色土混入
8 褐色土（10ＹＲ4／4～4／6）砂40％混入
9 砂
10 明褐色土（7.5ＹＲ5／6）しまり強　粘性中

褐色土混入

ＳＫＦ2114
1 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり強　粘性中

炭化物（径1～5mm）3％　
地山ブロック（径0.1～1cm）3％混入

2 明褐色土（7.5ＹＲ5/6）しまり強　粘性中
炭化物（径1mm）1％混入

3 褐色土（7.5ＹＲ4/6）しまり弱　粘性弱
炭化物（径1～3mm）1％混入

4 明褐色土（7.5ＹＲ5／6）しまり中　粘性強
5 明褐色土（7.5ＹＲ5／6）しまり中　粘性弱
6 褐色土（7.5ＹＲ4／6）しまり中　粘性弱
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第17図　ＳＫＦ2116・2117・2125フラスコ状土坑　ＳＡ2895柵列
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ＳＫＦ2116
1 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり強　粘性中

炭化物（径2～5mm）1％
地山ブロック（径1mm）1％混入

2 褐色土（7.5ＹＲ4/3）しまり強　粘性中
炭化物（径1mm）1％
地山ブロック（径1mm）1％混入

3 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性中
炭化物（径2mm）1％未満混入

4 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
5 褐色土（7.5ＹＲ4／3）しまり中　粘性中

炭化物（径1mm）1％
地山ブロック（径3～5mm）1％混入

6 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性強
炭化物（径1mm）1％混入

7 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり中　粘性中
炭化物（径1mm）1％未満混入

8 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり中　粘性中
9 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり中　粘性弱

炭化物（径1mm）1％未満混入
10 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり中　粘性弱

炭化物（径1mm）1％未満
地山ブロック（径1mm）1％未満混入

11 褐色土（7.5ＹＲ4／6）しまり中　粘性弱
炭化物（径1mm）1％未満混入

12 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性なし

ＳＫＦ2117
1 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径3～7mm）10％混入
2 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性中

炭化物（径1～3mm）7％混入
3 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり強　粘性中
4 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり強　粘性強

炭化物（径1～2mm）5％混入
5 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり強　粘性強

炭化物（径1mm）1％　地山ブロック3％混入
6 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり強　粘性強

地山ブロック7％混入
7 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり中　粘性強

地山ブロック10％混入
8 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり中　粘性強
9 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり強　粘性強
10 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり中　粘性強

地山ブロック3％混入
11 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり強　粘性強
12 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり弱　粘性弱
13 褐色土（10ＹＲ3／4）しまり弱　粘性強

炭化物20％混入
14 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり中　粘性中

ＳＡ2895
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径2mm）1％混入
地山ブロック（径1mm）1％混入

ＳＫＦ2125
1 暗褐色土（7.5ＹＲ3/2）しまり強　粘性中

炭化物（径1～2mm）1％未満
地山ブロック（径1～5mm）1％混入

2 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4/3）しまり中　粘性弱
地山ブロック（径0.1～1cm）混入

3 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり弱　粘性中
地山ブロック混入

4 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4／3）しまり中　粘性強
地山ブロック混入

5 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり弱　粘性弱
地山ブロック（径0.1～1cm）1％混入

6 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり中　粘性中
地山ブロック（径1～3mm）2％混入

7 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4／3）しまり中　粘性弱
地山ブロック（径1～3mm）1％混入

8 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり弱　粘性弱
地山ブロック（径0.1～2cm）3％混入

9 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4／3）しまり中　粘性弱
10 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4／3）しまり中　粘性弱
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第18図　ＳＫＦ2126・2127・2903フラスコ状土坑

１

２３

４
５

６

７
８

１

１３

４

２

５

６

８

６

１

２

３

ＳＫＦ2126
1 暗褐色土（7.5ＹＲ3/4）しまり中　粘性中
2 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4／3）しまり強　粘性中

炭化物（径1～2mm）1％未満混入
地山ブロック（径0.1～3cm）2％

3 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり強　粘性強
地山ブロック混入

4 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり弱　粘性強
5 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4／3）しまり強　粘性弱
6 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4／3）しまり強　粘性弱

ＳＫＦ2903
1 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1mm）1％
地山ブロック（径1mm）1％混入

2 褐色土（7.5ＹＲ4/6）しまり強　粘性弱
炭化物（径1mm）1％
地山ブロック（径1mm）1％混入

3 褐色土（7.5ＹＲ4/6）しまり強　粘性弱ＳＫＦ2127
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり中　粘性中

炭化物（径1～5mm）2％混入
地山ブロック（径1～5mm）1％未満混入

2 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり中　粘性中
3 褐色土（10ＹＲ4/4）しまり強　粘性中
4 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4／3）しまり中　粘性中

地山ブロック混入
5 褐色土（7.5ＹＲ4/3）しまり中　粘性強

炭化物（径1mm）1％未満混入
6 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4／3）しまり中　粘性中
7 褐色土（10ＹＲ4/4）しまり弱　粘性弱

地山ブロック混入
8 褐色土（10ＹＲ4/4）しまり中　粘性弱
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第19図　ＳＫＦ2625フラスコ状土坑　ＳＫ815・2624・3012土坑
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ＳＫＦ2625
1 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4／3）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径1cm）20％混入
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ＳＫ815
1 黒褐色土（10ＹＲ2／2）しまり強　粘性中

地山ブロック1％混入
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ＳＫ2624
1 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱

炭化物1％混入
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第20図　遺構内出土遺物（1）（ＳⅠ510・ＳＲ790・ＳＫＦ826･2103・ＳＫ815）
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第21図　遺構内出土遺物（2）（ＳＫＦ826・1956・2103・ＳＫ815）
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第22図　遺構内出土遺物（3）（ＳＫ2624・3012）

第4表 遺溝内出土遺物（縄文）一覧表

挿図番号 図版番号 出土遺構 器種 最大長(㎝) 最大幅(㎝) 最大厚(㎝) 重量(ｇ)
第20図1 19―19 SI510 二次加工のある剥片 1.9 3.1 0.7 4.2
第20図2 19―18 SKF826 二次加工のある剥片 3.6 1.7 0.5 1.7
第21図2 19―14 SKF1956 石鏃 1.9 1.8 0.5 0.9

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 特徴 胎土 色調

第22図4 22-2 SK3012 耳飾 粗い 10YR6/6 

挿図番号 図版番号 出土遺構 器種 部位 器面特徴 胎土 色調

第20図3 20-1 SR790 深鉢 胴部～底部 粗い 7.5YR6/6

第20図4 21-3 SKF826 深鉢 胴部 緻密 10YR5/2

第20図5 SKF826 深鉢 口縁部～胴部 粗い 10YR6/6

第20図6 21-1 深鉢 口縁部～胴部 砂粒 7.5YR7/6

第20図7 SKF826 深鉢 胴部 粗い 10YR6/6

第21図1 20-2 深鉢 胴部 砂粒 10YR7/3

第21図3 21-2 SKF2103 深鉢 口縁部 緻密 10YR5/2

第21図4 SKF2103 深鉢 胴部～底部 砂粒 10YR7/6

第21図5 SK815 深鉢 胴部～底部 粗い ５YR6/6

第21図6 22-1 SK815 口縁部突起 粗い 10YR6/4

第22図1 SK2624 深鉢 胴部 砂粒 7.5YR6/4

第22図2 SK2624 深鉢 口縁部 粗い 10YR3/1

第22図3 21-4 SK3012 深鉢 胴部 緻密 10YR5/2

LR縄文縦位回転　炭化物付着

LR綾絡文縦位回転　炭化物付着

LR綾絡文縦位回転→隆帯横位貼付
→隆帯に沿って竹管による刺突　
炭化物付着

LR綾絡文縦位回転→隆帯横位貼付
→隆帯に沿って竹管による刺突　
炭化物付着

隆帯縦位貼付→隆帯に沿って竹管
による刺突　突起頂部に横位の穿
孔

沈線によるO字型→O字型の内側を
正反の合撚による異条縄文斜位回
転

沈線による楕円形とその内部に葉
脈状の文様

滑車型　残存部位は全体の1/4程度、裏面も欠損
表面には２列の刺突が並ぶ

LR綾絡文縦位回転　炭化物付着

LR綾絡文縦位回転

LR綾絡文縦位回転

LR縄文縦位回転

ＬＲＬ縄文斜位回転

LR綾絡文縦位回転　炭化物付着

SKF826
SKF2103
SK815

SKF826
SK815
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第4節　古代の遺構と遺物

1 竪穴住居跡

ＳⅠ12(第23図)

ＰＤ14･15、ＰＥ15グリッドの第Ⅳ層で、北側の一部を落ち込みとして確認した。西側は農業用

水路があるため調査できなかった。平面形は隅丸方形を呈するものと思われ、北壁は3.3ｍ以上、西

壁は0.94ｍ以上、確認面からの深さは0.37ｍである。

床面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土は5層に分けられ、主に第Ⅲ・Ⅳ層に由来する黒褐色土

で、3ｂ層は3ａ層内に混入する火山灰ブロックである。4層には地山ブロックが多く混入している。

壁溝は幅0.22ｍ・深さ0.15ｍで、北壁下・東壁下で確認した。柱穴は北東隅に1基(Ｐ1)で、深さ

は0.23ｍである。カマドは確認できなかった。遺物は流動滓が1点出土した。

ＳⅠ17(第24図)

ＰＡ・ＰＢ14・15グリッドの第Ⅴ層で柱穴8基と、カマドの支脚と燃焼面を確認した。カマドと

柱穴配置や、カマド内の覆土と柱穴の覆土が類似することから竪穴住居跡と判断した。ＳＤ201･Ｓ

Ａ226と切り合うが新旧関係は不明である。主軸方向はＮ－68°－Ｗと思われる。

柱穴は、南東隅(Ｐ1)、南東壁下(Ｐ2･Ｐ5)、南西壁下(Ｐ4･Ｐ7)に位置し、深さは0.1～0.38

ｍで、覆土は第Ⅲ層に由来する黒褐色土を主体としている。

カマドは袖部・煙道部等の上部構造は失われているが、削平を受けた支脚と、強く焼けた燃焼面を

確認した。支脚内のカマド1層は第Ⅲ層に由来すると思われる。

遺物は支脚(第90図1)のほか土師器片が出土した。

ＳⅠ18(第24図)

ＰＪ16グリッドの第Ⅳ層で、北側の一部を確認したにすぎない。平面形は隅丸方形を呈するもの

と思われ、北壁2.5ｍ以上、西壁0.56ｍ以上、確認面からの深さ0.24ｍである。床面は平坦で、壁は

垂直に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。

壁溝は幅0.1ｍ・深さ0.24ｍで北東壁下・南西壁下で確認した。深さ0.19ｍの柱穴(Ｐ1)を北隅で

確認した。遺物は出土しなかった。

ＳⅠ26(第25･26図)

ＰＪ･ＰＫ2･3グリッドの第Ⅳ層で落ち込みとして確認したが、ＳＩ450に切られている。平面形は

方形を呈し、北壁は4.46ｍ、東壁は4.0ｍ以上で、確認面からの深さは0.36ｍである。床面は平坦で、

壁は急に立ち上がる。覆土は単一層で、第Ⅳ層に由来する暗褐色土である。

壁溝は幅0.2ｍ･深さ0.12ｍで、北側から東側の壁下で確認した。柱穴は東隅(Ｐ6)･北隅(Ｐ4)の

ほか、北東壁下(Ｐ4)･北西壁下(Ｐ2･Ｐ3･Ｐ7)に位置し、深さは0.17ｍ～0.48ｍである。Ｐ1は

円形を呈する径0.84ｍ・深さ0.5ｍの土坑で、2層に炭化物が多く混入する。

カマドは床面中央部よりやや東側に位置する。支脚と燃焼面とその西側に不整形の掘り込みを確認

した。カマド1･2層はカマドを構築していた橙色砂質土、カマド3層は第Ⅳ層に由来する暗褐色土、
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カマド5層は被熱層である。

遺物は、燈明に転用された土師器坏(第90図2)のほか、土師器坏(第90図3～6）、カマドから棒

状の支脚(第90図9)、椀形鍛冶滓1点、棒状鉄製品2点、石鏃（第90図8）が出土した。

ＳⅠ51(第27･28図、図版3－3・4－1)

ＯＪ･ＯＫ9･10グリッドのⅣ層で焼失家屋として確認した。炭化物･炭化材･焼土ブロックが住居全

体を覆っており、火災による被熱は南側床面において著しい。主軸方向はＮ－55°－Ｗである。平面

形は方形を呈し、長軸(北東－南西)3.64ｍ、短軸(北西－南東)3.39ｍ、確認面からの深さは0.25ｍ

である。床面は平坦で壁は急に立ち上がる。覆土は5層に分けられ、1･3層は第Ⅲ･Ⅳ層に由来する

黒褐色土で、2･4層は炭および炭化物が多く混入する層、5層は焼土層である。

壁溝は幅0.16ｍ、深さ0.06ｍで、南西壁南側をのぞいて壁下に沿って巡る。柱穴は東隅(Ｐ1･Ｐ

12)、北隅(Ｐ2･Ｐ3)、西隅(Ｐ4･Ｐ5･Ｐ6)、南隅(Ｐ9･Ｐ10)のほか、北東壁下(Ｐ11)、南西

壁下(Ｐ7･Ｐ8)に位置する。柱穴の深さは0.08～0.38ｍである。西側床面には黒褐色土と地山ブロ

ックが混合した貼床がある。

カマドは南東壁北側に位置し、煙道部･袖部･燃焼面を確認した。住居の壁外に煙道をくり抜いたト

ンネル式のものである。煙道は幅0.2ｍで住居外に向かっており、煙道の煙出し底部がわずかにくぼ

み、垂直に立ち上がって煙出しに至る。燃焼面底面から煙道の煙出しまでの長さは0.85ｍで、煙出

しの底部付近に長さ15㎝の礫が置かれていた。

遺物は、土師器坏(第90図10～14、第91図1～6)と土師器片、須恵器片5点、支脚(第90図7)

のほか、貼床部分から棒状鉄製品が出土している。

床面直上から出土した炭化材の放射性炭素年代測定では、ＡＤ790～830という結果を得ている。

ＳⅠ53(第23図)

ＰＤ･ＰＥ15･16グリッドの第Ⅳ層で東側の一部を落ち込みとして確認したが、北西側は農業用水

路のため調査できなかった。主軸方向はＮ－64°－Ｅで、ＳＩ190を切っている。南東壁1.92ｍ以上、

北東壁1.46ｍ以上で、確認面からの深さ0.3ｍである。床面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は

7層に分けられ、主に第Ⅲ層に由来する黒褐色土である。

壁溝は、幅0.12ｍ･深さ0.02ｍで、南東壁下で確認した。柱穴は南東隅(Ｐ1)･南壁下(Ｐ2)のほ

か、南東側床面(Ｐ3)に位置する。柱穴の深さは0.15～0.28ｍである。

東側床面でカマドの燃焼面を確認し、0.06ｍの厚さで被熱面が認められた。

遺物は須恵器坏(第91図8・9)、軽石を素材とした石製品(第91図10)のほか、椀形鍛冶滓が出土した。

ＳⅠ90(第29図、図版4－2･3 )

ＯＮ･ＯＯ3･4グリッドの第Ⅳ層で確認した。主軸方向はＮ－51°－Ｗである。平面形は長方形を

呈し、長軸(北東－南西)3.35ｍ、短軸(北西－南東)2.81ｍ、確認面からの深さは0.13ｍである。床

面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は5層に分けられた。

壁溝は確認されなかった。Ｐ1～Ｐ3は径0.56～0.77ｍ、床面からの深さ0.11～0.49ｍの土坑で

Ｐ2･Ｐ3は住居外にオーバーハングしている。

カマドは南東壁東側に位置し、煙道部･袖部･燃焼面･支脚を確認した。カマドは住居の壁外に煙道

をくり抜いたトンネル式で、カマド及び煙道の天井部は失われていた。煙道は幅0.2ｍで住居外に向
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かって緩やかに立ち上がる。支脚は甕を転用したもので、中央で見つかった。覆土は1層がカマドの

天井部、2層が天井部の内側の被熱面、4層は第Ⅳ層に由来する暗褐色土、6層は支脚を固定する地

山質土、7層は袖部の土である。

遺物は土師器皿(第91図11)、土師器坏(第91図12)、土師器甕(第92図1～7)、鍛冶滓1点、刀

子1点、鉄製品5点のほか、台形様石器(第7図4・8)が出土した。

ＳⅠ113(第30～32図、巻頭図版2－1、図版5－1･2 )

ＯＳ7･ＯＴ7･8グリッドの第Ⅳ層で、落ち込みとして確認した。ＳＩ490を切っている。主軸方

向はＮ－45°－Ｗである。平面形は方形を呈し、長軸(北西－南東)3.78ｍ、短軸(北東－南西)3.22ｍ、

確認面からの深さは0.4ｍである。床面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土は3層に分層され、1

層は第Ⅳ層に由来する暗褐色土で地山ブロックが混入している。北東側床面に白色粘土塊が堆積していた。

壁溝は、幅0.2ｍ、深さ0.07ｍで南西壁中央を除いて壁下で確認した。柱穴は北隅(Ｐ5)･西隅(Ｐ

3)･南隅(Ｐ1)･東隅(Ｐ3)のほか、北東壁(Ｐ6)･北西壁下(Ｐ4)･南西壁下(Ｐ2)･南東側床面(Ｐ

9)に位置する。柱穴の深さは0.05～0.25ｍである。Ｐ10(長軸0.68ｍ、短軸0.61ｍ、床面からの深

さ0.05ｍ)とＰ11(長軸0.55ｍ、短軸0.49ｍ、床面からの深さ0.12ｍ)は楕円形を呈する土坑である。

カマドは南東壁東側に位置し、煙道部･袖部･燃焼面を確認した。煙道は幅0.57ｍで、住居の壁外

に向かって緩やかに立ち上がり、煙出しと思われる底部でわずかにくぼんで急に立ち上がる。袖部の

構築には粘土質の褐色土が使用されていた。1･3層は天井部、2層は焼土層、4･5層は袖部･煙道

部を構築した褐色土が崩落したものと思われる。カマドの中央部で支脚が出土した。

遺物はカマド周辺から多く見つかり、土師器坏(第92図8～13、第93図1～2）、土師器甕(第93

図3～8、第94図1)、支脚(第94図2)のほか、Ｐ1から鉄製品が1点出土した。床面から出土した

炭化材の放射性炭素年代測定では、ＡＤ870～980という結果を得ている。

ＳⅠ115(第33図)

ＯＲ8･9、ＯＳ7･8･9グリッドの第Ⅴ層で確認した。北西側の壁溝と、9基の柱穴と焼土の配

置から竪穴住居跡と判断した。主軸方向はＮ－33°－Ｅと考えられる。長軸(北東－南西)4.0ｍ以上、

短軸(北西－南東)3.4ｍ以上である。溝と柱穴の覆土は暗褐色土の単一層で第Ⅳ層に由来する。

壁溝は幅0.2ｍ、深さ0.06ｍである。柱穴は各隅(Ｐ1･Ｐ3･Ｐ7･Ｐ9)のほか、南東部(Ｐ2)･

北東部(Ｐ4･Ｐ5)･北西部(Ｐ8)･南西部(Ｐ6)で検出した。

カマドの痕跡と思われる焼土は分層でき、3層は第Ⅳ層に由来する暗褐色土である。

遺物はＰ5から土師器片1点、Ｐ6から土師器片3点と礫1点が出土した。

ＳⅠ120(第34･35図、図版5－3)

ＰＢ･ＰＣ･ＰＤ4･5グリッドの第Ⅴ層で焼失家屋として確認した。北東壁と西側に撹乱を受けて、

ＳＩ165に切られている。主軸方向はＮ－70°－Ｗである。平面形は方形を呈すると思われ、長軸(北

東－南西)4.6ｍ、短軸(北西－南東)3.04ｍ、確認面からの深さは0.11ｍである。覆土は2層に分け

られ、第Ⅳ層に由来する褐色土を主体とする。床面中央部から南西側にかけて火災による被熱面を確

認し、北側から東側にかけての床面では、火災によって炭化した壁材と考えられる木材が出土した。

木材の放射性炭素年代測定では、ＡＤ800～895という結果が得られ、炭化材樹種同定ではスギとい

う結果が得られている。
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壁溝は幅0.11ｍ･深さ0.7ｍで、北壁下東側でのみ確認した。柱穴は北西隅(Ｐ3)･東壁下(Ｐ4)･

床面中央部(Ｐ1)に位置する。柱穴の深さは0.11～0.31ｍである。Ｐ2は径0.44ｍ、床面からの深

さ0.15ｍの円形を呈する土坑であり、土師器が出土した。

カマドは南東壁の東側に位置するが、上部は削平を受けている。袖部の芯材･支脚･燃焼面を確認し

た。カマドは住居外東側に向かってわずかに張り出しており、袖部の芯材は厚さ2ｃｍの板状の焼け

た粘土で、北側に傾いた状態で見つかった。支脚は燃焼面の東側に隣接して確認された。

遺物はカマド周辺から土師器坏(第94図3)、土師器甕(第94図5)、支脚(第94図6)が出土した。

ＳⅠ123(第36図)

ＯＭ1･2、ＯＮ2グリッドの第Ⅴ層で、東側の半分を落ち込みとして確認した。ＳＤ100に切られ

ている。主軸方向はＮ－45°－Ｗと考えられる。南東側は確認調査のトレンチで失われている。平

面形は方形を呈するものと思われ、長軸（南東―北西）4.4ｍ、短軸(北東－南西)2.05ｍ以上で、確

認面からの深さは0.12ｍである。床面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分かれた。

柱穴は南東壁下(Ｐ2)･床面中央部(Ｐ4)で検出した。Ｐ1は楕円形を呈し、長軸0.68ｍ、短軸

0.51ｍ、床面からの深さ0.2ｍである。Ｐ2は0.95ｍ程の円形を呈し、床面からの深さは0.08ｍで

ある。Ｐ1･Ｐ2は焼土ブロックが混入している。壁溝は確認できなかった。南東壁東側の床面から

壁面にかけては、被熱している。

遺物は土師器坏(第94図7～9)、土師器甕(第95図1)が出土した。

ＳⅠ125(第37図、図版6－1)

ＯＰ･ＯＱ14グリッドの第Ⅴ層で、落ち込みとして確認した。主軸方向はＮ－67°－Ｗである。平

面形は長方形を呈し、長軸(北西－南東)3.44ｍ、短軸(北東－南西)3.12ｍ、確認面からの深さ0.16

ｍである。床面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は2層に分けられ、1層は第Ⅲ層に由来する黒

褐色土に地山ブロックが多く混入しており、埋め戻された可能性がある。2層に混入する焼土･炭化

物はカマドに由来するものと考えられる。

柱穴(Ｐ1)は床面中央部で検出し、床面からの深さは0.49ｍである。床面中央部に被熱面を確認

した。壁溝は確認できなかった。

カマドは南東壁東側に位置し、袖部･燃焼面を確認した。袖部は砂質土が多く混入するにぶい黄褐

色土(カマド1層)と黒褐色土(カマド3層)が混合しており、内側が被熱している。カマド1層からカ

マドを構築する際に利用した土師器甕片が出土した。

遺物は土師器甕(第95図2)のほか、カマド周辺から土師器片が多く出土した。

ＳⅠ130(第38図)

ＰＥ･ＰＦ1･2、ＰＧ2グリッドの第Ⅴ層でカマドの支脚と燃焼面と、その周りに柱穴18基を確

認した。これらの周辺には遺構がないことや、カマドの方向と柱穴の配置から、柱穴とカマドは関連す

る可能性があると判断し竪穴住居跡とした。長軸(北西－南東)4.94ｍ以上、短軸(北東－南西)2.4ｍ以

上である。周辺に黒褐色土～暗褐色土で構成される柱穴を18基検出した。深さは0.09～0.35ｍである。

カマドは中央部に支脚と西側に燃焼面、東側から馬蹄形状のカマド構築土を確認した。燃焼面は中

央部が強く焼けており、カマド構築土は黄褐色砂質土である。遺物は土師器坏（第95図3）、支脚

(第95図4)、土師器甕片1点のほか、カマドから土師器片5点が出土した。
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ＳⅠ145(第39図、図版6－2)

ＯＭ･ＯＮ7･8グリッドの第Ⅳａ層で、南側をＳＩ1000に切られた落ち込みとして確認した。主

軸方向はＮ－69°－Ｅである。平面形は長方形を呈するものと思われ、長軸(北西－南東)3.0ｍ以上、

短軸(北東－南西)2.38ｍ、確認面からの深さは0.24ｍである。床面は平坦で、壁は急に立ち上がる。

覆土は3層に分けられ、3層は第Ⅲ層に由来する黒褐色土である。

壁溝は幅0.18ｍ、深さ0.07ｍで、北東側から北側にかけての壁下で確認した。柱穴は北隅(Ｐ1)・西

隅(Ｐ3)・南隅(Ｐ5)・東隅(Ｐ4)のほか、北東壁下際(Ｐ2)・南西壁下際(Ｐ6)に位置し、深さは

0.05～0.36ｍである。Ｐ9は楕円形の土坑で長軸1.22ｍ、短軸0.78ｍ、床面からの深さは0.15ｍである。

南西壁床面に被熱面を確認したが、カマドの袖部･上部構造などは確認できなかった。

遺物は土師器坏(第95図5～7)、刷毛目が認められる土師器甕(第95図 9 )、土師器甕(第95図

8・10、第96図1～3)のほか、鍛冶滓2点、鉄製品4点が出土した。

ＳⅠ150(第40･41図、図版6－3)

ＯＫ･ＯＬ8･9グリッドの第Ⅳ層で落ち込みとして確認した。ＳＤ100･ＳＫＩ66･ＳＡ24に切ら

れる。主軸方向はＮ－50°－Ｗである。平面形は方形を呈し、長軸(北西－南東)3.62ｍ、短軸(北

東－南西)3.58ｍ、確認面からの深さは0.25ｍである。床面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は

9層に分けられた。

壁溝は幅0.2ｍ･深さ0.28ｍで、四方の壁下で確認した。柱穴は北隅(Ｐ1)･西隅(Ｐ3)･南隅(Ｐ

8)･東隅(Ｐ2)のほか北西壁下(Ｐ4･Ｐ5)･南東壁下(Ｐ9)･床面中央部(Ｐ7)に位置する。柱穴の

深さは0.04～0.34ｍである。Ｐ6(径0.62ｍ、床面からの深さ0.1ｍ)･Ｐ10(長軸1.04ｍ･短軸0.94

ｍ･床面からの深さ0.22ｍ)･Ｐ11(長軸1.05ｍ･短軸0.74ｍ･床面からの深さ0.23ｍ)は円形あるいは

楕円形を呈する土坑である。

カマドは南東壁の東側に位置し、袖部･燃焼面を確認した。袖部は火山灰と思われる砂粒の多い褐

色土(カマド11･13層)で構築しており、カマド1層はその崩落土と思われる。

遺物は、土師器坏(第96図4～10、図版25－5･6)、高台付皿(第96図11)のほか、カマドから土師

器甕(第97図1・2)が出土した。

ＳⅠ159(第41図、図版7－1)

ＰＡ12･13グリッドの第Ⅳ～Ⅴ層で南西側は落ち込みとして確認したが、北東側は溝のみを確認し

た。北西側は調査区外にある。平面形は方形を呈すると思われ、南東壁3.52ｍ、北東壁2.42ｍ以上、

確認面からの深さは0.15ｍである。床面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は2層に分けられた。

北東側に沿う壁溝は、幅0.17ｍ、深さ0.06ｍである。柱穴は11基検出した。南隅(Ｐ3･Ｐ4)、

東隅(Ｐ6･Ｐ7)のほか、北東壁下(Ｐ8･Ｐ10)･南東壁下(Ｐ5)･南西壁下(Ｐ1･Ｐ2)、床面中央

部(Ｐ11)、南西側床面(Ｐ9)に位置する。床面中央部に被熱面を確認したがカマドは見つかっていない。

ＳⅠ165(第34･35図、図版7－2)

ＰＢ3、ＰＣ・ＰＤ3･4グリッドの第Ⅴ層で方形の落ち込みとして確認したが、南東側のほぼ半

分は削平を受けている。ＳＩ120を切っている。北西壁5.1ｍ、南西壁2.64ｍ以上、確認面からの深

さは0.22ｍである。床面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。

柱穴は、北隅(Ｐ14)･西隅(Ｐ10)･東隅(Ｐ15)のほか北西壁下(Ｐ11･Ｐ12･Ｐ13)･南西壁下(Ｐ4･
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Ｐ6･Ｐ7･Ｐ8･Ｐ9)･南東壁下(Ｐ5･Ｐ16)･北東側床面(Ｐ3)に位置する。柱穴の深さは0.12～

0.7ｍである。Ｐ1(長軸0.48ｍ･短軸0.35ｍ、床面からの深さ0.33ｍ)･Ｐ2(長軸0.51ｍ･短軸0.36

ｍ、床面からの深さ0.09ｍ)･Ｐ17(長軸1.02ｍ･短軸0.36ｍ、床面からの深さ0.18ｍ)･Ｐ18(長軸

1.07ｍ･短軸0.72ｍ、床面からの深さ0.45ｍ)･Ｐ19(長軸0.64ｍ･短軸0.51ｍ、床面からの深さ0.1

ｍ)は楕円形を呈する土坑である。北東側床面で径0.14ｍの円形を呈した被熱面を確認した。

遺物は、土師器坏（第97図3）、土師器甕（第97図4）椀形鍛冶滓が1点出土した。

ＳⅠ180(第39図)

ＯＱ7･8グリッドの第Ⅳ層で落ち込みとして確認し、ＳＮ488を切っている。平面形は一辺2.8ｍ

の正方形を呈し、確認面からの深さは0.1ｍである。

床面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は5層に分けられ、1層及び5層は第Ⅳ層に由来す

る暗褐色土、2層は焼土ブロックが多く混入し、4層は焼土層である。

柱穴は、東隅(Ｐ3)・北隅(Ｐ1)のほか、北西壁下(Ｐ4)・北東壁下(Ｐ2)・南西壁下(Ｐ5･Ｐ

6･Ｐ7･Ｐ8)に位置し、深さは0.05～0.47ｍである。壁溝･カマドは確認できなかった。

遺物はＰ6･Ｐ7から土師器片が2点ずつ見つかっており、覆土中から土師器坏(第97図5)、土師

器甕(第97図6～7、第98図1・2)、須恵器片1点が出土した。

ＳⅠ190(第23図)

ＰＤ･ＰＥ15･16グリッドの第Ⅳ層で東側の一部を落ち込みとして確認し、ＳＩ53に切られている。

北東壁3.18ｍ、南東壁0.74ｍ以上、確認面からの深さ0.08ｍである。床面は平坦で、壁は緩やかに

立ち上がる。覆土は3層に分けられ主に第Ⅲ層に由来する黒褐色土である。

壁溝は、幅0.12ｍ･深さ0.02ｍで北東壁下で確認した。柱穴は北西隅(Ｐ4)･南東隅(Ｐ1)のほか

北東壁下(Ｐ2･Ｐ3)･東側床面(Ｐ5)に位置し、深さは0.06～0.43ｍである。Ｐ6(長軸0.76ｍ･短

軸0.58ｍ、深さ0.18ｍ)･Ｐ7(長軸0.52ｍ･短軸0.44ｍ、深さ0.11ｍ)･Ｐ8(長軸0.44ｍ･短軸0.38

ｍ、深さ0.21ｍ)は楕円形の土坑である。カマドは確認できなかった。遺物は土師器片と須恵器片が

出土した。

ＳⅠ211(第42･43図)

ＯＲ･ＯＳ11･12グリッドの第Ⅳ層で落ち込みとして確認したが、南東側で削平を受けていて、さ

らにＳＩ212に切られる。ＳＫＰ2948との新旧関係は不明である。平面形は方形を呈し、長軸(北

東－南西)2.96ｍ、短軸(北西－南東)2.78ｍ、確認面からの深さは0.19ｍである。床面は概ね平坦で

中央部がわずかにくぼみ、壁は急に立ち上がる。覆土は3層に分けられ、第Ⅳ層に由来する暗褐色土

を主とする。

柱穴は、北隅(Ｐ3)･西隅(Ｐ1)･南隅(Ｐ5)･東隅(Ｐ4)のほか、南東壁下(Ｐ6)･北西壁下(Ｐ2)

に位置し、柱穴の深さは0.04～0.31ｍである。壁溝はＰ1･Ｐ4周辺で確認したが、カマドは確認で

きなかった。遺物は土師器片14点が出土した。

ＳⅠ212(第42･43図、図版8－1)

ＯＲ･ＯＳ11グリッドの第Ⅳ層で落ち込みとして確認し、ＳＩ211を切り、ＳＫ617に切られてい

る。ＳＢ499とＳＫ2950とＳＫＰ2949との新旧関係は不明である。主軸方向はＮ－70°－Ｗである。

平面形は一辺が約3.2ｍの正方形を呈し、確認面からの深さは0.1ｍである。床面は平坦で、壁は垂直
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に立ち上がる。覆土は、カマド部分をあわせて14層に分けられた。1･2 ･3 ･ 8 ･ 9層は第Ⅳ層に由

来すると思われる暗褐色土である。

壁溝は幅0.16ｍ、深さ0.31ｍで、四方の壁下で確認した。柱穴は、北隅(Ｐ4)･西隅(Ｐ3)･南隅

(Ｐ2)･東隅(Ｐ1)･南東側床面(Ｐ5)に位置し、深さは0.14～0.36ｍである。Ｐ1･Ｐ2･Ｐ3･Ｐ

4周辺の床面に貼床が施され、北東側床面に撹乱を受けている。東隅床面で角礫を確認した。

カマドは東壁の北側に位置し、煙道部･袖部･燃焼面を確認した。煙道部は住居外へ向かって緩やか

に立ち上がる。袖部は暗褐色土･褐色土(7 ･8 ･9 ･ 14層)と砂粒が多く混入する褐色土(4･5 ･6層)

で構築されており、分析の結果、噴出年代が約5,500年前の十和田中掫やそれ以前の十和田起源の火

山灰が確認された。4･5層は袖部が崩落したもの、14’層はカマドの内側で被熱したものと思われ

る。13層は燃焼による被熱層である。

遺物は、床面付近から土師器坏(第98図3～5)、土師器甕(第98図6)のほか、須恵器片1点、Ｐ

1･Ｐ2から土師器片、カマド周辺から土師器片3点が出土した。

ＳⅠ213(第44･45図、図版7－3)

ＯＱ･ＯＲ12･13グリッドの第Ⅴ層で北西側の落ち込みと南東側で柱穴のプランとカマド燃焼面を

確認した。ＳＫ2926に切られているが、ＳＩ220･ＳＫ290･2927･2928･ＳＫＰ295との新旧関係

は不明である。主軸方向はＮ－58°－Ｗである。平面形は方形を呈するものと思われ、長軸(北西－

南東)5.64ｍ以上、短軸(北西－南東)5.04ｍ、確認面からの深さは0.08ｍである。床面は概ね平坦で、

北西側に貼床と思われる痕跡を確認した。壁は急に立ち上がり、覆土は黒褐色土を主とする。

柱穴は、北隅(Ｐ8)･西隅(Ｐ3)･南隅(Ｐ1)･東隅(Ｐ6)･北東壁下(Ｐ7)･南西壁下(Ｐ2)･南東壁

下(Ｐ4)のほか、北側床面(Ｐ11)･西側床面(Ｐ9)･南側床面(Ｐ10)･床面中央部(Ｐ5)に位置する。

柱穴の深さは0.08～0.49ｍである。カマドの位置は南東側床面の被熱面と考えられる。

遺物は、土師器杯(第98図7～11、第99図1～5)、高台のある土師器坏（第98図12）、土師器甕

（第99図6）、須恵器壺(第99図7)のほか、床面から土師器片10点、カマド付近で土師器片 5 点、

Ｐ1から須恵器片1点、Ｐ12･Ｐ13から土師器片が出土した。

ＳⅠ220(第44･45図)

ＯＰ･ＯＱ11･12グリッドの第Ⅴ層で、壁溝とカマド燃焼面と思われる焼土を確認した。北西側を

トレンチに切られているほか、ＳＫ2931に切られているが、ＳＩ213との新旧関係は不明である。

主軸方向はＮ－57°－Ｗで、東壁4.94ｍ、北壁1.4ｍ以上である。床面は平坦である。

壁溝は幅0.22ｍ･深さ0.17ｍで北東側･南西側･南東側で確認した。壁溝の覆土は黒褐色土の単一層

である。柱穴は検出できなかった。

カマドは、南東壁東側の床面で燃焼面･袖部の一部を確認した。袖部は基礎部分に黒褐色土(4層)、

構築土に砂粒の多い暗褐色土を用いている。3層は構築土が被熱したものと思われ、燃焼面は中央が

強く被熱し硬くなっていた。

遺物は土師器坏(第99図8)、Ｐ1の底面から土師器片8点、Ｐ2から土師器片4点が出土した。

ＳⅠ275(第46図)

ＯＯ2･3グリッドの第Ⅴ層で落ち込みとして確認したが、東側は削平を受けている。ＳＮ1077を

切っていて、ＳＤ34に切られている。主軸方向はＮ－28°－Ｅである。平面形は隅丸方形を呈し、長
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軸(北西－南東)4 .5ｍ、短軸(北東－南西)4 .0ｍ、確認面からの深さは0.09ｍである。床面は平坦

で壁は垂直に立ち上がる。覆土は 6 層に分けられ、1･2層は第Ⅳ層に由来すると思われる暗褐色土

であり、第3～6層はカマド部にあたる。

壁溝は、幅0.16ｍ･深さ0.09ｍで、四方の壁下に沿って確認した。柱穴は、北隅(Ｐ1)･西隅(Ｐ

4)･南隅(Ｐ5)･東隅(Ｐ3)のほか、南東壁下(Ｐ6)･北東壁下(Ｐ2)･南東側床面(Ｐ8)に位置し、

柱穴の深さは0.14～0.42ｍである。Ｐ7は長軸0.85ｍ･短軸0.7ｍ、床面からの深さ0.1ｍで楕円形

の土坑である。

カマドは南東壁に位置し、燃焼部のみ残存していた。周辺にカマドの構築土が崩れたものと思われ

る明褐色土を確認した。遺物は、台形様石器(第7図7、第8図10～12)のほか、鉄製品3点が出土

した。

ＳⅠ280(第47図)

ＯＮ･ＯＯ･ＯＰ0･－1グリッドの第Ⅳ層で落ち込みとして確認したが、南東側と南西側は調査区

外にある。ＳＩ1080を切っていて、ＳＤ92に切られている。主軸方向はＮ－50°－Ｗである。平面

形は隅丸方形を呈すると思われ、北東壁は4.58ｍ以上、北西壁は3.57ｍ以上、確認面からの深さは

0.26ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土を主としており、床面直

上の3層は褐色土である。

壁溝は幅0.23ｍ･深さ0.09ｍで、北西壁下で確認した。柱穴は東隅(Ｐ1)･北隅(Ｐ2)のほか北東

壁下(Ｐ2)･北西壁下(Ｐ4)に位置する。南西側床面と調査区際の断面で焼土と砂粒が多く混入した

褐色土ブロックを確認した。

遺物は土師器坏(第99図9・10)、土師器甕(第100図1)のほか、鉄製品が2点出土した。

ＳⅠ340(第48図)

ＯＰ･ＯＱ3･4グリッドの第Ⅴ層で、中央に竪穴状の掘り込みと、それを囲む柱穴を7基確認した。

主軸方向はＮ－36°－Ｗである。

外側の柱穴の配置から推定される住居の規模は長軸（北東－南西）3.72ｍ、短軸（北西－南東）

3.32ｍで、中央の竪穴状の掘り込みは長軸(北東－南西)2.03ｍ、短軸(北西－南東)1.69ｍ、確認面

からの深さは0.1ｍである。床面は概ね平坦であるが、中央から東側にかけて盛り上がっており、壁は緩

やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられ、1層は第Ⅳ層に由来する暗褐色土で、2層は地床炉である。

中央から東側にかけての盛り上がりの平面形は楕円形を呈し、頂部が長軸0.88ｍ、短軸0.62ｍで、

平坦になっている。床面からの高さは0.06ｍで、中央部に径0.46ｍの地床炉がある。

柱穴は7基検出した。竪穴状の掘り込みの外側を囲み、北隅(Ｐ1)・西隅(Ｐ3)・南隅(Ｐ5)・東隅

(Ｐ2)のほか、北東側(Ｐ7)・南東側(Ｐ6)・南西側(Ｐ6)に位置している。遺物は出土しなかった。

ＳⅠ350(第49図、図版8－2)

ＰＡ･ＰＢ11グリッドの第Ⅴ層で、隅丸方形に巡る壁溝を確認した。北西側の一部は調査区外にあ

る。主軸方向はＮ－69°－Ｗである。平面形は一辺約2.8ｍの正方形で、確認面からの深さは0.37ｍ

である。床面は平坦で壁は急に立ち上がる。覆土は第Ⅳ層に由来する暗褐色土の単一層である。

壁溝は四方の壁下に沿って確認され、幅0.16ｍ、深さ0.14ｍである。柱穴は、東隅(Ｐ2･Ｐ3)・

南隅(Ｐ5)のほか、床面中央部(Ｐ6)・東側床面(Ｐ10)・南側床面(Ｐ4)に位置し、柱穴の深さは
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0.08～0.19ｍである。

Ｐ1は円形を呈した長軸0.32ｍ･短軸0.27ｍ、床面からの深さ0.08ｍの土坑で、カマドから流れ込

んだ土師器が出土した。Ｐ7は不整楕円形を呈した長軸1.2ｍ･短軸0.72ｍ、床面からの深さ0.23ｍ

の土坑である。

カマドは南東壁の東側に位置し、袖部･燃焼面･支脚を確認した。カマド中央に上部が欠損した支脚

が、正立状態で確認された。袖部は褐色土で構築されており、芯材として角礫が用いられていた。

遺物は油煙が付いた土師器坏(第100図2)、カマドから支脚(第100図4)のほか、鉄製品1点が出

土した。

ＳⅠ412(第50･51図、図版8－3)

ＯＬ･ＯＭ･ＯＮ12･13グリッドの第Ⅳ～Ⅴ層で落ち込みとして確認したが、中央部を東西に走る幅

約1ｍの溝状の撹乱を受けている。ＳＫＰ2920を切り、ＳＫ2908･ＳＫＰ802･807･2919に切られ

ている。主軸方向はＮ－46°－Ｗである。平面形は一辺約4.5ｍの正方形を呈し、確認面からの深さ

は0.28ｍである。床面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土は5層に分けられた。

壁溝は、幅0.24ｍ、深さ0.2ｍで南東壁東側のカマド周辺を除く壁下に沿って確認した。柱穴は、

北隅(Ｐ5)･西隅(Ｐ4)･南隅(Ｐ2)･北西壁下(Ｐ3)･北東壁下(Ｐ6)に位置する。Ｐ1は円形を呈し

た径0.47ｍ、床面からの深さ0.17ｍの土坑で、第Ⅳ層に由来する暗褐色土が堆積していた。南側床

面に径0.3ｍの範囲で被熱面が確認された。

カマドは南東壁の東側に位置し、天井部がカマド内側に崩落した状態で確認した。1層が天井部、

3層が天井部内側の被熱面、4層と5層が第Ⅳ層に由来する暗褐色土である。支脚はカマド中央部で

正立状態で確認され、袖部は砂粒が多く混入する褐色土で構築されていた。

遺物は覆土中から土師器坏(第100図5)、土師器鍋(第100図8)、須恵器甕（第101図1）、刀子

（第101図2）、土師器片、内面を黒色処理した坏片1点、土師器甕片11点、土師器坏片5点のほか、

鉄製品2点、製錬系の流動滓、椀形鍛冶滓が出土した。カマド周辺から土師器甕(第100図6･7 )、

支脚(第101図3)が出土した。

ＳⅠ430(第52図)

ＯＬ4、ＯＭ3･4･5、ＯＮ4グリッドの第Ⅴ層で上部を削平された竪穴住居跡のカマドの燃焼面、北

東側壁溝、柱穴を確認した。主軸方向はＮ－56°－Ｗである。平面形は隅丸方形を呈するものと思わ

れ、長軸(北東－南西)4.76ｍ、短軸(北西－南東)4.0ｍである。平坦な床面で、土坑5基(Ｐ1･Ｐ

2･Ｐ3･Ｐ4･Ｐ10)を確認した。土坑は径0.3～1.4ｍ、深さ0.18～0.35ｍの楕円形を呈し、Ｐ2･

Ｐ10･Ｐ11の覆土内に焼土が多く混入していた。

北東側の壁溝は幅0.16ｍ･深さ0.04ｍで、覆土は褐色土である。柱穴は北隅(Ｐ7)･西隅(Ｐ12)･

南隅(Ｐ15)･南東壁下(Ｐ4･Ｐ5)・南西側床面(Ｐ14)･東側床面(Ｐ8･Ｐ9)に位置する。柱穴の覆

土は暗褐色土を主体とする。カマドの燃焼面は南東壁東側の床面に位置する。

遺物は土師器坏(第101図4)、土師器甕(第101図5・6)が出土した。

ＳⅠ450(第25･26図)

ＰＪ･ＰＫ･ＰＬ1･2グリッドの第Ⅳａ層で落ち込みとして確認した。ＳＩ26･ＳＫＦ1007を切り、

ＳＫＩ300に切られている。主軸方向はＮ－21°－Ｅである。平面形は方形を呈すると思われ、長軸
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(北東－南西)5.66ｍ、短軸(北西－南東)3.96ｍ、確認面からの深さは0.48ｍである。床面は平坦で

壁は急に立ち上がる。覆土は3層に分けられ、第2層は第Ⅳａ層に由来する暗褐色土、第3層は壁の

崩落土が緩やかに堆積した地山土と思われる。

壁溝は幅0.2ｍ、深さ0.16ｍで、北東から南東の壁下にかけて確認した。柱穴は、北東隅(Ｐ13)･

南西隅(Ｐ9)･北壁下(Ｐ14)･西壁下(Ｐ6･Ｐ7･Ｐ8)･東壁下(Ｐ10･Ｐ11･Ｐ12)に位置し、柱穴Ｐ

6～Ｐ20の深さは0.04～0.59ｍである。Ｐ1～Ｐ5は長軸0.72～0.86ｍの円形･楕円形の土坑で、

Ｐ1･Ｐ2･Ｐ4の覆土には炭が多く混入している。

カマドは北東部の床面に位置する。袖部等は確認できず、支脚と燃焼面とその南西側に掘り込みの

みを確認した。掘り込みは不整な楕円形を呈しており、南側が被熱している。

遺物は土師器坏(第101図7～15、第102図2・3)、土師器甕（第102図1・4）のほか、支脚

（第102図5）、縄文時代の土器（第102図6）と土製品(第102図7)、椀形鍛冶滓、棒状鉄製品1点、

板状鉄製品1点、刀子1点が出土した。

ＳⅠ468(第53･54図、図版9－1)

ＰＤ･ＰＥ7･8･9、ＰＦ7･8グリッドの第Ⅳ～Ⅴ層で確認した。北西側は調査区外にある。ＳＫ

Ｐ3015･3016に切られ、ＳＫＦ440･ＳＫ950･2892を切っている。平面形は方形を呈すると思われ、

長軸(北西－南東)7.84ｍ、短軸(北東－南西)4.48ｍ以上、確認面からの深さは0.3ｍである。床面は

平坦で、壁は垂直に立ち上がる。東側床面に貼床とその直上に被熱痕を確認した。覆土は3層に分け

られ、黒褐色土を主体とする。4層は貼床と思われる。

柱穴は33基検出した。南隅(Ｐ5)･東隅(Ｐ23)･北東壁下(Ｐ19･Ｐ20･Ｐ22)･南東壁下(Ｐ6･Ｐ

7･Ｐ10･Ｐ13･Ｐ16)･南西壁下(Ｐ3･Ｐ4)のほか、床面全面で確認した。柱穴の深さは0.05～0.7

ｍである。壁溝は確認できなかった。

遺物はＰ15から柱状の支脚(第102図8)、Ｐ3から土師器片1点、Ｐ21から土師器片1点、須恵

器片1点のほか、ヤリガンナ(第102図9)が出土した。

ＳⅠ490(第30･31図)

ＯＴ･ＰＡ7･8グリッドの第Ⅴ層で壁溝を確認したが、南東側をＳＩ113に切られている。平面形

は方形を呈するものと思われ、長軸(北東－南西)4.0ｍ以上、短軸(北西－南東)3.12ｍ、確認面から

の深さは0.16ｍである。床面は平坦で壁は急に立ち上がる。覆土は3層に分けられ、いずれも第Ⅳ

層に由来する暗褐色土である。2ａ層に地山ブロックが多く混入する。

壁溝は、幅0.16ｍ・深さ0.06ｍで、北東･北西･南西側で確認した。柱穴は3基検出した。北東壁下

(Ｐ2)･床面中央部(Ｐ5)･北東側床面(Ｐ4)に位置し、深さは0.1～0.13ｍである。Ｐ3(長軸0.72

ｍ･短軸0.62ｍ･床面からの深さ0.07ｍ)･Ｐ5(長軸0.84ｍ･短軸0.72ｍ･床面からの深さ0.24ｍ)・Ｐ

6(長軸0.91ｍ･短軸0.66ｍ･床面からの深さ0.55ｍ) ･Ｐ7(長軸1.28ｍ･短軸0.54ｍ･床面からの深

さ0.25ｍ)は楕円形･不整楕円形を呈する土坑で、Ｐ6の底面付近からは土師器が出土した。カマド

は確認できなかった。遺物はＰ2･Ｐ4から土師器片が多く見つかり、土師器坏(第102図10～12)、

土師器甕（第102図13）のほか、椀形鍛冶滓が1点出土した。

床面直上から出土した炭化材の放射性炭素年代測定では、ＡＤ755～885という結果を得ている。
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ＳⅠ500(第55図)

ＯＮ･ＯＯ17･18グリッドの第Ⅳ層で落ち込みとして確認したが、ＳＫ2938･2939･2940に切られ

ている。主軸方向はＮ－28°－Ｅである。平面形は一辺約3.0ｍの正方形を呈し、確認面からの深さ

は0.08ｍである。床面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられ、2層は第Ⅲ層

に由来する黒褐色土である。

柱穴は、西隅(Ｐ3)のほか北東壁下(Ｐ1)･南西壁下(Ｐ2)に位置し、柱穴の深さは0.25～0.64ｍ

である。壁溝は確認できなかった。

カマドは北東壁北側に位置する。袖部･支脚･住居外へ向かう煙道部･燃焼面を確認した。袖部(カマ

ド3層)は地山土･砂質黄褐色土･シルト質の黒褐色土の混合土で構成される。燃焼面は中央部が熱によ

って硬くなっていた。遺物は土師器坏（第103図1･2）支脚(第103図3)が出土した。

ＳⅠ515(第56図、図版9－2)

ＯＴ･ＰＡ5･6グリッドの第Ⅴ層で落ち込みとして確認した。南側は削平を受けて失われており、

ＳＫＰ515に切られている。主軸方向はＮ－15°－Ｅである。平面形は方形を呈するものと思われ、

長軸(東－西)4.58ｍ、短軸(北－南)0.95ｍ以上、確認面からの深さは0.32ｍである。床面は平坦で、

壁は垂直に立ち上がる。覆土は3層に分けられた。

床面は褐色土の貼床で、その上面に焼土と炭化物を確認した。柱穴は、北東隅(Ｐ5)･北西隅(Ｐ

8)･北壁下(Ｐ1･Ｐ6･Ｐ7)･東壁下(Ｐ2･Ｐ3･Ｐ4)･西壁下(Ｐ9･Ｐ11)に位置し、深さは0.1

～0.33ｍである。Ｐ1･Ｐ10は貼床より下位から検出した。壁溝は確認できなかった。

カマドは南側に位置し、燃焼面と褐色土で構築した袖部を確認したが、支脚･上部構造は確認でき

なかった。

遺物はＰ10から土師器片1点、カマド周辺から土師器片3点、床面から土師器片2点が出土した。

ＳⅠ620(第57･58図)

ＯＯ16、ＯＰ15･16、ＯＱ16グリッドの第Ⅳ～Ⅴ層で確認した。農道のため、中央部を調査でき

ず、また西側床面も撹乱を受けている。ＳＫ1155に切られている。平面形は長方形を呈するものと

思われ、長軸(北東－南西)6.16ｍ、短軸(北西－南東)4.78ｍ、確認面からの深さは0.38ｍである。

床面は平坦で、南側床面に貼床を施している。壁は垂直に立ち上がる。覆土は黒褐色土を主体とする。

壁溝は、幅0.18ｍ･深さ0.2ｍで、四囲を巡っていた壁板の痕跡と思われる土と、壁板を固定した

と思われる暗褐色土を確認した。柱穴は東隅(Ｐ2)･南隅(Ｐ1)に検出し、深さは0.1～0.18ｍである。

遺物は1層中位と南東側の床面から、土師器片が出土した。

ＳⅠ811(第59図)

ＯＯ9･10グリッドの第Ⅳ層で確認したが、南東側は削平を受けて失われている。ＳＡ250Ｐ8に

切られる。北西壁3.81ｍ、南西壁0.32ｍ以上、確認面からの深さは0.1ｍである。床面はわずかに起

伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。

柱穴は、北隅(Ｐ5)･西隅(Ｐ1･Ｐ2)･北西壁下(Ｐ3･Ｐ4)･南東側床面(Ｐ6･Ｐ7)に位置し、

深さは0.07～0.34ｍである。カマド･壁溝は確認できなかった。

遺物は土師器坏(第103図4)のほか、須恵器片1点、礫1点、Ｐ1から土師器片7点が出土した。
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ＳⅠ860(第60図、図版9－3)

ＮＬ･ＮＭ21･22グリッドの第Ⅴ層で、隅丸方形に巡る溝と柱穴のプランを確認した。ＳＫＰ2910

に切られる。主軸方向はＮ－55°－Ｗである。平面形は方形を呈し、長軸(北西－南東)4.38ｍ、短軸

(北東－南西)4.32ｍ、床面は平坦である。

壁溝は、幅0.27ｍ･深さ0.9ｍで、北隅･西隅を除いた壁下で確認した。柱穴は、東隅(Ｐ6)･南隅

(Ｐ1)･南東壁下(Ｐ5)･南西壁下(Ｐ4)･南側床面(Ｐ2)に位置し、深さは0.08～0.2ｍである。Ｐ7

は長軸0.9ｍ･短軸0.79ｍ、床面からの深さ0.21ｍの楕円形の土坑である。

カマドは南東壁東側に位置し、上部構造は削平されており、燃焼面のみを確認した。

遺物は土師器坏(第103図5)のほか、Ｐ3から土師器片8点、須恵器片2点が出土した。

ＳⅠ1000ａ･ｂ(第61～64図、図版1－2)

ＯＪ6･7、ＯＫ6･7･8、ＯＬ6･7･8･9、ＯＭ6･7･8、ＯＮ7グリッドの第Ⅳ～Ⅴ層で確認

した。ＯＭ6･7、ＯＬ6グリッドでは、炭化物と焼土ブロックが混ざった暗褐色土の整地層につく

られており、本遺構内から土師器坏(第103図6･7・9・10)、「廾」と墨書された土師器坏(第103

図8)のほか、椀形鍛冶滓1点、二次加工のある剥片（第103図11）が出土した。

カマド部に燃焼面を２面確認したことにより、ＳＩ1000はカマドの位置をそれほど変えることな

く、拡張されていることがわかった。

《ＳＩ1000ａ》

南側に削平を受けているほか、北東壁及び南西壁の一部は確認できなかった。ＳＩ145を切り、Ｓ

Ｄ100･ＳＡ24･ＳＫ253･403に切られている。ＳＫ254･255･400･999･3004との新旧関係は不明

である。主軸方向はＮ－46°－Ｗである。平面形は方形を呈するものと思われ、長軸(北西－南

東)11.28ｍ、短軸(北東－南西)10.2ｍ、確認面からの深さ0.29ｍである。床面は概ね平坦で、壁は

垂直に立ち上がる。 覆土は微量の炭化物･焼土ブロック･地山ブロックを含む暗褐色土である。

柱穴は東隅(Ｐ1)･北隅(Ｐ10)･西隅(Ｐ14)･北東壁下(Ｐ6･Ｐ7･Ｐ8)･北西壁下(Ｐ11･Ｐ12･Ｐ

13)･南西壁下(Ｐ9)･南東壁下(Ｐ2･Ｐ3･Ｐ4･Ｐ5)･北側床面(Ｐ18)･西側床面(Ｐ19)･南側床面

(Ｐ16)･東側床面(Ｐ15)に位置する。床面中央部に東西に延びる柱列(Ｐ28～33)を確認したが、こ

れは間仕切りと思われる。柱穴の深さは0.14～0.52ｍである。

カマドは南東壁東側に位置し、袖部･燃焼面･支脚を確認した。袖部の芯材と支脚には軟質の角礫が

使用され、燃焼面の直下と床面に複数の掘り込みが確認された。

カマド1層は第Ⅳ層に由来する暗褐色土で、カマド8･9 ･ 10層は第Ⅳ層に焼土が混入した土であ

る。カマド11層は構築に使用された黄褐色砂質土、カマド2層は構築土が崩落したもの、カマド3･

5･7層は構築土の崩落土と焼土の混合土で、カマド12･13･14･15層はカマドを構築する以前の穴を

埋めた土である。

ＳＩ1000ｂカマド燃焼面が南側に隣接して位置することから、ＳＩ1000ａのカマドはＳＩ1000

ｂの袖部を利用して北側に構築されていることがわかった。廃絶後は袖部の芯材の傾きや覆土の堆積

状況から、北側から南側へ崩落したと思われる。分析の結果、構築土から火山ガラスが確認された。

《ＳＩ1000ｂ》

ＳＩ1000ａの床面で、北西側･南西側･北東側に巡っている壁溝を確認し、カマド燃焼面との配置
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から竪穴住居跡と判断した。主軸方向はＮ－46°－Ｗである。方形を呈するものと思われ、長軸(北

東－南西)5.36ｍ、短軸(北西－南東)5.12ｍである。床面は平坦で、西側床面･南西側床面で北西側

壁溝に平行する溝を確認した。

壁溝は、幅0.36ｍ･深さ0.05ｍで、柱穴は西隅(Ｐ25)･北東壁下(Ｐ20)･北西壁下(Ｐ21･Ｐ22･Ｐ

23･Ｐ24)･南西壁下(Ｐ26･Ｐ27)に位置し、深さは0.09～0.43ｍである。

カマド燃焼面は南側壁東側に位置し、0.04ｍの厚さで被熱面が認められた。

ＳⅠ1060(第65図、図版10－1)

ＯＦ･ＯＧ12･13グリッドの第Ⅴ層で落ち込みとして確認したが、北東側は排水溝、南東側は削平

を受けて失われている。主軸方向はＮ－36°－Ｗである。平面形は隅丸方形を呈し、長軸(北西－南

東)4.0ｍ、短軸(北東－南東)3.11ｍ以上、確認面からの深さ0.22ｍである。床面は、平坦で壁は急

に立ち上がる。覆土は7層に分けられ、2層は焼土ブロックが流れ込んだもの、5･6･7層はカマド

に関連した層と思われれる。床面中央部で砂質明褐色土を確認した。

壁溝は、幅0.1ｍ、深さ0.1ｍで、北東壁下･北西壁下･南東壁下で確認した。柱穴は、東隅(Ｐ1)･

西隅(Ｐ4)のほか、北西壁下(Ｐ3･Ｐ4･Ｐ10)･北東壁下(Ｐ2)･北西側床面(Ｐ7･Ｐ8･Ｐ9)・北

東側床面(Ｐ5･Ｐ6)に位置する。柱穴の深さは0.05～0.37ｍである。北側床面に被熱面を確認した。

カマドは南東壁東側に位置する。上部構造は削平を受けており、燃焼面と周辺で土坑Ｐ11･Ｐ12･

Ｐ13･Ｐ14･Ｐ15･Ｐ16を確認した。

遺物は土師器坏(第104図1～7)、土師器甕(第104図8)、鉄鏃1点、3層中から須恵器長頸瓶

(第104図10)、支脚（第104図11）のほか、土師器片が出土した。

ＳⅠ1080(第47図)

ＯＯ･ＯＰ0･－1グリッドのＳＩ280床面で壁溝と柱穴を確認したが、南西側は調査区外にある。

ＳＩ280･ＳＤ92に切られる。平面形は方形を呈し、長軸(北西－南東)3.6ｍ、短軸(北東－南

西)3.06ｍ以上である。壁溝は北東壁下に沿っていて、幅0.23ｍ、深さ0.15ｍで、覆土は暗褐色土の

単一層である。柱穴は、北隅(Ｐ2)･南隅(Ｐ1)･北西壁下(Ｐ3)に位置する。南東側床面の東側にカ

マドの燃焼面と砂質褐色土を確認した。遺物は出土しなかった。

ＳⅠ1145(第66図、図版10－2)

ＯＳ16･17グリッドの第Ⅴ層で、東側･北側･西側の壁溝を確認したが、南側もパイプラインのため、

削平を受けている。ＳＫＰ2941に切られる。主軸方向はＮ－1°－Ｗである。平面形は方形を呈する

と思われ、長軸(北－南)3.26ｍ以上、短軸(東－西)3.02ｍ、確認面からの深さ0.06ｍである。床面

は平坦で、南西側床面に貼床が施されている。

壁溝は幅0.08ｍ･深さ0.12ｍで、第Ⅳ層に由来すると思われる暗褐色土が混入している。柱穴は、

北西隅(Ｐ3)･南東隅(Ｐ1)･北東隅(Ｐ2)に位置し、深さは0.22～0.4ｍである。

南側床面にカマドの燃焼面と思われる被熱面を確認した。

遺物は口縁部内面に煤状炭化物が付いた土師器坏(第105図1)、土師器甕(第105図2)のほか、Ｐ

1･Ｐ2･Ｐ7から土師器片が出土した。

ＳⅠ1200(第67図)

ＰＢ･ＰＣ17･18グリッドの第Ⅳ層で落ち込みとして確認したが、北側は調査区外に達し、南側は
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削平を受けている。主軸方向はＮ－18°－Ｅである。長軸(北西－南東)5.8ｍ、短軸(北東－南西)1.5

ｍ以上、確認面からの深さは0.26ｍである。床面は平坦で壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に

分けられ、2層は第Ⅳ層に由来する暗褐色土と考えられる。

柱穴は、西壁下(Ｐ1)、東側床面(Ｐ2)で確認し、深さは0.08～0.18ｍである。Ｐ3(径0.62ｍ、

床面からの深さ0.1ｍ) ･Ｐ4(径0.51ｍ、床面からの深さ0.11ｍ)は円形を呈した土坑で、焼土ブロ

ック･カマドの構築土と思われる明褐色土を覆土上面で確認した。壁溝は確認できなかった。

カマドは南側に位置するが、上部構造が崩落した状態で、燃焼面のみを確認した。

遺物はカマド周辺から擦文土器(第106図2)、土師器坏(第105図3～6)、土師器甕(第105図7

～10)、土師器鍋(第106図1)が出土した。

擦文土器(第106図2)は口縁部と底部を欠損しているが、口縁部がくびれ、体部上半に最大径を持

ち、底部に向かってすぼまる。器面全体に見られる擦痕の単位は幅2.5㎝で、外面は縦位･横位･斜位

に、内面は主に横位方向に施されている。口縁部文様帯には横走沈線施文後に針葉樹文が施文されて

いる。胎土は緻密で焼成も良好で、色調は浅黄橙～橙色である。

カマド付近から出土した炭化材の放射性炭素年代測定では、ＡＤ885～980という結果を得ている。

ＳⅠ1235(第68図、図版10－3)

ＮＣ27･28、ＮＤ26･27･28、ＮＥ26･27グリッドの第Ⅳ層で落ち込みとして確認した。北西側は

調査区外にある。平面形は方形を呈するものと思われ、長軸(北東－南西)8.56ｍ、短軸(北西－南

東)4.12ｍ以上、確認面からの深さは0.14ｍである。床面は概ね平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆

土は2層に分けられた。

壁溝は、幅0.26ｍ･深さ0.16ｍで、北東壁下･北西壁下･南東壁下で確認した。柱穴は21基検出し

た。北隅(Ｐ3)･西隅(Ｐ21･Ｐ22)･北東壁下(Ｐ2)･北西壁下(Ｐ6･Ｐ17･Ｐ19･Ｐ20)、北側床面

(Ｐ5･Ｐ6･Ｐ7･Ｐ8･Ｐ9･Ｐ10･Ｐ11･Ｐ12･Ｐ14)･西側床面(Ｐ4･Ｐ13･Ｐ15･Ｐ18)に位置

し、深さは0.06～0.46ｍである。Ｐ1は長軸1.52ｍ･深さ0.17ｍの土坑である。北側床面に暗褐色

土と地山ブロックの混合土で構成された貼床が施されている。北西側床面に被熱面を確認した。

遺物は　具(第106図3)のほか、土師器片が出土した。

ＳⅠ1240(第69･70図、図版11－1)

ＮＢ･ＮＣ28･29･30グリッドの第Ⅴ層で、隅丸方形に巡る壁溝とカマドを確認したが、南東側は

撹乱を受けている。主軸方向はＮ－53°－Ｅである。平面形は長方形を呈し、長軸(北東－南西)5.34

ｍ、短軸(北西－南東)4.89ｍである。床面は平坦である。

壁溝は幅0.12ｍ・深さ0.06ｍで、覆土は第Ⅳ層に由来する暗褐色土の単一層である。

柱穴は、床面(Ｐ2･Ｐ5･Ｐ6)・南西側床面(Ｐ4)・南側床面(Ｐ7)・東側床面(Ｐ2)･南西壁下

(Ｐ1)・南東壁下(Ｐ3)に位置する。Ｐ1は長軸0.74ｍ・深さ0.4ｍの楕円形を呈する土坑で、南東

側に撹乱を受けている。Ｐ7の覆土は3層に分けられ、2層はカマドを構築した明黄褐色土が流れ

込んだものである。

カマドは南東壁の南側に位置し、煙道部･袖部･燃焼面が認められた。カマド中央には支脚を据えた

と思われるくぼみを確認した。袖部には砂質土を多く含む明褐色土を使用しており(カマド9層)、崩

落した天井部(2層)にも同様に見受けられる。8層は被熱した袖部が崩落したものである。
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遺物は土師器坏（第106図4）、土師器鍋(第106図6)、フイゴの羽口（第106図5）が出土した。

ＳⅠ1250(第71図)

ＮＧ26･27グリッドの第Ⅴ層で落ち込みとして確認した。平面形は長方形を呈し、長軸(北東－南

西)2.73ｍ、短軸(北西－南東)2.53ｍ、確認面からの深さは0.16ｍである。床面は平坦で、壁は垂直

に立ち上がる。

柱穴は床面（Ｐ2・Ｐ3・Ｐ4）、西隅（Ｐ1）、西壁下（Ｐ5）に位置する。南側とＰ1周辺に

貼床部分を確認した。覆土は6層に分けられ、遺物は土師器片が出土した。

ＳⅠ1330(第72図)

ＮＮ30･31･32、ＮＯ31グリッドの第Ⅳ層で方形の黒褐色土の広がりを確認した。ＳＤ1340･ＳＫ

1481･ＳＫＰ1799に切られる。主軸方向はＮ－50°－Ｗである。平面形は長方形を呈し、長軸(北

西－南東)3.58ｍ、短軸(北東－南西)3.2ｍ、確認面からの深さは0.18ｍである。床面は平坦で、壁

は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。北側床面でカマドを構築したと思われる砂

質明褐色土を確認した。

柱穴は、北隅(Ｐ9)･東隅(Ｐ10)･南隅(Ｐ13)･北東壁下(Ｐ14)･北西壁下(Ｐ5)･南西壁下(Ｐ3)･

南東壁下(Ｐ2 ･Ｐ 8 ･Ｐ12)･床面中央部(Ｐ1 ･Ｐ 4 ･Ｐ 6 ･Ｐ 7 ･Ｐ11)に位置し、深さは0.08～

0.38ｍである。壁溝は確認できなかった。

カマドは北東壁の東側に位置するが、上部構造は失われており、燃焼面のみ確認した。

遺物は土師器坏底部(第106図7)のほか、土師器坏片2点と土師器甕片3点が出土した。

ＳⅠ1341(第71図)

ＯＧ15、ＯＨ15･16グリッドの第Ⅳ層で落ち込みとして確認した。平面形は長方形を呈し、長軸

(北西－南東)3.8ｍ、短軸(北東－南西)2.99ｍ、確認面からの深さ0.24ｍである。床面は起伏があり、

壁は急に立ち上がる。覆土は3層に分けられ、2･3層は貼床の可能性がある。

柱穴は、北隅(Ｐ3)･南隅(Ｐ1)･北側床面(Ｐ2)に位置し、深さは0.08～0.27ｍである。壁溝は

確認できなかった。

カマドは確認できなかったが、南西壁西側に焼土ブロックを多く確認した。

遺物は土師器坏(第106図8)、土師器片、内面黒色処理された土師器坏片、須恵器片、流動滓2点、

椀形鍛冶滓1点が出土した。

ＳⅠ1342(第73図)

ＯＣ･ＯＤ･ＯＥ14･15グリッドの第Ⅳ層で落ち込みとして確認したが、北東側は農業用水路のため

調査できなかった。また、南東壁が一部撹乱を受けている。平面形は方形を呈するものと思われ、長

軸(北西－南東)3.22ｍ以上、短軸(北東－南西)2.94ｍ、確認面からの深さは0.1ｍである。床面は平

坦で壁は垂直に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。

柱穴は、南西壁下(Ｐ1)･南東壁下(Ｐ3･Ｐ5)･南東側床面(Ｐ4･Ｐ6)･床面中央部(Ｐ2)･西側床

面(Ｐ7)に位置する。壁溝及びカマドは確認できなかった。

遺物は土師器坏(第106図9、第107図1・2)、土師器片、須恵器片1点、礫2点のほか、Ｐ1か

ら土師器片2点、Ｐ2･Ｐ4から土師器片1点がそれぞれ出土した。
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ＳⅠ1375(第74図、図版11－2)

ＯＡ･ＯＢ20･21グリッドの第Ⅴ層で、壁溝とカマドを確認した。ＳＡ712･ＳＫ2563･ＳＫＰ

2567に切られている。主軸方向はＮ－45°－Ｗである。平面形は方形を呈するものと思われ、長軸

(北東－南西)4.94ｍ、短軸(北西－南東)4.7ｍ以上、確認面からの深さは0.28ｍである。床面は平坦

である。覆土は5層に分けられ、2層は第Ⅳ層に由来する暗褐色土である。

壁溝は幅0.45ｍ･深さ0.15ｍである。柱穴は、北隅(Ｐ5)･西隅(Ｐ10･Ｐ26)･南隅(Ｐ13)･東隅

(Ｐ20･Ｐ21)･北東壁下(Ｐ6･Ｐ7･Ｐ8･Ｐ9)･北西壁下(Ｐ2･Ｐ3)･南西壁下(Ｐ11･Ｐ12)･南東

壁下(Ｐ14･Ｐ15･Ｐ16･Ｐ17･Ｐ18)･床面中央部(Ｐ23･Ｐ24･Ｐ25)･東側床面(Ｐ22)に位置し、深

さは0.08～0.65ｍである。Ｐ1(長軸1.1ｍ･短軸0.98ｍ、床面からの深さ0.11ｍ)とＰ4は(長軸1.6

ｍ･短軸1.5ｍ、床面からの深さ0.28ｍ)は楕円形の土坑である。

カマドは南東壁の南に位置し、上部構造は失われており、燃焼面のみを確認した。周辺から構築土

と思われる被熱した褐色粘土塊を確認した。

遺物は土師器甕（第107図4～7）、須恵器片2点、鉄製品2点、軽石1点のほか、Ｐ8から土師器

片2点、Ｐ1から土師器片1点、土師器坏底1点、Ｐ4から土師器甕、カマド周辺で土師器片14点、

土師器坏片1点、土師器甕片15点が出土した。

ＳⅠ1400(第75図)

ＯＬ･ＯＭ15･16グリッドの第Ⅳ層で落ち込みとして確認したが、南西側は撹乱を受けており、さ

らにＳＢ1395に切られている。主軸方向はＮ－46°－Ｗである。平面形は方形を呈するものと思わ

れ、長軸(北西－南東)3.37ｍ、短軸(北東－南西)2.74ｍ以上、確認面からの深さは0.11ｍである。

床面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は3層に分けられ、1･2層は第Ⅳ層に由来する暗褐

色土である。

壁溝(Ｐ3･Ｐ4)は幅0.2ｍ･深さ0.12～0.19ｍで、北西壁下(Ｐ4)･南西壁下(Ｐ3)で確認した。

柱穴は、北隅(Ｐ8)･東隅(Ｐ6)･北東壁下(Ｐ7)･北西壁下(Ｐ1)･南東壁下(Ｐ2)･北側床面(Ｐ5)･

南東側床面(Ｐ9)に位置し、深さは0.05～0.45ｍである。床面中央部に黒褐色土と地山ブロックの

混合土で貼床が施されていた。

カマドは北東壁西側に位置する。上部は削平を受け、煙道部･袖部･支脚･燃焼面のみが残存してお

り、カマド中央の支脚には角礫を使用している。袖部は明褐色砂質土(カマド5層)を使用しており、

内面(カマド3層)が被熱している。

遺物は土師器片、｢王ゝ｣と墨書された土師器坏(第107図8)のほか、Ｐ1･Ｐ2から土師器片、カ

マド覆土から土師器片7点以上が出土した。

ＳⅠ1540(第76図)

ＮＥ･ＮＦ34グリッドの第Ⅳ層で落ち込みとして確認したが、南側と南西側は削平を受けている。

ＳＫ1522･2958･2964･2967･ＳＫＰ2963･2965･2966･2968に切られている。平面形は方形を呈

するものと思われ、長軸(北東－南西)2.1ｍ以上、短軸(北西－南東)3.15ｍ、確認面からの深さは

0.08ｍである。床面は起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は3層に分けられた。

柱穴は、床面中央部(Ｐ3･Ｐ4･Ｐ5)・西壁下（Ｐ6・Ｐ7）・東壁下（Ｐ9）・北壁下（Ｐ8）

に位置する。Ｐ1(長軸0.53ｍ･短軸0.46ｍ、床面からの深さ0.18ｍ)とＰ2(長軸1.03ｍ･短軸0.83
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ｍ、床面からの深さ0.08ｍ)は楕円形を呈する土坑である。カマドは確認できなかったが、北東側床

面に被熱による硬化面が確認された。

遺物は、住居覆土中から土師器片、Ｐ2からも土師器片が出土した。Ｐ1から出土した径8㎝の炭

化穀物塊は、種実同定でイネ炭化胚乳、放射性年代測定ではＡＤ945～1000という結果を得ている。

ＳⅠ1550(第77図、図版11－3)

ＮＪ32･ＮＫ32･33グリッドの第Ⅴ層で落ち込みとして確認し、ＳＮ1560･ＳＫＰ1553に切られ

ている。主軸方向Ｎ－38°－Ｗである。平面形は長方形を呈し、長軸(北西－南東)3.16ｍ、短軸(北

東－南西)2.86ｍ、確認面からの深さは0.18ｍである。床面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆

土は6層に分けられ、主に第Ⅳ層に由来する暗褐色土で、埋め戻された可能性がある。6層は地山土

が多く混入する。

柱穴は、北隅(Ｐ8)･西隅(Ｐ6)･南隅(Ｐ3･Ｐ4･Ｐ17)･東隅(Ｐ10)･北東壁下(Ｐ9)･北西壁下(Ｐ

7)･南西壁下(Ｐ5)･北西側床面(Ｐ16)･南東側床面(Ｐ13･Ｐ14･P15)に位置する。Ｐ15の覆土には

カマドに由来する焼土が混入していた。柱穴の深さは0.05～0.6ｍである。Ｐ11(長軸0.52ｍ･短軸

0.37ｍ、床面からの深さ0.25ｍ)とＰ19(長軸0.63ｍ･短軸0.37ｍ、床面からの深さ0.21ｍ)は楕円

形を呈する土坑である。壁溝は確認できなかった。

カマドは南東壁東側に位置し、上部構造は削平を受けているが、袖部･支脚･燃焼面を確認した。燃焼面

は中央部がよく焼けており、支脚はカマドの中央部で確認した。カマド2層は構築に使用されたと思われ

る明黄褐色土で、袖部または天井部が崩落したものである。5層は第Ⅳ層に由来する暗褐色土である。

遺物は口縁部内面に煤状炭化物がついた土師器坏(第107図9)、支脚(第107図11)のほか、Ｐ16

とカマド周辺から土師器片が出土した。

ＳⅠ1670(第78図)

ＯＤ･ＯＥ13･14グリッドの第Ⅳ層で不整形のプランを確認したが、南側は農道のため調査できな

かった。長軸(東－西)3.80ｍ、短軸(北－南)1.4ｍ以上、確認面からの深さは0.16ｍである。床面は

平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられ、主に第Ⅲ層に由来すると思われる黒褐色土

である。

柱穴は、床面中央部(Ｐ1･Ｐ2)に位置し、深さは0.05～0.07ｍである。カマド及び壁溝は確認で

きなかったが、東側床面に焼土を多く確認した。

遺物は土師器片、土師器坏（第107図12）、礫1点のほか、焼土周辺から土師器甕(第107図13)が

出土した。

ＳⅠ1760(第79･80図、図版12－1)

ＯＩ･ＯＪ21･22･23、ＯＫ21･22グリッドの第Ⅳ～Ⅴ層で落ち込みとして確認したが、北西側は

調査区外にある。ＳＤ27に切られている。主軸方向はＮ－45°－Ｗである。平面形は方形を呈するも

のと思われ、長軸(北西－南東)7.8ｍ以上、短軸(北東－南西)7.44ｍ、確認面からの深さは0.12ｍで

ある。床面は平坦で、壁は垂直に立ち上がり、東側床面の一部が被熱している。覆土は2層に分けら

れ、2層は第Ⅳ層に由来する暗褐色土と思われる。

壁溝は、幅0.25ｍ･深さ0.42ｍで、北東側･南東側･南西側に巡る。柱穴は東隅(Ｐ 6 )･西隅(Ｐ

12)･南隅(Ｐ1)･北東壁下(Ｐ10･Ｐ11)･南西壁下(Ｐ17･Ｐ18)･南東壁下(Ｐ2･Ｐ5･Ｐ9･Ｐ15)
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のほか、径の大きい柱穴が北側床面(Ｐ14)･西側床面(Ｐ13)･東側(Ｐ21･Ｐ23)に位置する。床面の径の

大きい柱穴は深さ0.39～0.55ｍ、そのほかの柱穴の深さは0.1～0.46ｍである。Ｐ20は長軸0.93ｍ･短

軸0.8ｍ･床面からの深さ0.39ｍの楕円形を呈した土坑で、Ｐ20の覆土2層は炭化物層である。

カマドは南東壁南側に位置し、煙道部･袖部･支脚･燃焼面を確認した。煙道部は住居外へ向かって

0.5ｍほど延びている。袖部は地山土とは異なる粘土塊を芯材にしており、地山土の褐色土と砂粒の

多い黄橙土の混合土でカマドを構築している。この土は南側床面3ヵ所でも確認した。支脚はカマド

の中央部に正立状態で確認され、支脚2は支脚1の上半部である。

床面直上から出土した炭化材の放射性炭素年代測定では、ＡＤ540～620という結果を得ている。

遺物は口縁部内面に油煙が付着した土師器坏(第108図8)、黒色処理した土師器坏(第108図10)、

土師器坏(第108図1～7・9・11)、高台付皿(第108図12)、内面に自然釉がかかった須恵器甕(第

108図13)、支脚(第108図14)のほか、鉄鏃1点が出土した。放射性年代測定の結果、ＡＤ540～

620という結果を得ている。

ＳⅠ1810(第78図、図版12－2)

ＮＮ･ＮＯ33･34グリッドの第Ⅳ層で落ち込みとして確認したが、北西側は調査区外にある。ＳＫ

1809を切っており、ＳＤ1340･ＳＫ1811には切られている。平面形は方形を呈するものと思われ、長

軸(北東－南西)5.4ｍ、残存する短軸(北西－南東)2.45ｍ以上、確認面からの深さは0.34ｍである。床

面は平坦で壁は垂直に立ち上がる。覆土は2層に分けられ、2層は第Ⅳ層に由来する暗褐色土である。

壁溝は、幅0.13ｍ、深さは0.06ｍで、北東壁下･南東壁下･南西壁下で確認した。柱穴は東隅(Ｐ

4)･南隅(Ｐ2)･南西壁下(Ｐ1)・南東壁下（Ｐ3）に位置し、深さは0.13～0.51ｍである。Ｐ5は

長軸1.0ｍ･短軸0.46ｍ･床面からの深さ0.18ｍの楕円形の土坑である。カマドは検出できなかったが、

床面中央部に被熱面を確認した。

遺物は土師器坏(第109図1～3)、土師器台付皿(第109図4）、土錘(第109図5)のほか、土師器

甕５点、須恵器片１点、椀形鍛冶滓2点、鉄鏃2点、棒状鉄製品3点、鎌の破片が1点出土した。

ＳⅠ1820(第81･82図)

ＮＭ･ＮＮ32･33グリッド第Ⅳ層で落ち込みとして確認したが、北西側は削平を受けている。ＳＫ

2488･2922･2923･2925を切っており、ＳＫ2924に切られている。主軸方向はＮ－58°－Ｗである。

平面形は方形を呈するものと思われ、長軸(北東－南西)4.34ｍ、短軸(北西－南東)3.04ｍ以上、確

認面からの深さは0.2ｍで、床面は平坦で壁は緩やかに立ち上がる。覆土は4層に分けられ、2層は

地山ブロックが多く含まれる黒褐色土である。

柱穴は、南隅(Ｐ5)･北東壁下(Ｐ6)･南西壁下(Ｐ2･Ｐ3)･南東側床面(Ｐ7)･西側床面(Ｐ4)に

位置し、深さは0.1～0.29ｍである。

Ｐ7は長軸0.46ｍ･短軸0.41ｍ、床面からの深さ0.17ｍの楕円形を呈する土坑である。Ｐ7の覆土

1層はカマドに由来すると思われる焼土ブロック層である。東側床面に地山質のにぶい黄褐色土を使

用した貼床を確認した。壁溝は確認できなかった。

カマドは南東壁東側に位置し、袖部･燃焼面を確認した。袖部の芯材には角礫が用いられていた。

遺物はカマドの東側Ｐ4･Ｐ5･Ｐ7で、土師器甕(第109図6・7・8)と土錘(第109図9)が出

土した。その他、内面が黒色処理された土師器坏片2点、軽石1点が出土した。
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ＳⅠ1868(第83図)

ＮＳ･ＮＴ29･30グリッドの第Ⅴ層で、カマドと南西側壁溝と北東隅の柱穴を確認した。壁等の上

部は削平されて失われているが、カマドの向きと壁溝の向きが一致することから、関連する1軒の住

居跡と判断した。北西側は調査区外にある。主軸方向はＮ－61°－Ｗである。長軸(北東－南西)4.18

ｍ、短軸(北西－南東)3.18ｍ以上である。床面は平坦で、幅0.14ｍ、深さ0.05ｍの壁溝及び柱穴の

覆土は暗褐色土～黒褐色土の単一層である。

柱穴は北東隅(Ｐ1)のほか南西側床面(Ｐ3･Ｐ4･Ｐ5･Ｐ6)に位置し、深さは0.07～0.26ｍで

ある。Ｐ2は長軸0.74ｍ･短軸0.52ｍ、床面からの深さ0.26ｍの土坑である。

カマドは南東壁南側に位置し、上部は削平を受けている。袖部と燃焼面を確認したが、砂質の多い

褐色土をカマド袖部･天井部の構築土として使っており、カマド1層は袖部、カマド5層は袖部または

天井部が崩落したものと思われる。

遺物はカマド周辺から土師器片5点が出土した。

ＳⅠ1963(第84･85図、図版12－3)

ＯＡ･ＯＢ25･26グリッドの第Ⅴ層で確認した。北東側･南東側･南西側で壁溝を確認したが、南西

側は削平を受けていた。ＳＢ1945に切られている。南東側の張り出し部は、土層観察から竪穴住居

跡に伴うものと判断する。主軸方向はＮ－62°－Ｗである。

平面形は隅丸方形を呈し、長軸(北西－南東)3.52ｍ、短軸(北東－南西)3.06ｍ、確認面からの深

さは0.08ｍである。床面は東側は平坦であるが、西側は削平を受けているため不明である。壁は急

に立ち上がる。覆土は第Ⅳ層に由来すると思われる暗褐色土の単一層である。東側床面に褐色土で構

成された貼床部分を確認した。

壁溝は、幅0.24ｍ･深さ0.18ｍで、柱穴は北隅(Ｐ8)･西隅(Ｐ7)･南隅(Ｐ5･Ｐ6)･東隅(Ｐ9)･

南東壁下(Ｐ10)･床面中央部(Ｐ11･Ｐ12･Ｐ13･Ｐ14)に位置し、深さは0.06～0.57ｍである。

カマドは南東壁東側に位置し、煙道部･袖部･燃焼面を確認した。袖部は砂質土が多く混入する褐色

土で構成され、内側が被熱しており、東側袖部と西側袖部が張り出し部に及んでいる。覆土のカマド

2層は天井部が崩落したもの、カマド8層は天井部内側の被熱部分の可能性が高い。燃焼面直上のカ

マド7層は第Ⅳ層に由来すると思われる暗褐色土である。カマドの下から壁溝が確認されたことから、

壁溝を掘ったあとでカマドを作ったことがわかる。

張り出し部は、方形を呈し、南西側床面に撹乱を受けているため壁の一部が確認できなかった。長

軸(北東－南西)2.16ｍ、短軸(北西－南東)1.5ｍ、確認面からの深さ0.07ｍである。床面は平坦であ

り、東側床面に被熱痕を確認した。柱穴は北東隅(Ｐ1)･南東隅(Ｐ2)･南西壁下(Ｐ4)に位置し、Ｐ

3は内面の一部が被熱している。カマドの出煙域に位置することから、煙を利用した作業に使用され

た可能性がある。

遺物は土師器坏(第109図10・12)、油煙の付いた土師器坏(第109図11)、土師器鍋(第110図1)、

土師器甕のほかカマドから土師器片16点、カマド周辺の壁溝から土師器3点、Ｐ2･Ｐ7から土師器

片が1点ずつ、Ｐ8から土師器片4点が出土した。

ＳⅠ2390(第86･87図)

調査区南端部の緩斜面で、ＰＨ･ＰＩ･ＰＪ－5･－4･－3、ＰＫ－3グリッドの第Ⅴ層で、落ち込
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み･東西に延びる壁溝･柱穴跡･燃焼面を確認した。ＳＫ2309･2314･2465を切っているが、ＳＫ

2300･2302との新旧関係は不明である。ＳＤ2391･2395･ＳＫ2122に切られている。主軸方向は

Ｎ－88°－Ｗと考えられる。平面形は方形を呈すると思われ、長軸(東－西)11.8ｍ以上、短軸(北－

南)7.24ｍ以上、確認面からの深さ0.14ｍである。床面は南側に緩く傾斜し、貼床と思われる痕跡が

あり、東側床面で顕著である。北壁と東壁は緩やかに立ち上がり、覆土は暗褐色土を主とする。

壁溝は幅0.42ｍ･深さ0.06ｍで東壁下･北壁下･西壁下で確認した。

床面東側でカマドの構築土と思われる砂粒の多い褐色土と燃焼面を確認した。

遺物は、土師器坏(第110図2～5)、土師器甕(第110図6～10)、砂底の土師器鍋(第110図12)のほ

か、Ｐ4から土師器片1点、Ｐ5から土師器片6点、燃焼面周辺で土師器片、内面を黒色処理した土師

器坏片3点、須恵器片1点、刀子(第110図11)、縄文土器片14点、礫10点が出土した。

ＳⅠ2539(第88･89図、図版13－1)

ＮＨ･ＮＩ31･32グリッドの第Ⅳ層で落ち込みとして確認したが、南東側では確認調査時のトレンチに

よる削平を受けている。ＳＫ2861･ＳＩ2540を切っており、ＳＫ2536･2560･ＳＫＰ2573･2579に切

られている。主軸方向はＮ－51°－Ｗである。平面形は長方形を呈し、長軸(北東－南西)7.22ｍ、短軸

(北西－南東)5.82ｍ、確認面からの深さは0.11ｍである。床面は概ね平坦で焼土が堆積しており、壁は

垂直に立ち上がる。覆土は2層に分けられ、2層は第Ⅳ層に由来するものと思われる。

壁溝は、幅0.15ｍ･深さ0.15ｍで、全ての壁下で確認した。柱穴は北隅(Ｐ21)･西隅(Ｐ19)･南隅

(Ｐ14)･北東壁下(Ｐ22･Ｐ23･Ｐ24･Ｐ25･Ｐ26)･北西壁下(Ｐ20)･南西壁下(Ｐ15･Ｐ16･Ｐ17)･南

東壁下(Ｐ5･Ｐ13)のほか、西側床面(Ｐ18)･南側床面(Ｐ1･Ｐ2･Ｐ3･Ｐ4･Ｐ5･Ｐ12)･東側床面(Ｐ

9･Ｐ27)･北側床面(Ｐ10･Ｐ21)・床面中央部(Ｐ6･Ｐ7)で確認し、深さは0.07～0.62ｍである。

南東側床面に燃焼面とカマドの構築土と思われる黄色土を確認した。

遺物は土師器坏(第111図1～5)のほか、内面を黒色処理した土師器坏4点、土師器片、須恵器片

1点、椀形鍛冶滓2点、軽石2点が出土した。

ＳⅠ2540(第88･89図、図版13－1)

ＮＨ･ＮＩ31･32グリッドのＳＩ2539床面で落ち込みとして確認したが、北東側はトレンチによる

削平を受けている。ＳＫ3014を切り、ＳＩ2539に切られている。主軸方向はＮ－51°－Ｗである。

平面形は一辺約3.8ｍの正方形を呈し、確認面からの深さは0.25ｍである。床面は平坦で西側に被熱

面があり、壁は垂直に立ち上がる。覆土は6層に分けられ、黒褐色土と暗褐色土を主体とする。

壁溝は幅0.15ｍ･深さ0.2ｍで、北東･北西･南西で確認した。柱穴は北隅(Ｐ21)･西隅(Ｐ6)･東隅(Ｐ

1)･南東壁下(Ｐ8)･北側床面(Ｐ5)･床面中央部(Ｐ3･Ｐ6)に位置し、深さは0.11～0.37ｍである。

カマドは南東壁南側に位置し、袖部と燃焼面を確認した。袖部は黄褐色土(カマド11層)･暗褐色土

(カマド12層)･褐色土(カマド13層)で構築されている。カマド2層はカマド11層と同質のカマド構

築土で、カマドの西側床面でも確認した。7層は第Ⅳ層に由来すると思われる暗褐色土である。

遺物は土師器坏(第111図6～8)、砥石(第111図10)、椀形鍛冶滓1点、鉄製品1点、礫2点のほか、

カマドから支脚(第111図9)と土師器片30点以上が出土した。
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第23図　ＳⅠ12・53・190竪穴住居跡

ＳⅠ12

ＳＫＰ181

調査区外

Ｐ１

Ａ

Ａ

Ｃ
Ｄ

Ｂ

Ｂ

Ｃ Ｄ
26.3ｍ

１

２

３ａ
石

土師器

４

３ｂ ３ｂ ３ｂ

26.3ｍ

０ ２ｍ

ＳＩ12
1 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径5ｍm）5％混入
2 赤褐色土（5ＹＲ5／8）しまり弱　粘性弱
3ａ 黒褐色土（10ＹＲ2／2）しまり中　粘性弱

褐色土（径0.1～1cm）5％
炭化物（径5mm）
焼土ブロック1％未満混入

3ｂ 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強　粘性なし
4 黒褐色土（10ＹＲ2／2）しまり強　粘性弱

炭化物（径5mm）0.1％
地山ブロック30％混入

ＳⅠ53

ＳＩ53
Ｐ１

ＳＩ53
Ｐ２

ＳＩ53
Ｐ３

ＳⅠ190

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ８

Ｐ７

Ｐ３
Ｐ５

Ｐ４
Ｐ６

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ26.2ｍ

ＳＩ190ＳＩ53

４３ａ

０ ２ｍ

１
２

３

２

３

１

４

５ ６

７ＳＩ53
1 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり強　粘性弱

炭化物（径5mm）5％
地山ブロック（径0.5～1cm）3％混入

2 黒褐色土（10ＹＲ2／2）しまり強　粘性弱
焼土ブロック（径5mm）1％
地山ブロック5％混入

3 黒褐色土（10ＹＲ2／2）しまり強　粘性弱
炭化物3％　焼土ブロック5％混入

4 黒褐色土（10ＹＲ2／2）しまり強　粘性弱
炭化物（径5mm）3％
地山ブロック（径3cm）20％

5 黒褐色土（10ＹＲ2／2）しまり強　粘性弱
炭化物（径0.5～3cm）15％
焼土ブロック（径0.5～1cm）5％　
地山ブロック5％混入

6 明褐色土（7.5ＹＲ5／6）しまり中　粘性弱
黒褐色土10％混入

7 被熱面

ＳＩ190
1 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり中　粘性弱

炭化物（径5mm）1％
地山ブロック（径3～20cm）20％混入

2 黒褐色土（10ＹＲ2／2）しまり中　粘性弱
焼土ブロック（径3cm）10％混入

3 明褐色土（7.5ＹＲ5/6）シルト　粘性弱
黒褐色土15％混入
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第24図　ＳⅠ17・18竪穴住居跡

ＳＩ17 P1
1 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり強　粘性なし

炭化物（径5mm）1％未満混入
焼土ブロック（径5mm）1％未満混入
地山ブロック（径1cm）5％混入

ＳＩ17 P2
1 黒褐色土（10ＹＲ2／2）しまり強　粘性なし

炭化物（径5mm）1％混入　
地山ブロック1％未満混入

2 黒褐色土（10ＹＲ2／2）しまり中　粘性弱
炭化物（径5mm）25％混入
焼土ブロック（径2cm）20％混入
地山ブロック（径2cm）20％混入

ＳＩ17 P3
1 黒褐色土（10ＹＲ2／2）しまり強　粘性なし

炭化物（径5mm）1％混入
焼土ブロック（径5mm）1％混入
地山ブロック（径0.5̃1cm）1％混入

ＳⅠ17

Ｐ８

Ｐ３
Ｐ６

Ｐ７ Ｐ４

ＳＡ226 Ｐ５

Ｃ

Ｃ

Ｐ７ Ｐ４

１ １ ＳＤ201

ＳＫ2996

ＳＤ201

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ５

Ａ
Ｂ

Ｅ

Ｄ

Ａ

Ｄ

Ｐ
１

Ｂ
2
6
.5
ｍ

１

２

26.5ｍ

１

２

１
１

Ｐ
２

Ｐ
５

２

０ ２ｍ

ＳⅠ17カマド

Ｅ Ｆ

ＦＥ 26.5ｍ

１

２
ＳＩ17カマド
1 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり強　粘性なし

炭化物（径1～5mm）3％
焼土ブロック（径0.5～1cm）10％混入

2 焼土層

０ １ｍ ＳⅠ18

Ｐ１

調査区外

26.0ｍ

１

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

０ ２ｍ

ＳＩ18
1 暗褐色土（7.5ＹＲ3/3）しまり中　粘性弱

地山ブロック（径0.5～3cm）5％混入

ＳＩ17 P4
1 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり中　粘性なし

炭化物（径1mm）1％
焼土ブロック（径1mm）1％
地山ブロック（径1cm）1％混入

ＳＩ17 P5
1 黒褐色土（10ＹＲ2／2）しまり中　粘性なし

炭化物（径5mm）1％
焼土ブロック（径5mm）1％
地山ブロック1％未満混入

ＳＩ17 P7
1 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり強　粘性なし

炭化物（径5mm）1％
焼土ブロック（径5mm）1％
地山ブロック（径1cm）5％混入

Ｆ
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第25図　ＳⅠ26・450竪穴住居跡（1）

ＳＩ26 Ｐ1                                    
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強粘性強

炭化物1％混入 地山ブロック30％混入
2 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり弱 粘性強

炭化物30％混入 焼土ブロック３％混入
3 地山ブロック層
4 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強粘性強

炭化物1％混入 地山ブロック30％混入
5 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強 粘性強

炭化物1％混入 地山ブロック３％混入

ＳＩ450 Ｐ2
1 暗褐色土（7.5ＹＲ3/4）しまり強 粘性強

炭化物1％混入 地山ブロック2％混入
2 炭化物層 暗褐色土3％混入
3 炭化物層

ＳＩ450
Ｐ５

ＳＩ450Ｐ８

ＳＩ450Ｐ３

ＳＩ450
Ｐ16

ＳＩ450
Ｐ15

ＳＩ450Ｐ14

ＳＩ450Ｐ２

ＳＩ450Ｐ１
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Ｐ12
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Ｐ７

ＳＩ450Ｐ11
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Ｐ６

ＳＩ450Ｐ10

ＳＩ450Ｐ17

ＳＩ450
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ＳＩ450Ｐ９

ＳＩ26Ｐ５

ＳＩ26Ｐ４

ＳＩ26Ｐ３

ＳＫ
81
5 ＳＩ450Ｐ19

ＳⅠ26

ＳＮ1001

ＳＩ450
Ｐ４

ＳＩ26
Ｐ２

ＳＩ26
Ｐ１

ＳＫＩ300

ＳＫＦ1007

ＳＩ450Ｐ18

ＳＩ26Ｐ７

ＳＩ26Ｐ６
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Ｄ

Ｃ

Ａ
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Ｋ

Ｊ

Ｈ

ＪＩ

３
２２

１

４

１３

Ｌ

２

５
ＳＩ450 Ｐ4 
1 炭化物層
2 黄褐色土（10ＹＲ5/6）しまり中 粘性弱

ＳＩ450 Ｐ5                                    
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり弱 粘性弱

炭化物1％混入 地山ブロック5％混入

ＳＩ450Ｐ５ＳＩ450Ｐ４

25.1ｍ 25.1ｍＬＫ

２

Ｍ

１

Ｎ

11
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第26図　ＳⅠ26・450竪穴住居跡（2）

ＳＩ26 
1 暗褐色土（7.5ＹＲ3/3）しまり強粘性弱

ＳＩ26カマド
1 橙色土（7.5ＹＲ6/6）しまり強 粘性弱
2 明褐色土（7.5ＹＲ）
3 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強 粘性弱

明褐色土3％混入 炭化物（径0.5～1cm）5％
地山ブロック5％混入
焼土ブロック（径0.5～1cm）10％混入

4 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり強 粘性弱
炭化物（径1mm）15％混入

5 暗赤褐色土（5ＹＲ3/6）
6 褐色土（10ＹＲ4/4）

ＳＩ450                                     
1 暗褐色土（7.5ＹＲ3/3）しまり強粘性弱

炭化物1%混入
2 暗褐色土（7.5ＹＲ3/4）しまり強粘性強

地山ブロック1%混入
3 褐色土（7.5ＹＲ4/6）しまり強粘性強

暗褐色土1%混入
4 褐色土（7.5ＹＲ4/6）しまり弱粘性強

炭化物混入

ＳⅠ26カマド

25.2ｍ

25.8ｍ26.5ｍ
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第27図　ＳⅠ51竪穴住居跡（1）
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第28図　ＳⅠ51竪穴住居跡（2）

ＳⅠ51
Ａ Ｂ26.9ｍ

Ｃ Ｄ
26.9ｍ

１

２

３

石 ５

１４
３

５
５

３

０ ２ｍ

ＳＩ51                                      
1 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり弱　粘性弱
2 炭層
3 黒褐色土（7.5ＹＲ2/2）しまり弱　粘性弱

炭化物3%混入
4 赤褐色土（5ＹＲ4/6）しまり弱　粘性弱
5 黒色土（10ＹＲ2/1）しまり弱　粘性弱

炭化物50%混入

ＳⅠ51カマド

Ｅ Ｆ

Ｇ

Ｅ Ｆ26.8ｍ

４
４

２
３

ＳＩ51 カマド
1 黒褐色土（10ＹＲ2/3） しまり弱　粘性弱
2 暗赤褐色土（5ＹＲ3/6） しまり弱　粘性弱
3 暗褐色土（7.5ＹＲ3/4） しまり強　粘性強
4 赤褐色土（2.5ＹＲ4/6） しまり弱　粘性弱

Ｇ

Ｈ

26.8ｍ

Ⅴ
１

２

３

石

０ １ｍ

Ｈ
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第29図　ＳⅠ90竪穴住居跡

ＳＩ90
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

炭化物1％　焼土ブロック1％混入
地山ブロック15％混入

2 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強　粘性弱
炭化物1％未満混入

3 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
炭化物1％未満混入　地山ブロック5％混入

4 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり強　粘性弱
炭化物1％未満　焼土ブロック1％
地山ブロック（径0.1～10cm）1％混入

5 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり強　粘性弱
炭化物1％混入　地山ブロック1％未満混入

ＳＩ90カマド
1 褐色土（7.5ＹＲ4/6）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入　焼土ブロック1％混入
2 にぶい赤褐色土（5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱

炭化物3％混入　焼土ブロック5％混入
3 黒色土（10ＹＲ2／1）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入
4 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入
5 黒褐色土（10ＹＲ2／3）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入　焼土1％未満混入
6 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入
7 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強 粘性弱　
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第30図　ＳⅠ113・490竪穴住居跡（1）
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第31図　ＳⅠ113・490竪穴住居跡（2）

ＳＩ490
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～5mm）1％未満混入
地山ブロック（径0.1～1cm）10％混入

2ａ暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性中
地山ブロック（径0.5～8cm）30％混入

2ｂ暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性中
地山ブロック（径0.5～1.5cm）10％混入

ＳＩ490Ｐ3
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～5mm）1％未満混入
焼土ブロック（径1～3mm）1％未満混入
地山ブロック（径0.1～1.5cm）5％混入

ＳＩ113Ｐ10
1 にぶい赤褐色土（5ＹＲ4/4）

炭化物（径0.8～2cm）1％混入
焼土ブロック（径0.5～3cm）15％混入
にぶい橙色土（径0.5～5cm）5％混入

2 にぶい褐色土（10ＹＲ4/3）しまり強　粘性中
炭化物（径0.8～2cm）2％混入
にぶい赤褐色土（5ＹＲ4/4）10％混入

ＳＩ113Ｐ11
1 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4/3）

しまり強　粘性弱
炭化物（径0.5～2cm）5％混入
焼土ブロック（径0.1～3cm）30％混入

2 褐色土（10ＹＲ4/4）しまり強　粘性弱
地山ブロック50％混入

ＳＩ113
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径3～5cm）1％混入
焼土ブロック（径0.5～1cm）1％混入
地山ブロック（径0.1～2cm）30％混入

2 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり強　粘性弱
炭化物（径0.3～1cm）2％混入
焼土ブロック（径1～5mm）1％混入
地山ブロック（径0.1～7cm）10％混入

3 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱
炭化物（径3～5cm）1％混入
焼土ブロック（径0.5～1cm）1％混入
地山ブロック（径0.1～2cm）30％混入

4 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり強　粘性弱
炭化物（径0.3～1cm）2％混入
焼土ブロック（径1～5mm）1％混入
地山ブロック（径0.1～7cm）10％混入

5 褐色土（10ＹＲ4/4）しまり強　粘性弱
焼土ブロック（径0.5～1cm）2％混入

6 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり強　粘性弱
炭化物（径0.3～1cm）2％混入
焼土ブロック（径1～5mm）1％混入
地山ブロック（径0.1～7cm）10％混入

7 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱
炭化物（径3～5cm）1％混入
焼土ブロック（径0.5～1cm）1％混入
地山ブロック（径0.1～2cm）30％混入

ＳＩ490Ｐ5
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～5mm）1％未満混入
焼土ブロック（径1～3mm）1％未満混入
地山ブロック（径0.1～1.5cm）5％混入

2 褐色土（10ＹＲ4/4）しまり強　粘性中
地山ブロック（径0.1～1cm）50％混入

ＳＩ490Ｐ6
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径0.1～1.5cm）5％混入
2 黒褐色土（10ＹＲ2/1）しまり弱　粘性弱

ＳＩ490Ｐ7
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径0.5～2cm）1％混入
焼土ブロック（径0.5～3cm）5％混入
地山ブロック（径0.1～2cm）1％混入

2 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり強　粘性弱
3 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり強　粘性弱

炭化物（径0.5～1cm）1％未満
褐色土（10ＹＲ4/6）20％混入
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第32図　ＳⅠ113竪穴住居跡カマド

ＳＩ113カマド
1 褐色土（10ＹＲ4/4）しまり強　粘性弱

焼土ブロック（径0.5～1cm）2％混入
2 明赤褐色土（5ＹＲ5/6）しまり強　粘性弱
3 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～3mm）1％混入
焼土ブロック（径0.5～1cm）2％混入
地山ブロック（径0.5～1cm）3％混入

4 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
地山ブロック（径0.5～5cm）5％混入

5 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり強　粘性中

ＳⅠ113カマド

Ｉ Ｊ

Ｋ
Ｌ

Ｉ Ｊ26.2ｍ

土師器

２
土師器

１

２
Ｋ Ｌ26.2ｍ

１

２

３

４ ５
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第33図　ＳⅠ115竪穴住居跡

ＳＩ115 カマド
１　にぶい黄褐色土（５ＹＲ4/4)焼土層

しまり弱 粘性弱
炭化物（径２～８mm）１%混入

２　褐色土（10ＹＲ4/6） しまり弱　粘性弱
地山ブロック（径0.5～1.5cm）10％混入

３　暗褐色土（10ＹＲ3/4） しまり強 粘性中
炭化物（径１～４mm）１%未満混入
焼土ブロック（径２～６mm）１%未満混入

土師器
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第34図　ＳⅠ120・165竪穴住居跡（1）

ＳⅠ120

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ４

撹乱

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｇ

Ｈ

カマド袖芯材

支脚

撹
　
乱

ＳⅠ165

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ４
Ｐ５

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ９

Ｐ10

Ｐ11

Ｐ12
Ｐ13

Ｐ14

Ｐ15

Ｐ16

Ｐ17

Ｐ18

Ｐ19

Ｐ20

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

０ ２ｍ

FF



－－ 67 －－

第4節 古代の遺構と遺物　

第35図　ＳⅠ120・165竪穴住居跡（2）

ＳⅠ120

Ａ Ｂ
25.8ｍ

炭化材

２ｂ

２ｃ ２ａ

４
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２ｂ

１

３
カマド
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炭化材
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ＳＩ165

ＳⅠ165

Ｉ Ｊ25.7ｍ

Ｐ７

１

Ｐ１

１

Ｋ Ｌ
25.7ｍ

Ｐ18

１

２

０ ２ｍ

０ １ｍ

ＳＩ120カマド
1 にぶい赤褐色土（5ＹＲ4/4）焼土層
2 暗赤褐色土（5ＹＲ3/6）暗褐色土1％混入
3 黒褐色土（10ＹＲ2/3）シルトしまり強 粘性中

炭化物 褐色土10％混入
4 黒褐色土（10ＹＲ2/3）シルトしまり強 粘性中

炭化物 暗褐色土混入
5 褐色土（7.5ＹＲ4/3）シルト

炭化物褐色土20％混入
6 褐色土（7.5ＹＲ4/3）シルトしまり中粘性弱

炭化物1％未満
7 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4/3）シルト しまり中 粘性弱

褐色土1％ 炭化物（径0.1～1.5cm）
地山ブロック（径0.8～1cm）1％未満混入

8 暗赤褐色土（5ＹＲ3/6）暗褐色土1％混入

ＳＩ120                                     
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4) しまり強 粘性弱

焼土ブロック（径0.3～1.5cm）7％混入
2ａ褐色土（10ＹＲ4/4）しまり強 粘性弱

焼土ブロック（径1～5mm）7％
2ｂ褐色土（10ＹＲ4/4）しまり強 粘性弱

地山ブロック（径0.1～1.5mm）10％混入
2ｃ暗褐色土（10ＹＲ4/3）しまり強 粘性弱

炭化物（径1～2mm）1％未満
3 褐色土（10ＹＲ4/4）しまり強 粘性弱

焼土ブロック（径0.1～8cm）40％混入
4 地山ブロック層

ＳＩ165                                     
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強 粘性弱

炭化物1％ 焼土ブロック5％混入

ＳⅠ120カマド

Ｅ Ｆ25.8ｍ
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カマド袖芯材
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第36図　ＳⅠ123竪穴住居跡

ＳⅠ123
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Ｈ

25.9ｍ

１
２

２

Ｉ

Ｊ

25.9ｍ
ＳＤ100

Ｐ3

０ ２ｍ

ＳＩ123
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入　焼土ブロック1％混入
2 褐色土（10ＹＲ4/3）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入　焼土ブロック1％未満
地山ブロック3％混入

ＳＩ123Ｐ1
1 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入　焼土ブロック5％
地山ブロック7％混入

2 暗褐色土（7.5ＹＲ3／4）しまり中　粘性弱
炭化物1％混入　焼土ブロック5％混入
地山ブロック3％混入

ＳＩ123Ｐ2
1 暗褐色土（7.5ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物1％混入　焼土ブロック10％混入
2 褐色土（10ＹＲ4/4）しまり強　粘性弱

炭化物1％混入
3 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入
ＳＩ123Ｐ3
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物1％混入　地山ブロック1％混入
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第37図　ＳⅠ125竪穴住居跡

ＳＩ125                                     
1 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり強　粘性中

地山ブロック50％混入
2 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり強　粘性中

焼土ブロック1% 地山ブロック20%       
ＳＩ125カマド
1 にぶい黄褐色土（10ＹＲ5/4）

砂・シルト質　しまり強　粘性弱
2 3の被熱部分
3 黒褐色土（10ＹＲ3/2）

シルト質　しまり強　粘性弱
炭化物（径2mm以下）15%               
焼土ブロック（径5mm以下）20%混入

4 黒褐色土（10ＹＲ3/2）：明褐色土
（7.5ＹＲ5/6）1:1の混合土
砂･シルト質　しまり強　粘性微弱
炭化物（径0.5mm以下）5%               
焼土ブロック（径0.5mm以下）5%混入
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第38図　ＳⅠ130竪穴住居跡

ＳⅠ130カマド ＳⅠ130

ＳＩ130  カマド

1  暗赤褐色土（5ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物２％混入

ＳＩ130 Ｐ18

1  黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり強　粘性弱

地山ブロック１％混入
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第39図　ＳⅠ145・180竪穴住居跡　ＳＮ488焼土遺構

ＳＩ145                                     
1 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径1̃3mm）1%                     
焼土ブロック（径1̃3mm）2%               
地山ブロック（径1̃5mm）3%混入

2 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱
炭化物（径1̃3mm）1%未満
地山ブロック（径1̃5mm）7%混入

3 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり中　粘性弱
炭化物（径1̃3mm）15%                     
焼土ブロック（径1̃7mm）7%                
地山ブロック（径1̃5mm）10%混入

4 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱
炭化物（径1̃2mm）1%                     
焼土ブロック（径1̃5mm）1%               
地山ブロック（径1mm）1%混入

5 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱
地山ブロック（径1̃3mm）2%混入

6 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり中　粘性弱
焼土ブロック（径2̃5mm）3%混入

7 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり中　粘性なし
炭化物（1̃2mm）2%                        
焼土ブロック（径1mm）10%                
地山ブロック（径2̃5mm）1%混入

ＳＩ180                                     
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

炭化物1%未満混入　地山ブロック10%混入
2 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

焼土ブロック（径0.1̃3cm）30%混入
3 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径1̃5mm）1%未満混入
4 暗赤褐色土（5ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

暗褐色土（10ＹＲ3/4）30%混入
5 暗褐色土（10ＹＲ2/2）しまり強　粘性弱

焼土ブロック（径0.5̃1cm）5%
地山ブロック（径0.5̃1cm）10%混入
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第40図　ＳⅠ150竪穴住居跡

ＳⅠ150
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Ａ Ｂ
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１ ２
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４
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６

土師器 土師器

７
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８

９

３
４

７

８

９

０ ２ｍ

ＳⅠ150カマド

ＳＫＩ66

Ｐ９

Ｅ Ｆ

Ｇ

Ｈ

０ １ｍ

ＳＩ150
1 黒褐色土（10ＹＲ3/1）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径1～3mm）1％未満混入
2 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径0.5～1cm）20％混入
3 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径0.1～1cm）3％混入
4 黒褐色土（10ＹＲ2／2）しまり中　粘性弱

地山ブロック（径0.5～2cm）10％混入
5 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり中　粘性弱

地山ブロック（径0.3～1cm）1％未満混入
6 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり中　粘性中

焼土ブロック（径0.5～2cm）10％混入
7 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強　粘性中

地山ブロック（径0.3～1cm）2％混入
8 黒褐色土（10ＹＲ3／1）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径1～3mm）1％未満混入
9 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強　粘性中

地山ブロック（径0.3～1cm）2％混入
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第41図　ＳⅠ150竪穴住居跡カマド・ＳⅠ159竪穴住居跡

ＳＩ150 カマド
１ 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり強　粘性なし

焼土ブロック（径1̃5mm）1%混入
地山ブロック（径0.1̃1cm）1%混入

２ 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性なし
炭化物（径1̃5mm）1% 混入
焼土ブロック（径1̃3mm）3% 混入
地山ブロック（径0.1̃1cm）2%混入

３ 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり中　粘性なし
焼土ブロック（径0.1̃1cm）2%混入

４ 褐色土（10ＹＲ4/4）しまり強　粘性なし
焼土ブロック（径1̃2mm）2%混入
地山ブロック（径1̃2mm）2%混入

５ 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり中　粘性弱
焼土ブロック（径1̃2mm）2%混入

６ 赤褐色土（5ＹＲ4/8)しまり強　粘性なし
７ 暗褐色土(10ＹＲ3/4）しまり強　粘性なし

炭化物（径1̃5mm）1%混入
焼土ブロック（径2̃4mm）2%混入
地山ブロック（径0.5̃1cm）1%混入

８ 赤褐色土（5ＹＲ4/8）しまり強　粘性なし
炭化物（径1̃2mm）1%混入

９ 赤褐色土（5ＹＲ4/6）しまり強　粘性なし
10 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり中　粘性弱

焼土ブロック（径1̃2mm）2%混入
11 褐色土（10ＹＲ4/4）しまり強　粘性なし
12 褐色土（7.5R4/4）しまり強　粘性なし

焼土ブロック（径0.1̃1cm）1%混入
地山ブロック（径1̃2cm）1%混入

13 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性なし
炭化物（径1̃2mm）1%混入
焼土ブロック（径2̃5mm）3%混入
地山ブロック（径0.2̃2cm）1%混入

14 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり強　粘性中
地山ブロック（径0.3̃1cm）2%混入

ＳＩ159                                     
1 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径0.5̃1mm）1%未満
焼土ブロック（径3̃5mm）2%               
地山ブロック（径1̃2mm）1%未満混入

2 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり強　粘性弱
焼土ブロック（1.5̃2mm）1%未満
地山ブロック（径1̃1.5cm）2%混入
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第42図　ＳⅠ211・212竪穴住居跡　ＳＫ617・618・2950土坑（1）
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第43図　ＳⅠ211・212竪穴住居跡　ＳＫ617・618・2950土坑（2）

ＳⅠ212カマド
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Ｐ５

石

Ｇ Ｈ

Ｇ
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６
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１

土師器 ２
３ ＳＫ617

１
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１

２

ＳＫＰ428

１

ＳⅠ212Ｃ Ｄ26.5ｍ

１
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２

３
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７
８

９ 14’

14 ４ ５ 11
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１

Ｅ Ｆ26.4ｍ

壁溝

ＳＫ2950

１

壁溝

０ ２ｍ

ＳＩ211
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径0.5～1cm）3％混入
焼土ブロック（径5mm）1％混入
地山ブロック（径0.1～1cm）15％混入

2 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり強　粘性弱
にぶい黄褐色土ブロック（径1～2cm）
50％混入

3 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり強　粘性弱
炭化物（径2cm）40％混入

ＳＫ617
1 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径0.1～1cm）20％混入
焼土ブロック（径0.1～3cm）
地山ブロック（径0.5～1cm）5％混入

2 黒褐色土（10ＹＲ2／3）しまり強　粘性弱
炭化物（径5mm）1％混入
焼土ブロック（径5mm）1％混入
地山ブロック3％混入

ＳＫ618
1 にぶい黄橙色土（10ＹＲ6／4）しまり強

粘性弱　焼土ブロック1％以下混入
2 黒褐色土（10ＹＲ2／3）しまり強　粘性弱

炭化物（径5mm）1％混入
焼土ブロック（径1cm）1％混入
地山ブロック（径1～5mm）5％混入

ＳＫＰ428
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径0.5～1cm）15％混入

ＳＩ212
１ 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径5mm）1％混入
焼土ブロック（径5mm）1％混入
地山ブロック（径1cm）20％混入

２ 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり中　粘性弱
黒褐色土20％　地山ブロック20％混入

３ 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり強　粘性弱
炭化物（径5mm）10％混入
焼土ブロック（径5mm）1％以下
地山ブロック1％以下混入

４ 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
暗褐色土5％混入

５ 赤褐色土（5ＹＲ4／8）焼土ブロックと
褐色土（10ＹＲ4／4）6：4の混合土

６ 黄褐色土（10ＹＲ5／6）しまり強　粘性弱
暗褐色土5％混入
炭化物（径1cm）1％混入

７ 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり強　粘性弱
炭化物　焼土ブロック（径5mm）30％
地山ブロック30％混入

８ 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり強　粘性弱
地山ブロック（径5mm）10％混入

９ 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
シルト～粘土質
暗褐色土5％　砂3％混入

10 被熱による硬化面
11 黄褐色土（10ＹＲ5／6）しまり強　粘性弱

砂とシルトの混合土
暗褐色土（10ＹＲ3／3）5％混入
炭化物1％混入

12 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり強　粘性弱
炭化物（径5mm） 焼土ブロック30％
地山ブロック（径5mm）15％混入

13 第Ｖ層が被熱赤化した範囲
14 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱

砂質～シルト質土10％
粘土10％混入

14
，
第14層が被熱により赤化した範囲

ＳＫ2950
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径5mm）1％
焼土ブロック（径5mm）1％
地山ブロック（径1cm）20％混入
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第44図　ＳⅠ213・220竪穴住居跡　ＳＫ2926・2927・2928・2931土坑（1）
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第45図　ＳⅠ213・220竪穴住居跡　ＳＫ2926・2927・2928・2931土坑（2）
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ＳＫ2926 ＳＫ2927 ＳＫ2928

26.4ｍ

ＳＩ213                                     
１　暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強 粘性弱

炭化物（径２～５mm）1％未満
地山ブロック（径0.1～1cm）10％混入

２　黒褐色土（10ＹＲ3/2）しまり強 粘性弱
地山ブロック（径１cm）10％混入

３　暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強 粘性弱
地山ブロック（径１～２cm）20％混入

ＳＫ2926 
１　黒褐色土（10ＹＲ3/2）しまり強 粘性弱
２　焼土と炭化物２：１
３　黒褐色土（10ＹＲ3/2）しまり強 粘性弱

ＳＩ220                                     
１　黒褐色土（10ＹＲ3/2）しまり強 粘性弱

地山ブロック（径１cm以下）20％
２　明赤褐色土（５ＹＲ5/6）しまり強 粘性弱

砂質混入シルト質被熱
３　黒褐色土（10ＹＲ3/2）しまり強 粘性弱

焼土ブロック（径5mm）10％混入
４　被熱硬化部
５　被熱赤化部

ＳＫ2931                                     
１　暗褐色土(10ＹＲ3/3)しまり強 粘性弱
２　暗褐色土(10ＹＲ3/3)しまり強 粘性弱

炭化物 焼土ブロック混入

０　　　　　　　　　　　　　 １ｍ
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第46図　ＳⅠ275竪穴住居跡

ＳＩ275Ｐ7                                    
１　褐色土（10ＹＲ4/6）しまり強 粘性弱

炭化物1％未満 焼土ブロック5％混入
地山ブロック（径0.1～2cm）5％混入

ＳＩ275Ｐ8 
１　暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強 粘性弱

炭化物1％未満混入

ＳＩ275                                     
１　暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強 粘性弱

炭化物1％未満混入
焼土ブロック1％未満混入

２　にぶい黄褐色土（10ＹＲ4/3）しまり強
粘性弱 炭化物1％未満混入
焼土ブロック1％混入
地山ブロック5％混入

３　暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強 粘性弱
炭化物1％未満 焼土ブロック1％混入
地山ブロック5％混入

４　暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強 粘性弱
炭化物1％未満 地山ブロック5％混入

５　黄褐色土（10ＹＲ5/6）しまり強 粘性弱
６　赤褐色土（5ＹＲ4/6）しまり強 粘性弱
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第47図　ＳⅠ280・1080竪穴住居跡　ＳＤ92溝跡

ＳＩ280                                     
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

炭化物1％ 焼土ブロック1％混入
地山ブロック1％混入

2 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱
炭化物1％ 焼土ブロック5％混入
地山ブロック3％混入

3 褐色土（10ＹＲ4/4）しまり強　粘性弱
炭化物1％未満混入

4 黄褐色土（10ＹＲ5/6）しまり強　粘性弱
炭化物1％未満混入

5 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり中　粘性弱
焼土ブロック3％混入

ＳＤ92                                     
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入
2 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満
地山ブロック3％混入
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第48図　ＳⅠ340竪穴住居跡

ＳＩ340                                     
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満 地山ブロック5％混入
2 赤褐色土（5ＹＲ4/6）しまり強　粘性弱
ＳＩ340Ｐ1                                    
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性中

炭化物（径1～5mm）1％未満混入
焼土ブロック（径0.5～1.5cm）1％混入
地山ブロック（径0.1～1.5cm）5％混入

2 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり強　粘性中
炭化物（径1～5mm） 1％
地山ブロック（径0.5～4cm）40％混入

ＳＩ340Ｐ2                                    
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性中

炭化物（径5mm）1％未満混入
地山ブロック（径0.5～3cm）混入

2 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性中
炭化物（径2～8cm）1％混入
地山ブロック（径0.5～6cm）混入

ＳＩ340Ｐ3                                    
1 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入
地山ブロック50％混入

ＳＩ340Ｐ4                                    
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物1％ 地山ブロック1％混入
ＳＩ340Ｐ5                                    
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～3mm）1％未満混入
地山ブロック1％混入

ＳＩ340Ｐ6                                    
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入
ＳＩ340Ｐ7                                    
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入
地山ブロック1％未満混入
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第49図　ＳⅠ350竪穴住居跡

ＳＩ350カマド
1 暗褐色土（7.5ＹＲ3/3）しまり中　粘性弱

炭化物（径1～2mm）2％混入
焼土ブロック（径1mm）3％混入
地山ブロック（径2～3mm）5％混入

2 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり強　粘性弱
炭化物（径1～3mm）2％混入
焼土ブロック（径0.5～2mm）3％混入

3 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱

ＳＩ350
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物ブロック（径8mm）1％未満
地山ブロック（径0.1～2mm）10％混入
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第50図　ＳⅠ412竪穴住居跡（1）ＳＫ2908土坑

ＳＫ2908
1 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径0.5～1mm）2％混入
地山ブロック（径0.5～5mm）2％混入

2 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり強　粘性弱
炭化物（径1～2mm）1％混入
地山ブロック（径4～8mm）3％混入

3 暗褐色土（7.5ＹＲ3／4）しまり中　粘性弱
炭化物（径4～5mm）10％混入
焼土ブロック（径2～6mm）10％混入
地山ブロック2％混入

4 炭化物層
5 暗褐色土（7.5ＹR3／4）しまり中　粘性弱

炭化物（径1～2mm）2％混入
焼土ブロック（径1～4mm）10％混入
地山ブロック（径2～6mm）3％混入

ＳＩ412
1 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径0.5～1mm）1％
地山ブロック（径0.5～5mm）2％混入

2 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり強　粘性弱
炭化物（径1～2mm）1％
地山ブロック（径4～8mm）3％混入

3 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり強　粘性弱
地山ブロック（径6～8mm）5％混入

4 黒褐色土（10ＹＲ2／3）しまり強　粘性弱
地山ブロック（径2～3mm）1％混入

4
，
黒褐色土（10ＹＲ2／3）しまり強　粘性弱
炭化物（径2～3mm）1％
焼土ブロック（径2～3mm）1％
地山ブロック（径2～3mm）混入

5 黒褐色土（10ＹＲ2／3）しまり強　粘性弱
炭化物（径2～3mm）1％
焼土ブロック（径2～3mm）3％
地山ブロック（径2～3mm）1％混入
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第51図　ＳⅠ412竪穴住居跡（2）

ＳＩ412カマド
1 褐色土（7.5ＹＲ4/6）しまり弱　粘性弱
2 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性強

炭化物1％　焼土ブロック20％混入
3 明赤褐色土（5ＹＲ5／8）しまり強　粘性弱
4 暗褐色土（7.5ＹＲ）しまり弱　粘性強

炭化物3％　焼土ブロック10％混入
5 暗褐色土（7.5ＹＲ3／4）しまり中　粘性弱

炭化物5％　焼土ブロック30％混入
6 浅黄橙色土（7.5ＹＲ8／6）しまり強　粘性弱
7 赤褐色土（5ＹＲ4／8）しまり強　粘性弱

ＳＩ412Ｐ1
1 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり中　粘性中

炭化物3％　地山ブロック30％混入
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第52図　ＳⅠ430竪穴住居跡

ＳＩ430
1 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入
焼土ブロック1％混入
地山ブロック1％未満混入

ＳＩ430Ｐ１
1 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入
地山ブロック（径0.1～1cm）3％混入

2 赤褐色土（5ＹＲ4／6）しまり中　粘性弱
3 明褐色土（7.5ＹＲ）しまり強　粘性弱
4 暗褐色土（7.5ＹＲ3／4）しまり中　粘性弱

炭化物1％未満　焼土ブロック1％未満
地山ブロック（径1～2mm）1％混入

5 明褐色土（7.5ＹＲ）しまり強　粘性弱
炭化物7％　焼土ブロック3％混入

6 暗褐色土（7.5ＹＲ3／4）しまり中　粘性弱
焼土ブロック1％混入
地山ブロック1％未満混入

7 暗褐色土（7.5ＹＲ3／4）しまり中　粘性弱
炭化物1％未満　焼土ブロック1％
地山ブロック（径0.1～2cm）1％混入

ＳＩ430Ｐ2
1 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり強　粘性弱

炭化物1％混入　地山ブロック5％混入
2 明赤褐色土（5ＹＲ5／6）しまり強　粘性弱
3 黒色（10ＹＲ1.7／1）しまり強　粘性弱

焼土ブロック（径1～3mm）3％
地山ブロック（径1～5mm）1％混入

ＳＩ430Ｐ3
1 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱

焼土ブロック1％未満混入
ＳＩ430Ｐ5
1 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり強　粘性弱

焼土ブロック（径1～5mm）3％
地山ブロック（径0.1～2cm）混入

2 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり強　粘性弱
炭化物1％未満
焼土ブロック1％未満混入

3 褐色土（7.5ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱
炭化物（径1～5mm）1％

ＳＩ430Ｐ6
1 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入
2 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強　粘性弱
ＳＩ430Ｐ7
1 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径2～3mm）3％混入
ＳＩ430Ｐ8
1 暗褐色土（7.5ＹＲ3／4）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満
焼土ブロック1％混入

ＳＩ430Ｐ9
1 褐色土（7.5ＹＲ3／4）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満
焼土ブロック1％混入

ＳＩ430Ｐ10
1 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～3mm）1％混入
2 赤褐色土（5ＹＲ4／6）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入
ＳＩ430Ｐ11
1 赤褐色土（5ＹＲ4／6）しまり強　粘性弱

炭化物1％　地山ブロック20％混入
2 赤褐色土（5ＹＲ4／6）しまり強　粘性弱

炭化物1％混入
ＳＩ430Ｐ12
1 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強　粘性強
ＳＩ430Ｐ13
1 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強　粘性強
ＳＩ430Ｐ14
1 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強　粘性強
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第53図　ＳⅠ468竪穴住居跡　ＳＫⅠ950・2892竪穴状遺構　ＳＫＦ830フラスコ状土坑（1）
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第54図　ＳⅠ468竪穴住居跡　ＳＫⅠ950・2892竪穴状遺構　ＳＫＦ830フラスコ状土坑（2）
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ＳＩ468                                     
1 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり強　粘性弱

炭化物（径1mm）1％混入
焼土ブロック（径1mm）1％混入
地山ブロック10％混入

2 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり中　粘性弱
炭化物（径1̃2mm）1％混入
地山ブロック（径3̃5mm）3％混入

3 褐色土（径0.5̃1.2mm）3％混入
4 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり中　粘性弱

地山ブロック（径0.5̃1cm）2％混入

ＳＫＦ830                                     
1 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり強　粘性中

炭化物（径1mm）1％
地山ブロック（径5mm）3％混入

ＳＫＩ950                                     
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性中

地山ブロック50％混入
2 黒褐色土（10ＹＲ3/2）しまり中　粘性中

地山ブロック25％混入

ＳＫＩ2892                                     
1 黒褐色土（10ＹＲ3/2）しまり強　粘性弱

炭化物(径5mm)1％混入
焼土ブロック（径2mm以下）1％以下混入
地山ブロック（径0.5～1cm）混入

2 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり中　粘性弱
地山ブロック（径0.5～1cm）7％混入

3 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり強　粘性中
地山ブロック（径0.5～1cm）5％混入

ＳＫＰ3013                                     
1 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり強　粘性中

地山ブロック(径0.5～1cm)2％混入
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第55図　ＳⅠ500竪穴住居跡　ＳＫ2938・2939・2940土坑

ＳＩ500
1 黒褐色土（2.5ＹＲ3/1）しまり中　粘性中
2 黒褐色土（10ＹＲ3／2）しまり強　粘性弱

炭化物（径5mm）1％混入
焼土ブロック（径5mm）1％混入
地山ブロック（径0.5～2cm）20％混入

ＳＩ500カマド
1 赤褐色土（5ＹＲ4／6）と暗赤褐色土

（5ＹＲ3／4）の混合土　しまり強　粘性なし
炭化物（径0.5～1mm）1％混入

2 黒褐色土（10ＹＲ3／2）しまり強　粘性弱
地山ブロック5％混入

3 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強　粘性弱
黒褐色土10％混入

ＳＫ2938
1 黒褐色土（10ＹR3／2）しまり中　粘性弱

焼土ブロック（径1cm）40％混入

ＳＫ2939
1 黒褐色土（2.5ＹR3／1）しまり中　粘性中

地山ブロック3％混入
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第56図　ＳⅠ515竪穴住居跡

ＳＩ515
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物ブロック（径5～10mm）1％未満混入
地山ブロック（径0.1～10cm）5％混入

2 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり中　粘性中
地山ブロック（径0.5～3cm）10％混入

3 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり中　粘性中
地山ブロック（径0.5～3cm）10％混入
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第57図　ＳⅠ620竪穴住居跡　ＳＫ1155土坑（1）
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第58図　ＳⅠ620竪穴住居跡　ＳＫ1155土坑（2）

ＳＩ620Ａ-Ｂ断層
1 黒褐色土（10ＹＲ3/2）しまり強　粘性弱

炭化物（径1cm）15％混入
焼土ブロック（径5mm）5％混入
地山ブロック（径0.5̃1cm）10％混入

2 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱
炭化物（径1mm）5％混入
地山ブロック（径5mm以下）15％混入

ＳＩ620Ｃ-Ｄ断層
1 黒褐色土（10ＹＲ3/2）と暗褐色土（10ＹＲ3/3）

の混合土　しまり中　粘性弱
炭化物（径1～2cm）1％混入
地山ブロック（径0.5̃2cm）10％混入

2 黄褐色土（10ＹＲ5/6）しまり中　粘性中
黒褐色土30％混入

ＳＩ620Ｅ-Ｆ断層
1 黒褐色土（10ＹＲ3/2）しまり強　粘性弱

褐色土（径0.5̃1cm）10％混入
2 黒褐色土（10ＹＲ3/2）しまり強　粘性弱

褐色土（径2cm）20％混入。
3 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり中　粘性弱

褐色土（径0.5cm以下）10％混入

ＳＫ1155                                     
1 黒褐色土（10ＹＲ3/2）しまり強　粘性弱

炭化物（径0.5cm）1％混入
焼土ブロック（径0.5～1cm）1％混入
地山ブロック（径0.5̃1cm）5％混入

2 黒褐色土（10ＹＲ3/2）しまり強　粘性弱
炭化物（径1cm）1％混入
焼土ブロック（径0.5～1cm）5％混入
地山ブロック（径0.5̃1cm）5％混入

3 黄褐色土（10ＹＲ5/6）しまり強　粘性中
炭化物（径0.5～1cm）3％混入
焼土ブロック（径1～2cm）10％混入
黒褐色土40％混入
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第59図　ＳⅠ811竪穴住居跡
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1 黒褐色土（10ＹＲ2／3）しまり強　粘性強

炭化物3％　焼土ブロック2％混入
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第60図　ＳⅠ860竪穴住居跡　ＳＫ2909土坑

ＳＩ860
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径2～4mm）1％未満混入
地山ブロック（径0.5～1cm）1％未満混入

ＳＩ860Ｐ5
1 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり強　粘性弱

炭化物（径2～4mm）1％未満混入
地山ブロック（径0.5～1cm）1％未満混入

ＳＫ2909
1 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり強　粘性弱

シルト　焼土ブロック（径0.5～1cm）1％混入
地山ブロック（径0.5～3cm）1％混入
暗褐色土1％混入

ＳＫＰ2910
1 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～3mm）1％混入
地山ブロック（径0.1～1cm）1％混入
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第61図　ＳⅠ1000竪穴住居跡（1）

ＳⅠ1000

Ｐ１

Ｐ11

Ｐ17

Ｐ18

Ｐ19

Ｐ20

Ｐ21

Ｐ９

Ｐ10

Ｐ16

Ｐ15

Ｐ14

Ｐ13

Ｐ12

Ｐ８

Ｐ７

Ｐ６

Ｐ５

Ｐ４

Ｐ３

Ｐ２

ＳＫＰ1019

ＳＫＰ1018

ＳＫＰ1133

ＳＫＰ1131

ＳＫＩ66

ＳＩ150
ＳＡ24
Ｐ10

Ｌ

Ｋ

Ｊ
Ｉ

Ｈ
Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

ＢＡ

Ｐ32 Ｐ31 Ｐ30
Ｐ29

Ｐ28

Ｐ27

Ｐ26

Ｐ25

Ｐ24

Ｐ23

Ｐ22

ＳＫ400

ＳＫ
255

削平

ＳＫ
253

ＳＫ999
ＳＫ
3004

ＳＫＰ3005

ＳＫＰ261

ＳＫＰ1021

ＳＫＰ1020

ＳＫＰ2293

ＳＡ24Ｐ13

ＳＡ24Ｐ14

ＳＡ24Ｐ15

ＳＫＰ1016

ＳＫＰ
372

ＳＫＰ371

ＳＫ68

ＳＡ24
Ｐ11

ＳＫＰ267

ＳＫ254

ＳＫＰ
269

ＳＫ263
ＳＫＰ
1013

ＳＫ258

ＳＫＰ259

ＳＫＰ1015

ＳＫＰ1014ＳＫ
256

Ｐ13 Ｐ10

４ｍ

Ｄ
Ｃ

Ｐ６

ＳＫＰ
841

ＳＫＰ
3007

ＳＫ253Ｐ７

０

Ｐ11Ｐ12Ｐ14

26.0ｍ

Ｐ１
ＳＫ254

Ｐ10

26.0ｍ

ＢＡ

ＳＫ
403

ＳＫ
849

ＳＤ
100

ＳＩ
145

ＳＩ145Ｐ４

ＳＡ24
Ｐ16

ＳＫＰ
845

ＳＫＰ866



－－ 94 －－

第4章　調査の記録

第62図　ＳⅠ1000竪穴住居跡（2）

ＳⅠ1000
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土師器
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Ｐ５

Ｑ

Ｐ

Ｏ

１ｍ

Ｎ

０

Ｍ

石

ＳＩ1000Ｐ18                                     
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり弱　粘性中

炭化物（径2mm）1％混入
底部に地山ブロック

ＳＩ1000Ｐ19                                     
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり中　粘性弱

地山ブロック（径0.1～2cm）5％混入

ＳＩ1000Ｐ15                                     
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり中　粘性弱

炭化物（径2mm）1％混入
2 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり弱　粘性中

ＳＩ1000Ｐ5                                     
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径1mm）1％混入
焼土ブロック（径2mm）1％混入
地山ブロック（径1cm）5％混入
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第63図　ＳⅠ1000竪穴住居跡（3）

ＳＩ1000ａカマド
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燃焼面

15
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ＳＩ1000カマド
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）砂質～シルト

しまり中　粘性弱
黄褐色土ブロック（径3cm）30％混入

2 黄褐色土（10ＹＲ5／6）砂質
しまり強　粘性弱

3 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4／3）砂質～シルト
しまり強　粘性弱
焼土ブロック（径0.5～3cm）40％混入

4 暗褐色土（10ＹＲ3／4）砂質～シルト
しまり強　粘性弱
焼土ブロック（径1.5～3.5cm）と地山ブロック
（径1.5～3.5cm）と黄褐色土10％混入

5 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4／3）砂質～シルト
しまり強　粘性弱
焼土ブロック5％混入

6 赤色土（10Ｒ4／6）しまり強　粘性弱
7 にぶい黄褐色土（10ＹＲ4／3）砂質～シルト

しまり強　粘性弱
焼土ブロック40％混入

8 暗褐色土（10ＹＲ3／3）砂質～シルト
しまり強　粘性弱
焼土ブロック（径2～3cm）10％
黄褐色土3％混入

９　褐色土（10ＹＲ4/4）砂質～シルト
しまり強　粘性弱
焼土ブロック（径0.1～3cm）50％混入

10 暗褐色土（10ＹＲ3／3）砂質～シルト
しまり強　粘性弱
炭化物と焼土ブロックと地山ブロック
（径1mm）5％混入

11 黄褐色土（10ＹＲ5／6）砂質
しまり強　粘性弱

12 暗褐色土（10ＹＲ3／4）砂質～シルト
しまり中　粘性弱
地山ブロック（径1cm）30％混入

13 褐色土（10ＹＲ4／4）砂質～シルト
しまり弱　粘性弱
地山ブロック（径1cm）30％混入

14 暗褐色土（10ＹＲ3／3）砂質～シルト
しまり弱　粘性弱
地山ブロック（径1cm）50％混入

15 褐色土（10ＹＲ4／6）砂質～シルト
しまり弱　粘性弱
地山ブロック80％混入

16 赤色土（10Ｒ4／6）しまり強　粘性弱
17 にぶい赤橙（10Ｒ4／6）

しまり強　粘性弱
18 褐色土（10ＹＲ4／6）砂質～シルト

しまり強　粘性弱
地山ブロック（径3cm）80％混入
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第64図　ＳⅠ1000竪穴住居跡（4）
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Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ
Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

０ １ｍ



第4節 古代の遺構と遺物　

－－ 97 －－

第65図　ＳⅠ1060竪穴住居跡

ＳＩ1060
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり中

炭化物5％混入　焼土ブロック5％混入
地山ブロック5％混入

2 焼土層
3 暗褐色土（10ＹＲ3／4）しまり中

炭化物5％混入　焼土ブロック5％混入
地山ブロック5％混入

4 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強
炭化物（径8mm）5％混入
地山ブロック（径0.5～3cm）30% 混入

5 オリーブ褐色土（2.5Ｙ4/6）
6 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり強　粘性中

炭化物3％混入　焼土ブロック5％混入
地山ブロック10％混入

7 褐色土（10ＹＲ4／6）しまり強　粘性中
地山ブロック80％混入
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第66図　ＳⅠ1145竪穴住居跡

ＳＩ1145
1 暗褐色土（10ＹＲ3/2）しまり強　粘性弱

炭化物（径5mm）1％未満混入
地山ブロック10％混入

2 暗褐色土（10ＹＲ3／2）しまり強　粘性弱
地山ブロック10％混入

3 暗褐色土（10ＹＲ3／2）しまり強　粘性弱
地山ブロック30％混入

4 暗褐色土（10ＹＲ3／2）しまり強　粘性弱
地山ブロック10％混入
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第67図　ＳⅠ1200竪穴住居跡

ＳⅠ1200

ＳⅠ1200カマド
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ＳＩ1200                                 
1 黒褐色土（10ＹＲ3/2）しまり強　粘性弱

炭化物1％
地山ブロック（径0.3～4cm）5％混入

2 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱
炭化物1％
地山ブロック（径0.1～1cm）10％混入

ＳＩ1200カマド
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入
地山ブロック（径0.3～4cm）混入

2 明褐色土（7.5ＹＲ5/6）しまり中　粘性弱
炭化物1％未満混入

3 赤褐色土（5ＹＲ4/6）しまり中　粘性弱
炭化物1％未満混入

4 暗赤褐色土（5ＹＲ3/4）しまり弱　粘性弱
炭化物1％未満混入

5 黒褐色土（10ＹＲ3/2）しまり弱　粘性弱
炭化物1％未満混入
焼土ブロック（径1～3mm）1％混入

6 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱
炭化物1％未満混入
焼土ブロック1％未満混入

7 赤褐色土（2.5ＹＲ4/6）しまり強　粘性弱
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第68図　ＳⅠ1235竪穴住居跡
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調査区外

ＳＩ1235                                     
1 暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～5mm）1％混入
地山ブロック（径0.1～2cm）5％混入

2 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり強　粘性弱
炭化物1％未満混入
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第69図　ＳⅠ1240竪穴住居跡（1）

ＳＩ1240
1 暗褐色土(10ＹＲ3/4)しまり中　粘性弱

地山ブロック(径1mm)1％未満混入

ＳＩ1240Ｐ7
1 暗褐色土(10ＹＲ3/4)しまり強　粘性弱

地山ブロック3％混入
2 にぶい黄褐色土(10ＹＲ4/3)しまり弱　粘性弱　

炭化物1％未満混入
3 黒褐色土(10ＹＲ2/2)しまり中　粘性弱

炭化物2％混入
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第70図　ＳⅠ1240竪穴住居跡（2）

ＳＩ1240カマド
１ 暗褐色土(10ＹＲ3/3)しまり強　粘性弱

炭化物(径0.1～2cm)1％混入
焼土ブロック(径2cm)2％混入

２ 明黄褐色土(10ＹＲ5/6)しまり強　粘性弱
炭化物1％未満混入

３ 褐色土(7.5ＹＲ4/4)しまり強　粘性弱
炭化物(径1mm)1％混入
焼土ブロック(径2mm)1％混入

４ 暗赤褐色土(5ＹＲ3/6)しまり弱　粘性弱
炭化物1％未満混入

５ 黒褐色土(7.5ＹＲ3/2)しまり弱　粘性中
炭化物(径1～3mm)1％混入
焼土ブロック1％未満混入

６ 赤褐色土(5ＹＲ4/6)しまり中　粘性弱
炭化物1％混入

７ 黒色土(Ｎ2/0)しまり弱　粘性弱　炭化物層
８ 赤褐色土(2.5ＹＲ4/6)しまり強　粘性弱
９ 明黄褐色土(10ＹＲ6/6)しまり強　粘性弱
10 褐色土(7.5ＹＲ4/6)しまり強　粘性弱
11 赤褐色土(2.5ＹＲ4/6)しまり強　粘性弱 ０ １ｍ
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第71図　ＳⅠ1250・1341竪穴住居跡

ＳＩ1250
1 黒褐色土(10ＹＲ2/3) しまり強　粘性中

炭化物(径1̃2mm)2%混入
焼土ブロック(径1mm)1%未満混入
地山ブロック(径1̃10mm)7%混入

2 暗褐色土(10ＹＲ3/3) しまり強　粘性弱
炭化物(径1̃2mm)2%混入
焼土ブロック(径1mm)1%未満混入
地山ブロック(径1̃30mm)10%混入

3 暗褐色土(10ＹＲ3/4) しまり強　粘性中
地山ブロック(径1̃30mm)20%混入

4 黒色土(10ＹＲ2/1) しまり強　粘性弱
焼土ブロック(径1̃2mm)1%未満混入
地山ブロック(径1mm)1%未満混入

5 褐色土(10ＹＲ4/4) しまり強　粘性強
地山ブロック50%混入混入

6 暗褐色土(10ＹＲ3/4) しまり強　粘性中

SB1467Ｐ13
1 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり強　粘性中

ＳＩ1341
1 黒褐色土(10ＹＲ2/3) しまり強　粘性弱

炭化物3%混入　地山ブロック10％混入
2 黒褐色土(10ＹＲ2/3) しまり強　粘性弱

地山ブロック20%混入
3 黒褐色土(10ＹＲ2/2) しまり強　粘性強

炭化物1%未満混入　地山ブロック3％混入
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第72図　ＳⅠ1330竪穴住居跡

ＳＩ1330
1 黒褐色土（10ＹＲ2/3）しまり強　粘性中

地山ブロック1％未満混入
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第73図　ＳⅠ1342竪穴住居跡
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焼土ブロック（径1～5mm）1％混入
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第74図　ＳⅠ1375竪穴住居跡

SI1375
1 黒褐色土(10YR2/3)しまり強 粘性弱

炭化物（径2～7mm）3％混入
焼土ブロック（径2～4mm）2％混入
地山ブロック（径2～7mm）3％混入

2 暗褐色土（7.5YR3/4）しまり強 粘性中
黒褐色土ブロック（径1～1.2mm）1％
炭化物（径2～3mm）1％混入
地山ブロック（径1～2cm）3％混入

3 黒褐色土（10YR3/2）しまり中 粘性中
炭化物（径2～3mm）1％混入
地山ブロック（径4～8mm）混入

4 黒褐色土（10YR2/3）しまり強 粘性弱
炭化物（径1～4mm）2％混入
焼土ブロック（径1～3mm）1％以下混入
地山ブロック（2～4mm）3％混入

5 暗褐色土（10YR3/3）しまり強 粘性弱
炭化物（径0.5～1.5mm）1％混入
地山ブロック（2～4mm）3％混入

SI1375カマド
1 明赤褐色土（5YR6/8）しまり強 粘性弱
2 赤褐色土（5YR4/8）しまり強 粘性弱
3 暗赤褐色土（5YR3/4）しまり強 粘性中
4 褐色土（10YR4/6）
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第75図　ＳⅠ1400竪穴住居跡

SI1400
1 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性弱

炭化物(径5mm)1％
焼土ブロック(径5mm)1％
明褐色土(径2cm)1％混入

2 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性弱
焼土ブロック(径3cm)40％混入

3 黒褐色土(10YR3/2)しまり強　粘性弱
地山ブロック(径0.5～1cm)30％混入

SI1400カマド
1 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性弱

炭化物(径5mm)1％混入
焼土ブロック(径5mm)1％混入
明褐色土(径2cm)1％混入

2 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性弱
焼土ブロック(径1～5mm)20％混入
黒褐色土混入

3 明赤褐色土(5YR5/8)焼土層
4 褐色土(7.5YR4/6)しまり弱　粘性弱

焼土層
5 明黄褐色土(10YR7/6)しまり強　粘性弱

砂混入
6 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性弱

炭化物(径5mm)3％混入
焼土ブロック(径5mm)3％混入
地山ブロック(径0.5～1cm)3％混入

7 焼土層 燃焼面
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第76図　ＳⅠ1540竪穴住居跡

SI1540
1 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性弱

地山ブロック(径0.5～1cm)1％未満混入
2 褐色土(10YR4/4)しまり強　粘性弱

地山ブロック40％混入
3 にぶい赤褐色土(5YR4/4)

しまり強　粘性弱　暗褐色土50％混入

SI1540P1
1 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性弱

炭化物(径1～3mm)1％混入
焼土ブロック(径1～3mm)1％混入
地山ブロック(径1～8mm)1％混入

SI1540P2
1 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性弱

地山ブロック(0.5～1mm)1％未満混入
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第77図　ＳⅠ1550竪穴住居跡

SI1550
1 黒褐色土（10YR2/3）

シルトしまり強 粘性弱
地山ブロック（径0.1～1cm）1％混入

2 暗褐色土（10YR3/3）
シルトしまり強 粘性弱
炭化物（径1～5mm）1％混入
焼土ブロック（径3～5mm）1％混入
地山ブロック（径1～8mm）1％混入

3 暗褐色土（10YR3/3）
シルトしまり強 粘性弱
炭化物（径0.1～2cm）2％混入

4 暗褐色土（10YR3/3）
シルトしまり強 粘性弱
炭化物（径1～5mm）1％
地山ブロック（径0.1～8cm）1％混入

5 暗褐色土（10YR3/3）
シルトしまり強 粘性弱
地山ブロック（径0.1～2cm）2％混入

6 暗褐色土（10YR3/3）
シルトしまり強 粘性弱
地山ブロック（径0.1～5cm）40％混入

SI1550カマド
1ａ暗褐色土（10YR3/3）

シルト しまり強 粘性弱
焼土ブロック（径0.5～1cm）1％未満混入
地山ブロック（径0.1～1cm）1％混入

1ｂ暗褐色土（10YR3/3）
シルト しまり強 粘性弱
炭化物（径0.5～1cm）1％未満混入
焼土ブロック（径0.5～3cm）1％未満混入
地山ブロック（径0.5～3cm）7％混入

2 明黄褐色土（10YR6/8）焼土層
3 赤褐色土（5YR4/8）焼土層

明褐色土（径0.5～1cm）1％未満混入
暗褐色土（径0.5～2cm）3～5％混入

4 炭化物層
5 暗褐色土（10YR3/3）シルトしまり強

粘性弱 炭化物（径1～5mm）1％混入
焼土ブロック（径3～5mm）1％混入
地山ブロック（径1～8mm）1％混入
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第78図　ＳⅠ1670・1810竪穴住居跡　ＳＫ1809・1811土坑

SI1670
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中

炭化物（径0.1～1cm）1％混入
地山ブロック（径1mm）2％混入

2 黒褐色土（10YR3/2）しまり中　粘性中
焼土（径1～5mm）1%未満混入

SI1810
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中 粘性中

炭化物1％未満混入　焼土ブロック1％未満混入
地山ブロック1％未満混入

2 暗褐色土（10YR3/4）しまり中 粘性中
地山ブロック20％混入

SI1810P5
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり弱 粘性中

炭化物1％未満混入　地山ブロック3％混入

SK1809
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強 粘性中

地山ブロック1％未満混入

SK1811
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強 粘性中

焼土ブロック1％未満混入
地山ブロック3％混入
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第79図　ＳⅠ1760竪穴住居跡（1）
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第80図　ＳⅠ1760竪穴住居跡（2）

SI1760
1 黒褐色土(10YR2/2)しまり強　粘性弱

地山ブロック(径0.3～1.5mm)10％混入
1’黒褐色土(10YR2/2)しまり強　粘性弱

地山ブロック(径0.3～1.5mm)10％混入
焼土ブロック(径3～8mm)2％混入

2 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性弱
炭化物(径1～2.5mm)1％混入
焼土ブロック(径1～2mm)1％以下混入
地山ブロック(径0.3～1cm)7％混入

SI1760P13
1 暗褐色土(10YR3/3)しまり中 粘性弱

炭化物(径1mm)2％混入　黄褐色土1％混入
地山ブロック(径2～7mm)10％混入

1’暗褐色土(10YR3/3)しまり中 粘性弱
炭化物(径1mm)2％混入
地山ブロック(径3～5mm)10％混入

2 褐色土(10YR4/6)しまり中　粘性中

SI1760P14
1 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性弱

地山ブロック(径3～7mm)7％混入
2 暗褐色土(10YR3/4)しまり弱　粘性弱

地山ブロック(径4～8mm)10％混入
3 褐色土(10YR4/6)しまり中　粘性中

SI1760P20
1 黒褐色土(10YR2/3)しまり強　粘性弱

炭化物(径2～6mm)3％混入
焼土ブロック(径1cm)1％混入
地山ブロック(径1～6mm)7％混入

2 炭化物層
3 黒褐色土(10YR2/2)しまり強　粘性弱

炭化物(径1～2mm)1％混入
地山ブロック(径1～3mm)3％以下混入

SI1760P21
1 黒褐色土(10YR2/3)しまり強　粘性弱

地山ブロック(径4～8mm)3％混入
2 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性弱

地山ブロック(径2～3mm)20％混入
3 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性弱

地山ブロック(径2～4mm)1％混入
4 褐色土(10YR4/6)しまり中　粘性中

SI1760カマド
1 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性弱

黄土ブロック(10YR5/6)(径1～1.5cm)3％混入
焼土ブロック(径1～1.2cm)1％混入

1’暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性弱
黄土ブロック(10YR5/6)(径1～1.5cm)3％混入
焼土ブロック(径3～8mm)2％混入

2 にぶい黄褐色土(5YR4/6)
しまり強　粘性弱
黄褐色土ブロック(径5～7mm)1％以下混入
焼土ブロック(径3～5mm)1％混入
地山ブロック(径3～4mm)1％以下混入

3 暗赤褐色土(5YR3/6)しまり強　粘性弱
黄土ブロック(5YR5/6)(径3～5mm)1％混入

4 暗赤褐色土(5YR3/6)しまり強　粘性弱
焼土ブロック(径1～1.5cm)3％混入

5 暗褐色土(7.5YR3/3)しまり強　粘性弱
焼土ブロック(径3～6mm)7％混入

6 赤褐色土(5YR4/6)しまり強　粘性弱
7 褐色土(10YR4/6)しまり強　粘性弱
8 褐色土(10YR5/6)しまり強　粘性弱
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第81図　ＳⅠ1820竪穴住居跡（1） ＳＫ2925土坑

SI1820
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり中 粘性中

炭化物（径1～2mm）1％混入
焼土ブロック（径1～2mm）1％混入
地山ブロック（径0.5～1cm）10％混入

2 黒褐色土（10YR2/3）しまり弱 粘性弱
炭化物（径2～5mm）1％混入
焼土ブロック（径1～2mm）1％混入
地山ブロック（径0.3～12mm）10％混入

3 にぶい黄褐色土（10YR4/3）
しまり中 粘性中
炭化物（径1mm以下）1％混入
地山ブロック（径1～1.2mm）30％混入

4 黄褐色土（10ＹＲ5/6）しまり強 粘性中

SK2210
1 赤褐色土（5YR4/6）
2 暗赤褐色土（5YR3/6）
3 褐色土（10YR4/4）しまり強　粘性中

地山ブロック（径5̃10mm）20%混入
4 暗褐色土（10YR3/4）
5 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中

炭化物（径1mm）1%混入
地山ブロック（径2̃5mm）1%混入

SK2488
1 暗褐色土(10YR3/3) しまり中　粘性中

地山ブロック(径1̃1.5cm)20%混入
2 暗褐色土(10YR3/3) しまり中　粘性弱

炭化物(径1mm)1%混入
焼土ブロック(径1mm)1%混入
地山ブロック(径1mm)1%混入

3 暗褐色土(10YR3/4)

SKP2929
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性中

炭化物（径3～5mm）1％混入
地山ブロック（径1～2mm）1％混入

SK2923
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性中

炭化物（径2～5mm）1%混入
焼土ブロック（径1～2mm）1%混入
地山ブロック（径3～10mm）10%混入

ＳⅠ1820

ＳＫＰ2929

ＳＫＰ2930

ＳＫ2925

ＳＫ2923

ＳＫＰ
2924

ＳＫＰ2929

ＳＫ2488

ＳＫ2210
ＳＫ2921

ＳＫ2922

28.8ｍ

28.8ｍ

ＳＫ2210
ＳＫ2488

ＳＫ2923

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ３

２ｍ０

１

２ １

１

Ｄ

Ｃ

ＢＡ

Ｅ

Ｃ

Ａ

Ｐ７

Ｐ６

Ｐ５

Ｐ４

Ｆ

Ｄ

Ｂ

３

２
１

３

２

１

４

３

３

２ ５４



－－ 114 －－

第4章　調査の記録

第82図　ＳⅠ1820竪穴住居跡（2）

SK2921
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり弱　粘性弱

炭化物（径1̃2mm）1%混入
焼土ブロック（径1̃2mm）2%混入
地山ブロック（径1mm）1%混入

2 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性中
炭化物（径1̃2mm）1％混入　
地山ブロック（径2～10mm）3%混入

SI1820カマド
1ａ暗褐色土（10YR3/4）しまり中 粘性中

炭化物（径1～2mm）1％混入
焼土ブロック（径2～3mm）7％混入
地山ブロック（径0.5～1cm）10％混入

1ｂ暗褐色土（10YR3/4）しまり中 粘性中
炭化物（径1～2mm）1％混入
焼土ブロック（径2～3mm）3％混入
地山ブロック（径0.5～1cm）10％混入

1ｃ暗褐色土（10ＹＲ3/4）しまり中 粘性中
炭化物（径1～3mm）1％混入
焼土ブロック（径1～3mm）1％混入
地山ブロック（径1～5mm）5％混入

2 黒褐色土（10YR2/3）しまり弱 粘性弱
炭化物（径5cm）10％混入
焼土ブロック（3～5mm）10％混入
地山ブロック（径0.5～1cm）10％混入

3 にぶい黄褐色土（10YR4/3）
しまり中　粘性中
炭化物1％混入
焼土ブロック2％混入
地山ブロック30％混入

SK2922
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1mm）1%混入
焼土ブロック（径1mm）1%混入
地山ブロック（径2̃5mm）3%混入

2 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱
炭化物（径2̃5mm）2%混入
焼土ブロック（径2̃5mm）2%混入
地山ブロック（径2̃10mm）5%混入

SI1820P7
1 焼土層
2 暗褐色土（10YR3/4）

シルト しまり弱 粘性弱
炭化物（径1～5mm）2％混入
地山ブロック（径0.5～1cm）7％混入
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第83図　ＳⅠ1868竪穴住居跡

ＳⅠ1868カマド
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調査区外

Ａ Ｂ29.0ｍ

Ｐ１ ＳＩ1868カマド

SI1868
1 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性弱
2 黒褐色土(10YR2/3)しまり強　粘性弱

炭化物(径1mm)1％混入
地山ブロック(径1～2mm)1％混入

SI1868カマド
1 褐色土(10YR4/4)しまり強　粘性弱
2 赤褐色土(5YR4/8)と黒褐色土(10YR2/2)

の混合土　しまり強　粘性弱
炭化物(径1mm)1％混入

3 赤褐色土(5YR4/8)しまり強　粘性弱
炭化物(径1mm)1％混入

4 黒褐色土(10YR2/2)しまり強　粘性弱
炭化物(径1mm)1％混入
地山ブロック(径1～2mm)3％混入

5 褐色土(10YR4/6)しまり強　粘性弱
6 赤褐色土(5YR4/8)焼土層
7 暗赤褐色土(5YR3/6)焼土層
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第84図　ＳⅠ1963竪穴住居跡　ＳＢ1945掘立柱建物跡　ＳＡ1951柱穴列（１）

SI1963
1 暗褐色土(10YR3/4)しまり強　粘性中

地山ブロック(径0.1～3cm)10％混入
2 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり中　粘性中

地山ブロック（径0.1～1cm）1％混入

ＳⅠ1963

ＳＩ1963Ｐ１

ＳＩ1963Ｐ２

ＳＩ1963Ｐ３

ＳＩ1963
Ｐ４

ＳＩ1963Ｐ７
ＳＩ1963Ｐ８

ＳＩ1963Ｐ９

ＳＩ1963Ｐ10

ＳＩ1963Ｐ12

ＳＩ1963Ｐ13

ＳＩ1963Ｐ14

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

ＳＢ1945
ＳＢ1945Ｐ１

ＳＢ1945Ｐ２

ＳＢ1945Ｐ３

ＳＢ1945Ｐ４

ＳＢ1945Ｐ５

ＳＢ1945Ｐ６

ＳＢ1945Ｐ７
Ｇ Ｈ

Ｉ

Ｊ

ＳＡ1951ＳＡ1951Ｐ１ ＳＡ1951Ｐ２

ＳＡ1951Ｐ３Ｋ

Ｌ

ＳⅠ1963
Ｃ Ｄ28.9ｍ

ＳＩ1963壁溝

１２

ＳＩ1963Ｐ13
１

土師器

Ｅ Ｆ28.9ｍ

ＳＩ1963Ｐ３

１
１

０ ２ｍ

ＳＩ1963Ｐ11ＳＩ1963Ｐ11

ＳＩ1963Ｐ６�ＳＩ1963Ｐ６�
ＳＩ1963Ｐ５�ＳＩ1963Ｐ５�



－－
1
1
7
－－

第
4
節

古
代
の
遺
構
と
遺
物
　

第85図　ＳⅠ1963竪穴住居跡　ＳＢ1945掘立柱建物跡　ＳＡ1951柱穴列（2）

６ 暗褐色土(10YR3/3)しまり中　粘性中
焼土ブロック(径1～5mm)1%混入

７ 暗褐色土(10YR3/3)しまり中　粘性中
焼土ブロック(径1mm)2%混入

８ 赤褐色土(5YR4/3)しまり強　粘性弱
９ 暗褐色土(7.5YR3/3)しまり強　粘性中
10 褐色土(7.5YR4/6)しまり強　粘性弱
11 褐色土(10YR4/6) しまり強　粘性弱
12 暗褐色土 (7.5YR3/4)しまり強　粘性強

SI1963
1 暗褐色土(10YR3/4)しまり強　粘性中

地山ブロック(径0.1～3cm)10％混入

SI1963カマド
1 暗褐色土(10YR3/4)しまり強　粘性中

地山ブロック(径0.1～2cm)3%混入
2 褐色土(10YR4/6)しまり強　粘性弱
3 暗褐色土(10YR3/4)しまり中　粘性中

地山ブロック(径1～5mm)1％未満混入
4 暗褐色土(7.5YR5/8)しまり強　粘性中

焼土ブロック(径0.1～3cm)10％混入
5 黒褐色土(10YR2/3)しまり中　粘性中

焼土ブロック(径1～5mm)1％混入
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第86図　ＳⅠ2390竪穴住居跡（1） ＳＤ2391・2395溝跡
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第87図　ＳⅠ2390竪穴住居跡（2）ＳＫ2314土坑　ＳＤ2391・2395溝跡

SI2390
1 焼土層
2 焼土層
3 褐色土（10YR4/4）しまり強 粘性弱

シルト 砂質浅黄土30％混入
4 黒褐色土（10YR3/2）しまり強 粘性弱

炭化物（径0.5～1cm）5％混入
焼土ブロック（径0.5～2cm）25％混入

SI2390 P7
1 明褐色土（7.5YR5/6）

しまり強 粘性弱 シルト質
炭化物10％混入 暗褐色土40％混入

SI2390 P8
1 暗褐色土（10YR3/3）

しまり中 粘性弱 シルト質
地山ブロック（径1～2cm）15％混入

2 明黄褐色土（7.5YR5/6）
しまり強 粘性弱 シルト質
炭化物10％ 黒褐色土40％混入

SI2390 P9
1 暗褐色土（10YR3/3）

しまり中 粘性弱 シルト質

SK2314
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり弱　粘性中

地山ブロック（径0.1̃1cm）1%未満混入
2 黒褐色土（10YR2/3）しまり弱　粘性中

地山ブロック（径1̃2mm）1%未満混入
3 褐色土（10YR4/6）しまり強　粘性中

地山ブロック（径0.5̃2cm）10%混入

SI2390 P27
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱

焼土ブロック（径2mm）1%未満混入
2 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性強
3 暗褐色土（10YR3/4）しまり弱　粘性強

SI2390 P16
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強 粘性中

地山ブロック（径1～2mm）1％混入
2 黒褐色土（10YR2/3）しまり中 粘性中

地山ブロック1％混入
3 暗褐色土（10YR3/3）しまり弱 粘性中

地山ブロック1％混入

SＤ2391
1 黒褐色土（10YR3/2）しまり中　粘性弱

炭化物（径5mm）1%未満混入
焼土ブロック（径1mm）1％未満混入
地山ブロック（径1cm）3％混入

SＤ2395
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性弱

炭化物（径5mm）1%未満混入
焼土ブロック（径1mm）1％未満混入
地山ブロック10％混入

SＫＦ2625
1 にぶい黄褐色土（10YR4/3）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径1cm）20％混入
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第88図　ＳⅠ2539・2540竪穴住居跡　ＳＫ2536・3014土坑（1）
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第89図　ＳⅠ2539・2540竪穴住居跡　ＳＫ2536・3014土坑（2）

SI2540カマド
１ 褐色土(10YR4/4)しまり中　粘性中
２ 黄褐色土(10YR5/6)しまり強　粘性弱
３ にぶい赤褐色(5YR4/4)しまり中　粘性弱

炭化物1％未満混入
地山ブロック1％未満混入

４ 暗褐色土(7.5YR3/3)しまり弱　粘性中
焼土ブロック1％未満混入

５ 褐色土(10YR4/6)しまり強　粘性強
６ 暗褐色土(7.5YR3/4)しまり中　粘性中

焼土ブロック2％混入
７ 暗褐色土(10YR3/4)しまり中　粘性中

炭化物1％未満混入 焼土ブロック1％未満混入
地山ブロック1％未満混入

８ 暗褐色土(7.5YR3/3)しまり弱　粘性中
焼土ブロック1％未満混入

９ 赤褐色土(5YR4/8)しまり強　粘性弱
10 暗褐色土(7.5YR3/3)しまり強　粘性中

焼土ブロック2％混入
8層に沿って被熱している

11 黄褐色土(10YR5/6)しまり強　粘性弱
3層に沿って被熱している

12 暗褐色土(7.5YR3/4)しまり中　粘性中
全体に被熱している

13 褐色土(10YR4/4)しまり強　粘性中
14 明赤褐色土(5YR5/6)しまり強　粘性弱

燃焼面
15 暗赤褐色土(5YR3/6)しまり強　粘性弱

明赤褐色土(5YR6/8)5％混入　燃焼面

SI2539
1 黒褐色土(10YR2/3) しまり中　粘性弱

炭化物1%未満混入　地山ブロック3%混入
2 暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性弱

焼土ブロック1%未満混入
地山ブロック30%混入

SI2539P3
1 黒褐色土(10YR2/3)しまり中　粘性中

炭化物ブロック1％未満混入
地山ブロック3％混入

SI2540
1 黒褐色土(10YR2/2) しまり中　粘性中

炭化物1%混入　焼土ブロック5%混入
地山ブロック30%混入

2 暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性弱
焼土ブロック1%未満混入
地山ブロック30%混入

3 黒褐色土(10YR2/3) しまり中　粘性中
地山ブロック3%混入

4 暗褐色土(10YR3/3) しまり中　粘性中
炭化物1%未満　地山ブロック5%混入

5 黒褐色土(10YR2/2) しまり強　粘性弱
地山ブロック1%未満混入

6 黒褐色土(10YR2/3) しまり強　粘性中
地山ブロック30%混入

SK2536
1 黒褐色土(10YR2/2)しまり中　粘性弱

焼土ブロック1％混入
地山ブロック2％混入

SK3014
1 黒褐色土(10YR2/2)しまり中　粘性中

地山ブロック1%混入
2 暗褐色土(10YR3/3)しまり弱　粘性なし

炭化物1%混入　焼土ブロック20%混入
3 暗褐色土(10YR3/3) しまり弱　粘性中

地山ブロック5%混入
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第4章　調査の記録

第90図　遺構内出土遺物（4）（ＳⅠ17・26・51）

ＳⅠ17

ＳⅠ51
ＳⅠ51

ＳⅠ51

ＳⅠ26
ＳⅠ26

ＳⅠ26

ＳⅠ26

ＳⅠ26

ＳⅠ26

ＳⅠ26

ＳⅠ26

10cm

２

１

０

10cm０

ＳⅠ51ＳⅠ51

14
1312

11
10

９

８

４

７

６５

３



－－ 123 －－

第4節 古代の遺構と遺物　

第91図　遺構内出土遺物（5）（ＳⅠ51・53・90）

ＳⅠ51

４

３２１

10cm０10cm０

ＳⅠ90

ＳⅠ90ＳⅠ53

ＳⅠ51

ＳⅠ51

ＳⅠ90

ＳⅠ53

ＳⅠ51

ＳⅠ51ＳⅠ51

ＳⅠ53

ＳⅠ51

13

12

11

10

９
８

７

５ ６



－－ 124 －－

第4章　調査の記録

第92図　遺構内出土遺物（6）（ＳⅠ90・113）
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第4節 古代の遺構と遺物　

第93図　遺構内出土遺物（7）（ＳⅠ113）
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第4章　調査の記録

第94図　遺構内出土遺物（8）（ＳⅠ113・120・123）
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第4節 古代の遺構と遺物　

第95図　遺構内出土遺物（9）（ＳⅠ123・125・130・145）
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第4章　調査の記録

第96図　遺構内出土遺物（10）（ＳⅠ145・150）
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第97図　遺構内出土遺物（11）（ＳⅠ150・165・180）
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第4章　調査の記録

第98図　遺構内出土遺物（12）（ＳⅠ180・212・213）
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第4節 古代の遺構と遺物　

第99図　遺構内出土遺物（13）（ＳⅠ213・220・280）
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第4章　調査の記録

第100図　遺構内出土遺物（14）（ＳⅠ280・350・412）
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第4節 古代の遺構と遺物　

第101図　遺構内出土遺物（15）（ＳⅠ412・430・450）
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第4章　調査の記録

第102図　遺構内出土遺物（16）（ＳⅠ450・468・490）
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第103図　遺構内出土遺物（17）（ＳⅠ500・811・860・1000）
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第4章　調査の記録

第104図　遺構内出土遺物（18）（ＳⅠ1060）
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第4節 古代の遺構と遺物　

第105図　遺構内出土遺物（19）（ＳⅠ1145・1200）
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第4章　調査の記録

第106図　遺構内出土遺物（20）（ＳⅠ1200・1235・1240・1330・1341・1342）
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第4節 古代の遺構と遺物　

第107図　遺構内出土遺物（21）（ＳⅠ1342・1375・1400・1550・1670）
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第4章　調査の記録

第108図　遺構内出土遺物（22）（ＳⅠ1760）
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第4節 古代の遺構と遺物　

第109図　遺構内出土遺物（23）（ＳⅠ1810・1820・1963）
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第4章　調査の記録

第110図　遺構内出土遺物（24）（ＳⅠ1963・2390）
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第4節 古代の遺構と遺物　

第111図　遺構内出土遺物（25）（ＳⅠ2539・2540）
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第4章　調査の記録

挿図番号 図版番号 出土地点 種別 器種 部位 外底部 器面特徴 胎土 備考口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

第90図2 ＳＩ26 土師 坏 口縁部～底部 〔13.4〕 6.3 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密 口縁部内面に　　
油煙

第90図3 ＳＩ26 土師 坏 口縁部～体部 〔11.2〕 － － － ロクロ成形 緻密

第90図4 ＳＩ26 土師 坏 底部 － － 4.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第90図5 ＳＩ26 土師 坏 底部 － － 〔5.6〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第90図6 ＳＩ26 土師 坏 底部 － － 〔4.6〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第90図7 ＳＩ26 土師 甕 底部 － － 8.2 非ロクロ 非ロクロ 0.5㎜以下の砂粒混入

第90図10 ＳＩ51 土師 坏 口縁部～底部 〔12.4〕 5.4 4.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第90図11 ＳＩ51 土師 坏 口縁部～底部 〔11.7〕 4.6 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第90図12 23－5 ＳＩ51 土師 坏 完形 12.3 5.4 4.8 回転糸切り ロクロ成形 内面：黒色処理 緻密

第90図13 ＳＩ51 土師 坏 口縁部～底部 〔11.8〕 5.5 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第90図14 ＳＩ51 土師 坏 口縁部～底部 〔11.6〕 4.7 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第91図1 ＳＩ51 土師 坏 口縁部～底部 〔12.8〕 4.9 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第91図2 ＳＩ51 土師 坏 体部～底部 － － 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第91図3 ＳＩ51 土師 坏 口縁部～底部 〔13.2〕 4.7 〔6.0〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第91図4 ＳＩ51 土師 坏 体部～底部 － － 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第91図5 ＳＩ51 土師 坏 体部～底部 － － 〔5.8〕 回転糸切り ロクロ成形 0.5㎜の砂粒混入

第91図6 ＳＩ51 土師 坏 口縁部～体部 〔11.6〕 － － － ロクロ成形 緻密

第91図8 ＳＩ53 須恵 坏 口縁部～底部 〔12.8〕 3.4 〔6.8〕 回転ヘラ切り ロクロ成形 緻密

第91図9 ＳＩ53 須恵 坏 口縁部～底部 〔12.2〕 3.0 〔5.4〕 回転ヘラ切り ロクロ成形 緻密

第91図11 ＳＩ90 土師 皿 口縁部～底部 〔10.6〕 2.2 4.8 回転糸切り 摩滅 緻密

第91図12 ＳＩ90 土師 坏 口縁部～底部 〔12.8〕 5.1 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密 口縁部内外面
に煤

第91図13 23－6 ＳＩ90 土師 甕 口縁部～底部 〔11.3〕 11.0 7.0 回転糸切り ロクロ成形 0.5㎜の砂粒混入

第92図1 23－7 ＳＩ90 土師 甕 口縁部～体部 〔15.2〕 － － － 非ロクロ 0.5㎜の砂粒混入

第92図2 ＳＩ90 土師 甕 口縁部 〔19.0〕 － － － ロクロ成形 1㎜の砂粒混入

第92図3 ＳＩ90 土師 甕 口縁部 〔18.2〕 － － － ロクロ成形 1㎜以上の砂粒混入

第92図4 ＳＩ90 土師 甕 体部～底部 － － 7.4 非ロクロ 外面：ケズリ　 0.5㎜の砂粒混入

第92図5 ＳＩ90 土師 甕 体部～底部 － － 8.5 非ロクロ 外面：ケズリ 0.5㎜の砂粒混入

第92図6 ＳＩ90 土師 甕 体部～底部 － － 7.2 非ロクロ 外面：ケズリ 1㎜の砂粒混入

第92図7 ＳＩ90 土師 甕 底部 － － 10.6 砂底 外面：ケズリ 0.5㎜以下の砂粒混
入

第92図8 ＳＩ113 土師 坏 完形 12.1 5.0 5.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第92図9 23－8 ＳＩ113 土師 坏 完形 11.6 4.7 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第92図10 24－1 ＳＩ113 土師 坏 完形 11.3 4.8 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密 口縁部に油煙
内面に煤

第92図11 ＳＩ113 土師 坏 完形 11.7 5.4 5.0 回転糸切り ロクロ成形 0.5㎜以下の砂粒
混入

第92図12 ＳＩ113 土師 坏 口縁部～底部 〔12.4〕 4.9 〔5.4〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第92図13 ＳＩ113 土師 坏 体部～底部 － － 〔4.6〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第93図1 ＳＩ113 土師 坏 底部 － － 5.2 摩滅 摩滅 緻密

第93図2 ＳＩ113 土師 坏 体部～底部 － － 4.8 摩滅 ロクロ成形 緻密

第93図3 24－2 ＳＩ113 土師 甕 口縁部～底部 〔9.0〕 9.3 5.6 回転糸切り ロクロ成形 粗い胎土

第93図4 24－3 ＳＩ113 土師 甕 口縁部～底部 〔13.0〕 14.3 7.5 回転糸切り ロクロ成形 緻密な胎土に1㎜の
砂粒混入

第93図5 24－4 ＳＩ113 土師 甕 口縁部～底部 〔23.0〕 27.2 〔9.6〕 外面：ロクロ成形→ケズリ 緻密な胎土に1㎜の
砂粒混入

第93図6 ＳＩ113 土師 甕 口縁部～体部 － － － － ケズリ　　 1～2㎜の
砂粒混入

第93図7 ＳＩ113 土師 甕 口縁部 〔11.0〕 － － － ロクロ成形 0.5㎜の
砂粒混入

第93図8 ＳＩ113 土師 甕 底部 － － 10.0 下敷き痕 外面：ケズリ 緻密な胎土に
1㎜の砂粒混入

第94図1 ＳＩ113 土師 甕 口縁部 〔23.0〕 － － － ロクロ成形 0.5㎜以上の
砂粒混入

第94図3 ＳＩ120 土師 坏 体部～底部 － － 5.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第94図4 ＳＩ120 土師 甕 口縁部 〔22.4〕 － － － 外面：ケズリ 2～3㎜以上の
内面：ナデ 礫混入

第94図5 ＳＩ120 土師 甕 体部～底部 － － 10.0 砂底 ケズリ 1～2㎜の
砂粒混入

第94図7 25－１ ＳＩ123 土師 坏 口縁部～底部 〔10.8〕 5.1 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第94図8 ＳＩ123 土師 坏 口縁部～底部 〔11.6〕 4.9 〔4.6〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第94図9 ＳＩ123 土師 坏 底部 － － 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第95図1 ＳＩ123 土師 甕 口縁部～体部 〔11.8〕 － － － ロクロ成形 緻密

第95図2 25－2 ＳＩ125 土師 甕 口縁部～底部 〔20.2〕 30.3 7.8 外面：ロクロ成形→ケズリ 2～3㎜以上の
礫混入

第95図3 ＳＩ130 土師 坏 底部 － － 6.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第95図5 ＳＩ145 土師 坏 口縁部～底部 〔13.6〕 6.0 4.5 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第5表　竪穴住居跡（古代）出土遺物一覧表（1）
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第4節 古代の遺構と遺物　

挿図番号 図版番号 出土地点 種別 器種 部位 外底部 器面特徴 胎土 備考口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

第95図6 ＳＩ145 土師 坏 口縁部～底部 〔12.2〕 5.8 〔5.2〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第95図7 ＳＩ145 土師 坏 底部 － － 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第95図8 ＳＩ145 土師 甕 口縁部～底部 〔12.6〕 15.1 〔8.6〕 非ロクロ 外面：ケズリ 粗い胎土に0．5㎜
の砂粒混入

第95図9 25－3 ＳＩ145 土師 甕 体部～底部 － － 10.0 非ロクロ 外面：縦方向に刷毛目 緻密な胎土に1～3
㎜の砂粒混入

第95図10 ＳＩ145 土師 甕 底部 － － 8.0 籾殻の圧痕 外面：ケズリ 緻密な胎土に0．5
㎜の砂粒混入

第96図1 25－4 ＳＩ145 土師 甕 口縁部～体部 〔22.8〕 － － － 外面：ケズリ 緻密
内面：刷毛目

第96図2 ＳＩ145 土師 甕 底部 － － 7.0 粗い

第96図3 ＳＩ145 土師 甕 体部～底部 － － 7.2 非ロクロ 外面：ケズリ 粗い胎土に0.5㎜
の砂粒混入

第96図4 25－5 ＳＩ150 土師 坏 完形 11.2 5.0 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第96図5 ＳＩ150 土師 坏 口縁部～底部 〔11.8〕 5.0 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第96図6 25－6 ＳＩ150 土師 坏 完形 12.2 5.4 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密 燈明皿
内面に煤

第96図7 ＳＩ150 土師 坏 口縁部～底部 〔11.6〕 4.8 〔4.4〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第96図8 ＳＩ150 土師 坏 底部 － － 3.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第96図9 ＳＩ150 土師 坏 体部～底部 － － 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第96図10 ＳＩ150 土師 甕 底部 － － 6.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第97図1 26－1 ＳＩ150 土師 甕 口縁部～体部 〔22.8〕 － － － 外面：口縁部折り返し 緻密
体部縦方向に刷毛目

内面：口縁部刷毛目→ナデ

第97図2 26－2 ＳＩ150 土師 甕 完形 12.2 13.9 6.8 ロクロ成形 緻密

第97図3 ＳＩ165 土師 坏 体部～底部 － － 6.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第97図4 ＳＩ165 土師 甕 底部 － － 〔9.2〕 1㎜の砂粒混入

第97図5 ＳＩ180 土師 坏 体部～底部 － － 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第97図6 ＳＩ180 土師 甕 口縁部～体部 〔21.6〕 － － － － 緻密な胎土に1㎜の
砂粒混入

第97図7 ＳＩ180 土師 甕 口縁部～体部 〔19.0〕 － － － 外面：ナデ→ケズリ 0.5㎜の砂粒混入

第98図1 ＳＩ180 土師 甕 口縁部～体部 〔22.6〕 － － － 粗い胎土に0.5㎜
以上の砂粒混入

第98図2 ＳＩ180 土師 甕 体部～底部 － － 12.0 砂底 外面：ケズリ　 緻密な胎土に0.5
㎜の砂粒混入

第98図3 ＳＩ212 土師 坏 口縁部～底部 〔11.8〕 5.1 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第98図4 ＳＩ212 土師 坏 体部～底部 － － 4.4 回転糸切り ロクロ成形 0.5㎜以下の砂粒混入

第98図5 ＳＩ212 土師 坏 体部～底部 － － 〔4.8〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第98図6 ＳＩ212 土師 甕 口縁部 〔11.2〕 － － － 0.5㎜以下の砂粒混入 口縁部内面に煤

第98図7 ＳＩ213 土師 坏 口縁部～底部 〔12.4〕 5.2 〔6.0〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密な胎土に2～3
㎜の砂粒混入

第98図8 26－3 ＳＩ213 土師 坏 完形 11.2 5.0 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第98図9 ＳＩ213 土師 坏 口縁部～底部 〔12.8〕 3.9 5.2 回転糸切り ロクロ成形　　　　 緻密

第98図10 ＳＩ213 土師 坏 体部～底部 － － 4.8 摩滅 ロクロ成形 緻密

第98図11 26－4 ＳＩ213 土師 坏 完形 12.6 5.5 5.1 摩滅 ロクロ成形　　　　 緻密

第98図12 ＳＩ213 土師 坏 口縁部～底部 〔12.4〕 5.0 5.8 高台 ロクロ成形 緻密 口縁部内面に煤

第99図1 ＳＩ213 土師 坏 口縁部～底部 〔12.0〕 5.5 〔5.8〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第99図2 ＳＩ213 土師 坏 口縁部～底部 〔13.6〕 4.5 〔6.6〕 回転糸切り ロクロ成形 1㎜の砂粒混入

第99図3 ＳＩ213 土師 坏 口縁部～底部 〔14.0〕 5.3 〔4.8〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第99図4 ＳＩ213 土師 坏 口縁部～底部 〔12.2〕 4.3 〔5.8〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第99図5 ＳＩ213 土師 坏 底部 － － 6.0 回転糸切り ロクロ成形 0.5㎜以下の砂粒混
入

第99図6 ＳＩ213 土師 甕 底部 － － 〔4.2〕 非ロクロ 外面：ケズリ 0.5㎜以下の砂粒混
入

第99図7 ＳＩ213 須恵 壺 体部 － － － － 内外面：ロクロ成形→ケズリ 緻密 外面に自然釉

第99図8 ＳＩ220 土師 坏 口縁部～底部 〔13.4〕 6.3 〔5.8〕 摩滅 ロクロ成形 緻密

第99図9 ＳＩ280 土師 坏 底部 － － 6.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密な胎土に0.5
㎜の砂粒混入

第99図10 26－5 ＳＩ280 土師 坏 口縁部～底部 〔12.3〕 5.2 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第100図1 ＳＩ280 土師 甕 口縁部～底部 〔21.0〕 28.6 〔11.0〕 外面：ロクロ成形→ケズリ 緻密な胎土に2～3
内面：ロクロ成形　刷毛目 ㎜の砂粒混入

第100図2 ＳＩ350 土師 坏 口縁部～底部 〔12.0〕 4.1 4.7 回転糸切り ロクロ成形 緻密 内外面に油煙
および煤

第100図3 ＳＩ350 土師 坏 体部～底部 － － 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第100図5 ＳＩ412 土師 坏 体部～底部 － － 3.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第6表 竪穴住居跡（古代）出土遺物一覧表（2）
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第4章　調査の記録

挿図番号 図版番号 出土地点 種別 器種 部位 外底部 器面特徴 胎土 備考口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

第100図6 ＳＩ412 土師 甕 体部～底部 － － 6.0 砂底 非ロクロ 0．5㎜以上の砂粒
混入

第100図7 ＳＩ412 土師 甕 口縁部～底部 〔14.2〕 15.4 〔7.8〕 非ロクロ 外面：ケズリ　 0．5㎜以上の砂粒
混入

第100図8 27－1 ＳＩ412 土師 鍋 口縁部～体部 〔44.2〕 － － － 非ロクロ 緻密な胎土に1㎜の
砂粒混入

第101図1 ＳＩ412 須恵 甕 底部 － － 9.2 高台 ロクロ成形 緻密 外面底部に火ぶく
れ

第101図4 ＳＩ430 土師 坏 口縁部～底部 〔12.4〕 4.7 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密な胎土に0．5㎜
の砂粒混入

第101図5 ＳＩ430 土師 坏 体部～底部 － － 6.8 非ロクロ 外面：ケズリ 粗い胎土に0．5㎜
内面：ナデ　 の砂粒混入

第101図6 ＳＩ430 土師 甕 体部～底部 － － 〔8.0〕 砂底 ロクロ成形 1～3㎜の砂粒混入

第101図7 ＳＩ450 土師 坏 口縁部～底部 〔12.8〕 4.4 6.0 回転糸切り ロクロ成形 0．5㎜程の砂粒混
入

第101図8 ＳＩ450 土師 坏 体部～底部 － － 4.6 回転糸切り ロクロ成形 0．5㎜程の砂粒混 燈明皿
入 内面に煤

第101図9 ＳＩ450 土師 坏 底部 － － 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第101図10 ＳＩ450 土師 坏 底部 － － 4.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第101図11 ＳＩ450 土師 坏 底部 － － 5.4 高台 内面：黒色処理 緻密

第101図12 ＳＩ450 土師 坏 底部 － － 〔5.6〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第101図13 ＳＩ450 土師 坏 底部 － － 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第101図14 ＳＩ450 土師 坏 体部～底部 － － 4.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第101図15 ＳＩ450 土師 坏 底部 － － 6.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第102図1 ＳＩ450 土師 甕 底部 － － 6.4 非ロクロ 外面：ケズリ　 1㎜以上の砂粒混入

第102図2 ＳＩ450 土師 坏 底部 － － 5.5 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第102図3 ＳＩ450 土師 坏 底部 － － 〔4.8〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第102図4 ＳＩ450 土師 甕 口縁部～体部 〔15.2〕 － － － 外面：ケズリ 緻密

第102図10 ＳＩ490 土師 坏 口縁部～底部 〔13.6〕 4.8 5.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第102図11 ＳＩ490 土師 坏 口縁部～底部 〔12.4〕 5.5 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第102図12 ＳＩ490 土師 坏 口縁部～底部 〔12.6〕 4.2 5.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第102図13 ＳＩ490 土師 甕 底部 － － 12.0 1㎜の砂粒混入

第103図1 ＳＩ500 土師 坏 底部 － － 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第103図2 ＳＩ500 土師 坏 底部 － － 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第103図4 ＳＩ811 土師 坏 体部～底部 － － 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第103図5 ＳＩ860 土師 坏 体部～底部 － － 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第103図6 ＳＩ1000 土師 坏 口縁部～底部 〔12.0〕 4.4 4.9 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第103図7 ＳＩ1000 土師 坏 体部～底部 － － 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第103図8 27－4 ＳＩ1000 土師 坏 体部～底部 － － 4.0 回転糸切り ロクロ成形　 緻密 外面に墨書｢廾」

第103図9 ＳＩ1000 土師 坏 完形 12.8 5.3 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第103図10 ＳＩ1000 土師 坏 底部 － － 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第104図1 ＳＩ1060 土師 坏 口縁部～底部 〔12.6〕 4.1 〔5.0〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第104図2 ＳＩ1060 土師 坏 口縁部～底部 〔11.8〕 4.5 5.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第104図3 ＳＩ1060 土師 坏 口縁部～底部 〔12.0〕 4.6 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第104図4 ＳＩ1060 土師 坏 体部～底部 － － 4.9 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第104図5 ＳＩ1060 土師 坏 体部～底部 － － 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第104図6 ＳＩ1060 土師 坏 底部 － － 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第104図7 ＳＩ1060 土師 坏 底部 － － 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第104図8 ＳＩ1060 土師 甕 体部～底部 － － 〔9.6〕 2～3㎜の砂粒混入

第104図9 ＳＩ1060 土師 甕 口縁部 〔12.2〕 － － － ロクロ成形 緻密

第104図10 ＳＩ1060 須恵 長頸瓶 体部～底部 － － 〔12.4〕 砂底　高台 外面：ロクロ成形→ケズリ 緻密な胎土に2～3
内面：ロクロ成形 ㎜の砂粒混入

第105図1 ＳＩ1145 土師 坏 口縁部～底部 〔12.1〕 5.6 4.8 摩滅 ロクロ成形 0．5㎜の砂粒混入

第105図2 ＳＩ1145 土師 甕 口縁部 〔12.4〕 － － － ロクロ成形 0．5㎜の砂粒混入 口縁部内面に煤

第105図3 ＳＩ1200 土師 坏 口縁部～底部 〔13.0〕 5.2 6.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第105図4 27－5 ＳＩ1200 土師 坏 口縁部～底部 11.6 4.5 〔4.5〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第105図5 ＳＩ1200 土師 坏 口縁部～底部 12.8 4.8 〔5.5〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第105図6 ＳＩ1200 土師 坏 底部 － － 5.2 摩滅 摩滅 緻密

第105図7 ＳＩ1200 土師 甕 体部～底部 － － 7.2 非ロクロ 外面：ケズリ 緻密

第105図8 ＳＩ1200 土師 甕 口縁部～体部 〔27.0〕 － － － 外面：ケズリ 0．2～1㎜の砂粒混
入

第105図9 ＳＩ1200 土師 甕 体部～底部 － － 〔9.8〕 非ロクロ 外面：ケズリ 緻密な胎土に0．5            
内面：ナデ ㎜の砂粒混入

第105図10 ＳＩ1200 土師 甕 口縁部～体部 － － － － 外面：ケズリ 緻密な胎土に0．5
㎜の砂粒混入

第106図1 ＳＩ1200 土師 鍋 口縁部 － － － － 外面：ケズリ 緻密な胎土に0．2
～1㎜の砂粒混入

第7表 竪穴住居跡（古代）出土遺物一覧表（3）
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挿図番号 図版番号 出土地点 種別 器種 部位 外底部 器面特徴 胎土 備考口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

第106図2 巻頭 ＳＩ1200 擦文 甕 口縁部～体部 － － － － 外面：全面に刷毛目→上半部
図版1 土器 を磨り消し→横走沈線→針葉

樹文 内面：刷毛目 緻密

第106図4 ＳＩ1240 土師 坏 底部 － － 4.8 摩滅 ロクロ成形 緻密

第106図6 ＳＩ1240 土師 鍋 口縁部～体部 〔37.8〕 － － － 非ロクロ 緻密

第106図7 ＳＩ1330 土師 坏 底部 － － 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第106図8 ＳＩ1341 土師 坏 底部 － － 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第106図9 ＳＩ1342 土師 坏 底部 － － 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第107図1 ＳＩ1342 土師 坏 体部～底部 － － 5.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第107図2 ＳＩ1342 土師 坏 － － 5.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第107図3 ＳＩ1375 土師 坏 体部～底部 － － 〔5.2〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第107図4 ＳＩ1375 土師 甕 口縁部 〔20.8〕 － － － 外面：ロクロ 0.5㎜以上の砂粒混
入

第107図5 ＳＩ1375 土師 甕 口縁部 〔18.8〕 － － － ロクロ成形 緻密

第107図6 ＳＩ1375 土師 甕 口縁部 〔19.0〕 － － － 0.5㎜の砂粒混入

第107図7 ＳＩ1375 土師 甕 体部～底部 － － 〔8.6〕 非ロクロ 外面：ケズリ 緻密

第107図8 28－2 ＳＩ1400 土師 坏 口縁部～底部 〔12.0〕 4.7 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密 外面に墨書｢王ゝ｣

第107図9 ＳＩ1550 土師 坏 口縁部～底部 〔13.8〕 4.4 5.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密 内面に煤

第107図10 28－3 ＳＩ1550 土師 坏 完形 12.6 4.5 5.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第107図12 ＳＩ1670 土師 坏 底部 － － 4.5 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第107図13 ＳＩ1670 土師 甕 口縁部～体部 〔12.6〕 － － － 外面：粘土積み上げ痕 2～3㎜の　　　　
砂粒混入

第108図1 ＳＩ1760 土師 坏 体部～底部 － － 5.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第108図2 ＳＩ1760 土師 坏 体部～底部 － － 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第108図3 ＳＩ1760 土師 坏 体部～底部 － － 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第108図4 ＳＩ1760 土師 坏 底部 － － 5.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第108図5 ＳＩ1760 土師 坏 体部～底部 － － 〔5.4〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第108図6 ＳＩ1760 土師 坏 口縁部～底部 12.8 5.4 〔6.0〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第108図7 ＳＩ1760 土師 坏 口縁部～底部 〔13.0〕 6.0 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第108図8 28－4 ＳＩ1760 土師 坏 完形 13.1 5.3 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密 口縁部内面に油煤

第108図9 ＳＩ1760 土師 坏 口縁部～底部 〔11.7〕 4.4 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密 内面に煤

第108図10 28－5 ＳＩ1760 土師 坏 口縁部～底部 〔11.9〕 5.3 5.6 回転糸切り 外面:ロクロ成形 緻密
内面:ミガキ　黒色処理

第108図11 ＳＩ1760 土師 坏 口縁部～底部 〔13.6〕 5.6 5.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第108図13 ＳＩ1760 須恵 甕 口縁部 〔13.4〕 － － － ロクロ成形 緻密 内面に自然釉

第109図1 ＳＩ1810 土師 坏 体部～底部 － － 5.0 回転糸切り ロクロ成形 粗い

第109図2 ＳＩ1810 土師 坏 口縁部～底部 〔12.0〕 5.2 〔5.0〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第109図3 ＳＩ1810 土師 坏 体部～底部 － － 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第109図6 ＳＩ1820 土師 甕 体部～底部 － － 8.0 砂底 外面：ケズリ 0.5㎜以上の砂粒
混入

第109図7 ＳＩ1820 土師 甕 口縁部～体部 〔21.7〕 － － － 外面：ケズリ　
内面：ナデ 緻密

第109図8 ＳＩ1820 土師 甕 口縁部～体部 〔14.4〕 － － － ロクロ成形 緻密 口縁部内面に煤

第109図10 ＳＩ1963 土師 坏 口縁部～底部 〔13.0〕 5.4 〔5.8〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第109図11 29－1 ＳＩ1963 土師 坏 完形 11.8 4.8 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密 燈明皿
内外面に煤

第109図12 ＳＩ1963 土師 坏 底部 － － 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第110図1 29－2 ＳＩ1963 土師 鍋 口縁部～体部 〔35.6〕 － － － 外面：ロクロ成形→ケズリ
内面：ナデ 緻密

第110図2 ＳＩ2390 土師 坏 体部～底部 － － 〔5.6〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第110図3 ＳＩ2390 土師 坏 体部～底部 － － 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第110図4 ＳＩ2390 土師 坏 口縁部～底部 〔12.2〕 5.4 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第110図5 ＳＩ2390 土師 坏 体部～底部 － － 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第110図6 ＳＩ2390 土師 甕 口縁部～体部 〔10.6〕 － － － 外面：指押さえ 0．5㎜の砂粒混入
内面：ナデ 内外面に煤

第110図7 ＳＩ2390 土師 甕 口縁部 〔11.6〕 － － － ロクロ成形 0.5㎜以下の砂粒混
入

第110図8 ＳＩ2390 土師 甕 口縁部 〔22.4〕 － － － 緻密

第110図9 ＳＩ2390 土師 甕 底部 － － 〔8.4〕 0.5㎜以下の砂粒混
入

第110図10 ＳＩ2390 土師 甕 口縁部 〔24.2〕 － － － 外面：ロクロ 0.5㎜以上の砂粒混
入

第110図12 ＳＩ2390 土師 鍋 底部 － － 〔9.6〕 砂底 非ロクロ 0.5㎜以下の砂粒混
入

第111図1 ＳＩ2539 土師 坏 口縁部～底部 〔11.8〕 4.8 4.8 回転糸切り ロクロ成形 0.5㎜以上の砂粒混
入

第111図2 29－4 ＳＩ2539 土師 坏 口縁部～底部 〔14.8〕 6.1 5.2 回転糸切り ロクロ成形 0.5㎜以上の砂粒混
入

第111図3 29－5 ＳＩ2539 土師 坏 口縁部～底部 12.6 5.4 〔4.6 〕 回転糸切り ロクロ成形　　 緻密

第111図4 ＳＩ2539 土師 坏 口縁部～底部 〔12.1〕 6.2 5.0 回転糸切り ロクロ成形 0.5㎜以上の砂粒混
入

第8表 竪穴住居跡（古代）出土遺物一覧表（4）
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挿図番号 図版番号 出土地点 種別 器種 部位 外底部 器面特徴 胎土 備考口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

第111図5 29－6 ＳＩ2539 土師 坏 口縁部～底部 〔12.6〕 5.3 4.0 回転糸切り ロクロ成形 0．5㎜以上の砂粒
混入

第111図6 ＳＩ2540 土師 坏 口縁部～底部 〔12.0〕 5.1 〔5.0〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第111図7 ＳＩ2540 土師 坏 口縁部～底部 〔12.4〕 5.2 5.2 回転糸切り ロクロ成形 0．5㎜以上の砂粒
混入

第111図8 ＳＩ2540 土師 坏 底部 － － 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

挿図番号 図版番号 出土地点 種別 器種 部位 台高（㎝） 外底部 器面特徴 胎土 備考口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

第96図11 ＳＩ150 土師 高台 体部～底部 － － 4.4 2.5 柱状高台　 ロクロ成形 緻密
付皿 回転糸切り

第108図12 ＳＩ1760 土師 高台 底部～高台 － － 6.2 1.5 柱状高台　 ロクロ成形 緻密な胎土に
付皿 回転糸切り 0．5㎜の砂粒混入

第109図4 ＳＩ1810 土師 高台 底部 － － 7.0 4.0 ロクロ成形の ロクロ成形 緻密
付皿 高台

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 部位 器面特徴 胎土 備考

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 最大長×最大幅（㎝） 備考

天井部径
（㎝）

器高
（㎝）

下端部径
（㎝）

第90図1 23－1 ＳＩ17 支脚 天井部～下端部 〔12.4〕 12.0 11.7 外面：粘土積み上げ痕 指押さえ 0.5㎜の砂粒混入

第90図9 23－2 ＳＩ26 支脚 体部 － － － 外面：粘土積み上げ痕 ケズリ 緻密

第91図7 ＳＩ51 支脚 体部～下端部 － － 8.8 内外面粘土積み上げ痕 1～２㎜の砂粒混入

第94図2 24－5 ＳＩ113 支脚 完形 10.0 16.5 8.0 内外面粘土積み上げ痕 0.5㎜の砂粒混入

第94図6 24－6 ＳＩ120 支脚 天井部～下端部 ［12.0］ 14.8 11.7 内外面粘土積み上げ痕 0.5㎜の砂粒混入

第95図4 ＳＩ130 支脚 天井部 11.2 － － 外面：指押さえ 緻密

第100図4 26－6 ＳＩ350 支脚 体部～下端部 － － 10.0 内外面粘土積み上げ痕 0.5㎜の砂粒混入

第101図3 27－3 ＳＩ412 支脚 完形 10.9 12.8 14.2 内外面粘土積み上げ痕 緻密

第102図5 23－3 ＳＩ450 支脚 天井部 6.2 － － 外面：ケズリ 緻密

第102図8 23－4 ＳＩ468 支脚 天井部 7.4 － － 外面：粘土積み上げ痕 緻密 柱状の支脚

第103図3 ＳＩ500 支脚 天井部～体部 － － － 内外面粘土積み上げ痕 緻密

第104図11 ＳＩ1060 支脚 天井部～体部 12.2 － － 内外面粘土積み上げ痕 0.5㎜の砂粒混入

第107図11 ＳＩ1550 支脚 天井部～体部 10.4 － － 内外面粘土積み上げ痕 緻密

第108図14 28－6 ＳＩ1760 支脚 天井部～下端部 ［11.2］ 13.0 9.2 内外面粘土積み上げ痕 緻密な胎土に1㎜の砂粒混入

第111図9 30－1 ＳＩ2540 支脚 体部～下端部 － － 8.2 外面：粘土積み上げ痕 緻密
内面：粘土積み上げ痕 指押さえ

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 最大長×最大幅×最大厚（㎝） 備考

第101図2 27－2 ＳＩ412 刀子 1.6×6.4×1.0 木部残存

第102図9 ＳＩ468 ヤリガンナ 1.8×11.1×0.5

第106図3 27－6 ＳＩ1235 具 4.9×1.5×0.6

第106図5 28－1 ＳＩ1240 フイゴの羽口 6.7×13.0×3.0

第110図11 29－3 ＳＩ2390 刀子 3.7×12.8×1.3

第9表　竪穴住居跡（古代）出土遺物一覧表（5）

第109図5 ＳＩ1810 土錘 3.2×3.9 0.8 

第109図9 ＳＩ1820 土錘 2.6×3.1 0.8

孔径
（ｃｍ）

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 最大長×最大幅×最大厚（㎝） 備考

第91図10 ＳＩ53 石製品 7.0×9.0×7.0 87.9 軽石素材

第111図10 ＳＩ2540 砥石 8.7×3.7×2.0 81.0

重量
（ｇ）

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 最大長×最大幅×最大厚（㎝）

第90図8 19－15 ＳＩ26 石鏃 2.2×1.8×0.4 0.9

第103図11 19－20 ＳＩ1000 二次加工のある剥片 6.0×3.4×1.7 26.2

重量
（ｇ）

挿図番号 図版番号 出土遺構 器種 部位 器面特徴 胎土 色調

第102図6 ＳＩ450 深鉢 胴部 線条痕あ 砂粒 10YR5/3
り

第102図7 ＳＩ450 橋状把手 RL縄文 緻密 10YR7/4

内面：粘土積み上げ痕
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2. 掘立柱建物跡

ＳＢ499（第112図）

ＯＰ10、ＯＱ9･10･11、ＯＲ10･11、ＯＳ10グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＩ212･ＳＮ411･

ＳＫ491･492･616･ＳＫＰ3008･3009･3010･3011との新旧関係は不明である。2間×1間の掘立

柱建物跡で、中央に柱穴(Ｐ4)がある。Ｎ－52°－Ｗ方向を向き桁行総間7.4ｍ、梁行総間5.31ｍで、

桁行方向の柱間は2.56～2.6ｍ、梁行方向の柱間は3.2～3.24ｍである。柱穴の径は0.35～0.58ｍで、

確認面からの深さは0.16～0.52ｍである。柱穴の覆土は黒褐色土である。遺物は土師器片3点と土

師器坏（第123図1・2）のほか剥片1点が出土した。

ＳＢ1395（第113･114図、図版13－2）

ＯＫ･ＯＬ15～18、ＯＭ16～18グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＤ100に切られ、ＳＩ1400･Ｓ

Ｋ1392を切る。4間×2間の掘立柱建物跡で、柱間(Ｐ1－Ｐ2、Ｐ2－Ｐ4、Ｐ3－Ｐ4、Ｐ4－

Ｐ5、Ｐ5－Ｐ8)に幅0.16ｍの溝が伴う。Ｎ－43°－Ｗ方向を向き、桁行総間11.0～11.07ｍ、梁

行6.95～7.25ｍである。桁行方向の柱間は、Ｐ2－Ｐ4間は3.7ｍ、Ｐ4－Ｐ5、Ｐ5－Ｐ7、Ｐ

7－Ｐ11間は2.32～2.55ｍである。柱穴の径は0.49～0.78ｍで、確認面からの深さは0.3～0.73ｍ

である。Ｐ1～Ｐ6、Ｐ8～Ｐ9、Ｐ11、Ｐ13では黒褐色土の柱痕を確認した。柱穴から見つかっ

た黄褐色土には分析の結果、十和田中掫を起源とした噴出年代約5,500年前の火山ガラスが混入して

いることがわかった。遺物はＰ1で土師器4点、Ｐ2で土師器片1点、Ｐ4で鉄製品2点、Ｐ6から

土師器片、Ｐ7から土師器坏（第123図3）、溝からは土師器片1点が出土した。

ＳＢ1467（第115図）

ＮＦ28･29、ＮＧ27･28･29･30、ＮＨ27･28グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＩ1250に切られ、

ＳＫ1441･1443･1461、ＳＫＰ1442･1454、ＳＡ1492と切り合うが新旧関係は不明である。5

間×2間の総柱の掘立柱建物跡で、Ｎ－31°－Ｅ方向を向いている。桁行総間9.44ｍ、梁行総間

3.56ｍで、桁行方向の柱間は1.76～2.0ｍ、梁行方向の柱間は1.76～1.8ｍである。柱穴の径は0.32

～0.82ｍ、確認面からの深さは0.17～0.47ｍである。柱穴の覆土は黒褐色土である。遺物は土師器

片が出土した。

ＳＢ1530ａ・ｂ（第116図、巻頭図版2－2、図版13－3）

ＮＦ･ＮＧ･ＮＨ34･35グリッドの第Ⅳ層で､幅0.38ｍ･深さ0.32ｍの溝で囲まれた掘立柱建物跡を

確認した。Ｎ－71°－Ｗ方向を向いているが､北側が調査区外にあることから詳細は不明である。Ｓ

Ｎ1527･ＳＫ2914･2915･2916を切り､ＳＮ1525･1526･ＳＫ2913との新旧関係は不明である。遺

物は土師器片、土師器坏(第123図4～9)､須恵器片1点、礫1点、Ｐ1･Ｐ3･Ｐ5･Ｐ7から土師

器片、Ｐ2から土師器片4点、Ｐ4から土師器片3点、鉄鏃（第123図10）、棒状鉄製品2点、壁溝

から土師器片と須恵器片1点が出土した。東側で切り合う溝を観察したところ､内側の溝が新しいこと

から､建物を縮小させた可能性がある｡時期が新しいＳＢ1530ａ､古いＳＢ1530ｂに分けて記述する｡

《ＳＢ1530ａ》

ＮＦ35､ＮＧ･ＮＨ34･35グリッドの第Ⅳ層で溝で囲まれた掘立柱建物跡として確認した｡桁行×梁
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行が1間以上×梁行1間で西側に庇が付く建物跡と判断される｡Ｐ2～Ｐ4の総間は5.36ｍであり、

それぞれの柱間は1.8～3.3ｍである。柱穴の径は0.24～0.48ｍで、確認面からの深さは0.33～0.67

ｍである。柱穴と溝の覆土は第Ⅲ層に由来する黒褐色土である。

《ＳＢ1530ｂ》

ＮＦ･ＮＧ･ＮＨ34･35グリッドの第Ⅳ層で､溝で囲まれた掘立柱建物跡として確認した｡桁行(長

軸)×梁行(短軸)が3間×1間以上である｡Ｐ4～Ｐ8の総間は7.0ｍであり、それぞれの柱間は1.5～

3.3ｍである。柱穴の径は0.19～0.48ｍで、確認面からの深さは0.14～0.67ｍである。柱穴と溝の

覆土は第Ⅲ層に由来する黒褐色土である。

ＳＢ1945（第84･85図、図版14－1）

ＮＴ25･26、ＯＡ24･25･26、ＯＢ25グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＩ1963を切る。ＳＡ1951

との新旧関係は不明である。長軸はＮ－62°－Ｗ方向を向く、2間×1間の掘立柱建物跡である。桁

行総間5.77ｍ、梁行総間4.56ｍ、桁行方向の柱間1.9～2.45ｍである。柱穴の径は0.12～0.3ｍで、

確認面からの深さは0.18～0.28ｍである。柱穴の覆土は黒褐色土～暗褐色土を主とする。遺物は出

土しなかった。

ＳＢ1954（第117図）

ＮＰ･ＮＱ29･30グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ1727･1863との新旧関係は不明である。長

軸が真北方向を向く、2間×1間の掘立柱建物跡である。桁行総間2.88～3.14ｍ、梁行総間1.84～

2.01ｍ、桁行方向の柱間は1.2～1.64ｍである。柱穴の径は0.2～0.39ｍで、確認面からの深さは

0.08～0.3ｍである。柱穴の覆土は黒褐色土である。遺物は出土しなかった。

ＳＢ2171（第118図、図版14－2）

ＮＯ22、ＮＰ21･22、ＮＱ22グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ2502･2178との新旧関係は不

明である。長軸がＮ－46°－Ｗ方向を向く、2間×2間の掘立柱建物跡である。桁行総間は4.12ｍ、

梁行総間3.88ｍ、桁行方向の柱間は1.62～1.68ｍであり梁行方向の柱間は1.6～1.62ｍである。Ｐ

1･Ｐ3･Ｐ6･Ｐ8は径0.5～0.94ｍ･深さ0.4～0.47ｍ、Ｐ2･Ｐ4･Ｐ5･Ｐ7･Ｐ9は径0.28～

0.46ｍ､深さ0.13～0.18ｍである。Ｐ3･Ｐ6で黒褐色土の柱痕を確認した。遺物は出土しなかった。

ＳＢ2580（第119図）

ＮＫ30･31、ＮＬ･ＮＭ31･32グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＡ1538･ＳＫ1537に切られる。Ｓ

Ａ2188との新旧関係は不明である。長軸がＮ－60°－Ｗ方向を向く7間×4間の掘立柱建物跡と思

われる。桁行総間は10.24～10.54ｍ、梁行総間は3.0～3.32ｍである。桁行方向の柱間（Ｐ9～Ｐ

10･Ｐ10～Ｐ11･Ｐ11～Ｐ12･Ｐ22～Ｐ23･Ｐ23～Ｐ24）は0.76～0.9ｍである。梁行方向の柱間は

0.44～1.0ｍである。柱穴の径は0.2～0.46ｍで、確認面からの深さは0.09～0.28ｍである。中央部

にＰ15、中央部南側にＰ18･Ｐ19･Ｐ20が桁行方向に平行して位置する。柱穴の覆土は黒褐色土であ

る。桁行方向Ｐ6－Ｐ7間･Ｐ7－Ｐ8間･Ｐ1－Ｐ22間にも柱穴があった可能性がある。遺物は

内面を黒色処理した土師器坏（第123図11）1点、土師器片1点が出土した。
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第112図　ＳＢ499掘立柱建物跡
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第113図　ＳＢ1395掘立柱建物跡　ＳＤ1583溝跡（1）
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第114図　ＳＢ1395掘立柱建物跡　ＳＤ1583溝跡（2）

SB1395 P1
1 黒褐色土（7.5YR2/2）しまり中　粘性なし

地山ブロック（径5㎜）1％未満混入
2 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径0.5～2㎝）5％混入
3 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱　

地山ブロック（径0.5～2㎝）30％混入
4 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性なし

地山ブロック（径5㎜）1％未満混入
5 黒褐色土（10YR3/2）しまり中　粘性なし

地山ブロック（径0.5～2㎝）40％混入
SB1395 P2
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性なし

地山ブロック（径0.5～１㎝）3％混入
2 黒褐色土（10YR3/2）しまり強　粘性弱　

地山ブロック（径0.5～2㎝）10％混入
3 黒褐色土（10YR3/2）しまり強　粘性なし

地山ブロック60％混入
SB1395 P3
1 黒褐色土（10YR3/2）しまり中　粘性なし

炭化物（径0.5～2㎝）1％混入
地山ブロック（径0.5㎜）１％混入

2 黒褐色土（10YR3/2）しまり強　粘性なし
地山ブロック（径0.5～2㎝）30％混入

3 黒褐色土（10YR3/2）しまり強　粘性なし
地山ブロック（径0.5～2㎝）20％混入

SB1395 P4
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性なし

地山ブロック（径5㎜）5％混入
2 黒褐色土（10YR3/2）しまり中　粘性弱　

地山ブロック（径0.5～2㎝）30％混入
SB1395 P5
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性なし

地山ブロック（径5㎜）1％混入
2 黒褐色土（10YR3/2）しまり強　粘性弱　

地山ブロック（径0.5～1㎝）15％混入
3 黒褐色土（10YR3/2）しまり強　粘性弱　

地山ブロック（径0.5～2㎝）40％混入

SB1395 P7
1 黒褐色土（10YR3/2）しまり中　粘性なし

炭化物（径0.5㎝）5％混入
焼土ブロック(径0.5～1㎝)1％混入
地山ブロック（径0.5～2㎝）20％混入

2 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性弱
焼土ブロック（径5㎜）1％混入
地山ブロック（径0.5～2㎜）15％混入
淡赤橙土（2.5YR7/4）（径5㎜）1％混入

SB1395 P11
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性強　

地山ブロック5％混入
2 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性中　

地山ブロック50％混入
SB1395 P12
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり弱　粘性強　

地山ブロック10％混入

SB1395 P13
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中
2 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性中　

地山ブロック3％混入
3 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性強　

地山ブロック50％以上混入
4 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性強　

地山ブロック20％混入

SB1395 溝
1 黒褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性なし

地山ブロック（径0.5～1㎝）1％混入
明赤褐色土（2.5YR5/6）3％混入

2 黒褐色土（10YR3/2）しまり強　粘性なし
地山ブロック（径0.5～1㎝）10％混入
明赤褐色土（2.5YR5/6）5％混入
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第115図　ＳＢ1467掘立柱建物跡
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第116図　ＳＢ1530掘立柱建物跡　ＳＫ2913・2914土坑　ＳＮ1525・1526・1527焼土遺構

SK2913
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱

地山ブロック1％混入
SN1526
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

焼土ブロック（径0.5～1㎝）10％混入

SN1525
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径1～10㎜）１％未満混入
2 暗褐色（10YR3/3）しまり強　粘性弱　

焼土ブロック（径1～8㎜）１％未満混入

SN1527
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性弱　

炭化物（径0.1～1㎝）１％未満混入

SB1530
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱

SK2914
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

焼土ブロック（径0.1～1㎝）1％混入
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第117図　ＳＢ1954掘立柱建物跡

０ ２ｍ

ＳＢ1954

Ｐ１
ＳＫＰ1727

29.0ｍ

ＳＫＰ1863

2
9
.0
ｍ

ＳＫＰ1771

Ｐ６

Ｐ５

Ｐ
２

Ｐ４

Ｐ
６Ｐ６

Ｐ５

Ｐ
４

Ｐ３

Ｐ２

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ



－－ 157 －－

第4節 古代の遺構と遺物　

第118図　ＳＢ2171掘立柱建物跡

SB2171Ｐ6
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性強

炭化物1%混入　地山ブロック1%混入
2 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性中

地山ブロック20%混入

SB2171Ｐ8
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性強

炭化物3%混入　地山ブロック3%混入
SB2171Ｐ9
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性中

地山ブロック20%混入

SB2171Ｐ3
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱

地山ブロック1%混入
2 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中

地山ブロック30%混入

ＳＢ2171

２ｍ

2
9
.0
ｍ

０

29.2ｍ

29.2ｍ

ＳＫＰ2502

29.2ｍ

ＳＫＰ2178

29.2ｍ

Ｇ

Ｐ３

A

Ｉ

１

Ｆ

Ｈ

Ｈ

Ｇ

Ｅ

１

２

Ｂ

１

Ｄ

Ｊ

２

Ｃ

Ｉ

Ｊ

１

Ｐ７

Ｐ６

Ｐ９

Ｐ３

Ｂ

Ｐ４

Ｐ８

Ｐ２

Ｐ
１

Ｐ１

Ａ

Ｃ

Ｐ６

Ｐ９

Ｐ８

Ｐ６

Ｅ

Ｐ８Ｐ７

Ｐ５

Ｐ
４

Ｐ
６

Ｄ

Ｆ



－－
1
5
8
－－

第
4
章
　
調
査
の
記
録

第119図　ＳＢ2580掘立柱建物跡　ＳＡ1538柵列

ＳＢ2580Ｐ14

ＳＢ2580
Ｐ23

ＳＢ2580
Ｐ22

ＳＢ2580Ｐ21ＳＢ2580Ｐ20

ＳＢ2580
Ｐ19

ＳＢ2580Ｐ18

ＳＢ2580
Ｐ16

ＳＢ2580
Ｐ17

ＳＢ2580Ｐ15

ＳＢ2580

ＳＢ2580
Ｐ９

ＳＢ2580
Ｐ８ＳＢ2580

Ｐ７

ＳＢ2580
Ｐ６

ＳＢ2580
Ｐ５

ＳＢ2580Ｐ４

ＳＢ2580Ｐ２

ＳＢ2580Ｐ３

ＳＢ2580Ｐ１

ＳＢ2580
Ｐ10

ＳＡ2188Ｐ５

ＳＡ2188Ｐ６

ＳＡ1538
Ｐ５

ＳＡ1538
Ｐ４

ＳＡ1538Ｐ１

ＳＡ1538

ＳＢ2580
Ｐ12 ＳＢ2580

Ｐ13
ＳＢ2580
Ｐ11

ＳＢ2580
Ｐ24

ＳＢ2580Ｐ７ ＳＢ2580
Ｐ８

ＳＡ1538Ｐ７

ＳＡ1538
Ｐ６

ＳＡ1538
Ｐ３

ＳＡ1538
Ｐ２

ＳＢ2580Ｐ26

ＳＫ1537

ＳＢ2580Ｐ25

ＳＢ2580
Ｐ10

29.0ｍ

ＳＡ1538

ＳＢ2580Ｐ16

ＳＢ2580Ｐ26

ＳＢ2580Ｐ14

ＳＢ2580
Ｐ25

ＳＢ2580Ｐ26ＳＢ2580
Ｐ23

ＳＢ2580
Ｐ９

ＳＢ2580Ｐ６
２ｍ０

ＳＢ2580
Ｐ12

ＳＢ2580Ｐ24

ＳＢ2580Ｐ17

ＳＡ1538
Ｐ７

ＳＢ2580Ｐ24ＳＢ2580Ｐ22

ＳＫ1537

29.0ｍ 29.0ｍ

29.0ｍ

Ｅ

ＨＧＦＥ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｇ

ＦＨ

Ｄ　

Ｂ

Ｃ

Ａ



－－ 159 －－

第4節 古代の遺構と遺物　

第10表 掘立柱建物跡柱穴一覧表

平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ）

SB 499 SB1945

Ｐ１ 円形 0.40 0.38 0.19 27.05 Ｐ１ 楕円形 0.12 0.18 0.25 28.59 

Ｐ２ 楕円形 0.53 0.45 0.26 26.95 Ｐ２ 円形 0.21 0.21 0.07 28.65 

Ｐ３ 円形 0.58 0.57 0.42 26.82 Ｐ３ 楕円形 0.30 0.26 0.18 28.44 

Ｐ４ 円形 0.35 0.35 0.16 27.03 Ｐ４ 円形 0.26 0.25 0.19 28.62 

Ｐ５ 楕円形 0.41 0.38 0.23 26.82 Ｐ５ 円形 0.24 0.22 0.13 28.57 

Ｐ６ 不整楕円形 0.45 0.38 0.32 26.89 Ｐ６ 円形 0.18 0.16 0.12 28.65 

Ｐ７ 円形 0.37 0.35 0.52 26.97 Ｐ７ 円形 0.26 0.24 0.28 28.60 

Ｐ１ 円形 0.53 0.45 0.65 26.85

Ｐ２ 円形 0.63 0.53 0.64 26.93

Ｐ３ 楕円形 0.73 0.49 0.64 26.73

Ｐ４ 円形 0.75 0.72 0.73 26.82

Ｐ５ 円形 0.59 0.58 0.63 26.87

Ｐ６ 不整円形 0.49 0.46 0.50 26.84 

Ｐ７ 楕円形 0.78 0.61 0.66 26.72

Ｐ８ 楕円形 0.59 0.41 0.46 26.72

Ｐ９ 不整円形 0.72 0.74 0.43 26.80

Ｐ１０ 不整円形 0.64 0.62 0.33 26.80

Ｐ１１ 円形 0.65 0.61 0.61 26.78

Ｐ１２ 楕円形 0.64 0.47 0.43 26.72 

Ｐ１３ 円形 0.67 0.65 0.30 26.81   

Ｐ１ 円形 0.39 0.36 0.80 28.76 

Ｐ２ 円形 0.31 0.28 0.11 28.74 

Ｐ３ 円形 0.24 0.24 0.27 28.57 

Ｐ４ 円形 0.26 0.26 0.30 28.59 

Ｐ５ 楕円形 0.24 0.20 0.11 28.75 

Ｐ６ 円形 0.20 0.21 0.22 28.66 

平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ）

SB1395

Ｐ１ 楕円形 0.82 0.60 0.42 28.74 

Ｐ２ 楕円形 0.42 0.38 0.31 28.77 

Ｐ３ 楕円形 0.40 0.28 0.21 28.79 

Ｐ４ 円形 0.46 0.44 0.31 28.60 

Ｐ５ 円形 0.42 0.40 0.21 28.65

Ｐ６ 隅丸方形 0.40 0.40 0.25 28.60 

Ｐ７ 円形 0.34 0.34 0.47 28.68 

Ｐ８ 楕円形 0.44 0.32 0.38 28.80 

Ｐ９ 円形 0.32 0.32 0.28 28.70 

Ｐ１０ 楕円形 0.72 0.52 0.47 28.48 

Ｐ１１ 円形 0.46 0.44 0.26 28.63 

Ｐ１２ 円形 0.44 0.43 0.21 28.66 

Ｐ１３ 円形 0.36 0.36 0.34 28.77 

Ｐ１４ 円形 0.40 0.38 0.29 28.77 

Ｐ１５ 円形 0.38 0.36 0.44 28.73

Ｐ１６ 円形 0.48 0.44 0.41 28.58 

Ｐ１７ 円形 0.52 0.52 0.29 28.53 

Ｐ１８ 円形 0.48 0.46 0.17 28.61

SB1467

SB1954

Ｐ１ 楕円形 0.94 0.56 0.40 28.55

Ｐ２ 円形 0.30 0.26 0.13 28.88

Ｐ３ 楕円形 0.50 0.46 0.47 28.66

Ｐ４ 円形 0.36 0.34 0.18 28.79

Ｐ５ 楕円形 0.46 0.38 0.22 28.93

Ｐ６ 楕円形 0.57 0.46 0.40 28.47 

Ｐ７ 円形 0.28 0.26 0.18 28.78 

Ｐ８ 不整円形 0.58 0.50 0.44 28.63

Ｐ９ 不整楕円形 0.30 0.18 0.21 28.86 

平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ）

SB2171

Ｐ1 楕円形 0.28 0.18 0.15 28.57

Ｐ2 楕円形 0.23 0.18 0.18 28.50

Ｐ3 楕円形 0.26 0.20 0.19 28.45 

Ｐ4 楕円形 0.28 0.20 0.20 28.48

Ｐ5 楕円形 0.18 － 0.13 28.48

Ｐ6 楕円形 0.31 0.21 0.21 28.37

Ｐ7 楕円形 0.30 0.26 0.15 28.52

Ｐ8 円形 0.20 0.18 0.12 28.49 

Ｐ9 楕円形 0.23 0.16 0.11 28.55

Ｐ10 楕円形 0.22 0.14 0.09 28.60

Ｐ11 円形 0.22 0.20 0.13 28.56

Ｐ12 円形 0.20 0.18 0.15 28.55

Ｐ13 楕円形 0.31 0.20 0.11 28.55

Ｐ14 楕円形 0.33 0.24 0.13 28.55 

Ｐ15 円形 0.28 0.28 0.20 28.49

Ｐ16 楕円形 0.32 0.26 0.24 28.49

Ｐ17 楕円形 0.31 0.20 0.16 28.60

Ｐ18 楕円形 0.24 0.20 0.19 28.58 

Ｐ19 円形 0.21 0.20 0.15 28.59

Ｐ20 円形 0.22 0.21 0.13 28.60

Ｐ21 楕円形 0.30 0.26 0.13 28.60 

Ｐ22 円形 0.25 0.22 0.23 28.54

Ｐ23 円形 0.31 0.28 0.12 28.65 

Ｐ24 楕円形 0.46 0.30 0.24 28.53

Ｐ25 円形 0.35 0.33 0.28 28.52 

Ｐ26 楕円形 0.46 0.20 0.12 28.70 

平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ）

平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ）

Ｐ１ 楕円形 0.40 0.34 0.33 28.20 

Ｐ２ 円形 0.38 0.36 0.67 27.88 

Ｐ３ 楕円形 0.24 0.20 0.44 25.06 

Ｐ４ 楕円形 0.36 0.32 0.53 27.92

Ｐ５ 円形 0.28 0.28 0.50 27.92

Ｐ６ 楕円形 0.48 0.40 0.40 28.09 

Ｐ７ 楕円形 0.38 0.26 0.14 28.46

Ｐ８ 円形 0.19 0.19 0.35 28.27 

SB1530a･ｂ

平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ）

SB2580
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３. 竪穴状遺構

ＳＫⅠ66（第120図、図版14－3）

ＯＫ8グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＩ150を切る。平面形は方形を呈し長軸（北－南）1.68ｍ、

短軸（東－西）1.46ｍ、確認面からの深さは0.92ｍである。底面は平坦で壁は垂直に立ち上がる。

覆土は黒褐色土を主としており、5層に分けられた。第5層は壁の崩落土の可能性がある。遺物は土

師器片のほか羽口片2点、軽石2点、礫2点が出土した。

ＳＫⅠ122（第120図、図版15－1）

ＯＳ･ＯＴ5･6グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は一辺2.6ｍの隅丸方形を呈し、確認面から

の深さは0.13ｍである。床面は平坦で壁は緩やかに立ち上がる。覆土は3層に分けられた。

柱穴は10基で、北隅（Ｐ11）、西隅（Ｐ1･Ｐ2･Ｐ3）のほか、南東壁（Ｐ8･Ｐ9･Ｐ10）、床

面（Ｐ4･Ｐ5･Ｐ7）に位置する。柱穴Ｐ1～Ｐ5･Ｐ7～Ｐ11の深さは0.05～0.34ｍである。Ｐ

6は楕円形の土坑で長軸0.92ｍ、短軸0.78ｍ、床面からの深さ0.24ｍである。遺物は出土しなかった。

ＳＫⅠ231（第120図）

ＯＲ13グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は方形を呈し、長軸（北東－南西）1.2ｍ、短軸（北

西－南東）1.07ｍ、確認面からの深さは0.34ｍである。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土は

3層に分けられ、第2層に地山ブロックが多く混入している。遺物は土師器片8点、鉄滓1点が出土した。

ＳＫⅠ300（第121図、図版15－2）

ＰＫ2グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＩ26･450を切る。平面形は隅丸方形を呈し、長軸（北

西－南東）2.06ｍ、短軸（北東－南西）1.68ｍ、確認面からの深さ1.2ｍである。底面は平坦で、壁

は垂直に立ち上がる。覆土は4層に分けられ、第2･3層は壁の崩落土と思われる。遺物は土師器坏

（第123図12・13）、須恵器1点、内面を黒色処理された土師器1点、縄文土器3点が出土した。

ＳＫⅠ950（第53・54図）

ＰＥ8･9グリッドのＳＩ468床面で確認した。北西側は調査区外に達する。ＳＩ468に切られ、

ＳＫＩ2892を切る。平面形は隅丸方形を呈するものと思われ、長軸（北東－南西）1.6ｍ以上、短軸

（北西－南東）0.98ｍ以上、確認面からの深さは0.7ｍである。底面は平坦で壁は垂直に立ち上がる。

覆土は3層に分けられ、第1層はＳＩ468の貼床の可能性がある。遺物は土師器片が出土した。

ＳＫⅠ1100（第121図）

ＰＨ･ＰⅠ17･18グリッドの第Ⅴ層で確認した。農業用水路が上部を通っていたため未調査区域が

ある。パイプライン埋め立てのため削平を受けている。平面形は不整方形を呈すると思われ、長軸

（北西－南東）2.28ｍ以上、短軸（北東－南西）1.32ｍ以上、確認面からの深さは0.15ｍである。底

面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。中央部に底面からの深さが0.15ｍの土坑が検出された。覆土は

3層に分けられた。遺物は土師器坏（第123図14）のほか、土師器片1点と鍛冶滓が1点出土した。

ＳＫⅠ1394（第122図）

ＯＪ･ＯＫ16･17グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＤ100に切られる。平面形は不整隅丸方形を呈し、

開口部の長軸（北－南）2.55ｍ、短軸（東－西）1.92ｍ、確認面からの深さは1.07ｍである。底面は
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平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土は7層に分けられた。第6層･第7層は地山ブロックが多く混

入する暗褐色土で壁の崩落土と思われる。遺物は土師器片のほか、須恵器片5点、フイゴの羽口が1

点出土している。

ＳＫⅠ2305（第122図、図版15－3）

ＰＪ･ＰＫ－4グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＩ2306を切る。平面形は一辺1.6ｍの隅丸方形

を呈し、確認面からの深さは0.6ｍである。底面は平坦で、南側が深くなっており、壁は垂直に立ち

上がる。覆土は6層に分けられた。第4層は壁が崩落したもので、第5層は壁に立てた板材の痕跡の

可能性がある。底面からは壁溝と南東隅･南西隅に柱穴を検出した。遺物は土師器坏（第123図15）

のほか、鉄製品が1点出土した。

ＳＫⅠ2306（第122図、図版15－3）

ＰＪ･ＰＫ－4グリッドの第Ⅴ層で確認した。北側は撹乱され、ＳＫＩ2305に切られる。平面形は

不整方形を呈するものと思われ、長軸（北東－南西）1.6ｍ以上、短軸（北西－南東）1.5ｍ以上、確

認面からの深さは0.38ｍである。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土は褐色土の単一層で

ある。底面からは、北東隅･北西隅･東側に柱穴を検出した。遺物は出土しなかった。

ＳＫⅠ2892（第53･54図）

ＰＥ8･9グリッドのＳＩ468床面で確認した。北西側は調査区外に達する。ＳＫＰ3013･ＳＫＰ

3015･ＳＫＩ950･ＳＩ468に切られ、ＳＫＦ830を切る。平面形は方形を呈するものと思われ、長

軸（北西－南東）1.58ｍ以上、短軸（北東－南西）1.08ｍ以上、確認面からの深さ0.32ｍである。

底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土は4層に分けられた。第1層はＳＩ468の貼床の可能性

がある。
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第120図　ＳＫⅠ66・122・231竪穴状遺構

SKI66
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性中

炭化物2％混入　焼土ブロック1％混入
地山ブロック5％混入

2 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性強
炭化物1％混入　焼土ブロック1％混入
地山ブロック30％混入

3 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性強
地山ブロック3％混入

4 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性強
炭化物1％混入　焼土ブロック1％混入
地山ブロック50％混入

5 褐色土（7.5YR）しまり強　粘性強
暗褐色土40％混入

SKI231                                 
1 黒褐色土（10YR3/2）しまり強　粘性弱

炭化物ブロック1%混入　焼土ブロック1%混入
地山ブロック5%混入

2 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性弱
地山ブロック50%混入

3 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性中

SKI122                                 
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性弱

炭化物1％混入　焼土ブロック1％未満混入
地山ブロック5％混入

2 褐色土（10YR4/6）しまり強　粘性弱
炭化物1％未満混入

3 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱
炭化物1％未満混入　焼土ブロック3％混入
地山ブロック3％混入

ＳＫⅠ66 26.5ｍ

26.2ｍ

ＳＫＰ2954

25.8ｍ

ＳＫＰ2955

ＳＫＰ
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第121図　ＳＫⅠ300・1100竪穴状遺構

SKI300                                 
1 暗褐色土（7.5YR3/3）しまり強　粘性弱

地山ブロック3%混入
2 暗褐色土（7.5YR3/4）しまり強　粘性強
3 褐色土（7.5YR4/4）しまり強　粘性強
4 黒褐色土（7.5YR2/3）しまり弱　粘性強

地山ブロック1％混入

SKI1100
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性弱

炭化物（径5mm）1%未満混入
焼土ブロック（径5mm）1%混入
地山ブロック（径1cm）5%混入

2 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性なし
炭化物（径5mm）1%未満混入
地山ブロック（径1cm）15%混入

3 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性なし
炭化物（径5mm）1%未満混入
焼土ブロック（径5mm）1%未満混入
地山ブロック（径1cm）5%混入

SKP1090
１　黒褐色土（10YR2/2）しまり中 粘性強

ＳＫⅠ300

ＳＫＰ
1289

25.6ｍ
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第122図　ＳＫⅠ1394・2305・2306竪穴状遺構

SK1394
1 黒褐色土（10YR3/1）しまり弱　粘性中

地山ブロック（径5mm）1%未満混入
2 黒褐色土（10YR3/2）しまり中　粘性弱

炭化物（径0.5̃1cm）1%混入
焼土ブロック（径0.5̃1cm）1%混入
地山ブロック（径0.5̃1cm）5%混入

3 黒褐色土（10YR3/2）しまり中　粘性弱
炭化物（径5mm）1%混入
焼土ブロック（径5mm）1%混入
地山ブロック（径5mm）1%混入

4 黒褐色土（10YR3/2）しまり中　粘性弱
炭化物（径0.5̃1cm）1%混入
焼土ブロック（径0.5̃1cm）1%混入
地山ブロック（径0.5̃1cm）5%混入

5 黒褐色（10YR3/2）しまり中　粘性弱
炭化物（径5mm）1%混入
焼土ブロック（径5mm）1%混入
地山ブロック（径5mm）1%混入

6 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性弱
焼土ブロック（径5mm）1%混入
地山ブロック30%混入

7 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性弱
焼土ブロック（径0.5̃1cm）1%混入
地山ブロック（径5mm）20%混入

SKI2305
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中

炭化物（径1̃5mm）1%未満混入
焼土ブロック（径1mm）1%未満混入
地山ブロック（径1mm）1%混入

2 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性中
炭化物（径1̃5mm）1%未満混入
地山ブロック（径1mm）1%混入

3 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性中
地山ブロック（径1mm）3%混入

4 褐色土（7.5YR4/6）しまり強　粘性中
暗褐色土（10YR3/4）10%混入

5 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性中
地山ブロック（径1mm）3%混入

6 暗褐色土（10YR3/3）しまり弱　粘性中

SKI2306
1 褐色土（10YR4/6）しまり中　粘性中

焼土ブロック（径1mm）1%未満混入

ＳＫⅠ1394

２ｍＳＫＩ2305 ０

ＳＤ100

撹
　
乱
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Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

27.6ｍ

土師器
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７

１
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４
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第123図　遺構内出土遺物（26）（ＳＢ499・1395・1530・2580・ＳＫⅠ300・1100・2305）

ＳＢ499
ＳＢ499 ＳＢ1395

ＳＢ1530

ＳＢ1530

ＳＫⅠ300

ＳＢ2580

ＳＢ1530ＳＢ1530

ＳＢ1530
ＳＢ1530

10cm０

10cm

ＳＫⅠ2305

ＳＫⅠ1100

ＳＫⅠ300

15

14
０

13

12

11

９８７

６
５

４

３

２
１

ＳＢ1530

10



第123図1 SB499 土師 坏 体部～底部 － － 4.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第123図2 SB499 土師 坏 体部～底部 － － 5.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第123図3 SB1395P7 土師 甕 体部～底部 － － 〔6.0〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密な胎土に

0.5㎜の砂粒

混入

第123図4 SB1530 土師 坏 底部 － － 〔5.2〕 回転糸切り 外面：ロクロ 緻密

→ケズリ出

し高台 内面：ミガキ

第123図5 SB1530 土師 坏 口縁部～底部 〔11.0〕 4.7 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密 口縁部に煤

第123図6 SB1530 土師 坏 体部～底部 － － 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第123図7 SB1530 土師 坏 底部 － － 3.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第123図8 SB1530 土師 坏 底部 － － 3.6 回転糸切り 緻密

第123図9 SB1530 土師 坏 底部 － － 〔5.0〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第123図11 SB2580 土師 坏 口縁部～体部 〔12.6〕 － － 外面：ロクロ 0.5㎜の

砂粒混入

内面：ミガキ

→黒色処理

第123図12 SKI300 土師 坏 体部～底部 － － 4.6 回転糸切り 粗い胎土に

0.5㎜以下の

砂粒混入

第123図13 SKI300 土師 坏 体部～底部 － － 6.0 回転糸切り 緻密

第123図14 SKI1100 土師 坏 底部 － － 5.0 回転糸切り 緻密

第123図15 SKI2305 土師 坏 口縁部～底部 〔12.1〕 4.6 5.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密
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第11表　掘立柱建物跡・竪穴状遺構出土遺物一覧表

挿図番号 図版番号 出土地点 種別 器種 部位 外底部 器面特徴 胎土 備考

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 最大長×最大幅×最大厚（㎝） 備考

第123図10 SB1530 鉄鏃 5.2×1.5×0.5

口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

成形

成形
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4 土坑

ＳＫ7（第124図）

ＯＨ･ＯＩ11グリッドの第Ⅴ層で確認した。南東側を確認調査のトレンチで削平され、西側は撹乱を

受けている。平面形は不整形を呈するものと思われ、長軸（北西－南東）1.86ｍ以上、短軸（北東－南

西）0.82ｍ以上、確認面からの深さは0.21ｍである。底面はわずかに起伏があり、壁は緩やかに立ち上

がる。覆土は、暗褐色土の炭化物を含んだ単一層である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ8（第124図）

ＯＧ10･11グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北－南）1.5ｍ、短軸（東－

西）1.22ｍ、確認面からの深さ0.11ｍである。底面はわずかに起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。

覆土は暗褐色土の単一層で、底面付近に微量の焼土・炭化物・明黄褐色土が混入する。遺物は土師器坏

(第168図2)が底面から出土している。

ＳＫ9（第124図）

ＯＨ10グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＡ22Ｐ5～Ｐ7に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸

（北東－南西）2.76ｍ、短軸（北西－南東）1.44ｍ、確認面からの深さは0.25ｍである。底面は平坦で、

壁は緩やかに立ち上がる。覆土は、暗褐色土の単一層で中位に焼土ブロックが混入する。遺物は土師器

坏(第168図3～5)のほか、刀子1点が出土している。

ＳＫ13（第124図）

ＰＤ15グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸(北西－南東）0.71ｍ、短軸（北

東－南西）0.61ｍ、確認面からの深さは0.3ｍである。底面は起伏があり、壁は急に立ち上がる。覆土

は、黒褐色土の単一層で、地山ブロックが混入する。遺物は土師器片1点が出土している。

ＳＫ19（第124図）

ＰＦ15グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北－南）0.93ｍ、短軸（東－西）

0.75ｍ、確認面からの深さは0.2ｍである。底面は平坦で南側に深さ0.3ｍのくぼみがあり、壁は急に立

ち上がる。覆土は、黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片のほか刀子1点が出土している。

ＳＫ29（第124図）

ＯＦ･ＯＧ8グリッドの第Ⅳ層で確認した。南西側を確認調査のトレンチによって削平されている。平

面形は円形を呈するものと思われ、径0.4ｍ、確認面からの深さは0.38ｍである。底面は中央に向かっ

て緩く傾斜し、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第2層に地山ブロックが混入する。

遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ30（第125図）

ＯＳ2グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北東－南西）1.36ｍ、短軸（北

西－南東）1.22ｍ、確認面からの深さ0.36ｍである。底面は、全体に平坦で南東側にくぼみがあり、壁

は、底面から緩やかに立ち上がる。覆土は、暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片1点が出土して

いる。

ＳＫ31（第125図）

ＯＮ０、ＯＯ0･1グリッドの第Ⅴ層で確認した。北側をＳＫ94に切られる。平面形は楕円形を呈し、
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長軸（北西－南東）1.69ｍ、短軸（北東－南西）1.46ｍ、確認面からの深さは0.2ｍである。底面は全

体に平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられた。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ32（第125図）

ＯＯ0･1グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸(東－西）1.9ｍ、短軸(北－南）

1.52ｍ、確認面からの深さは0.13ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分

けられた。遺物は土師器坏（第168図6・7）、土師器甕（第168図8）が出土した。

ＳＫ38（第125図）

ＯＩ9グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）1.79ｍ、短軸（北

東－南西）1.36ｍ、確認面からの深さは0.36ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土

は暗褐色土を主として2層に分けられた。第2層は地山ブロックが多く混入している。土師器坏（第

168図9）が出土した。

ＳＫ39（第125図）

ＯＩ8･9グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北東－南西）1.67ｍ、短軸

（北西－南東）1.52ｍ、確認面からの深さは0.18ｍである。底面は起伏があり、北東部と南東部にくぼ

みがある。壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片のほか礫2点が

出土した。

ＳＫ50（第125図）

ＰＣ16グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ185を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（東－西）1.28

ｍ、短軸（北－南）0.98ｍ、確認面からの深さ0.34ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆

土は黒褐色土の単一層で地山ブロックが混入している。遺物は土師器坏(第168図10･11）が出土してい

る。

ＳＫ58（第126図）

ＯＴ13グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は隅丸長方形である。長軸（北東－南西）1.18ｍ、短軸

（北西－南東）1.04ｍ、確認面からの深さは0.12ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。

覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ59（第126図）

ＰＤ16グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北東－南西）0.6ｍ、短軸（北

西－南東）0.53ｍ、確認面からの深さは0.19ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土

は2層に分けられ、第2層に地山ブロック、明褐色土、軽石、鉄錆が混入している。遺物は土師器片が

出土している。

ＳＫ68（第126図）

ＯＪ7･8グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＤ2978を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（北東－南西）

1.72ｍ、短軸（北西－南東）1.58ｍ、確認面からの深さは0.29ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに

立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層で、中位に焼土ブロックがある。遺物は土師器甕（第168図12）

と須恵器片1点が出土している。

ＳＫ69（第126図）

ＯＩ･ＯＪ6グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＤ73を切る。平面形は径1.8ｍの円形を呈し、確認面か
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らの深さは0.18ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は、暗褐色土の単一層である。

遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ70（第127図）

ＯＩ8グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）1.86ｍ、短軸（北

東－南西）1.3ｍ、確認面からの深さ0.18ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は、

暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土した。

ＳＫ77（第127図）

ＯＧ･ＯＨ 6グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は円形を呈し、長軸（東－西）1.24ｍ、短軸

（北－南）1.18ｍ、確認面からの深さは0.4ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は、

2層に分けられた。遺物は、土師器坏(第168図13～15)と椀形鍛冶滓1点が出土している。

ＳＫ78（第127図）

ＯＧ6･7グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＮ199に切られる。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（北

西－南東）1.58ｍ、短軸(北東－南西）1.26ｍ、確認面からの深さは0.18ｍである。底面は平坦で、南

東側壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は、土師器片と須恵器片のほか礫1点

が出土している。

ＳＫ79（第127図）

ＯＨ8グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ85・88･89を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－

南東）1.61ｍ、短軸（北東－南西）0.92ｍ、確認面からの深さは0.34ｍである。底面は平坦で、壁は急

に立ち上がる。覆土は、黒褐色土の単一層で、地山ブロックが下位に混入している。遺物は、土師器片

と須恵器3点が出土している。

ＳＫ85（第127図）

ＯＧ･ＯＨ8グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ79に切られる。平面形は径0.81ｍの円形を呈し、確認

面からの深さは0.37ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は3層に分けられた。第1層

は上位から中位にかけて炭化物が混入する暗褐色土で、第2層との境に炭化材が認められた。堆積状況

から第2･3層は埋め戻しによるものと判断した。遺物は土師器坏(第168図16･17)のほか､須恵器甕片

(第169図1)が出土している。

ＳＫ88（第127図）

ＯＨ8グリッドの第Ⅳ層で確認した。南東側をＳＫ79に切られる。平面形は一辺1.31ｍの円形を呈し、

確認面からの深さは0.18ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は2層に分けられた。遺

物は土師器片が出土している。

ＳＫ89（第127図）

ＯＨ8グリッドの第Ⅳ層で確認した。北西側をＳＫ79に切られる。平面形は円形を呈し、長軸（北

西－南東）0.57ｍ、短軸（北東－南西）0.29ｍ、確認面からの深さは0.19ｍである。底面は平坦で、壁

は急に立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第2層は地山ブロックが混入している。遺物は土師器片8

点が出土している。

ＳＫ91（第128図）

ＯＲ3グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北東－南西）2.14ｍ、短軸（北
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西－南東）1.56ｍ、確認面からの深さは0.38ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土

は2層に分けられた。遺物は覆土の上位から中位にかけて土師器片と須恵器片が出土している。

ＳＫ94（第125図）

ＯＮ･ＯＯ0グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ31を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（北東－南

西）0.96ｍ、短軸（北西－南東）0.5ｍ、確認面からの深さは0.46ｍである。底面は中央に向かって緩

く傾斜し、壁は垂直に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層で、上位から中位にかけて地山ブロックが

混入している。遺物は出土しなかった。

ＳＫ103（第128図）

ＰＤ8グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫＰ2971に切られ、ＳＫＰ2970を切る。平面形は楕円形を

呈し、長軸（北東－南西）1.62ｍ、短軸（北西－南東）1.26ｍ、確認面からの深さ0.1ｍである。底面

は平坦で壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第2層に炭化物が多く混入している。遺物

は土師器片と須恵器、椀形鍛冶滓1点が出土している。

ＳＫ104（第128図）

ＰＣ15グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は不整方形を呈し、長軸（北東－南西）1.96ｍ、短軸

（北西－南東）1.76ｍ、確認面からの深さ0.23ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆

土は黒色土の単一層であり、地山ブロックが混入している。遺物は土師器坏（第169図2・3）が出土

し、その他須恵器片1点、鍛冶滓1点、椀形鍛冶滓2点が出土している。

ＳＫ105（第128図）

ＰＣ14グリッドの第Ⅴ層で確認した。北側は調査区外に達する。平面形は円形を呈するものと思われ、

長軸（北西－南東）1.14ｍ、短軸（北東－南西）0.46ｍ以上、確認面からの深さは0.7ｍである。底面

は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第1層に炭化物、第2層に地山ブロックが

多く混入している。遺物は土師器片2点が出土している。

ＳＫ109（第128図）

ＯＨ6･7グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫＰ448に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸（北

西－南東）1.44ｍ、短軸（北東－南西）1.07ｍ、確認面からの深さは0.38ｍである。底面は平坦で、壁

は北東側が急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層で、地山ブロックが混入しており、埋め戻された

可能性がある。底面中央部に炭化物が固まって出土したほか、遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ121（第129図）

ＰＥ2・ＰＦ2･3グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）1.06

ｍ、短軸（北東－南西）0.94ｍ、確認面からの深さ0.12ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上

がる。覆土は黒褐色土の単一層で、中央下位に地山ブロックが混入している。遺物は土師器片1点、鉄

滓1点が出土している。

ＳＫ124（第129図）

ＯＳ･ＯＴ4グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径0.72ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.1

ｍである。底面はほぼ平坦で壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器

片7点が出土している。
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ＳＫ126（第129図）

ＯＴ4グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸(北西－南東)0.64ｍ、短軸（北

東－南西）0.52ｍ、確認面からの深さは0.1ｍ、底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐

色土の単一層で、底面付近に地山ブロックが混入している。遺物は土師器片2点が出土している。

ＳＫ127（第191図）

ＰＢ3グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ128、ＳＤ129に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸

（東－西）1.16ｍ、短軸(北－南）0.68ｍ、確認面からの深さは0.11ｍである。底面は平坦で、壁は緩や

かに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器坏（第169図4）のほか土師器片3点

が出土している。

ＳＫ128（第191図）

ＰＢ2･3グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ127・ＳＤ129を切る。南側は削平を受けているので、

規模形状は不明である。確認面からの深さは0.28ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片7点のほか礫1点が出土している。

ＳＫ131（第129図）

ＯＬ9グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北東－南西）1.51ｍ、短軸(北

西－南東）1.27ｍ、確認面からの深さ0.09ｍである。底面はやや起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。

覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片のほか礫1点が出土している。

ＳＫ132（第129図）

ＯＭ8・9グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は不整円形を呈し、長軸（東－西）1.1ｍ、短軸

（北－南）1.07ｍ、確認面からの深さは0.1ｍである。底面は、やや起伏があり、壁は緩やかに立ち上が

る。覆土は、暗褐色土の単一層である。遺物は、底面から土師器甕(第169図5）が出土している。

ＳＫ133（第129図）

ＯＭ8グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（北－南）1.56ｍ、短軸

（東－西）1.0ｍ、確認面からの深さは0.11ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は

暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ134（第129図）

ＯＭ9グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫＰ471・477を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（北

西－南東）1.46ｍ、短軸（北東－南西）1.16ｍ、確認面からの深さは0.11ｍである。底面は平坦で、壁

は緩やかに立ち上がる。覆土は、暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ151（第128図）

ＯＨ6グリッドの第Ⅳ層で確認した。北東側をＳＮ80に切られる。平面形は径1.08ｍの円形を呈し、

確認面からの深さは0.23ｍである。底面は平坦で、壁は北西側が緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土

の単一層である。

ＳＫ154（第129図）

ＯＧ7グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は径1.11ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.31ｍで

ある。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第1層から土器片･炭化物が多く

出土している。第2層に地山ブロックが混入している。遺物は土師器坏（第169図6）のほか、土師器
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坏片3点が出土している。

ＳＫ156（第129図）

ＰＥ7グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＤ98を切る。平面形は径0.7ｍの円形を呈し、確認面からの

深さは0.18ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は、黒褐色土の単一層である。遺

物は土師器片3点のほか､砥石(第169図7)が出土している。

ＳＫ157（第130図）

ＰＣ9グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ526・ＳＤ99に切られる。平面形は楕円形を呈するものと

思われ、長軸（北－南）1.02ｍ以上、短軸（東－西）0.87ｍ以上、確認面からの深さは0.48ｍである。

底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は7層に分けられ、第2層は焼土層、第3層は灰褐色土層で、

全体的に自然な堆積を示す。遺物は土師器甕（第169図8）、土師器片が出土し、その他縄文土器3点、

椀形鍛冶滓2点が出土している。

ＳＫ158（第130図）

ＰＫ0グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は径0.64ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.08ｍで

ある。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層で、西側に地山ブロックが多

く混入している。遺物は土師器片1点が出土している。

ＳＫ161（第130図）

ＯＳ4グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は隅丸方形を呈し、長軸（北－南）1.42ｍ、短軸（東－

西）0.84ｍ、確認面からの深さは0.18ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土

の単一層で、地山ブロックが全体に点在し、上位に焼土が多く混入する。遺物は土師器片と須恵器片2

点が出土している。

ＳＫ162（第130図）

ＯＱ4グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸(北東－南西）1.34ｍ、短軸（北

西－南東）1.0ｍ、確認面からの深さは0.2ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は

暗褐色土の単一層で、地山ブロックが混入している。遺物は、土師器片が南東側で多く見つかり､土師器

坏(第170図1)､砂底の土師器甕(第170図2)が出土している。

ＳＫ163（第130図）

ＯＮ1グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＤ100に切られる。平面形は不整楕円形を呈するものと思わ

れ、長軸（北西－南東）0.96ｍ以上、短軸（北東－南西）1.02ｍ、確認面からの深さは0.13ｍである。

底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は、暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土し

ている。

ＳＫ164（第130図）

ＰＡ4グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径0.77ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.11ｍで

ある。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は褐色土の単一層で、地山ブロックが混入してい

る。遺物は土師器片1点とフイゴの羽口片1点が出土している。

ＳＫ167（第131図）

ＰＡ7グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径0.58ｍの不整円形を呈し、確認面からの深さは0.33

ｍである。底面は東側に向かって緩く傾斜し、壁は垂直に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層で、上
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位に地山ブロックが混入している。遺物は土師器片1点が出土している。

ＳＫ168（第131図）

ＯＳ9グリッドの第Ⅳ層で確認したが、北側は削平を受けて失っている。平面形は径1.35ｍの円形を

呈し、確認面からの深さ0.17ｍである。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片4点が出土し

ている。

ＳＫ173（第131図）

ＯＬ･ＯＭ11グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は径2.52ｍの不整円形を呈し、確認面からの深さ

は0.19ｍである。底面は全体に平坦で、東側にくぼみがあり、壁は北側が急に立ち上がる。覆土は2層

に分けられた。遺物は土師器坏（第170図3･4）、土師器片6点が出土し、須恵器片1点、石器1点が

出土している。

ＳＫ185（第125図）

ＰＣ16グリッドの第Ⅴ層で確認した。南側は調査区外に達し、北側をＳＫ50に切られる。平面形は径

1.12ｍの円形を呈するものと思われ、確認面からの深さは0.29ｍである。覆土は、黒褐色土を主として

3層に分けられた。遺物は、土師器片と須恵器片１点が出土している。

ＳＫ193（第131図）

ＯＨ･ＯＩ7グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫＰ2982を切る。平面形は径1.08ｍの不整円形を呈し、

確認面からの深さは0.33ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第1

層に焼土ブロックと炭化物が多く混入し、第2層に地山ブロックが混入している。遺物は土師器片と焼

けた礫1点が出土している。

ＳＫ205（第131図）

ＰＡ14グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径0.85ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.15ｍで

ある。底面は西側に緩く傾斜し､壁は東側が緩やかに､西側が急に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層

である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ215（第131図）

ＯＪ･ＯＫ9グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）0.97ｍ、短

軸（北東－南西）0.71ｍ、確認面からの深さは0.21ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆

土はにぶい黄褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ216（第131図）

ＯＪ9グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北－南）0.78ｍ、短軸（東－西）

0.66ｍ、確認面からの深さは0.32ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は緩やかに立ち上が

る。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は穿孔された土師器皿(第170図5)、土師器坏(第170図6･

8･9 )､内面の底部と口縁部に煤が付着した土師器坏(第170図7)が出土している。

ＳＫ222(第132図)

ＰＢ･ＰＣ15･16グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ223・ＳＫ225を切る。平面形は径1.14ｍの不整

円形を呈し、確認面からの深さは0.55ｍである。底面は中央に向かって緩やかに傾斜し、壁は急に立ち

上がる。覆土は3層に分けられ、第1層は地山ブロックが多く混入し、第2層は炭化物が多く混入し

ている。遺物は土師器坏（第170図10）と須恵器1点、椀形鍛冶滓1点、鉄製品1点が出土している。
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ＳＫ223(第132図)

ＰＢ15･16グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ222に切られる。平面形は径0.69ｍの不整円形を呈し、

確認面からの深さは0.41ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層

で、地山ブロックが混入している。遺物は出土しなかった。

ＳＫ224(第132図)

ＰＢ･ＰＣ16グリッドの第Ⅴ層で確認した。北側は農道に達する。平面形は長方形を呈すると思われ、

長軸（北西－南東）1.25ｍ以上、短軸（北東－南西）1.31ｍ、確認面からの深さは0.38ｍである。底面

は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第2層に地山ブロックが多く混入する。

遺物は土師器片と須恵器片1点が出土している。

ＳＫ225(第132図)

ＰＣ15グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ222に切られる。平面形は径0.86ｍ以上の不整円形を呈す

るものと思われ、確認面からの深さは0.34ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は

2層に分けられ、第2層に地山ブロックが多く混入する。遺物は出土しなかった。

ＳＫ232(第132図)

ＯＳ15グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径1.32ｍの円形を呈し、確認面からの深さ0.3ｍであ

る。底面はやや起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は5層に分けられ、第5層は地山質でシル

トと砂の混合土である。遺物は、第2層と第3層から多く出土し､高台付皿(第170図11)､土師器坏の

ほか鉄製品1点、椀形鍛冶滓1点が出土している。

ＳＫ233(第132図)

ＯＲ15グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（北西－南東）0.61ｍ、短軸

（北東－南西）0.46ｍ、確認面からの深さは0.29ｍである。底面は平坦であるが、東側が浅くなってお

り、壁は袋状にオーバーハングする。覆土は、黒褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ234（第133図）

ＯＲ14グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径0.9ｍの不整円形を呈し、確認面からの深さは0.19

ｍである。底面は平坦で中央部にくぼみがあり、壁は垂直に立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第2

層に地山ブロックが多く混入している。

ＳＫ235（第133図）

ＯＲ･ＯＳ13･14グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ612に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸

（北－南）1.76ｍ、短軸（東－西）1.58ｍ、確認面からの深さ0.2ｍである。底面は平坦で、壁は緩やか

に立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第2層に炭化物が多く混入している。遺物は土師器坏（第170

図12）、土師器坏8点のほか、椀形鍛冶滓1点が出土した。

ＳＫ236（第133図）

ＯＴ6･7グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（東－西）1.86ｍ、短軸

（北－南）1.68ｍ、確認面からの深さは0.16ｍである。底面は起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。

覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ253（第133図）

ＯＫ7グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＩ1000Ｐ6・ＳＫＰ841を切る。平面形は隅丸方形を呈し、
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長軸（北東－南西）1.1ｍ、短軸（北西－南東）0.9ｍ、確認面からの深さは0.36ｍである。底面は平坦

で壁は垂直に立ち上がる。覆土は4層に分けられ、第4層に暗褐色土が混入している。遺物は出土しなか

った。

ＳＫ254（第134図）

ＯＫ･ＯＬ7･8グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は隅丸方形を呈し、長軸（北東－南西）1.54ｍ、

短軸（北西－南東）1.35ｍ、確認面からの深さは0.25ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上が

る。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器坏（第170図13）のほか、須恵器1点が出土してい

る。

ＳＫ255（第134図）

ＯＬ6グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸(北東－南西）1.26ｍ、短軸（北

西－南東）1.07ｍ、確認面からの深さは0.11ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土

は褐色土の単一層である。遺物は土師器片のほか鉄滓2点が出土している。

ＳＫ256（第133図）

ＯＫ7･8グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は隅丸方形を呈し、長軸(北東－南西）1.18ｍ、短軸

（北西－南東）0.88ｍ、確認面からの深さは0.41ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土

は２層に分けられた。遺物は土師器片1点が出土している。

ＳＫ258（第134図）

ＯＪ･ＯＫ7グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ259に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸（北

東－南西）0.91ｍ、短軸（北西－南東）0.78ｍ、確認面からの深さは0.05ｍである。底面は平坦で壁は

緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ263（第134図）

ＯＪ7グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は径0.62ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.18ｍで

ある。底面は西側に向かって傾斜し、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物

は土師器片が出土している。

ＳＫ273（第134図）

ＯＱ3グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＮ274に切られる。平面形は不整楕円形を呈し、長軸(西－東）

1.9ｍ、短軸（北－南）1.26ｍ、確認面からの深さは0.2ｍである。底面は平坦であるが、東側が浅くな

っており、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第1層は焼土層である。遺物は出土しな

かった。

ＳＫ277（第134図）

ＯＳ5グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は不整楕円形を呈し、長軸(北東－南西)1.36ｍ、短軸

(北西－南東)1.16ｍ、確認面からの深さは0.09ｍである。底面は北から南にかけて緩やかに傾斜する。

壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられた。遺物は出土しなかった。

ＳＫ278（第135図）

ＰＡ4グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ279に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸（東－西）

1.06ｍ、短軸（北－南）0.92ｍ、確認面からの深さは0.13ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち

上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。
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ＳＫ279（第135図）

ＰＡ･ＰＢ4グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ278を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（東－西）

1.0ｍ、短軸（北－南）0.65ｍ、確認面からの深さは0.2ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上

がる。覆土は褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ290（第135図）

ＯＱ13グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＩ213・ＳＫＰ295と切り合うが、新旧関係は不明である。

平面形は楕円形を呈し、長軸（北－南）0.72ｍ、短軸（東－西）0.58ｍ、確認面からの深さは0.16ｍで

ある。底面は平坦で壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層で、地山ブロックが混入してい

る。遺物は底面から土師器坏(第170図14)が出土している。

ＳＫ301（第135図）

ＰＥ7グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径1.0ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.1ｍであ

る。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第1層は焼

土層である。遺物は、土師器片3点、縄文土器2点、鉄滓2点が出土している。

ＳＫ303（第135図）

ＯＲ6･7グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ308に切られる。平面形は楕円形を呈するものと思われ、

長軸（北－南）0.74ｍ以上、短軸（東－西）1.27ｍ、確認面からの深さは0.12ｍである。底面はやや起

伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ308（第135図）

ＯＲ6グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ303を切る。平面形は径0.89ｍの円形を呈し、確認面から

の深さは0.33ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は3層に分けられた。遺物は土師器

片のほか、被熱した礫が2点出土している。

ＳＫ323（第135図）

ＯＱ ･ＯＲ7グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は径1.64ｍの円形を呈し、確認面からの深さは

0.14ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師

器坏(第171図1･2 )が出土している。

ＳＫ330（第135図）

ＯＱ･ＯＲ6･7グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＮ315に切られる。平面形は楕円形を呈するものと

思われ、長軸（北－南）0.95ｍ、短軸(東－西）0.65ｍ以上、確認面からの深さは0.28ｍである。底面

は起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片7点が出土

している。

ＳＫ333（第135図）

ＯＳ12グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北東－南西）0.6ｍ、短軸(北

西－南東）0.52ｍ、確認面からの深さ0.14ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は緩やかに

立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ341（第136図）

ＯＳ8グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＩ115と切り合うが、新旧関係は不明である。平面形は楕円形

を呈し、長軸(北－南）0.82ｍ、短軸(東－西）0.79ｍ、確認面からの深さは0.1ｍである。覆土は暗褐
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色土の単一層である。遺物は土師器片5点が出土している。

ＳＫ342（第136図）

ＰＡ5グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）0.64ｍ、短軸(北

東－南西）0.56ｍ、確認面からの深さは0.1ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土

は褐色土の単一層である。

ＳＫ343（第136図）

ＯＱ4グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（東－西）0.84ｍ、短軸（北－南）

0.62ｍ、確認面からの深さは0.16ｍである。底面は平坦で壁は急に立ち上がる。覆土は2層に分けられ、

第2層に地山ブロックが多く混入している。遺物は､高台付皿（第171図3）のほか、石器1点が出土し

ている。

ＳＫ346（第136図）

ＯＳ4グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北－南）0.46ｍ、短軸（東－西）

0.3ｍ、確認面からの深さは0.12ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は緩やかに立ち上が

る。覆土は2層に分けられ、第1層は焼土層、第2層は黒色土である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ400（第136図）

ＯＭ6グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＩ1000Ｐ9を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（東－西）

2.22ｍ、短軸(北－南）1.96ｍ、確認面からの深さは0.36ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち

上がる。覆土は3層に分けられた。遺物は土師器坏（第171図4～7）が出土している。

ＳＫ403（第136図）

ＯＫ6グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫＰ2293に切られる。平面形は径1.02ｍの円形を呈し、確

認面からの深さは0.24ｍである。覆土は3層に分けられ、第2層は焼土層、第3層が暗褐色土である。

遺物は土師器坏（第171図8）のほか、須恵器片2点が出土している。

ＳＫ415（第137図）

ＰＣ9グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＤ99を切る。平面形は径0.8ｍの不整円形を呈し、確認面か

らの深さ0.14ｍである。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ420（第137図）

ＯＯ･ＯＰ0グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径1.22ｍの円形を呈し、確認面からの深さは

0.32ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師

器坏(第171図9～11・13・14)､高台付坏(第171図12)、土師器甕（第171図15）のほか、須恵器片1

点、黒曜石を素材とする剥片１点が出土している。

ＳＫ427（第137図）

ＯＳ4グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ983･988に切られる。平面形は不整楕円形を呈し、長軸

(北東－南西）1.3ｍ、短軸（北西－南東）0.94ｍ、確認面からの深さは0.18ｍである。底面は平坦で、

壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片2点が出土している。

ＳＫ491（第137図）

ＯＱ10･11グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ492を切る。平面形は径1.09ｍの円形を呈し、確認面

からの深さは0.12ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。
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遺物は土師器片のほか、礫1点が出土している。

ＳＫ492（第137図）

ＯＱ10グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ491を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（北東－南西）

1.47ｍ、短軸（北西－南東）1.3ｍ、確認面からの深さは0.2ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上

がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ526（第130図）

ＰＣ9グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ417に切られ、ＳＫ157・ＳＤ455･ＳＫＰ416を切る。

平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）0.95ｍ、短軸(北東－南西)0.58ｍ、確認面からの深さは

0.64ｍである。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は出土し

なかった。

ＳＫ561（第137図）

ＯＱ10グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は不整方形を呈し、長軸（北東－南西）1.17ｍ、短軸

（北西－南東）0.71ｍ、確認面からの深さは0.3ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は

暗褐色土の単一層で、地山ブロックが多く混入している。遺物は土師器坏（第171図16）、土師器片6

点が出土している。

ＳＫ566（第138図）

ＯＴ4･5グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は不整方形を呈し、長軸（北東－南西）1.42ｍ、短

軸（北西－南東）1.4ｍ、確認面からの深さは0.19ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆

土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片10点が出土している。

ＳＫ601（第138図）

ＯＰ7グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫＰ398に切られ、ＳＡ250Ｐ16を切る。平面形は径0.7ｍの

円形を呈し、確認面からの深さは0.23ｍである。底面は平坦で壁は急に立ち上がる。覆土は3層に分け

られ、第2層に地山ブロックが多く混入している。遺物は出土しなかった。

ＳＫ616（第138図）

ＯＲ10グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＢ616との新旧関係は不明である。平面形は径0.72ｍの円形

を呈し、確認面からの深さは0.1ｍである。底面は平坦で壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層

で地山ブロックが混入している。遺物は土師器片1点が出土している。

ＳＫ617(第42･43図)

ＯＳ11グリッドの第Ⅴ層で確認した｡ＳＩ212を切る。平面形は径1.8ｍの円形を呈し､確認面からの深

さ0.3ｍである。底面は平坦で､壁は急に立ち上がる。覆土は2層に分けられた。黒褐色土を主とする。

ＳＫ618（第42･43図）

ＯＳ11グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ617に切られる。平面形は楕円形を呈すると思われ､残存す

る長軸（北西－南東）1.13ｍ､短軸（北東－南西）1.01ｍ､確認面からの深さは0.21ｍである。底面は平

坦で､壁は急に立ち上がる。覆土は2層に分けられた。第1層は火山灰質と思われる褐色土､第2層は黒

褐色土である。

ＳＫ685（第138図）

ＯＢ･ＯＣ19･20グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し､長軸（北東－南西）1.31ｍ、



－－ 179 －－

第4節 古代の遺構と遺物　

短軸（北西－南東）1.09ｍ、確認面からの深さは0.33ｍである。底面は平坦で、北側にくぼみがあり、

壁は急に立ち上がる。覆土は3層に分けられた。遺物は土師器片のほか、刀子(第172図1)､鉄製品1点

が出土している。

ＳＫ687（第138図）

ＯＥ･ＯＦ17グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は隅丸方形を呈し、長軸（北東－南西）1.46ｍ、

短軸（北西－南東）1.09ｍ、確認面からの深さ0.2ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆

土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片のほか、須恵器片3点が出土している。

ＳＫ721（第138図）

ＯＡ18グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫＰ1718を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（東－西）

0.59ｍ、短軸（北－南）0.49ｍ、確認面からの深さは0.08ｍである。底面は平坦で、東側に0.16ｍのく

ぼみがある。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ821（第138図）

ＰＧ7グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（北東－南西）0.95ｍ、短軸

（北西－南東）0.65ｍ、確認面からの深さは0.36ｍである。底面は起伏があり、壁は垂直に立ち上がる。

覆土は2層に分けられた。遺物は土師器片のほか、須恵器片1点、石器1点、礫3点が出土している。

ＳＫ831（第138図）

ＯＪ･ＯＫ8･9グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）1.25ｍ、

短軸（北東－南西）0.97ｍ、確認面からの深さは0.14ｍである。底面は起伏があり、壁は緩やかに立ち

上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ844（第138図）

ＯＮ6･7グリッドの第Ⅳ層で確認した。西側は削平され失っている。平面形は楕円形を呈するもの

と思われ、長軸（北－南）1.08ｍ、短軸（東－西）0.52ｍ以上、確認面からの深さは0.22ｍである。底

面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片6点、須恵器

片1点、椀形鍛冶滓1点が出土している。

ＳＫ849（第139図）

ＯＫ6グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は方形を呈し、長軸（東－西）0.68ｍ、短軸（北－南）

0.66ｍ、確認面からの深さは0.28ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単

一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ851（第139図）

ＯＢ･ＯＣ23グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ2042・2141に切られ、ＳＫＰ2077･2078･2142

を切る。平面形は不整方形を呈し、長軸（東－西）1.91ｍ、短軸（北－南）1.32ｍ、確認面からの深さ

は0.22ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられた。遺物は土師器片

のほか、礫2点が出土している。

ＳＫ852（第139図）

ＯＣ23グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（北東－南西）1.09ｍ、短軸

（北西－南東）0.85ｍ、確認面からの深さは0.04ｍである。底面は平坦で北東側がくぼむ。壁は北東側が

急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片5点、須恵器片1点が出土している。
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ＳＫ853（第139図）

ＯＤ24グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ854・855を切る。平面形は不整楕円形を呈し、長軸(東－

西)1.69ｍ、短軸（北－南）1.66ｍ、確認面からの深さは0.11ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに

立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片のほか、ＳＫ1700出土の破片と接合した

須恵器甕(第172図2)が出土した。

ＳＫ854（第139図）

ＯＤ24グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ853に切られる。平面形は円形を呈するものと思われ、長

軸（北東－南西）0.98ｍ、短軸（北西－南東）0.58ｍ以上、確認面からの深さは0.09ｍである。底面は

平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ855（第139図）

ＯＤ24グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ853に切られる。平面形は円形を呈するものと思われ、長

軸（東－西）0.84ｍ、短軸（北－南）0.4ｍ以上、確認面からの深さは0.13ｍである。覆土は黒褐色土

の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ857（第139図）

ＯＤ･ＯＥ22グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ2264に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸

（北－南）1.33ｍ、短軸（東－西）1.15ｍ、確認面からの深さは0.11ｍである。底面は平坦で、壁は緩

やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片11点が出土している。

ＳＫ858（第140図）

ＯＤ･ＯＥ22グリッドの第Ⅴ層で確認した。西側が削平されている。平面形は楕円形を呈するものと

思われ、長軸（北－南）1.38ｍ、短軸（東－西）1.03ｍ、確認面からの深さは0.18ｍである。底面は平

坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器坏（第172図3）が出

土している。

ＳＫ859（第140図）

ＯＤ21･ 22グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ861、ＳＮ2293、ＳＫＰ2294、ＳＫＰ2297を切る。

平面形は不整楕円形を呈し、長軸（東－西）1.93ｍ、短軸（北－南）1.67ｍ、確認面からの深さは0.3

ｍである。底面は平坦で西側にくぼみがあり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は3層に分けられた。遺

物は土師器坏（第172図4）と高台のある土師器坏（第172図5）が出土している。

ＳＫ861（第140図）

ＯＤ21グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ859に切られる。平面形は不整楕円形を呈するものと思われ、

長軸（北西－南東）0.88ｍ、短軸（北東－南西）0.59ｍ、確認面からの深さは0.31ｍである。底面は平

坦で北東側が深くなっており、壁は南西側が緩やかに立ち上がる。覆土は3層に分けられた。遺物は土師

器坏（第172図6～9）のほか、口縁部内面に煤が付着した土師器甕(第172図10)が出土している。

ＳＫ942（第140図）

ＰＢ11グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ943に切られる。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（北

東－南西）0.94ｍ、短軸（北西－南東）0.77ｍ、確認面からの深さは0.35ｍである。底面は平坦で、壁

は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土している。
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ＳＫ952（第140図）

ＰＪ3グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸(北西－南東）1.42ｍ、短軸（北

東－南西）1.2ｍ、確認面からの深さ0.75ｍである。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土は5

層に分けられ、底面で白色土を確認した。遺物は土師器片が多く出土し、土師器坏(第172図11)のほか

椀形鍛冶滓1点、炉壁1点、剥片1点が出土している。

ＳＫ955（第140図）

ＰＫ3グリッドの第Ⅴ層で確認した。北側は調査区外に達する。平面形は楕円形を呈するものと思わ

れ、長軸（北西－南東）0.89ｍ、短軸（北東－南西）0.35ｍ以上、確認面からの深さ0.62ｍである。底

面は平坦で、壁は南西側は垂直に､北東側は急に立ち上がる。覆土は3層に分けられた。遺物は出土しな

かった。

ＳＫ960（第141図）

ＰＩ･ＰＪ2･3グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）1.39ｍ、

短軸（北東－南西）1.1ｍ、確認面からの深さ0.11ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器坏(第172図12・13)、鍛冶滓2点、縄文土器片2点が出

土している。

ＳＫ967（第141図）

ＰＦ･ＰＧ7グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径0.77ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.3

ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。

遺物は出土しなかった。

ＳＫ985（第141図）

ＯＰ4グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（東－西）0.83ｍ、短軸（北－南）

0.62ｍ、確認面からの深さは0.17ｍである。底面は平坦で、壁は西側が急に立ち上がる。覆土は黒褐色

土の単一層である。遺物は土師器片のほか、黒曜石の剥片1点が出土している。

ＳＫ986（第141図）

ＰＡ3･4グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）0.8ｍ、短軸

（北東－南西）0.64ｍ、確認面からの深さは0.24ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土

は3層に分けられ、第1層は粘性のない明黄褐色土である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ999（第141図）

ＯＫ7グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ3004に切られる。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（北

西－南東）1.29ｍ、確認面からの深さは0.12ｍである。底面は起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。

覆土は3層に分けられ、第1層に焼土ブロックが多く混入し、第2層は炭化物層で、第3層は炭化物

が多く混入している。遺物は出土しなかった。

ＳＫ1006（第141図）

ＰＩ4･5グリットの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北東－南西）0.79ｍ、短軸

（北西－南東）0.59ｍ、確認面からの深さは0.61ｍである。底面は平坦で、南西側にくぼみがあり、壁

は垂直に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片4点が出土している。
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ＳＫ1072（第141図）

ＰＡ4グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北－南）0.88ｍ、短軸（東－西）

0.74ｍ、確認面からの深さは0.37ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は一部撹乱を受

けており、4層に分けられた。遺物は土師器片1点、鍛冶滓1点が出土している。

ＳＫ1075（第141図）

ＯＳ4グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径0.52ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.18ｍで

ある。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は急に立ち上がる。覆土は4層に分けられ、第4層は焼土

層で、底面は焼けている。遺物は出土しなかった。

ＳＫ1081（第142図）

ＰＨ17グリッドの第Ⅴ層で確認した。北側は確認調査のトレンチに切られる。平面形は楕円形を呈す

るものと思われ、長軸（北東－南西）は0.9ｍ以上、短軸（北西－南東）は1.31ｍ、確認面からの深さ

は0.16ｍである。底面は起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物

は土師器片が出土している。

ＳＫ1082（第142図）

ＰＧ･ＰＨ17グリッドの第Ⅴ層で確認した。南西側を確認調査のトレンチに切られる。平面形は楕円

形を呈するものと思われ、長軸（北東－南西）は1.74ｍ以上、短軸（北西－南東）1.45ｍ、確認面から

の深さは0.17ｍである。底面は起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。

遺物は出土しなかった。

ＳＫ1092（第142図）

ＰＥ16･17グリッドの第Ⅴ層で確認した。南側を確認調査のトレンチに切られる。平面形は楕円形を

呈するものと思われ、長軸（東－西）0.62ｍ、短軸（北－南）1.38ｍ以上、確認面からの深さは0.09ｍ

である。底面は平坦で、中央に深さ0.16ｍのくぼみがあり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土

の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ1099（第142図）

ＰＩ18グリッドの第Ⅴ層で確認した。中央部を排水溝に切られる。平面形は楕円形を呈するものと思

われ、長軸（北東－南西）1.33ｍ、短軸（北西－南東）0.78ｍ、確認面からの深さは0.22ｍである。底

面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第2層に地山ブロックが多く混入して

いる。遺物は土師器片が3点出土している。

ＳＫ1126（第142図）

ＯＩ10グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（北東－南西）0.84ｍ、短軸

（北西－南東）0.62ｍ、確認面からの深さは0.11ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は緩

やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第１層に焼土ブロックが多く混入している。遺物は土師器

片3点が出土している。

ＳＫ1150（第143図）

ＯＴ16グリッドの第Ⅴ層で確認した。南側に削平を受けており、ＳＡ226Ｐ2を切る。平面形は不整

円形を呈するものと思われ、長軸（東－西）1.46ｍ、短軸（北－南）1.0ｍ以上、確認面からの深さは

0.38ｍである。底面は平坦で、西側が浅くなっており、壁は垂直に立ち上がる。覆土は2層に分けられ
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た。遺物は土師器坏（第173図1）のほか、土師器片3点が出土している。

ＳＫ1152（第143図）

ＯＲ17グリッドの第Ⅴ層で確認した。北側を確認調査のトレンチに、南東側をＳＫＰ1154に切られ

る。平面形は円形を呈するものと思われ、長軸（東－西）1.64ｍ、短軸（北－南）0.66ｍ以上、確認面

からの深さは0.18ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は5層に分けられ、第1層

は近年の耕作土で、第2層に焼土ブロックが多く混入し、第4･5層に地山ブロックが多く混入してい

る。遺物は土師器片7点が出土している。

ＳＫ1153（第143図）

ＯＱ･ＯＲ16･17グリッドの第Ⅴ層で確認した。北側を現代の排水溝に切られる。平面形は円形を呈す

るものと思われ、長軸（北西－南東）2.24ｍ、短軸（北東－南西）1.6ｍ以上、確認面からの深さは

0.22ｍである。覆土は４層に分けられ、第１層は近年の耕作土、第４層に地山ブロックが混入している。

遺物は土師器坏(第173図2～9)、土師器甕（第173図10･11）のほか、椀形鍛冶滓2点が出土している。

ＳＫ1155（第57･58図）

ＯＯ15･16グリッドの第Ⅴ層で確認した。西側は調査区外に達する。南側に撹乱を受けている。ＳＩ

620を切る。平面形は楕円形を呈するものと思われ、長軸（北東－南西）1.69ｍ、短軸（北西－南東）

1.52ｍ、確認面からの深さは0.23ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は3層に分けら

れ、第2層は人為的に埋められたものである。遺物は土師器坏（第173図12）が出土している。

ＳＫ1231（第143図）

ＭＲ32グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ1233を切る。平面形は径0.91ｍの円形を呈し、確認面か

らの深さは0.16ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。

遺物は土師器片のほか、須恵器片1点が出土している。

ＳＫ1232（第143図）

ＮＢ30･31グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（東－西）0.84ｍ、短軸

（北－南）0.76ｍ、確認面からの深さは0.26ｍである。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土は

2層に分けられ、第2層は地山ブロックが混入している。遺物は出土しなかった。

ＳＫ1233（第143図）

ＭＲ32グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ1231に切られる。平面形は楕円形を呈するものと思われ、

長軸（北－南）0.44ｍ以上、短軸（東－西）0.82ｍ、確認面からの深さは0.2ｍである。覆土は暗褐色

土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ1242（第144図）

ＮＤ29･30グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径1.42ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.24

ｍである。底面は起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は出土

しなかった。

ＳＫ1245（第144図）

ＮＥ26･27グリッドの第Ⅴ層で確認した。南東側は調査区外に達する。平面形は隅丸方形を呈するも

のと思われ、長軸（北西－南東）1.49ｍ以上、短軸（北東－南西）1.4ｍ、確認面からの深さは0.22ｍ

である。床面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土は6層に分けられた。遺物は土師器坏(第173図
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13～17)のほか､椀形鍛冶滓4点、フイゴの羽口片1点、軽石を素材とした石製品（第174図1）が出土

している。

ＳＫ1246（第144図）

ＮＤ･ＮＥ30･31グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）2.57ｍ、

短軸（北東－南西）1.12ｍ、確認面からの深さは0.05ｍである。底面は平坦で壁は緩やかに立ち上がる。

覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片1点が出土した。

ＳＫ1276（第144図）

ＮＯ･ＮＰ32グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ1331に切られる。平面形は方形を呈し、長軸

（北－南）1.09ｍ、短軸（東－西）0.77ｍ、確認面からの深さは0.3ｍである。底面は平坦で、壁は急に

立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片5点が出土している。

ＳＫ1314（第144図）

ＮＧ29グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＤ1313とＳＫＰ1609を切る。平面形は径1.34ｍの円形を呈

し、確認面からの深さは0.11ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単

一層である。遺物は土師器片のほか、石器1点が出土している。

ＳＫ1325（第144図）

ＮＯ･ＮＰ33グリッドの第Ⅴ層で確認した。北側は調査区外に達する。ＳＫＰ1333に切られる。平面

形は円形を呈し、長軸（北東－南西）1.96ｍ、短軸（北西－南東）0.93ｍ以上、確認面からの深さは

0.2ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器

甕底部5点と土師器坏（第174図4）が出土している。

ＳＫ1334（第145図）

ＮＰ31グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ1335・1339に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸

（東－西）1.04ｍ、短軸（北－南）0.85ｍ、確認面からの深さ0.09ｍである。底面は平坦で、壁は急に

立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ1336（第145図）

ＮＭ･ＮＮ33･34グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北－南）1.01ｍ、短軸

（東－西）0.8ｍ、確認面からの深さは0.42ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、北東側は浅く

なっている。壁は垂直に立ち上がる。覆土は2層に分けられた。遺物は土師器坏片2点のほか､吊手金

具(第174図2)、 具(第174図3)、棒状鉄製品1点が出土している。

ＳＫ1337（第145図）

ＮＭ33･34グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ1338を切る。平面形は径0.69ｍの円形を呈し、確認面

からの深さ0.41ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物

は内面を黒色処理された土師器片、須恵器片1点のほか、投げ込まれたと思われる礫5点が出土している。

ＳＫ1338（第145図）

ＮＬ･ＮＭ33･34グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ1337に切られる。平面形は不整楕円形を呈する

ものと思われ、長軸（北－南）0.68ｍ以上、短軸（東－西）0.84ｍ、確認面からの深さは0.14ｍである。

底面は起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片12点の

ほか、内面を黒色処理された土師器片２点が出土している。
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ＳＫ1343（第145図）

ＯＦ14グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は不整方形を呈し、長軸（東－西）1.56ｍ、短軸（北－

南）1.32ｍ、確認面からの深さは0.28ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は2層に分

けられた。遺物は土師器片7点のほか、土師器坏（第174図5）が出土している。

ＳＫ1344（第145図）

ＯＦ･ＯＧ14グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（東－西）0.82ｍ、短軸

（北－南）0.72ｍ、確認面からの深さは0.09ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土

は2層に分けられた。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ1345（第146図）

ＯＧ14グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北－南）1.39ｍ、短軸（東－西）

1.21ｍ、確認面からの深さは0.09ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土

の単一層である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ1377（第145図）

ＮＳ16グリッドの第Ⅳ層で確認した。南東側は調査区外に達し、ＳＫＰ1512に切られ、ＳＫＰ1376

を切る。平面形は楕円形を呈するものと思われ、長軸（北東－南西）1.8ｍ、短軸（北西－南東）0.65

ｍ以上、確認面からの深さ0.23ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一

層である。遺物は土師器坏（第174図6・7）が出土している。

ＳＫ1392（第146図）

ＯＬ18グリッドの第Ⅳ層で確認した。南西側を確認調査のトレンチに削平され、ＳＢ1395に切られ

る。平面形は不整円形を呈するものと思われ、長軸（北東－南西）1.7ｍ、短軸（北西－南東）0.87ｍ

以上、確認面からの深さは0.13ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の

単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ1393（第146図）

ＯＬ17グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（北東－南西）1.72ｍ、短軸

（北西－南東）1.4ｍ、確認面からの深さは0.27ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は

3層に分けられ、第2層に地山ブロックが多く混入し、第3層は遺構の壁面が崩落したものと思われる。

遺物は土師器片12点が出土している。

ＳＫ1397（第146図）

ＯＫ17･18グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＤ100に切られ、ＳＫ1398を切る。平面形は不整楕円形

を呈するものと思われ、長軸（北東－南西）0.88ｍ以上、短軸（北西－南東）0.97ｍ、確認面からの深

さは0.26ｍである。底面は起伏があり、南西側にくぼみがあり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐

色土の単一層である。遺物は土師器片12点のほか、礫１点が出土している。

ＳＫ1398（第146図）

ＯＫ18グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＤ100･ＳＫ1397に切られる。平面形は不整楕円形を呈する

ものと思われ、長軸（北西－南東）1.7ｍ以上、短軸（北東－南西）1.17ｍ、確認面からの深さは0.14

ｍである。底面は起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師

器片15点が出土している。
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ＳＫ1441（第147図）

ＮＧ･ＮＨ28グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ1442に切られ、ＳＫＰ2988を切る。平面形は楕

円形を呈し、長軸（北－南）0.8ｍ、短軸（東－西）0.45ｍ以上、確認面からの深さは0.12ｍである。

底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は

土師器片2点が出土している。

ＳＫ1443（第147図）

ＮＧ28グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は方形を呈し、長軸（北－南）0.84ｍ、短軸（東－西）

0.49ｍ、確認面からの深さは0.11ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単

一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ1461（第147図）

ＮＦ･ＮＧ29グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北東－南西）0.94ｍ、短

軸（北西－南東）0.72ｍ、確認面からの深さは0.15ｍである。底面は起伏があり、壁は緩やかに立ち上

がる。覆土は4層に分けられ、中位に焼土が混入している。遺物は土師器片4点が出土している。

ＳＫ1480（第147図）

ＮＰ32グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ1738に切られる。平面形は不整楕円形を呈し、長軸

（北西－南東）1.18ｍ、短軸（北東－南西）0.72ｍ、確認面からの深さは0.22ｍである。底面は平坦で、

壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第2層に地山ブロックが多く混入している。遺物は

出土しなかった。

ＳＫ1481（第147図）

ＮＮ･ＮＯ31･32グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＤ1340･ＳＫＰ1482に切られ、ＳＩ1330を切る。

平面形は不整楕円形を呈するものと思われ、長軸（北東－南西）1.0ｍ、短軸（北西－南東）0.82ｍ、

確認面からの深さは0.12ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層であ

る。遺物は出土しなかった。

ＳＫ1484（第147図）

ＮＯ32･33グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ1487に切られ、ＳＫ1485を切る。平面形は楕円形

を呈し、長軸（東－西）2.48ｍ、短軸（北－南）1.55ｍ、確認面からの深さは0.25ｍである。底面は平

坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器坏（第174図8～10）が出

土している。

ＳＫ1485（第147図）

ＮＯ32･33グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ1484に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸（東－

西）2.48ｍ、短軸（北－南）1.55ｍ、確認面からの深さは0.25ｍである。底面は概ね平坦で、壁は緩や

かに立ち上がる。覆土は黒褐色土を主として6層に分けられた。遺物は土師器坏（第174図11、第175

図1～6）、内面を黒色処理された土師器坏４点のほか、鉄製品1点が出土している。

ＳＫ1489（第148図）

ＮＭ34グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径0.55ｍの円形を呈し、底面は平坦で、壁は急に立ち

上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片２点が出土している。
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ＳＫ1495（第148図）

ＮＰ･ＮＱ31･32グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＮ1500に切られる。平面形は方形を呈し、長軸

（北東－南西）2.6ｍ、短軸（北西－南東）1.24ｍ、確認面からの深さは0.46ｍである。底面は平坦で、

北東側・中央部・南西側にくぼみがある。壁は北東側が垂直に立ち上がり、南西側は緩やかに立ち上が

る。覆土は5層に分けられ、第１層ににぶい黄褐色の粘土が混入しており、第2層は地山土を主とする

層である。遺物は土師器坏（第175図7）、須恵器片4点、椀形鍛冶滓2点、羽口溶解物1点、礫1点

が出土している。

ＳＫ1513（第148図）

ＯＦ14グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ1514に切られ、ＳＫＰ2227を切る。平面形は径1.49ｍの

不整円形を呈し、確認面からの深さは0.21ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は

暗褐色土の単一層で、上位に黄褐色土が混入している。遺物は土師器片のほか、刀子1点が出土してい

る。

ＳＫ1514（第148図）

ＯＦ14グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ1513･ＳＫＰ2568を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸

（北東－南西）0.69ｍ、短軸（北西－南東）0.53ｍ、確認面からの深さは0.08ｍである。底面は平坦で、

壁は北東側が急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ1522（第149図）

ＮＥ34グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ1534に切られ、ＳＩ1540を切る。平面形は楕円形を呈し、

長軸（北－南）1.4ｍ、短軸（東－西）1.12ｍ以上、確認面からの深さ0.04ｍである。底面は起伏があ

り、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層で、地山ブロックが混入している。遺物は出土

しなかった。

ＳＫ1529（第149図）

ＮＩ34グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北－南）0.66ｍ、短軸（東－西）

0.46ｍ、確認面からの深さは0.35ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単

一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ1534（第149図）

ＮＥ34･35グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫＰ2279･ＳＫＰ2280･ＳＫＰ2371に切られ、ＳＫ

1522を切る。ＳＫＰ2372との新旧関係は不明である。平面形は楕円形を呈するものと思われ、長軸

（北西－南東）2.12ｍ、短軸（北東－南西）1.4ｍ、確認面からの深さ0.2ｍである。底面は平坦で、壁

は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられた。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ1537（第149図）

ＮＬ32グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＡ1538を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）

1.01ｍ、短軸（北東－南西）0.91ｍ、確認面からの深さは0.29ｍである。底面は平坦で、壁は急激に立

ち上がる。覆土は5層に分けられ、第3層に地山ブロックが多く混入している。遺物は土師器片のほか、

縄文土器片が出土している。

ＳＫ1539（第149図）

ＮＭ･ＮＮ23グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は不整方形を呈し、長軸（北東－南西）1.96ｍ、
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短軸（北西－南東）1.65ｍ、確認面からの深さは0.16ｍである。底面は平坦で、南東側にくぼみがある。

壁は北側が急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層で、地山ブロックが多く混入している。遺物は土

師器片と須恵器片が出土している。

ＳＫ1541（第149図）

ＮＬ33グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は径0.73ｍの円形を呈し、確認面からの深さ0.16ｍであ

る。底面は、平坦で東側が深くなっている。壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺

物は土師器片が出土している。

ＳＫ1690（第150図）

ＯＣ14グリッドの第Ⅳ層で確認した。南側は削平されている。平面形は円形を呈するものと思われ、

長軸（北－南）0.33ｍ以上、短軸（北東－南西）0.47ｍ、確認面からの深さは、0.32ｍである。底面は

平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第2層に地山ブロックが多く混入している。

遺物は土師器坏（第175図8）9点が出土している。

ＳＫ1700（第150図）

ＮＱ18グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ2001を切る。平面形は径0.71ｍの不整円形を呈し、確認

面からの深さは0.13ｍである。底面は平坦で、南西側が深くなっている。壁は緩やかに立ち上がる。覆

土は黒褐色土の単一層である。遺物は、内面を黒色処理した土師器坏(第175図9)と須恵器片が出土し

ている。

ＳＫ1740（第150図）

ＮＬ33グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ1794に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸（東－

西）0.74ｍ、短軸（北－南）0.7ｍ、確認面からの深さは0.43ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち

上がる。覆土は黒褐色土を主として、2層に分けられた。遺物は土師器坏底部1点、甕口縁部1点、須

恵器片2点のほか、砥石(第175図11)､棒状鉄製品1点が出土している。

ＳＫ1758（第150図）

ＮＴ16グリッドの第Ⅴ層で確認した。南東側は調査区外に達する。平面形は楕円形を呈するものと思

われ、長軸（北東－南西）1.2ｍ、短軸（北西－南東）0.41ｍ以上、確認面からの深さは0.32ｍである。

底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は4層に分けられ、第2層が炭化物層である。遺物は土

師器片と縄文土器片が出土している。

ＳＫ1800（第150図）

ＮＮ･ＮＯ30･31グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ3001･3002･3003に切られる。平面形は不整楕

円形を呈し、長軸（北西-南東）1.48ｍ、短軸（北東-南西）1.18ｍ、確認面からの深さは0.1ｍである。

底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第1層は焼土が多く混入している。

土師器坏（第176図1）と縄文土器2点が出土している。

ＳＫ1801（第151図）

ＮＮ32グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ2290を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）

0.8ｍ、短軸（北東－南西）0.62ｍ、確認面からの深さは0.26ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに

立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片２点のほか､土錘(第176図2)が出土して

いる。
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ＳＫ1802（第151図）

ＮＮ33グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＤ1340に切られる。平面形は径0.78ｍの円形を呈し、確認

面からの深さは0.3ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は3層に分けられ、第2

層に地山ブロックが多く混入している。遺物は出土しなかった。

ＳＫ1803（第151図）

ＮＭ34グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は径0.75ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.23ｍで

ある。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片5点

が出土している。

ＳＫ1805（第151図）

ＮＰ･ＮＱ30･31グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ1955を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸

（北東－南西）1.67ｍ、短軸（北西－南東）1.32ｍ、確認面からの深さ0.13ｍである。底面は平坦で、

壁は緩やかに立ち上がる。覆土は２層に分けられた。遺物は土師器片と砥石片が出土している。

ＳＫ1806（第151図）

ＮＮ32･33グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径0.6ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.08

ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は出土しな

かった。

ＳＫ1808（第151図）

ＮＱ31グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北東－南西）0.8ｍ、短軸（北

西－南東）0.68ｍ、確認面からの深さは0.12ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は緩やか

に立ち上がる。覆土は3層に分けられ、第2層に地山ブロックが多く混入している。遺物は土師器甕

(第176図3)と須恵器片2点が出土している。

ＳＫ1809（第78図）

ＮＮ･ＮＯ33グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＩ1810･ＳＤ1340に切られる。平面形は円形を呈する

ものと思われ、長軸（北西－南東）1.6ｍ、短軸（北東－南西）0.74ｍ以上、確認面からの深さは0.19

ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片

2点が出土している。

ＳＫ1811（第78図、図版18－3）

ＮＮ33グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＤ1340に切られ、ＳＩ1810を切る。平面形は楕円形を呈す

るものと思われ、長軸（北西－南東）0.82ｍ以上、短軸（北東－南西）0.48ｍ、確認面からの深さは

0.35ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片

と鉄刀（第176図4）が出土している。刀の刃部は西を向いて南側の底面付近で見つかった。

ＳＫ1817（第152図）

ＮＮ33グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ1819・2925に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸

（北西－南東）0.98ｍ、短軸（北東－南西）0.54ｍ以上、確認面からの深さは0.12ｍである。底面は平

坦で、壁は緩やかに立ち上がる。遺物は出土しなかった。

ＳＫ1818（第152図）

ＮＮ33グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ1819を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（北東－南西）
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1.16ｍ、短軸（北西－南東）0.56ｍ、確認面からの深さは0.26ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち

上がる。覆土は黒褐色土の単一層で、中位から下位にかけて、地山ブロックが多く混入している。遺物

は土師器片のほか、軽石が出土している。

ＳＫ1819（第152図）

ＮＮ33グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ1818に切られ、ＳＫ1817を切る。平面形は径0.92ｍの円

形を呈し、確認面からの深さは0.26ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の

単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ1841（第152図）

ＯＴ17･18グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ1895を切る。平面形は径0.71ｍの円形を呈し、確認

面からの深さは0.18ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第2層は

地山ブロックが多く混入している。遺物は土師器片4点が出土している。

ＳＫ1842（第152図）

ＯＴ17グリッドの第Ⅴ層で確認した。南側は調査区外に達する。平面形は楕円形を呈するものと思わ

れ、長軸（東－西）0.82ｍ、短軸（北－南）0.55ｍ、確認面からの深さは0.19ｍである。底面は平坦で、

壁は急に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片5点が出土している。

ＳＫ1843（第152図）

ＯＲ16グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径0.77ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.08ｍで

ある。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片が2

点出土している。

ＳＫ1844（第152図）

ＯＲ17グリッドの第Ⅴ層で確認した。南側は調査区外に達する。平面形は楕円形を呈するものと思わ

れ、長軸（東－西）1.47ｍ、短軸（北－南）0.55ｍ以上、確認面からの深さは0.13ｍである。底面は平

坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ1883（第152図）

ＯＱ17グリッドの第Ⅴ層で確認した。南側は調査区外に達する。平面形は楕円形を呈するものと思わ

れ、長軸（東－西）1.41ｍ、短軸（北－南）0.39ｍ以上、確認面からの深さは0.28ｍである。底面は平

坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は２層に分けられた。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ1915（第153図）

ＰＫ17グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は隅丸方形を呈する。長軸（北東－南西）0.83ｍ、短軸

（北西－南東）0.72ｍ、確認面からの深さ0.07ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆

土は２層に分けられた。土師器片2点が出土した。

ＳＫ1961（第153図）

ＯＡ26グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北－南）1.05ｍ、短軸（東－西）

0.72ｍ、確認面からの深さは0.1ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土

の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ1962（第153図）

ＮＲ23グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北－南）0.71ｍ、短軸（東－西）
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0.56ｍ、確認面からの深さは0.1ｍである。底面は起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐

色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ1969（第153図）

ＯＡ25グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）0.68ｍ、短軸（北

東－南西）0.57ｍ、確認面からの深さは0.3ｍである。底面は起伏があり、壁は急に立ち上がる。覆土

は5層に分けられ、全体に地山ブロックが混入する。遺物は土師器片1点が出土している。

ＳＫ1992（第153図）

ＯＥ24･25グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（東－西）1.12ｍ、短軸

（北－南）0.95ｍ、確認面からの深さは0.27ｍである。底面は平坦で、壁は東側が急に立ち上がる。覆

土は２層に分けられ、第2層には地山ブロックが多く混入している。遺物は土師器片2点が出土している。

ＳＫ2001（第150図）

ＮＱ18グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ1700に切られる。平面形は不整方形を呈し、長軸（北

東－南西）2.03ｍ、短軸（北西－南東）1.6ｍ、確認面からの深さは0.14ｍである。底面は平坦で、壁

は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第１層に地山ブロックが多く混入している。遺物は土

師器片4点が出土している。

ＳＫ2002（第154図）

ＮＰ･ＮＱ19･20グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ2003に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸

(北－南)1.56ｍ、短軸(東－西)1.33ｍ、確認面からの深さは0.06ｍである。底面は平坦で、壁は急に立

ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器坏(第176図5･6)のほか、礫1点が出土して

いる。

ＳＫ2003（第154図）

ＮＰ20グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ2002を切る。平面形は径0.58ｍの円形で、確認面からの

深さは0.49ｍである。底面は北側に向かって緩く傾斜し、壁は垂直に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単

一層である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ2007（第153図）

ＮＯ･ＮＰ19グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（北－南）0.86ｍ、短

軸（東－西）0.81ｍ、確認面からの深さは0.51ｍである。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土

は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器坏(第176図7～9・11)のほか､高台付皿(第176図12)が出

土している。

ＳＫ2024（第153図）

ＮＴ25グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径1.96ｍの不整円形を呈し、確認面からの深さは0.15

ｍである。底面は起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は３層に分けられ、中位に焼土ブロック

が混入している。遺物は土師器坏(第176図13)､土師器甕(第176図10)のほか、礫2点が出土している。

ＳＫ2060（第154図）

ＯＥ23グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ2071に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－

南東）0.84ｍ、短軸（北東－南西）0.53ｍ以上、確認面からの深さは0.11ｍである。底面は平坦で、壁

は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土している。
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ＳＫ2071（第154図）

ＯＥ23グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ2072に切られ、ＳＫ2060を切る。平面形は楕円形を呈

し、長軸（北西－南東）0.83ｍ、短軸（北東－南西）0.7ｍ、確認面からの深さは0.22ｍである。底面

は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ2078（第139図）

ＯＣ23グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ851に切られる。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（北

東－南西）0.42ｍ以上、短軸（北西－南東）0.74ｍ、確認面からの深さは0.23ｍである。底面は平坦で、

壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ2120（第155図）

ＰＫ･ＰＬ･ＰＭ－3･－2グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＮ2531に切られ、ＳＫＰ2321･ＳＫＰ

2322･ＳＫＰ2986を切る。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（北東－南西）6.06ｍ、短軸（北西－南東）

3.92ｍ、確認面からの深さは0.81ｍである。底面は北側がやや深くなっており、壁は緩やかに立ち上が

る。覆土は７層に分けられた。遺物は土師器坏（第177図1）、高台坏皿（第177図2）が出土している。

ＳＫ2122（第154図）

ＰＨ－3グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＩ2390を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南

東）1.86ｍ、短軸（北東－南西）1.38ｍ、確認面からの深さは0.52ｍである。底面は平坦で、壁は緩や

かに立ち上がる。覆土は4層に分けられ、第4層に地山ブロックが多く混入している。遺物は土師器坏

(第177図3～7)のほか、縄文土器片2点、石器4点、鉄製品1点、羽口溶解物1点、礫3点が出土し

ている。

ＳＫ2123（第154図）

ＰＧ－3グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（東－西）0.98ｍ、短軸

（北－南）0.87ｍ、確認面からの深さは0.1ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は

暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片のほか、鍛冶滓1点が出土している。

ＳＫ2131（第158図）

ＰＧ－1･0グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（北東－南西）1.53ｍ、

短軸（北西－南東）1.25ｍ、確認面からの深さは0.2ｍである。底面は平坦で、壁は東側の壁が急に立

ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片のほか、礫1点が出土している。

ＳＫ2132（第158図）

ＰＧ－3グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（北西－南東）1.23ｍ、短

軸（北東－南西）1.04ｍ、確認面からの深さは0.35ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は

緩やかに立ち上がる。覆土は5層に分けられ、第5層に地山ブロックが多く混入している。遺物は土師

器片のほか、須恵器片2点が出土している。

ＳＫ2136（第158図）

ＰＥ0グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（東－西）0.98ｍ、短軸

（北－南）0.48ｍ、確認面からの深さは0.13ｍである。底面は平坦で、東側が深くなっており、壁は緩

やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられた。遺物は土師器片が出土している。
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ＳＫ2137（第158図）

ＰＥ－3グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ2226を切る。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（北東－

南西）1.76ｍ、短軸（北西－南東）1.56ｍ、確認面からの深さは0.24ｍである。底面は平坦で、壁は急

に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片2点と縄文土器片が出土している。

ＳＫ2140（第156～157図、図版17－3）

ＰＥ･ＰＦ－4･－3グリッドの第Ⅴ層で確認した。南側は調査区外に達する。ＳＤ2139を切る。平

面は、不整形を呈し、長軸（北－南）6.44ｍ、短軸（東－西）4.9ｍである。確認面からの深さは0.3～

1.26ｍである。底面は起伏があり、東側がもっとも深くなっている。壁は北側が緩やかに立ち上がり、

北東側にオーバーハングするところがある。覆土は9層に分けられ、第2－ａ層･第3－ａ層･第3－

ｂ層は第Ⅳ層に由来し、第2－ｂ層･第4層は壁の崩落土の可能性がある。遺物は土師器片が第2－ｂ

層で出土している。本遺構は粘土採掘坑の可能性があり、少なくとも4回の採掘があったと思われる。

遺物は土師器坏(第177図8～13)､土師器甕(第177図14)､高台付皿(第177図15・16)、縄文土器（第

178図1・2・3）が出土した｡

ＳＫ2194（第158図）

ＮＬ34グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫＰ2274に切られる。平面形は径0.6ｍの円形を呈し、確認

面からの深さは0.12ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。

遺物は土師器片1点が出土している。

ＳＫ2210（第164図）

ＮＭ32グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ2921を切る。平面形は径1.06ｍの不整円形を呈し、確認面

からの深さは0.2ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は第1～3層は被熱し、第

1･2層は硬化している。遺物は出土しなかった。

ＳＫ2211（第159図）

ＮＯ23グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）0.74ｍ、短軸（北

東－南西）0.6ｍ、確認面からの深さ0.08ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は

褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ2212（第159図）

ＮＮ･ＮＯ23･24グリッドの第Ⅴ層で確認した。南西側が撹乱されている。平面形は楕円形を呈し、長

軸（北西－南東）0.88ｍ、短軸（北東－南西）0.78ｍ、確認面からの深さは0.62ｍである。底面は平坦

で、壁は垂直に立ち上がる。覆土は3層に分けられた。遺物は土師器片1点が出土している。

ＳＫ2226（第158図）

ＰＥ－3･－2グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ2137に切られる。平面形は径1.29ｍの不整円形を

呈し、確認面からの深さは0.6ｍである。底面は起伏があり、壁は急に立ち上がる。覆土は3層に分け

られた。遺物は第1層から土師器坏(第178図4)のほか、棒状鉄製品が3点出土している。

ＳＫ2230（第159図）

ＯＣ20グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径1.4ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.31ｍで

ある。底面は起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片

のほか、須恵器片1点が出土している。
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ＳＫ2269（第159図）

ＯＥ21グリッドの第Ⅴ層で確認した。西側は確認調査のトレンチにより削平される。平面形は不整方

形を呈するものと思われ、長軸（北西－南東）0.77ｍ、短軸（北東－南西）0.59ｍ、確認面からの深さ

は0.09ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一

層である。遺物は土師器片2点が出土している。

ＳＫ2276（第159図）

ＮＦ35グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＩ1530を切り、北側は調査区外に達する。平面形は円形を

呈するものと思われ、長軸（東－西）1.93ｍ、短軸（北－南）1.11ｍ以上、確認面からの深さは0.42ｍ

である。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は５層に分けられた。遺物は土師器坏(第178図

6)が出土している。

ＳＫ2277（第159図）

ＮＥ34･35グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）0.76ｍ、短軸

（北東－南西）0.61ｍ、確認面からの深さは0.04ｍである。底面は平坦で、北西側にくぼみがある。壁

は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ2290（第151図）

ＮＮ32グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＤ1340･ＳＫ1801に切られる。ＳＫＰ2289との新旧関係は

不明である。平面形は楕円形を呈するものと思われ、長軸（東－西）0.6ｍ以上、短軸（北－南）0.82

ｍ、確認面からの深さは0.16ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。遺物は出土しなかった。

ＳＫ2292（第159図）

ＯＤ･ＯＥ21グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（東－西）0.69ｍ、短軸

（北－南）0.6ｍ、確認面からの深さは0.17ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は

2層に分けられた。遺物は土師器坏(第178図7)が出土している。

ＳＫ2300（第160図）

ＰＪ－3グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＩ2300Ｐ2・Ｐ5に切られる。平面形は楕円形を呈し、

長軸（北西－南東）1.54ｍ、短軸（北東－南西）1.14ｍ、確認面からの深さは0.33ｍである。底面は平

坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は3層に分けられた。遺物は土師器片のほか、須恵器片1点が出

土している。

ＳＫ2302（第160図）

ＰＩ－4･－3グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＩ2390との新旧関係は不明である。平面形は楕円形

を呈し、長軸（北東－南西）0.99ｍ、短軸（北西－南東）0.76ｍ、確認面からの深さは0.1ｍである。

底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土して

いる。

ＳＫ2307（第160図）

ＰＫ－4グリッドの第Ⅴ層で確認した。南西側が調査区外に達し、ＳＫ2462に切られている。平面

形は楕円形を呈するものと思われ、長軸（北東－南西）0.77ｍ以上、短軸（北西－南東）1.23ｍ以上、

確認面からの深さは0.28ｍである。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層で

ある。遺物は出土しなかった。
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ＳＫ2309（第160図）

ＰＩ－5グリッドのＳＩ2390床面で確認した。ＳＩ2390Ｐ19に切られる。平面形は楕円形を呈し、

長軸（北東－南東）0.92ｍ、短軸（北西－南東）0.76ｍ以上、確認面からの深さは0.25ｍである。底面

は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土は3層に分けられた。遺物は土師器片2点のほか、石核2点、

剥片2点が出土している。

ＳＫ2311（第160図）

ＰＩ－4グリッドのＳＩ2390床面で確認した。ＳＩ2390との新旧関係は不明である。平面形は楕円

形を呈し、長軸（北東－南西）0.68ｍ、短軸（北西－南東）0.59ｍ、確認面からの深さは0.3ｍである。

底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土は3層に分けられた。遺物は出土しなかった。

ＳＫ2314（第87図）

ＰＪ－5グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＩ2390Ｐ16に切られる。平面形は隅丸方形を呈し、長軸

（北－南）1.57ｍ、短軸（東－西）0.99ｍ、確認面からの深さは0.33ｍである。底面は起伏があり、壁

は急に立ち上がる。覆土は３層に分けられ、第3層は地山ブロックが多く混入している。遺物は土師器

坏(第178図8～11)のほか、椀形鍛冶滓1点、鍛冶滓1点、羽口溶解物1点、礫2点が出土している。

ＳＫ2315（第161図）

ＰＫ－４グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ2463を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（北－南）

1.5ｍ、短軸（東－西）1.06ｍ、確認面からの深さは0.26ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上が

る。覆土は5層に分けられ、第2層は白灰が混入している。遺物は土師器坏（第178図12）が出土して

いる。

ＳＫ2318（第161図）

ＰＧ－2･－1グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＡ2543Ｐ3に切られ、ＳＫ2624を切る。平面形は径

1.36ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.4ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は緩や

かに立ちあがる。覆土は3層に分けられ、第１層は地山ブロックが多く混入している。遺物は出土しな

かった。

ＳＫ2462（第160図）

ＰＫ－5･－4グリッドの第Ⅴ層で確認した。南西側が調査区外に達し、ＳＫ2307を切る。平面形は

不整楕円形を呈するものと思われ、長軸（北東－南東）1.31ｍ以上、短軸（北西－南東）1.05ｍ以上、

確認面からの深さは0.12ｍである。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片のほか、縄文土器

片が出土している。

ＳＫ2463（第161図）

ＰＫ－4グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ2315に切られる。平面形は楕円形を呈するものと思わ

れ、長軸（北－南）1.15ｍ、短軸（東－西）0.63ｍ以上、確認面からの深さは0.1ｍである。底面は平

坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は焼土が混入した単一層である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ2465（第163図）

ＰＩ－3グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＩ2390に切られる。平面形は不整楕円形を呈するものと

思われ、長軸（北西－南東）1.06ｍ、短軸（北東－南西）0.98ｍ、確認面からの深さは0.19ｍである。

底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられた。遺物は土師器坏(第178図13～16)
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が出土している。

ＳＫ2470（第163図）

ＯＣ24グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径0.62ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.08ｍで

ある。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器坏(第179図

1)が出土している。

ＳＫ2471（第163図）

ＯＣ24グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（東－西）0.82ｍ、短軸（北－南）

0.72ｍ、確認面からの深さは0.03ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土

の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ2476（第163図）

ＯＡ24グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径1.08ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.16ｍで

ある。底面は中央に向かって緩やかに傾斜し、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は3層に分けられた。遺

物は土師器片が出土している。

ＳＫ2488（第164図）

ＮＭ･ＮＮ32グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＩ1820に切られ、ＳＫ2921を切る。平面形は楕円形

を呈するものと思われ、長軸（北東－南西）1.58ｍ、短軸（北西－南東）0.54ｍ以上、確認面からの深

さは0.5ｍである。底面は平坦で、壁は南西側が緩やかに立ち上がる。覆土は3層に分けられ、第１層

はＳＩ1820のカマドを構築するために、埋められた可能性がある。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ2525（第163図）

ＮＭ･ＮＮ30グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北東－南西）0.98ｍ、短

軸（北西－南東）0.91ｍ、確認面からの深さは0.1ｍである。底面は平坦で、壁は北側が垂直に立ち上

がる。覆土は3層に分けられ、第2･3層に焼土ブロックが混入する。遺物は第１層から土師器片が出

土している。

ＳＫ2536（第88・89図）

ＮＩ31グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫＰ2591に切られ、ＳＩ2539を切る。平面形は楕円形を呈

し、長軸（北西－南東）1.31ｍ、短軸（北東－南西）1.13ｍ、確認面からの深さは0.19ｍである。底面

は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器坏(第179図2～5)の

ほか椀形鍛冶滓が2点、鉄鏃(第179図6)が3点、棒状鉄製品1点が出土している。

ＳＫ2537（第163図）

ＮＨ30グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ2572に切られる。ＳＩ2539との新旧関係は不明である。

平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）0.85ｍ、短軸（北東－南西）0.60ｍ、確認面からの深さは

0.1ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片の

ほか鉄製品1点が出土している。

ＳＫ2545（第163図）

ＰＦ－1グリッドの第Ⅴ層で確認した。南西側は削平を受けている。平面形は不整形を呈し、長軸

（北西－南東）1.69ｍ以上、短軸（北東－南西）0.78ｍ以上、確認面からの深さは0.09ｍである。底面

は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は褐色土の単一層で、地山ブロックが混入している。遺物は出土
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しなかった。

ＳＫ2546（第163図）

ＰＥ･ＰＦ－2グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＡ2106を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（北

西－南東）1.08ｍ、短軸（北東－南西）0.72ｍ、確認面からの深さは0.2ｍである。底面は平坦で、壁

は南東側が急に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層で、地山ブロックが混入している。遺物は土師器

片1点が出土している。

ＳＫ2548（第162図）

ＰＨ0グリッドの第Ⅴ層で確認した。上部に撹乱を受け、ＳＫ2549を切る。平面形は楕円形を呈し、

長軸（北東－南西）1.96ｍ、短軸（北西－南東）1.46ｍ、確認面からの深さは0.6ｍである。底面は平

坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は2層に分けられた。遺物は出土しなかった。

ＳＫ2549（第162図）

ＰＨ0グリッドの第Ⅴ層で確認した。東側が撹乱を受け、ＳＫ2548に切られる。平面形は楕円形を呈

するものと思われ、長軸（北東－南西）1.38ｍ、短軸（北西－南東）0.91ｍ以上、確認面からの深さは

0.2ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第2層に地山ブロックが

多く混入する。遺物は土師器1点、鉄滓1点が出土している。

ＳＫ2560（第162図）

ＮＧ･ＮＨ31グリッドの第Ⅳ層で確認した。東側は確認調査のトレンチにより削平を受けている。Ｓ

ＫＰ2537･2539に切られ、ＳＩ2539を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）1.97ｍ、短

軸（北東－南西）0.94ｍ、確認面からの深さは0.28ｍである。覆土は黒色土の単一層である。遺物は出

土しなかった。

ＳＫ2563（第162図）

ＯＡ21グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＩ1375･ＳＫＰ2567を切る。平面形は径0.68ｍの円形を呈

し、確認面からの深さは0.18ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は緩やかに立ち上がる。

覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ2570（第162図）

ＯＣ22グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は径1.13ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.38ｍで

ある。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は3層に分けられ、第2ｂ層は炭化物が多く混入する。

遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ2584（第162図）

ＯＨ･ＯＩ17･18グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ2594に切られる。平面形は不整楕円形を呈し、

長軸（北東－南西）1.25ｍ、短軸（北西－南東）0.94ｍ、確認面からの深さは0.1ｍである。底面は平

坦で壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられた。

ＳＫ2585（第164図）

ＯＦ･ＯＧ17グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）1.62ｍ、短

軸（北東－南西）1.47ｍ、確認面からの深さ0.37ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土

は暗褐色土を主とし、5層に分けられた。第3層は地山質で東側壁の崩落土と思われる。遺物は投げ込

まれた状態で見つかり、土師器皿(第179図7)、土師器杯（第179図8～14）､土師器甕(第179図15)､
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須恵器甕(第180図1)のほか､軽石を素材とした石製品(第180図2・3、第181図1)が出土した｡須恵

器甕片(第180図1)はＳＫ2595から出土した須恵器甕の破片と接合することが出来た｡

ＳＫ2586（第165図）

ＯＨ16グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北東－南西）1.07ｍ、短軸（北

西－南東）0.86ｍ、確認面からの深さ0.12ｍである。底面は平坦で壁は緩やかに立ち上がる。覆土は3

層に分けられた。第3層は焼土層である。遺物は土師器坏(第181図2)が出土している。

ＳＫ2589（第165図）

ＯＧ･ＯＨ17･18グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北西－南東）1.86ｍ、

短軸（北東－南西）1.68ｍ、確認面からの深さは0.24ｍである。床面は平坦で、壁は北西側が急に立ち

上がり、南東側は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土を主として3層に分けられた。遺物は土師器坏

(第181図3～7・9)､須恵器甕(第181図8・10)のほか､流動滓3点、鍛冶系炉壁1点、椀形鍛冶滓1

点、羽口溶解物3点が出土している。

ＳＫ2590（第165図）

ＯＨ･ＯＩ17グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は径0.54ｍの円形を呈し、確認面からの深さは

0.24ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は5層に分けられ、

第2層は焼土層である。遺物は土師器坏(第182図1･2 )、フイゴの羽口片1点、鍛冶系炉壁1点が出

土している。

ＳＫ2595（第162図）

ＯＩ18グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ2584を切る。平面形は径0.53ｍの円形を呈し、確認面か

らの深さは0.11ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。

出土した須恵器甕の破片はＳＫ2585から出土した須恵器甕の破片と接合することが出来た｡

ＳＫ2599（第165図）

ＯＤ20グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ2611を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（東－西）

0.82ｍ、短軸（北－南）0.63ｍ、確認面からの深さは0.08ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、

壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層で、焼土ブロックが混入する。遺物は出土しなかっ

た。

ＳＫ2611（第165図）

ＯＤ20グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫ2599に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸（北東－

南西）0.8ｍ、短軸（北西－南東）0.37ｍ以上、確認面からの深さは0.08ｍである。底面は中央に向か

って緩く傾斜し、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ2621（第165図）

ＰＥ－2グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径1.21ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.27

ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は出土しな

かった。

ＳＫ2622（第165図）

ＰＦ0グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は径0.52ｍの不整円形を呈し、確認面からの深さは0.24

ｍである。底面は起伏があり、壁は急に立ち上がる。遺物は土師器坏(第182図3～6)のほか、須恵器
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片1点が出土している。

ＳＫ2665（第165図）

ＮＦ･ＮＧ32グリッドの第Ⅳ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸（北－南）1.34ｍ、短軸

（東－西）1.22ｍ、確認面からの深さは0.16ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は黒

褐色土の単一層である。遺物は内面を黒色処理した土師器坏片２点のほか、土師器片が出土している。

ＳＫ2681（第165図）

ＯＩ19グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は、楕円形を呈し、長軸（北西－南東）0.55ｍ、短軸

（北東－南西）0.3ｍ、確認面からの深さは0.19ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆

土は２層に分けられた。遺物は出土しなかった。

ＳＫ2861（第166図）

ＮＨ31･32グリッドの第Ⅳ層で確認した。確認調査のトレンチに上部を切られ、ＳＩ2539に切られる。

平面形は径1.58ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.06ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち

上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ2908（第50図）

ＯＭ13グリッドのＳＩ412覆土内で確認した。北側に撹乱を受ける。ＳＩ412を切る。平面形は楕円

形を呈するものと思われ、長軸（東－西）1.43ｍ、短軸（北－南）0.52ｍ、確認面からの深さ0.52ｍで

ある。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土を主として、5層に分

けられた。第４層は炭化物層である。

ＳＫ2909（第60図）

ＮＬ21グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ2910に切られ、ＳＩ860を切る。平面形は楕円形を呈し、

長軸（東－西）0.9ｍ、短軸（北－南）0.8ｍ、確認面からの深さ0.2ｍである。底面は平坦で、壁は西側

が緩やかに、東側は急に立ち上がる。覆土は褐色土の単一層である。

ＳＫ2913（第116図、図版18－2）

ＮＧ･ＮＨ35グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＩ1530･ＳＮ1526に切られる。平面形は円形を呈する

ものと思われ、長軸（北西－南東）1.16ｍ、短軸（北東－南西）0.82ｍ以上、確認面からの深さは0.09

ｍである。底面は起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師

器片が出土している。

ＳＫ2914（第116図）

ＮＦ34･35グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＢ1530に切られる。平面形は径0.99ｍの不整円形を呈す

るものと思われ、確認面からの深さは0.18ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は

暗褐色土の単一層である。

ＳＫ2915（第166図）

ＮＦ･ＮＧ34グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＢ1530に切られ、ＳＫ2916を切る。平面形は径0.96

ｍの円形を呈し、確認面からの深さは0.15ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は

暗褐色土の単一層である。

ＳＫ2916（第166図）

ＮＦ･ＮＧ34グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＢ1530･ＳＫ2915に切られる。平面形は径0.99ｍの不
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整円形を呈し、確認面からの深さは0.14ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

ＳＫ2921（第164図）

ＮＭ32グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ2210･2488に切られる。平面形は楕円形を呈するものと

思われ、長軸（北西－南東）1.36ｍ、短軸（北東－南西）0.82ｍ以上、確認面からの深さは0.5ｍであ

る。底面は平坦で、東側が浅くなっている。壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられた。遺物

は出土しなかった。

ＳＫ2922（第164図）

ＮＭ32グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＩ1820に切られる。平面形は楕円形を呈するものと思われ、

長軸（北東－南西）1.06ｍ以上、短軸（北西－南東）1.0ｍ、確認面からの深さは0.16ｍである。底面

は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられ、第１層に地山ブロックが多く混入してい

る。遺物は出土しなかった。

ＳＫ2923（第166図）

ＮＮ32グリッドのＳＩ1820の床面で確認した。ＳＩ1820に切られる。平面形は不整楕円形を呈し、

長軸（北西－南東）1.94ｍ、短軸（北東－南西）1.36ｍ、確認面からの深さは0.2ｍである。底面は平

坦で、西側が浅くなっており、壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層で、地山ブロックが多く

混入している。遺物は出土しなかった。

ＳＫ2924（第166図）

ＮＭ32グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＩ1820を切る。平面形は径0.7ｍの円形を呈し、確認面から

の深さは0.22ｍである。底面は平坦で、北西側が浅くなっている。壁は急に立ち上がる。覆土は3層に

分けられ、第2層に地山ブロックが多く混入している。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ2925（第152図）

ＮＭ･ＮＮ32･33グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＩ1820に切られ、ＳＫＰ2930を切る。平面形は円

形を呈するものと思われ、長軸（北東－南西）1.6ｍ、短軸（北西－南東）1.34ｍ以上、確認面からの

深さは0.2ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は

出土しなかった。

ＳＫ2926（第44・45図）

ＯＱ12･13グリッドのＳＩ213床面で確認した。ＳＩ213･ＳＫ2927との新旧関係は不明である。平

面形は楕円形を呈し、長軸（北東－南西）1.1ｍ、短軸（北西－南東）1.01ｍ、確認面からの深さは

0.35ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土を主として、3層に分けられ

た。第2層は焼土と炭化物の混合層である。

ＳＫ2927（第44・45図）

ＯＱ12グリッドのＳＩ213床面で確認した。ＳＩ213･ＳＫ2926･ＳＫ2928との新旧関係は不明であ

る。平面形は径0.84ｍの不整円形を呈し、確認面からの深さは0.33ｍである。底面は平坦で壁は緩やか

に立ち上がる。覆土は暗褐色土を主とする。

ＳＫ2928（第44・45図）

ＯＱ12グリッドのＳＩ213床面で確認した。ＳＩ213･ＳＫ2927との新旧関係は不明である。平面形

は楕円形を呈するものと思われ、長軸（北東－南西）1.13ｍ以上、短軸（北西－南東）1.18ｍ、確認面
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からの深さは0.3ｍである。底面は平坦で壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土を主とする。

ＳＫ2931（第44・45図）

ＯＰ･ＯＱ11･12グリッドのＳＩ220床面で確認した。ＳＩ220･ＳＫＰ2932を切る。平面形は楕円形

を呈し、長軸（北東－南西）0.94ｍ、短軸（北西－南東）0.9ｍ、確認面からの深さは0.22ｍである。

底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土を主とし、第２層は炭化物･焼土ブロックが多

く混入する。

ＳＫ2938（第55図）

ＯＮ17グリッドのＳＩ500確認プラン上で確認した。ＳＩ500を切る。ＳＫ2939との新旧関係は不明

である。平面形は不整楕円形を呈し、長軸（東－西）0.54ｍ、短軸（北－南）0.43ｍ、確認面からの深

さは0.11ｍである。

ＳＫ2939（第55図）

ＯＮ17グリッドのＳＩ500確認プラン上で確認した。ＳＩ500を切る。ＳＫ2938との新旧関係は不明

である。平面形は不整楕円形を呈するものと思われ、長軸（東－西）0.48ｍ、短軸（北－南）0.45ｍ、

確認面からの深さは0.08ｍである。

ＳＫ2940（第166図）

ＯＮ17･18グリッドのＳＩ500の床面で確認した。ＳＩ500に切られる。平面形は楕円形を呈し、長

軸（東－西）1.06ｍ、短軸（北－南）0.85ｍ、確認面からの深さは0.22ｍである。底面は平坦で、壁は

緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層で、地山ブロックが混入している。遺物は出土しなかっ

た。

ＳＫ2950（第42・43図）

ＯＲ11グリッドのＳＩ212内で確認した。ＳＩ212との新旧関係は不明である。平面形は楕円形を呈

し、長軸（東－西）1.19ｍ、短軸（北－南）0.96ｍ、確認面からの深さは0.4ｍである。底面は平坦で

壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層で、地山ブロックが多く混入している。

ＳＫ2958（第167図）

ＮＥ33･34グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＩ1540を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸（東－西）

0.72ｍ、短軸（北－南）0.56ｍ、確認面からの深さ0.3ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。

覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は炭化米が出土している。

ＳＫ2964（第167図）

ＮＦ33グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＩ1540を切る。平面形は径0.7ｍの円形を呈し、確認面から

の深さは0.46ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。

ＳＫ2967（第167図）

ＮＥ･ＮＦ33グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＩ1540･ＳＤ1313を切る。平面形は径0.56ｍの円形を

呈し、確認面からの深さ0.38ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層

である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ2983（第167図）

ＯＯ･ＯＰ10グリッドの第Ⅳ層で確認した。北東側と南西側を撹乱されている。平面形は不整形を呈

し、長軸（北東－南西）2.87ｍ以上、短軸（北西－南東）1.33ｍ、確認面からの深さは0.32ｍである。
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覆土は褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ2996（第184図）

ＰＡ･ＰＢ14グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＤ201を切る。平面形は方形を呈し、長軸（東－西）

0.48ｍ、短軸（南－北）0.38ｍ、確認面からの深さは0.3ｍである。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上

がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土している。

ＳＫ3004（第141図）

ＯＫ7グリットの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ999を切り、ＳＫＰ1012・ＳＫＰ3005に切られる。平面

形は、楕円形を呈するものと思われ、残存する長軸（北西－南東）は1.4ｍ、短軸（北東－南西）0.96

ｍ、確認面からの深さは0.23ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。遺物は出土しなかっ

た。

ＳＫ3014（第88･89図）

ＮH32グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＩ2540に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸（北－南）

1.08ｍ、短軸（東－西）0.6ｍ、確認面からの深さは0.18ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、

壁は緩やかに立ち上がる。覆土は3層に分けられ、第2層の暗褐色土は焼土ブロックが多く混入してい

る。

ＳＫ3020（第154図）

ＮＰ19グリッドの第Ⅴ層で確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸(北東－南西)0.84ｍ、短軸(北

西－南東)0.69ｍ、確認面からの深さは0.24ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土

は黒褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。
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第124図　ＳＫ７・８・９・13・19・29土坑

SK7
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性弱

炭化物（径2mm）1%混入
焼土ブロック（径1～2mm）1%混入
地山ブロック（径0.2～2cm）2%混入

SK8                                      
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性弱

地山ブロック2%混入

SK9                                      
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

炭化物1％混入　焼土ブロック1％混入
地山ブロック1％混入

SK13                                     
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性なし

炭化物（径1cm）1%未満混入
地山ブロック（径3cm）10%混入

SK19                                     
1 黒褐色土（10YR3/2）しまり弱　粘性なし

炭化物1%未満混入
焼土ブロック1%未満混入
地山ブロック1%混入

SK29                                     
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性なし

炭化物（径0.5～8mm）1%混入
地山ブロック（径0.5～3mm）1%混入

2 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性なし
炭化物（径0.5～6mm）1%未満混入
地山ブロック（径0.5～2cm）10%混入
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第4章　調査の記録

第125図　ＳＫ30・31・32・38・39・50・94・185土坑

SK31                                     
1 黒褐色土（7.5YR3/2）しまり強　粘性弱

炭化物ブロック1%未満混入
地山ブロック2%混入

2 暗褐色土(7.5YR3/4)しまり強　粘性弱
炭化物1%未満混入　地山ブロック3%混入

SK32                                     
1 黒褐色土（7.5YR3/2）しまり強　粘性弱

炭化物2%混入
2 褐色土（7.5YR4/4）しまり強　粘性弱

炭化物1%未満混入

SK39                                     
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性弱

焼土ブロック1%未満混入
地山ブロック1%混入

SK94                                     
1 暗褐色土（7.5YR3/4）しまり強　粘性弱

炭化物1%未満混入　地山ブロック3%混入

SK38 
1 暗褐色土（10YR4/3）しまり強　粘性弱

焼土ブロック5%混入　地山ブロック1%混入
2 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性強

地山ブロック30%混入

SK30                                     
1 暗褐色土（7.5YR3/3）しまり中　粘性中

炭化物1%未満混入　焼土ブロック1%混入

SK185                                    
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性なし

炭化物（径5mm）1%未満混入
焼土ブロック（径5mm）1%未満混入
地山ブロック（径0.5～1cm）7%混入

2 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性なし
炭化物（径1cm）1%混入
地山ブロック（径1cm）15%混入

3 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性なし
炭化物（径1cm）1%混入
地山ブロック（径1cm）1%混入

SK50                                     
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性なし

炭化物（径5mm）1%未満混入
焼土ブロック（径5mm）1%未満混入
地山ブロック（径0.5～1cm）7%混入
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第4節 古代の遺構と遺物　

第126図　ＳＫ58・59・68・69土坑　ＳＤ73・2978溝跡

SK69                                     
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性なし

炭化物（径1～2.5mm）2%混入
焼土ブロック（径2～3mm）1%未満混入
地山ブロック（径2cm）1%混入

SD73                                     
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性なし

炭化物（径0.3～3mm）1%未満混入
地山ブロック(径0.8～1.5cm)10%混入

SK58                                     
1 黒褐色土（10YR3/2）しまり強　粘性なし

炭化物（径5mm）1%混入
焼土ブロック（径5mm）1%混入
地山ブロック（径5mm）3%混入

SK59                                     
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性弱

炭化物（径5mm）1%混入
焼土ブロック（径1mm）1%未満混入
地山ブロック（径5mm）5%混入

2 にぶい赤褐色土（10YR2/2）

SK68                                     
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性中

炭化物1%混入　焼土ブロック1%混入
地山ブロック1%混入

SD2978 
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性なし

炭化物（径0.3～3mm）1%未満混入
地山ブロック10%混入
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第4章　調査の記録

第127図　ＳＫ70・77・78・79・85・88・89土坑

SK79                                     
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性弱

炭化物（径1mm）1%混入
焼土ブロック（径1～2mm）1%混入
地山ブロック（径1mm）5%混入

SK85                                     
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性なし

炭化物（径2～3mm）3%混入
焼土ブロック（径2mm）1%混入

2 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性なし
地山ブロック（径1～2cm）30%混入

3 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性なし
地山ブロック（径2～4mm）10%混入

SK88                                     
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性なし

炭化物（径2～3mm）2%混入
2 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性なし

地山ブロック（径0.5～1.2cm）2%混入

SK89          
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性なし
2 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性なし

地山ブロック（径0.7～1cm）3%混入

SKP439                                   
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中 粘性なし

地山ブロック（径2～5mm）2％混入
炭化物1％混入

SK70                                     
1 暗褐色土（7.5YR3/3）しまり強　粘性中

炭化物1%混入
焼土ブロック1%混入
地山ブロック1%混入

SK77                                     
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性なし

炭化物（径0.5～2mm）1%未満混入
焼土ブロック（径1～2mm）1%未満混入
地山ブロック（径1～2mm）1%未満混入

2 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性なし
炭化物（径1～3mm）1%未満混入
地山ブロック（径0.5～2.5cm）1%混入

SK78                                     
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性弱

炭化物（径0.5～4mm）1%未満混入
地山ブロック（径1～5mm）1%未満混入
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第4節 古代の遺構と遺物　

第128図　ＳＫ91・103・104・105・109・151土坑

SK103                                    
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性中

炭化物ブロック1%混入
2 黒褐色土（10YR2/2）しまり弱　粘性中

炭化物ブロック5%混入
地山ブロック1% 混入

SKP2970                                  
1 黒褐色土（10YR3/2）しまり弱　粘性強
2 黒褐色土（10YR2/2）しまり弱　粘性強

炭化物20％混入

SK91                                     
1 黒褐色土（10YR3/2）しまり強　粘性なし

炭化物1%未満混入
地山ブロック1%混入

2 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性なし

SK104                                    
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性なし

炭化物（径5mm）1%混入
焼土ブロック（径5mm）1%混入
地山ブロック（径1cm）10%混入

SK105                                    
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性なし

炭化物5% 地山ブロック5%混入
2 黒褐色土（10YR2/2）しまり弱　粘性弱

地山ブロック（径5mm）50%混入

SK109                                    
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性なし

炭化物（径0.5～2cm）1%混入
地山ブロック（径0.1～2cm）10%混入

SK151                                    
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性なし

炭化物（径0.5～3mm）1%未満混入
焼土ブロック（径1mm）1%未満混入
地山ブロック（径3～5mm）1%混入
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第4章　調査の記録

第129図　ＳＫ121・124・126・131・132・133・134・154・156土坑

SK134                                    
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

SK121                                    
1 黒褐色土（10YR3/2）しまり中　粘性弱

炭化物ブロック1%未満混入
地山ブロック1%未満混入

SK124                                    
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

炭化物1%未満混入

SK131                                    
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性なし

炭化物（径3mm）1%混入
焼土ブロック（径1～3mm）1%混入
地山ブロック（径1～5mm）1%混入

SK132                                    
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性中

炭化物（径1～2mm）1%未満混入
焼土ブロック（径1～2mm）1%未満混入
地山ブロック（径1～5mm）1%未満混入

SK126                                    
1 黒褐色土（10YR3/2）しまり強　粘性なし

炭化物1%未満混入
焼土ブロック1%未満混入
地山ブロック3%混入

SK154                                    
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性なし

炭化物（径0.2～2.5cm）10%混入
焼土ブロック1%混入
地山ブロック（径2～7mm）2%混入

2 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性なし
炭化物（径3mm）1%未満混入
地山ブロック（径0.2～1cm）10%混入

SK133                                    
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

SK156                                    
1 黒色土（10YR2/1）しまり弱　粘性中

地山ブロック1%未満混入
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第130図　ＳＫ157・158・161・162・163・164・526土坑

SK157                                    
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性中

焼土ブロック1%未満混入
2 明赤褐色土（5YR5/8）しまり中　粘性なし

地山ブロック3%混入
3 灰褐色土（10YR4/2）しまり弱　粘性なし
4 黒褐色土（10YR3/2）しまり弱　粘性中

焼土ブロック1%混入
5 黒褐色土（10YR2/2）しまり弱　粘性中

炭化物ブロック1%未満混入
焼土ブロック1%未満混入

6 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性中
地山ブロック1%未満混入

7 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性中
地山ブロック30%混入

SK526                                    
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性中

地山ブロック3%混入
SKP417                                   
1 黒褐色土（10YR3/2）しまり強 粘性弱

SKP416                                   
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性弱
2 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性弱

SK158                                    
1 黒褐色土（10YR3/2）しまり弱　粘性中

地山ブロック5%混入

SK161                                    
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性弱

地山ブロック3%混入

SK162                                    
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

炭化物1%混入　焼土ブロック1% 混入
地山ブロック5%混入

SK163                                    
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

炭化物1%混入　焼土ブロック1%未満混入
地山ブロック3%混入

SK164                                    
1 褐色土（10YR4/4）しまり強　粘性弱

炭化物1%未満混入　焼土ブロック1%未満混入
地山ブロック3%混入
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第4章　調査の記録

第131図　ＳＫ167・168・173・193・205・215・216土坑

SK216                                    
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性中

SK167                                    
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性弱

炭化物（径0.5mm）1%未満混入
地山ブロック3%混入

SK215                                    
1 にぶい黄褐色土（10YR4/3）

しまり中　粘性中

SK193                                    
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性なし

炭化物（径0.2～4cm）10%混入
焼土ブロック（径1～5mm）3% 混入
地山ブロック（径2～7mm）1%混入

2 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性なし
炭化物(径0.1～1mm）1%未満混入
地山ブロック（径0.7～3cm）5%混入

SK205                                    
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性なし

炭化物（5mm）1% 混入
地山ブロック（0.5～1cm）3%混入

SK168                                    
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中

炭化物（径5～8mm）1%未満混入
焼土ブロック（径5mm）1%未満混入
地山ブロック（径0.5～2cm）1%未満混入

SK173                                    
1 黒褐色土（10YR3/2）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～2mm）1%未満混入
焼土ブロック（径1～5mm）1% 混入
地山ブロック（径0.1～1cm）5%混入

2 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性弱
地山ブロック（径0.1～2mm）5%混入

石

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ａ １Ｂ

Ｃ

Ｂ

１

０

Ｄ

Ａ

Ａ

ＢＡ

Ｂ

石

Ａ

Ｂ

Ａ

２ｍ

26.8ｍ

Ａ

26.5ｍ

Ｂ

26.8ｍ

土師器

26.8ｍ

土師器

26.8ｍ

26.8ｍ

ＳＫ167

26.3ｍ

26.1ｍ

ＳＫ216

ＳＫ215

ＳＫ205

ＳＫ173

ＳＫＰ2982

ＳＫ193
ＳＫ168

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

１

２

２

１

１

２

１

１

１
２

Ａ Ｂ



－－ 211 －－

第4節 古代の遺構と遺物　

第132図　ＳＫ222・223・224・225・232・233土坑
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SK222 
1 黒褐色土(10YR2/2)しまり強　粘性なし

炭化物(径5mm)10%混入
焼土ブロック(径5mm)1%混入
地山ブロック(径0.5～2cm)10%混入

2 黒褐色土(10YR2/2)しまり強　粘性なし
炭化物(径5mm)5%混入
焼土ブロック(径5mm)1%混入
地山ブロック1%混入

3 黒褐色土(10YR2/2)しまり強　粘性なし
炭化物(径5mm)1%未満混入
焼土ブロック(径5mm)1%混入
地山ブロック(径5mm)1%混入

SK223
1 黒褐色土(10YR2/2)しまり強粘性なし

炭化物(径5mm)1%混入
焼土ブロック(径5mm)1%混入
地山ブロック(径0.5～2cm)10%混入

SK225
1 黒褐色土(10YR2/2)しまり強　粘性なし

炭化物(径5mm)1%混入
焼土ブロック(径5mm)1%混入
地山ブロック(径0.5～2cm)10%混入

2 黒褐色土(10YR2/2)しまり中　粘性なし
炭化物(径5mm)1%混入
明褐色土(7.5YR5/6)50%混入

SK232 
1 黒褐色土(10YR2/2)しまり中　粘性なし

炭化物50%混入
2 黒褐色土(10YR2/2)しまり中　粘性なし

炭化物ブロック5%混入　焼土ブロック10%混入
地山ブロック10%混入

3 黒褐色土(10YR2/2)しまり強　粘性なし
炭化物ブロック5%混入　焼土ブロック5%混入
地山ブロック20%混入

4 黒褐色土(10YR2/2)しまり強　粘性なし
炭化物1%混入　焼土ブロック3%混入

5 明黄褐色土(10YR6/6)しまり中　粘性弱

SK233
1 黒褐色土(10YR3/2)しまり強　粘性なし

炭化物(径5mm)1%混入
焼土ブロック(径5mm)1%混入
地山ブロック(径1cm)1%混入

SK224
1 黒褐色土(10YR2/2)しまり強　粘性なし

炭化物(径5mm)1%混入
焼土ブロック(径5mm)1%混入
地山ブロック(径0.5～2cm)10%混入

2 黒褐色土(10YR2/2)しまり中　粘性なし
炭化物(径5mm)1%混入
明褐色土(7.5YR5/6)50%混入
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第133図　ＳＫ234・235・236・253・256土坑
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ＳＫ256
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径2cm）1％未満混入
地山ブロック（径1～3cm）3％混入

2 褐色土（7.5ＹＲ4/4）しまり中　粘性中
地山ブロック（径0.5～2cm）5％混入

ＳＫＰ3007
1 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり強　粘性弱

焼土ブロック1％混入　炭化物1％混入

ＳＫ253
1 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり中　粘性弱

炭化物（径1～2mm）1％混入
焼土ブロック（径1～5mm）1％混入
地山ブロック（径1～3mm）1％混入

2 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり中　粘性弱
炭化物（径2mm）1％混入
地山ブロック（径0.5～3cm）10％混入

3 暗褐色土（10ＹＲ3／3）しまり弱　粘性弱
炭化物（径1～3mm）1％混入
焼土ブロック（径1～3mm）1％混入
地山ブロック（径0.1～2cm）2％混入

4 褐色土（10ＹＲ4／4）しまり中　粘性弱
炭化物（径1mm）1％混入
焼土ブロック（径1mm）1％混入
地山ブロック（径1～3mm）10％混入

ＳＫ234
1 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり強　粘性なし

炭化物（径5mm）1％未満
地山ブロック（径5mm）5％混入

2 黒褐色土（10ＹＲ2/2）しまり強　粘性弱
地山ブロック（径5mm）10％混入

ＳＫ235
1 黒褐色土（10ＹＲ3/2）しまり強　粘性なし

炭化物（径0.5mm）1％混入
焼土ブロック（径5mm）1％混入
地山ブロック（径1cm）5％混入

2 黒褐色土（10ＹＲ3/2）しまり中　粘性なし
炭化物10％混入
焼土ブロック（径5mm）1％混入
地山ブロック（径5mm）5％混入

ＳＫ236
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり中　粘性弱

炭化物（径0.5～1.5cm）1％未満混入
地山ブロック（径0.1～2cm）2％混入

26.6ｍ
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第134図　ＳＫ254・255・258・263・273・277土坑

ＳＫ254

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ26.6ｍ

１

ＳＫ255

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ26.3ｍ

１

ＳＫ258

ＳＫＰ259
Ａ Ｂ

Ａ Ｂ26.6ｍ

ＳＫ258

１

ＳＫＰ259
１

ＳＫ263

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ26.7ｍ

１

ＳＫ273

ＳＮ274

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
25.7ｍ

１

２

ＳＫ277

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ25.9ｍ
１

２ 撹乱

１

０ ２ｍ

SK254
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱

炭化物(径1～3mm）1%未満混入
焼土ブロック（径1～3mm）1%未満混入
地山ブロック（径0.1～2cm）3%混入

SK255
1 褐色土(10YR4/4）しまり強　粘性中

炭化物（径1mm）1%混入
焼土ブロック（径5mm）1%混入
地山ブロック（径0.5～1cm）混入

SK258
1 暗褐色土(10YR3/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1mm）1%混入
焼土ブロック（径5mm）1%混入
地山ブロック（径1cm）2%混入

SKP259
1 暗褐色土（10ＹＲ3/3）しまり強　粘性弱

炭化物1％混入焼土ブロック1％混入
地山ブロック2％混入

SK263
1 暗褐色土（10YR4/4）しまり強　粘性弱

炭化物(径0.1～3cm）1%混入
焼土ブロック（径0.1～1cm）1%混入
地山ブロック(径0.2～1cm）2%混入

SK277
1 黒褐色土(10YR2/2)しまり弱　粘性弱

炭化物2％混入　焼土ブロック3％混入
2 暗褐色土（10YR3/4）しまり強粘性弱

地山ブロック3％混入

SK273
1 暗赤褐色土（5YR3/6）しまり中　粘性弱
2 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性中

炭化物（径1mm）1%未満混入
焼土ブロック（径1mm）1%混入
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第135図　ＳＫ278・279・290・301・303・308・323・330・333土坑　ＳＮ315焼土遺構
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SK278
1 暗褐色土(10YR3/4)しまり強　粘性弱

炭化物(径0.8～1cm)1%未満混入

SK279
1 褐色土(10YR4/6) しまり強　粘性中

地山ブロック(径0.5～3cm)5%混入

SK303
1 暗褐色土(10YR3/3) しまり弱　粘性強

焼土ブロック(径0.5～5cm)1%未満混入
SK308
1 暗褐色土(10YR3/3) しまり弱　粘性中

焼土ブロック(径0.5～4mm)1%未満混入
地山ブロック(径0.1～3cm)1%混入

2 黒褐色土(10YR2/3) しまり弱　粘性中
地山ブロック(径0.1～2cm)1%未満混入

3 黒褐色土(10YR2/3) しまり弱　粘性中
地山ブロック(径1～3cm)5%混入

SK323
1 黒褐色土(10YR2/3) しまり中　粘性弱

地山ブロック(径0.5～1cm)1%混入

SK333
1 黒褐色土(10YR2/2)しまり強　粘性なし

SN315
1 赤褐色土(2.5YR4/6)しまり弱　粘性なし
2 暗褐色土(10YR3/4) しまり中　粘性弱

焼土ブロック(径0.1～3cm)5%混入
SK330
1 暗褐色土(10YR3/4) しまり中　粘性弱

炭化物(径1～8mm)1%未満混入
焼土ブロック(径0.1～1cm)1%未満混入
地山ブロック(径0.1～2.5cm)2%混入

SK290
1 暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性弱

炭化物(径1cm)10%混入
焼土ブロック(径5mm)5%混入
地山ブロック(径0.5～2cm)15%混入

SK301
1 暗赤褐色土(5YR3/6) しまり強　粘性中

炭化物1%混入
2 暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性中
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第136図　ＳＫ341・342・343・346・383・400・403土坑
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SK343 
1 暗褐色土(10YR3/4) しまり強　粘性弱

炭化物1%未満混入　焼土ブロック1%未満混入
地山ブロック1%未満混入

2 褐色土(10YR4/4) しまり強　粘性中
地山ブロック(径0.5～2cm)15%混入

SK346
1 赤褐色土(5YR4/8) しまり弱　粘性なし

地山ブロック50%混入
2 黒色土(10YR1.7/1) しまり弱　粘性なし

地山ブロック(径0.5～2cm)2%混入

SK383 
1 黒褐色土(10YR2/2) しまり中　粘性中

地山ブロック3%混入

SK403 
1 暗褐色土(10YR3/4) しまり強　粘性弱

炭化物(径2mm)2%混入
2 赤褐色土(5YR4/8) しまり強　粘性弱

炭化物(径0.1～1cm)2%混入
暗褐色土混入

3 褐色土(7.5YR4/4) しまり強　粘性中
炭化物(径2～5mm)1%
焼土ブロック(径5mm)2%混入

SKP2993
1 暗褐色土(10YR3/3) しまり中　粘性弱

SK400 
1 暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性弱

炭化物(径1mm)2%混入
焼土ブロック(径1～5mm)2%混入
地山ブロック(径1mm)2%混入

2 暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性弱
3 暗褐色土(10YR3/3) しまり中　粘性弱

炭化物(径1mm)1%混入
焼土ブロック(径1～2mm)1%混入
地山ブロック(径0.1～2cm)1%混入

SK342 
1 褐色土(10YR4/4) しまり強　粘性弱

地山ブロック5%混入

SK341
1 暗褐色土(10YR3/4)



－－ 216 －－

第4章　調査の記録

第137図　ＳＫ415・420・427・491・492・561土坑
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SK415 
1 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性なし

SK561
1 暗褐色土(10YR3/4) しまり強　粘性中

地山ブロック(径0.5～4cm)50%混入

SK491
1 黒褐色土(10YR2/3) しまり中　粘性弱

地山ブロック(径0.5～1cm)1%未満混入
SK492
1 黒褐色土(10YR2/3) しまり中　粘性中

炭化物(径5～8mm)1%混入
地山ブロック(径0.1～1cm)1%混入

SK420 
1 黒褐色土(10YR3/2) しまり強　粘性弱

炭化物(径1～5mm)1%未満混入
焼土ブロック(径1～5mm)2%混入

SK427
1 暗褐色土(10YR3/4)しまり中　粘性なし

炭化物1%混入　地山ブロック1%混入
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第138図　ＳＫ566・601・616・685・687・721・821・831・844土坑
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SK601
1 暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性弱

地山ブロック(径1～5mm)1%混入
2 褐色土(10YR4/4) しまり強　粘性中

地山ブロック50%混入
3 暗褐色土(10YR3/4) しまり強　粘性弱

地山ブロック(径1～5mm)1%未満混入

SK687
1 暗褐色土(10YR3/3) しまり中　粘性弱

地山ブロック(径0.1～1cm)10％混入

SK616
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性なし

炭化物（径5mm）5％混入
焼土ブロック（径0.5cm）20％混入
地山ブロック（径0.5～2cm）20％混入

SK721
1 黒褐色土(10YR2/3) しまり強　粘性弱

地山ブロック(径0.1～4cm)5%混入

SK566
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径0.5～１cm）1％未満混入
焼土ブロック（径2～5mm）1％混入

SK685
1 暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性弱

炭化物(径0.2～0.5mm)1%混入
焼土ブロック(径1～4mm)1%混入

2 暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性弱
炭化物(径2～3mm)1%混入
焼土ブロック(径2～4mm)2%混入
地山ブロック(径3～5mm)2%混入

3 暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性弱
地山ブロック(径2～3mm)1%未満混入

SK821
1 黒褐色土(10YR2/2) しまり強　粘性中

地山ブロック1%未満混入
2 暗褐色土(10YR3/3) しまり中　粘性中

炭化物ブロック1%未満混入
地山ブロック3%混入

SK831
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中

地山ブロック（径1～2mm）1%混入

SK844
1 暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性弱

炭化物(1～5mm)1%混入
焼土ブロック(1mm)1%混入
地山ブロック(1～10mm)2%混入
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第139図　ＳＫ849・851・852・853・854・855・857・2078土坑

ＳＫ849

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
26.4ｍ

１

ＳＫ852

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
28.6ｍ

１

ＳＫ2078

ＳＫ851

ＳＫＰ2141

ＳＫＰ2142

ＳＫＰ2042 ＳＫＰ2077

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
28.7ｍ

ＳＫ2078

１

ＳＫ851
２

１ ２

ＳＫＰ2142

１

ＳＫ857

ＳＫＰ2264

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ28.6ｍ

ＳＫ857

１

ＳＫＰ2264

１

ＳＫ854
ＳＫ853

ＳＫ855

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
28.5ｍ

ＳＫ854

１

ＳＫ853

１

ＳＫ855

１

０ ２ｍ

SK849
1 暗褐色土(10YR3/3) しまり中　粘性弱

地山ブロック(1～10mm)混入
焼土ブロック(1mm)1%以下混入

SK852
1 暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性中

地山ブロック(径0.1～2cm)1%混入

SK851
1 黒褐色土(10YR2/2) しまり強　粘性中

炭化物(径1mm)1%未満混入
地山ブロック(径1～5mm)1%未満混入

2 黒褐色土(10YR2/3) しまり強　粘性中
地山ブロック(径0.1～1cm)5%混入

SK2078
1 黒褐色土(10YR2/2) しまり中　粘性中

地山ブロック(径1～2mm)1%混入

SKP2142
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中 粘性中

地山ブロック１％混入

SK857
1 黒褐色土(10YR2/3) しまり強　粘性弱

炭化物(径1mm)1%混入
地山ブロック(径1～2mm)3%未満混入

SKP2264
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強 粘性中

炭化物1％混入　地山ブロック3％混入

SK853
1 黒褐色土(10YR2/2) しまり強　粘性中

炭化物(径1mm)1%混入
地山ブロック(径0.1～1cm)5%混入

SK854
1 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性中

地山ブロック(径0.2～1cm)3%混入

SK855
1 黒褐色土(10YR2/3) しまり強　粘性中

地山ブロック(径1～2mm)1%混入
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第140図　ＳＫ858・859・861・942・952・955土坑　ＳＮ2293焼土遺構
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SK952 
1 黒褐色土(10YR3/2) しまり強　粘性中

炭化物ブロック1%未満混入
焼土ブロック1%未満混入
地山ブロック1% 混入

2 黒褐色土(10YR2/2) しまり強　粘性中
炭化物ブロック1%未満混入
焼土ブロック1%未満混入

3 黒褐色土(10YR2/3) しまり中　粘性強
炭化物ブロック1%未満混入
焼土ブロック1%未満混入　地山ブロック1%混入
浅黄橙色土(10YR8/4)2%混入

4 暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性強
炭化物ブロック1%未満混入
地山ブロック1%混入

5 浅黄橙色土(10YR8/4)しまり強　粘性強
焼土ブロック1%未満混入

SK955 
1 黒褐色土(10YR2/3) しまり中　粘性弱

地山ブロック15%混入
2 暗褐色土(10YR3/3) しまり弱　粘性弱

地山ブロック5%混入
3 褐色土(10YR4/4) しまり弱　粘性中

地山ブロック2%混入

SK858
1 黒褐色土(10YR2/3) しまり強　粘性弱

炭化物(径1mm)1%混入
焼土ブロック(径2mm)1%未満混入
地山ブロック(径1cm)2%混入

SK859
1 黒褐色土(10YR2/2) しまり中　粘性中

炭化物(径1～2mm)2%混入
焼土ブロック(径1～2mm)1%混入
地山ブロック(径1～2mm)1%混入

2 黒褐色土(10YR2/3) しまり中　粘性中
炭化物(径1mm)1%未満混入
地山ブロック(径1～2mm)1%混入

3 暗褐色土(10YR3/3) しまり中　粘性中
地山ブロック(径0.1～1cm)3%混入

SK861
1 黒褐色土(10YR2/2) しまり中　粘性中

炭化物(径1mm)1%未満混入
地山ブロック(径0.1～2mm)1%混入

2 暗褐色土(10YR3/3) しまり中　粘性中
炭化物(径1mm)1%未満混入
焼土ブロック(径1～3mm)1%混入
地山ブロック(径0.1～1cm)5%混入

3 暗褐色土(10YR3/4) しまり中　粘性強
焼土ブロック(径0.1～1cm)5%混入
地山ブロック(径1～3mm)1%混入

SN2293 
1 赤褐色土（5YR4/6）しまり強　粘性強

SK942
1 暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性弱

炭化物ブロック1%未満混入
地山ブロック1%未満混入

SKP943
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強 粘性弱

炭化物1％未満混入
地山ブロック1％未満混入
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第141図　ＳＫ960・967・985・986・999・1006・1072・1075・3004土坑
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SK960 
1 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性なし

地山ブロック3%混入
SK967
1 暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性中

炭化物ブロック1%未満混入
地山ブロック2%混入

SK985
1 黒褐色土(10YR2/2) しまり強　粘性弱

炭化物(径1～3mm)1%混入
地山ブロック(径1～3mm)2%混入

SK986
1 明黄褐色土(10YR5/6)しまり強粘性なし
2 暗褐色土(10YR3/4) しまり強　粘性弱

炭化物(径0.1mm)1% 混入
焼土ブロック1%未満混入

3 褐色土(7.5YR4/4) しまり中　粘性なし
地山ブロック(径1～5mm)1%混入

SK1072
1 暗褐色土(10YR3/4) しまり中　粘性弱

炭化物1%未満混入
2 暗褐色土(10YR3/4)しまり中　粘性なし

炭化物1%混入　焼土ブロック1%未満混入
3 褐色土(10YR4/4) しまり中　粘性弱

炭化物1%未満混入
焼土ブロック1%未満混入

4 暗褐色土(10YR3/3) しまり弱　粘性弱
炭化物1%未満混入

SK1075
1 褐色土(7.5YR4/6) しまり中　粘性弱

焼土ブロック(径1mm)1%未満混入
2 黒褐色土(10YR2/2)しまり弱　粘性なし

炭化物1% 焼土ブロック1%混入
3 暗褐色土(10YR3/3)しまり弱　粘性なし

炭化物1%未満　焼土ブロック3%混入

SK1006
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中 粘性中

炭化物（径1～5mm）1％混入
地山ブロック（径0.5～1cm）1％混入

SK999
1 明赤褐色焼土ブロック(5YR5/8)

褐色土(7.5YR4/4)混入
2 炭化物層
3 暗褐色土(7.5YR3/3)混入

炭化物(径10mm)が多量に混入
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第142図　ＳＫ1081・1082・1092・1099・1126土坑
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SK1081
1 黒褐色土(10YR2/2) しまり強　粘性強

SK1082
1 黒褐色土(10YR2/2) しまり強　粘性強

地山ブロック1%混入

SK1092
1 黒褐色土(10YR2/2) しまり強　粘性強

地山ブロック2%混入

SK1099
1 黒褐色土(10YR2/2)しまり中　粘性なし
2 暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性弱

地山ブロック40%混入

SK1126
1 黒褐色土(10YR2/2) しまり中　粘性中

炭化物(径5mm)1%未満
焼土ブロック(径1̃2cm)10%
地山ブロック(径0.5̃2cm)5%混入

2 暗褐色土(10YR3/4) しまり中　粘性中
地山ブロック(径1̃2mm)1%混入
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第143図　ＳＫ1150・1152・1153・1231・1232・1233土坑

SK1153                                     
１　黒褐色土(10YR2/2) しまり強　粘性弱

炭化物(径５mm)１%                       
焼土ブロック(径５mm)１%                 
褐色土(10YR4/6)５%混入

２　暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性弱
炭化物(径１cm)１%                       
焼土ブロック(径１cm)１%                 
地山ブロック(径５mm)10%混入

３　黒褐色土(10YR2/2) しまり強　粘性弱
地山ブロック(径５mm)３%混入

４　黒褐色土(10YR2/2) しまり強　粘性弱
地山ブロック(径５mm)10%混入
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SK1152                                     
１　黒褐色土(10YR2/2) しまり強　粘性弱

地山ブロック(径0.5̃３cm)1%混入
２　黒褐色土(10YR3/2) しまり強　粘性弱

炭化物(径５mm)５%                       
焼土ブロック(径0.5̃１cm)20%            

３　黒褐色土(10YR3/2) しまり強　粘性弱
地山ブロック(径0.5̃３cm)1%混入

４　黒褐色土(10YR3/2) しまり強　粘性弱
炭化物30%                             
地山ブロック(径0.5̃１cm)20%混入

５　黒褐色土(10YR3/2) しまり強　粘性弱
地山ブロック(径0.5̃１cm)20%混入
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SK1231                                   
１　黒褐色土(10YR3/2)しまり中　粘性なし

炭化物(径0.1̃２cm)１%混入

SK1233                                   
１　暗褐色土(10YR3/3) しまり中　粘性弱

炭化物１%                              
地山ブロック(径0.1̃１cm)３%混入

SK1232                                   
１　黒褐色土(10YR3/2) しまり弱　粘性なし

焼土ブロック１%未満
地山ブロック(径５mm)１%混入

２　暗褐色土(10YR3/3) しまり中　粘性なし
地山ブロック(径0.1̃３cm)20%混入

SK1232

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

29.3ｍ

１
１

ＳＫ1231
ＳＫ1233

SK1231
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SK1150                                   
１　暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性弱

炭化物(径５mm)１%未満
焼土ブロック(径５mm)１%                 
地山ブロック(径１cm)  ３%混入

２　暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性弱
地山ブロック(径１cm)20%混入

SA226 P２
１　黒褐色土(10YR3/2)しまり中　粘性弱

地山ブロック(径１cm)5%混入
２　黒褐色土(10YR3/2)しまり中　粘性弱

炭化物１%未満　焼土ブロック１%未満
地山ブロック(径１cm)５%混入

３　黒褐色土(10YR3/2)しまり中　粘性弱
地山ブロック20%混入

４　黒褐色土(10YR3/2)しまり中　粘性弱
炭化物１%未満　焼土ブロック１％未満
地山ブロック(径１cm)５%混入

５　黒褐色土(10YR3/2)しまり中　粘性弱
地山ブロック20%混入
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第144図　ＳＫ1242・1245・1246・1276・1314・1325土坑
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SK1242
1 黒褐色土(10YR2/2) しまり強　粘性弱

炭化物(径1mm)1%
焼土ブロック(径3mm)1%未満
地山ブロック(径0.3̃1cm)3%混入

SK1276
1 黒褐色土(10YR2/2) しまり中　粘性弱

SK1314
1 黒褐色土(10YR2/2)しまり強　粘性なし

SK1325
1 黒褐色土(10YR2/3) しまり中　粘性弱

炭化物1% 地山ブロック2%混入

SK1245
1 黒褐色土（10YR3/2）しまり強　粘性弱

地山ブロック10％混入
2 黒褐色土（7.5YR3/2）しまり中　粘性弱

炭化物1％未満　焼土ブロック1％混入
3 暗褐色土（7.5YR3/3）しまり中　粘性弱

焼土ブロック（径1mm）1％混入
4 黒褐色土（7.5YR3/1）しまり中　粘性弱

炭化物（径1～3mm）5％
焼土ブロック（径1～5mm）1％
地山ブロック（径1mm）1％混入

5 にぶい褐色土(5YR4/4)しまり中　粘性弱
炭化物1％未満
焼土ブロック（径3mm）1％混入

6 黒褐色土（10YR3/2）しまり中 粘性弱
炭化物（径1～3mm）3％
地山ブロック（径1～3mm）2％混入

SK1246 
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性弱

地山ブロック（径1～3mm）2％混入
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第145図　ＳＫ1334・1336・1337・1338・1343・1344・1377土坑

SK1377                                   
１　暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性弱

地山ブロック（径２～３mm）１%           
炭化物（径２～３mm）１%混入

SKP1512                                  
１　暗褐色土(10YR3/3)しまり中 粘性中

地山ブロック(径１～1.5cm)２％混入
２　暗褐色土(10YR3/3)しまり中 粘性中

地山ブロック(径１～1.5cm)５％混入
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SK1337                                   
１　黒褐色土(10YR2/2) しまり中　粘性中

SK1338                                   
１　黒褐色土(10YR2/3) しまり強　粘性弱

地山ブロック１%                        

SK1343                                   
１　暗褐色土(10YR3/3) しまり中　粘性中

地山ブロック５%混入
２　黒褐色土(10YR2/2) しまり中　粘性弱

炭化物１%未満　焼土ブロック１%未満　
地山ブロック１%混入

SK1338
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SK1334                                   
１　黒褐色土(10YR2/2) しまり強　粘性中

地山ブロック２%混入

SKP1335                                  
１　黒褐色土(10YR2/2) しまり中　粘性中

SKP1339                                  
１　黒褐色土(10YR2/3) しまり強　粘性中

地山ブロック１%混入

SK1336                                   
１　黒褐色土(10YR2/2) しまり弱　粘性中

地山ブロック１% 炭化物１%混入
２　黒褐色土(10YR2/2) しまり弱　粘性中

地山ブロック５%混入

SK1344                                   
１　黒褐色土(10YR2/2) しまり中　粘性中

炭化物１％未満　焼土ブロック１%未満　
地山ブロック(径５cm)１%混入

２　黒褐色土(10YR2/2) しまり中　粘性弱
地山ブロック１%未満混入

３　黒褐色土（10ＹＲ2/2）
地山ブロック10％混入
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第146図　ＳＫ1345・1392・1393・1397・1398土坑

SK1393
１　黒褐色土(10YR2/2) しまり中　粘性中

炭化物(径５mm)１%未満
焼土ブロック(径５mm)１%未満
地山ブロック(径５mm)１%混入

２　暗褐色土(10YR3/3)しまり強 粘性弱
地山ブロック(径１cm)30％混入

３　褐色土(10YR4/4)しまり中 粘性弱

SK1345                                   
１　黒褐色土(10YR3/2) しまり中　粘性中

焼土ブロック１%未満
地山ブロック２%混入

SK1397
１　黒褐色土（10YR3/2）しまり強 粘性弱

炭化物（径５mm）１％未満
焼土ブロック１％　地山ブロック１％混入

SK1398
１　暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性なし

炭化物(径５mm)１%
焼土ブロック(径5mm)１%
明黄褐色土(10YR7/6)(径５mm)１%
地山ブロック(径５mm)５%混入

SK1392                                                           
１　黒褐色土(10YR3/2)しまり強　粘性弱

炭化物(径５mm)１% 地山ブロック１%混入
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第147図　ＳＫ1441・1443・1461・1480・1481・1484・1485土坑

SK1484
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性中

炭化物1% 地山ブロック5%混入

SK1485
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性なし

炭化物1%混入
2 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性弱

炭化物1% 地山ブロック1%混入
3 黒褐色土（10YR2/3）しまり弱　粘性弱

炭化物1%混入
4 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性弱

炭化物1% 地山ブロック1%混入
5 黒褐色土（10YR2/3）しまり弱　粘性中

炭化物1% 地山ブロック1%混入
6 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性中

地山ブロック1%混入

SK1441
1 黒褐色（10YR2/3）しまり強　粘性中

炭化物（径1mm）1%
地山ブロック（径0.1̃1cm）3%混入

SKP1442
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性中

地山ブロック（径0.5̃2cm）40%混入

SKP2988
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性中

地山ブロック（径1̃3mm）5%混入

SK1443
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性弱

炭化物（径1̃2mm）1%
焼土ブロック（径1mm）1%
地山ブロック（径0.1̃1cm）3%混入

SK1461
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり弱　粘性弱

炭化物全体に混入
2 褐色土（10YR4/6）しまり強　粘性なし
3 焼土
4 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性中
5 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性中

地山ブロック2%混入

SK1480
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性中
2 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

地山ブロック30％混入

SKP1738
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性強

地山ブロック5％混入

SK1481
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性中

地山ブロック2%混入
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第148図　ＳＫ1489・1490・1495・1513・1514土坑　ＳＮ1500焼土遺構

SK1513
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性中

炭化物（径2̃4mm）1%
焼土ブロック（径2̃3mm）1%
地山ブロック（径0.7̃2cm）5%
黄褐色土（10YR5/6）（径1.5̃2cm）1% 混入

SK1514
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性中

炭化物（径4̃6mm）1%
地山ブロック（径4̃6mm）2%混入

SKP2227
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

焼土ブロック（径2～4mm）1％
炭化物（径2～4mm）1％
黄土ブロック（10YR5/6）（径4～6mm）1％

SKP2568
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性中

地山ブロック（径3～6mm）3％混入

SK1489
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性弱

地山ブロック1%混入

SK1490
1 黒褐色土（10YR2/3）
2 暗褐色土（10YR3/3）

SK1495
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性なし

炭化物1% 焼土ブロック1%
にぶい黄褐色土（10YR7/4）20%混入

2 明褐色土（7.5YR5/6）しまり強　粘性なし
炭化物1% 焼土ブロック1%混入

3 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性中
炭化物2% 地山ブロック3%混入

4 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性中
地山ブロック5%混入

5 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性中
地山ブロック30%混入

SN1500
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性中

炭化物2%混入
2 赤褐色土（5YR4/8）しまり強　粘性なし
3 暗赤褐色土（5YR3/4）しまり強　粘性中

地山ブロック2%混入
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第149図　ＳＫ1522・1529・1534･1537・1539・1541土坑

SK1537
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり弱　粘性弱

炭化物（径1mm）1%未満混入
2 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性中

炭化物（径1̃2mm）1%未満
地山ブロック10%混入

3 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性中
炭化物（径1̃2mm）1%未満
地山ブロック30%混入

4 黒褐色土（10YR3/2）しまり中　粘性中
炭化物（径1̃2mm）1%未満混入

5 褐色土（10YR4/4）しまり強　粘性強

SK1529
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱

焼土ブロック（径0.8̃1.5cm）1%
地山ブロック（径0.5̃5cm）1%混入

SK1522
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性弱

炭化物1%未満　焼土ブロック1%未満
地山ブロック10%混入

SK1534
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり弱　粘性弱

炭化物（径1～2mm）1％未満
地山ブロック(0.1～1cm)1％未満混入

2 黒褐色土（10YR2/2）しまり弱 粘性弱

SKP2279
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり弱　粘性弱

地山ブロック1％混入

SKP2280
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり弱　粘性弱

地山ブロック5％混入
2 暗褐色土（10YR3/4）

SK1539
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1̃3mm）1%未満
地山ブロック（径0.1̃3cm）7%混入

SK1541
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径3̃5mm）1%未満
焼土ブロック（径0.5̃1cm）1%未満
地山ブロック（径0.5̃3cm）1%混入
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第150図　ＳＫ1690・1700・1740・1758・1800・2001土坑

SK1690
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性弱

炭化物（径1̃5mm）1%未満
焼土ブロック（径0.1̃1cm）1%
地山ブロック（径0.1̃1cm）1%混入

2 暗褐色土（10YR3/3）しまり弱　粘性弱
炭化物（径0.1̃2cm）1%
焼土ブロック（径0.1̃2cm）2%
地山ブロック（径0.1̃1cm）10%混入

SK1700
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性中

焼土ブロック（径0.1̃1cm）1%未満
地山ブロック（径0.1̃1cm）2%混入

SK2001
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性弱

炭化物（径0.1̃5cm）1%
地山ブロック（径0.1̃2cm）10%混入

2 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱
焼土ブロック（径0.1̃5cm）1%未満
地山ブロック（径0.1̃1cm）1%混入

SK1740
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性弱

炭化物1% 地山ブロック1%混入
2 黒褐色土（10YR2/3）しまり弱　粘性弱

焼土ブロック2% 地山ブロック3%混入

SKP1794
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱

SK1758
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中

地山ブロック（4̃10mm）1%
焼土ブロック（2̃4mm）1%
炭粒（2̃4mm）1%混入

2 炭化物層
3 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径4̃8mm）40%混入
4 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径4̃8mm）1%
焼土ブロック（2̃3mm）1%未満混入

SK1800
1 暗赤褐色土（5YR3/4）しまり弱　粘性弱

暗褐色土（10YR3/4）50%混入
2 褐色土（7.5YR4/4）しまり弱　粘性弱

炭化物（径1̃2mm）1%未満
焼土ブロック（径2̃5mm）1%未満混入

SKＰ3001
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり弱　粘性弱

炭化物（径2̃5mm）1%
焼土ブロック2%混入
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第151図　ＳＫ1801・1802・1803・1805・1806・1808・2290土坑

SK1803
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中

炭化物1% 地山ブロック2%混入

SK1801
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中

地山ブロック1%未満混入
SKP2289
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり弱　粘性あり

地山ブロック10％混入
SK2290
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性中

地山ブロック2%混入

SK1802
1 黒暗褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中

地山ブロック1%混入
2 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性中

地山ブロック30%混入
3 黒褐色土（10YR2/3）しまり弱　粘性中

炭化物1%未満　地山ブロック1%混入

SK1808
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性弱
2 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性弱

地山ブロック50%混入
3 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱

SK1805
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性中

炭化物（径1mm）1%混入
2 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性中

地山ブロック（径1̃2mm）1%混入

SK1806
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中

地山ブロック1%混入
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第152図　ＳＫ1817・1818・1819・1841・1842・1843・1844・1883・2925土坑

SK1883
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径1̃2mm）1%混入
地山ブロック（径1mm）3%混入

2 暗褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱
地山ブロック（径1̃3mm）3%混入

SI1820貼床
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性中

焼土ブロック1％混入
地山ブロック10％混入

SK1817
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性中

炭化物（径1̃2mm）１％混入
焼土ブロック（径2̃5mm）1%混入
地山ブロック（径1̃2mm）1%混入

SK1818
1 黒褐色土（10YR3/2）しまり中　粘性中

炭化物（径1̃2mm）1%混入
焼土ブロック（径2̃5mm）1%混入
地山ブロック（径2̃5mm）3%混入

SK1819
1 暗褐色土（7.5YR3/3）しまり中　粘性中

地山ブロック（径3̃8mm）7%混入
SK2925
1 黒褐色土（10YR3/2）
SKP2930
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中

炭化物（径1～2mm）1％混入
焼土ブロック（径2～5mm）2％混入
地山ブロック（径1～2mm）1％混入

SK1841
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性中

炭化物（径1mm）1%混入
焼土ブロック（径1mm）1%混入
地山ブロック（径0.5̃2cm）3%混入

2 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱
地山ブロック（径1̃3mm）20%混入

SK1842
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径1mm）1%未満混入
焼土ブロック（径1̃3mm）1%混入
地山ブロック（径0.1̃2cm）1%混入

SK1843
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径2mm）1%未満混入
焼土ブロック（径1̃3mm）2%混入
地山ブロック（径1̃5mm）3%混入

SK1844
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性弱

炭化物（径1̃3mm）1%未満混入
焼土ブロック（径1̃3mm）1%混入
地山ブロック（径0.1̃1cm）1%混入
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第4章　調査の記録

第153図　ＳＫ1915・1961・1962・1969・1992・2007・2024土坑

SK1961
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性中

地山ブロック（径0.1̃1cm）5%混入

SK1915
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり中 粘性弱

炭化物（径1～3mm）2％混入
焼土ブロック（径1mm）1％混入
地山ブロック（径0.1～1cm）3％混入。

2 暗褐色土（10YR3/4）しまり強 粘性弱
地山ブロック（径0.1～2cm）10％混入。

SK1969
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性中

地山ブロック（径0.1̃2cm）10%混入
2 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性中

地山ブロック（径1̃2mm）2%混入
3 黒褐色土（10YR3/2）しまり中　粘性中

地山ブロック（径0.1̃3mm）5%混入
4 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性中

地山ブロック混入
5 褐色土（10YR4/4）しまり中　粘性中

地山ブロック混入

SK2024                                   
1 黒褐色土（10YR3/2）しまり強　粘性弱

地山ブロック（径0.1～1cm）5%混入
2 黒色土（10YR2/1）しまり中　粘性中

炭化物1%未満混入
焼土ブロック（径0.1～1cm）2% 混入
地山ブロック（径0.1～1cm）1%混入

3 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性中
地山ブロック混入

4 褐色土（10YR4/6）しまり強 粘性中
暗褐色土混入

SK1962
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性中

地山ブロック（径0.1̃1cm）5%混入

SK1992
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性弱　

炭化物（径１mm）1％未満混入
地山ブロック（径1～2mm）1％混入

2 褐色土（10YR4/6）しまり中　粘性弱　
地山ブロック　黒褐色土混入

SK2007                                   
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中

炭化物1% 地山ブロック7%混入
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第154図　ＳＫ2002・2003・2060・2071・2122・2123・3020土坑

SK2123                                   
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径1cm）10%混入
焼土ブロック（径0.5～1cm）5%混入
にぶい黄褐色土（10YR5/4）（径1cm）3%混入

SK2002                                   
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径0.1～5mm）1% 混入
焼土ブロック（径0.1～1cm）1% 混入
地山ブロック（径0.1～2cm）2%混入

SK2003                                   
1 黒褐色土（10YR2/3）

SK3020                                   
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中 粘性弱

地山ブロック（径2mm）5％混入

SK3039                                   
1 黒褐色土（10YR2/3）

SK2060                                   
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性弱

地山ブロック（径1～5mm）1%未満混入

SK2071                                   
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性弱

地山ブロック（径0.1～1cm）5%混入

SKP2072                                  
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性弱

地山ブロック1％混入

SK2122                                   
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径5mm）5% 混入
地山ブロック（径5mm）1%未満混入

2 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱
炭化物（径1mm）1%未満混入
焼土ブロック（径1mm）1% 混入
地山ブロック（径5mm）5%混入

3 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性弱
炭化物（径5mm）1%未満混入
地山ブロック（径5mm）5%混入

4 にぶい黄褐色土（10YR4/3）しまり強　粘性弱
炭化物（径5mm）1%未満混入
地山ブロック（径5mm）30%混入
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第155図　ＳＫ2120土坑　ＳＮ2531焼土遺構

SK2120
１　暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径２mm）１%混入
２　黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径２mm）１%混入
３　暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径２mm）１%混入
４　黒褐色土（7.5YR2/3）しまり強 粘性弱

炭化物１%混入
５　黒褐色土（7.5YR3/2）しまり強 粘性強

炭化物１%混入
６　暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性強

地山ブロック（径１mm）10%混入
７　褐色土（7.5YR4/6）しまり強　粘性強

炭化物１%混入
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第156図　ＳＫ2140土坑（1）
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第157図　ＳＫ2140土坑（2）

SK2140
1ａ　黒褐色土（10YR2/3）しまり弱　粘性弱

焼土ブロック１％未満混入
1ｂ　暗褐色土（10YR3/3）しまり弱　粘性弱

炭化物１％未満混入
1ｃ　暗褐色土（10YR3/4）しまり弱　粘性弱

炭化物1%未満混入
焼土ブロック１％未満混入

1ｄ　暗褐色土（10YR3/4）しまり弱　粘性弱
2ａ　暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性弱

炭化物（径1～8mm）1%混入
焼土ブロック（径3～6mm）1%混入
地山ブロック（径0.5～1cm）1％混入

2ｂ　褐色土（10YR4/4）しまり中　粘性中
焼土ブロック（径1～2cm）1%混入
暗褐色土10％混入

3ａ　暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性弱
炭化物（径1～8mm）1%混入
焼土ブロック(径3～6mm）1%混入
地山ブロック（径0.5～1cm）1％混入

3ｂ　暗褐色土（10YR3/4）
3ｃ　暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性弱

黒褐色土10％混入
4 褐色土（10YR4/6）しまり中　粘性弱
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第158図　ＳＫ2131・2132・2136・2137・2194・2226土坑

SK2131                                   
1 暗褐色土（10YR3/4）

炭化物（径5mm）1%未満混入
焼土ブロック（径5～8mm）1%未満混入

SK2132                                   
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性中

炭化物（径0.5cm）1%未満混入
焼土ブロック（径0.5～1cm）1%未満混入

2 黒褐色土（10YR2/3）しまり弱　粘性中
炭化物（径1～3mm）1%未満混入
焼土ブロック1%未満混入

3 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性中
炭化物（径0.5cm）1%未満混入
焼土ブロック（径0.5～1cm）1%未満混入

4 Ⅳ層土混入層
5 褐色土（10YR4/4）地山ブロック10％混入

SK2137                                   
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性弱

Ⅳ層土1%未満混入

SK2136                                   
1 褐色土（10YR4/4）しまり中　粘性中

炭化物（径1～5mm）1%未満混入
地山ブロック1%未満混入

2 褐色土（10YR4/6）しまり中　粘性中
炭化物（径1～8mm）1%未満混入
焼土ブロック（径1～2cm）1%未満混入
地山ブロック（径0.5～2cm）5%混入

SK2226
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性弱

炭化物（径1～5mm）1%未満混入
焼土ブロック（径3～5mm）1%未満混入
Ⅳ層土（径0.5～10cm）1%未満混入

2 褐色土（10YR4/4）しまり中　粘性中
暗褐色土（10YR3/3）1%未満混入

3 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性弱
炭化物（径1～3mm）1%未満混入
Ⅳ層土（径1～5mm）1%未満混入

SK2194                                   
1 黒褐色土（10YR2/3）

炭化物（径1～2mm）1%未満混入
焼土ブロック（径1～2mm）1% 混入
地山ブロック（径1～2mm）5%混入
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第159図　ＳＫ2211・2212・2230・2269・2276・2277・2292土坑

SK2269  
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性中

炭化物（径1～2mm）1%未満混入
焼土ブロック（径2～5mm）1%未満混入
地山ブロック（径1～2mm）1%混入

SK2212                                   
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

焼土ブロック（径2～5mm）1%未満混入
地山ブロック（径0.1～1cm）10%混入

2 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性弱
炭化物（径0.5～5cm）1%混入
焼土ブロック（径0.1～2cm）1% 混入
地山ブロック（径0.1～6cm）10%混入

3 褐色土（10YR4/6）しまり強　粘性弱
地山ブロック（径0.1～5cm）1%混入

SK2211                                   
1 褐色土（10YR4/6）しまり弱　粘性強

焼土ブロック（径5cm）10％混入
地山ブロック（径0.5～3cm）10%混入

SK2292  
1 褐色土（10YR4/6）しまり強　粘性なし

炭化物（径1mm）1%未満混入
2 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性中

炭化物（径1mm）１％未満混入
焼土ブロック（径1～2mm）1%混入
地山ブロック（径1～3cm）10%混入

SK2276  
1 黒色土（10YR2/1）しまり弱　粘性弱

炭化物（径1mm）1%未満混入
焼土ブロック（径1mm）1%混入

2 黒褐色土（10YR2/2）しまり弱　粘性弱
炭化物（径1～2mm）1%未満混入
焼土ブロック（径1～2mm）1%未満混入

3 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性弱
炭化物（径1～2mm）1%未満混入
焼土ブロック（径2～5mm）1%未満混入
地山ブロック5%混入

4 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性中
地山ブロック1%混入

5 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性中
地山ブロック2%混入

SK2230  
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性弱

焼土ブロック（2～3mm）1%                             
地山ブロック（2～3mm）2%混入

SK2277   
1 黒褐色（10YR2/3）しまり中　粘性中

地山ブロック3%混入
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第160図　ＳＫ2300・2302・2307・2309・2311・2462土坑

SK2311 
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性中

炭化物（径1～3mm）1%未満混入
地山ブロック（径1mm）1%混入

2 褐色土（10YR4/6）しまり強　粘性中
炭化物（径1mm）1%未満混入

3 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性中

SK2300   
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性強

炭化物（径1mm）1%未満混入
2 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性中

炭化物（径1mm）1%未満混入
焼土ブロック（径0.2～1cm）1%混入

3 褐色土（10YR4/6）しまり中　粘性弱

SI2390壁溝
1 暗褐色土（10YR3/3）

SI2390P2 
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中 粘性弱

地山ブロック（径1～2cm）15％混入

SK2309 
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり弱　粘性中
2 暗褐色土（10YR3/4）しまり弱　粘性中

地山ブロック（径1～5mm）5%混入
3 暗褐色土（10YR3/3）しまり弱　粘性中

炭化物（径1～2mm）1%未満混入
地山ブロック（径1～2mm）1%混入

SI2390P19 
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり弱　粘性中

地山ブロック（径1mm～5mm）3％混入
2 暗褐色土（10YR3/4）

SK2307 
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり弱　粘性中

炭化物（径1mm）1%未満混入
地山ブロック（径1mm）1%未満混入

SK2462  
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり弱　粘性中

炭化物（径1～2mm）1%未満混入

SK2302  
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性中

焼土ブロック（径1mm）1%未満混入
地山ブロック（径1～2mm）3%混入
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第161図　ＳＫ2315・2318・2463土坑

SK2315 
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり弱　粘性中

焼土ブロック（径1mm）1%未満混入
2 暗褐色土（10YR3/3）しまり弱　粘性弱

白色土50%混入
3 暗褐色土（10YR3/3）しまり弱　粘性弱
4 黒褐色土（10YR3/2）しまり弱　粘性中

炭化物（径1～3mm）1%未満混入
5 黄褐色土（10YR5/6）しまり弱　粘性中

SK2463  
1 暗赤褐色土（5YR3/4）しまり中　粘性中

炭化物（径1～3mm）1%未満混入

SK2318  
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径5mm）1% 混入
焼土ブロック（径0.5～1cm）1% 混入
地山ブロック（径5mm）15%混入

2 褐色土（10YR4/4）しまり強　粘性弱
焼土ブロック（径1～2cm）5%混入

3 褐色土（10YR4/6）しまり強　粘性弱
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第162図　ＳＫ2548・2549・2560・2563・2570・2584・2595土坑

SK2584  
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱

炭化物1％未満混入
地山ブロック（径3～5mm）1％混入

2 褐色土（10YR4/4）しまり強　粘性弱
地山ブロック（径1～5mm）1％混入

SK2595 
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性弱

炭化物1％未満混入
地山ブロック（径1mm）1％未満混入

SK2548 
1 褐色土（10YR4/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径5mm）1%未満混入
地山ブロック10%混入

2 褐色土（7.5YR4/3）しまり強　粘性弱
炭化物（径0.5mm）1%混入
褐色土（10YR4/4）30%混入
白色土1%未満混入

SK2549  
1 褐色土（10YR4/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径0.5cm）3%混入
地山ブロック（径0.5cm）5%混入

2 褐色土（10YR4/4）しまり強　粘性弱
地山ブロック（径0.5cm）40%混入

SK2563                   
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径2～4mm）2%混入
焼土ブロック（径3～6mm）1%混入
地山ブロック(径0.1～2cm)5%混入

SK2570 
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～2mm）1%混入
地山ブロック（径0.8～1.2cm）7%混入

2a 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱
炭化物（径1～2mm）1%混入
焼土ブロック（径1～2mm）10%混入
地山ブロック（径0.6～1.5mm）7%混入

2b 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱
炭化物（径1～3mm）10%混入
地山ブロック（径0.7～1.2cm）5%混入

SK2560 
1 黒色土（10YR2/1）しまり弱　粘性弱

焼土ブロック1%未満混入
地山ブロック1%混入

SKP2573 
1 黒色土（10YR2/1）しまり弱　粘性弱

地山ブロック1％未満混入
暗褐色土1％未満混入

SKP2579 
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性中

地山ブロック1％未満混入
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第163図　ＳＫ2465・2470・2471・2476・2525・2537・2545・2546土坑

SK2546  
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性弱

炭化物（径5mm）1%混入
地山ブロック（径0.1～1cm）40%混入

SD2400 
1 にぶい黄褐色土（10YR4/3）しまり強 粘性弱

炭化物（径5mm）1％混入
地山ブロック（径0.5～1cm）25％混入

SI2390壁溝
1 暗褐色土（10YR3/3）

SK2465 
1 暗褐色土（10YR3/3) しまり弱　粘性中

地山ブロック（径0.1～1cm）3%混入
2 黄褐色土（10YR5/8）しまり強　粘性中

SK2476 
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性弱

地山ブロック（径1～3mm）2%混入
2 黒褐色土（10YR2/2）しまり弱　粘性中

地山ブロック（径1～3mm）1%混入
3 暗褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中

地山ブロック（径1～3mm）2%混入

SK2471
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり弱　粘性中

地山ブロック（径1～2mm）1%混入

SK2545 
1 褐色土（10YR4/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径5mm）1%混入
地山ブロック（径0.5～1cm）20%混入

SK2537  
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中

地山ブロック2%混入

SK2525
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり弱　粘性弱
2 黒褐色土（10YR2/3）しまり弱　粘性弱

焼土ブロック混入
3 褐色土（10YR4/6）しまり弱　粘性なし

焼土ブロック10%混入

SK2470
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中

地山ブロック（径1～2mm）1%混入
焼土ブロック（径1～2mm）1%混入
炭化物ブロック（径1～2mm）1%混入
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第164図　ＳＫ2210・2488・2585・2921・2922土坑

SK2921
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり弱　粘性弱

炭化物（径1̃2mm）1%混入
焼土ブロック（径1̃2mm）2%混入
地山ブロック（径1mm）1%混入

2 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性中
炭化物（径1̃2mm）1％混入　
地山ブロック（径2～10mm）3%混入

SK2922
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり強　粘性弱

炭化物（径1mm）1%混入
焼土ブロック（径1mm）1%混入
地山ブロック（径2̃5mm）3%混入

2 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱
炭化物（径2̃5mm）2%混入
焼土ブロック（径2̃5mm）2%混入
地山ブロック（径2̃10mm）5%混入

SK2210
1 赤褐色土（5YR4/6）
2 暗赤褐色土（5YR3/6）
3 褐色土（10YR4/4）しまり強　粘性中

地山ブロック（径5̃10mm）20%混入
4 暗褐色土（10YR3/4）
5 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性中

炭化物（径1mm）1%混入
地山ブロック（径2̃5mm）1%混入

SI1820
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性中

炭化物（径1～2mm）1％混入
焼土ブロック（径1～2mm）1％混入
地山ブロック（径0.5～1cm）10％混入

2 黒褐色土（10YR2/3）しまり弱　粘性弱
炭化物（径2～5mm）1％混入　
焼土ブロック（径1～2mm）1％混入
地山ブロック（径0.3～12mm）10％混入

3 にぶい黄褐色土（10YR4/3）しまり中　粘性中
炭化物（径1mm以下）1％混入
地山ブロック（径1～1.2mm）30％混入

4 黄褐色土（10ＹＲ5/6）しまり強　粘性中

SK2585
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性弱

焼土ブロック1％未満混入
地山ブロック（径1～3mm）1％混入

2 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性弱
焼土ブロック1％未満混入
地山ブロック5％混入

3 褐色土（10ＹＲ4/6）しまり強　粘性弱
4 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性弱

炭化物1％未満混入
地山ブロック1％（径1～3mm）混入

5 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性弱
地山ブロック1％混入

SK2488
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性中

地山ブロック（径1̃1.5cm）20%混入
2 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性弱

炭化物（径1mm）1%混入
焼土ブロック（径1mm）1%混入
地山ブロック（径1mm）1%混入

3 暗褐色土（10YR3/4）
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第165図　ＳＫ2586・2589・2590・2599・2611・2621・2622・2665・2681土坑

SK2681
1 黒褐色土（10YR3/2）しまり中　粘性弱

地山ブロック2％混入
2 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性弱

地山ブロック1％混入

SK2586
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性弱

焼土ブロック（径1mm）1％混入
2 褐色土（10YR4/4）しまり弱　粘性弱

焼土ブロック（径5mm）1％混入
3 赤褐色土（5YR4/6）しまり中　粘性中

SK2621 
1 暗褐色土（10YR3/4）

SK2590 
1 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性弱

焼土ブロック2％混入
2 赤褐色土（5YR4/6）粘性なし
3 暗褐色土（10YR 3/3）しまり中粘性なし

焼土ブロック1％混入
地山ブロック（径1 ～3mm）1％混入

4 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性なし
炭化物1％未満混入

5 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性なし
地山ブロック（径0.1～1cm）2％混入

SK2665                                                                      
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性中

炭化物3% 地山ブロック2%混入

SK2599 
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径2～5mm）2%混入
焼土ブロック（径3～7mm）7%混入
地山ブロック（径2～5mm）2%混入

SK2611 
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり強　粘性弱

炭化物（径1～3mm）2%混入
焼土ブロック（径3～5mm）5%混入
地山ブロック（径2mm）3%混入

SK2589 
1 暗褐色土（10YR3/3）しまり中　粘性弱

炭化物1％未満混入
焼土ブロック1％未満混入

2 暗褐色土（10YR3/4）しまり中　粘性弱
地山ブロック5％混入

SK2622                                   
1 褐色土（10YR4/6）しまり中　粘性中

焼土ブロック（径0.5～1cm）1%未満混入　
地山ブロック（径1～5cm）1%混入
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第166図　ＳＫ2861・2915・2916・2923・2924・2940土坑
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SK2924

SK2924
１　黒褐色土(10YR3/2) しまり中　粘性弱

炭化物(径１～５mm)１%混入
焼土ブロック(径0.5～１mm)１%未満
地山ブロック(径１～３mm)１%混入

２　暗褐色土(10YR3/3) しまり中　粘性中
炭化物(径２～５mm)１%混入
焼土ブロック(径２～５mm)１%混入
地山ブロック(径４～10mm)１%混入

３　暗褐色土(10YR3/4) しまり強　粘性中
炭化物(径１mm)１%未満混入
焼土ブロック(径１mm)１%未満混入
地山ブロック(径２～５mm)３%混入

２

３

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

28.8ｍ

１

SK2923
１　暗褐色土(10YR3/3) しまり中　粘性中

炭化物(径２～５mm)１%混入
焼土ブロック(径１～２mm)１%混入
地山ブロック(径３～10mm)10%混入

SK2923
１

SK2940
１　黒褐色土(10YR3/2) しまり強　粘性なし

炭化物(径２cm)３%混入
焼土ブロック(径１cm)１%混入
地山ブロック(径２cm)30%混入

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

28.0ｍ

１
SK2861
１　暗褐色土(10YR3/3) しまり強　粘性弱

地山ブロック７%混入

SK2940

SK2861

ＳＩ2539
Ｐ27

ＳＫ2916

Ｃ Ｄ28.7ｍ

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ａ Ｂ

28.8ｍ

１

SB1530
１　暗褐色土(10YR3/4)しまり強　粘性弱　

炭化物(径0.1～１cm)１％未満混入

SK2915
１　暗褐色土(10YR3/3)しまり強　粘性弱

炭化物(径１～５mm)１％混入
地山ブロック１％未満混入

SK2916
１　褐色土(10YR4/4)しまり強　粘性弱

SK2916

SK2915

１
１

ＳＢ1530

ＳＫ2916

１ １

ＳＫ2915 ＳＢ1530

ＳＢ1530

ＳＢ1530
Ｐ８
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第167図　ＳＫ2958・2964・2967・2983土坑

SK2983
１　褐色土(10YR4/4) しまり強　粘性中

炭化物３% 焼土ブロック１%混入

０　　　　　　　　　　　　　 ２ｍ

SK2983

１

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

26.6ｍ

撹
乱

撹
乱

SK2958
１　黒褐色土(10YR2/3) しまり強　粘性弱

炭化物ブロック１%未満混入
焼土ブロック１%未満混入
地山ブロック１%混入

１

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

29.0ｍ

SK2958

SK2964
１　暗褐色土（10YR3/4）しまり弱 粘性強

炭化物（径１～３mm）１％未満混入

１

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

28.7ｍ

SK2964

SK2967
１　暗褐色土(10YR3/4) しまり強　粘性弱

炭化物ブロック１%未満混入
焼土ブロック１%未満混入
地山ブロック５%混入

１

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

26.7ｍ

SK2967
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第168図　遺構内出土遺物（27）（ＳＫ７・８・９・32・38・50・68・77・85）

０　　　　　　　　 10cm

17

SK85

16

SK85

13

SK77

10

SK50

７

SK32

４

SK９

１

SK７

２

SK８

３

SK９

５

SK９

６

SK32

８

SK32

９

SK38

11

SK50

12

SK68

14

SK77

15

SK77
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第169図　遺構内出土遺物（28）（ＳＫ85・104・127・132・154・156・157）

１

２ ３

４

５

６

７

８

０

ＳＫ85

ＳＫ104 ＳＫ104 ＳＫ127

ＳＫ156 ＳＫ132

ＳＫ154

ＳＫ157

10cm

０ 10cm

０ 10cm
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第170図　遺構内出土遺物（29）（ＳＫ162・173・216・222・232・235・254・290）

０　　　　　　　　 10cm

13

SK254

10

SK222

７

SK216

４

SK173

１

SK162

２

SK162

３

SK173

５

SK216

６

SK216

８

SK216

９

SK216

11

SK232

12

SK235

14

SK290
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第171図　遺構内出土遺物（30）（ＳＫ323・343・400・403・420・561）

０　　　　　　　　 10cm

16

SK561

13

SK420

10

SK420

７

SK400

４

SK400

１

SK323

２

SK323

３

SK343

５

SK400

６

SK400

８

SK403

９

SK420

11

SK420

12

SK420

14

SK420

15

SK420
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第172図　遺構内出土遺物（31）（ＳＫ685・853・858・859・861・952・960・1700）

０　　　　　　　　 10cm

13

SK960

10

SK861

７

SK861

４

SK859

１

SK685

２

SK853・1700

３

SK858

５

SK859

６

SK861

８

SK861

９

SK861

11

SK952

12

SK960

０　　　　　　　　　　　　　　10cm
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第173図　遺構内出土遺物（32）（ＳＫ1150・1153・1155・1245）

15

14
13

12

17

16

９

６

３

０

７

４

１

11

８

５

２

10

ＳＫ1150

ＳＫ1153

ＳＫ1153

ＳＫ1153

ＳＫ1153

ＳＫ1153

ＳＫ1153

ＳＫ1153

ＳＫ1153

ＳＫ1153

10cm

ＳＫ1245

ＳＫ1245

ＳＫ1245

ＳＫ1245

ＳＫ1245

ＳＫ1155

ＳＫ1153
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第174図　遺構内出土遺物（33）（ＳＫ1245・1325・1336・1343・1377・1484・1485）

11

10

７

４

１

10cm

５

２

０

９

６

３

０

８

ＳＫ1245

ＳＫ1484

ＳＫ1484ＳＫ1484

ＳＫ1377

ＳＫ1377

ＳＫ1343ＳＫ1325

ＳＫ1336

ＳＫ1336

10cm

ＳＫ1485
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第175図　遺構内出土遺物（34）（ＳＫ1485・1495・1690・1700・1740・1746）

11

８

５

２

０

６

３

０

10

７

４

１

９

ＳＫ1485

ＳＫ1746

ＳＫ1495
ＳＫ1700

ＳＫ1485

ＳＫ1690

ＳＫ1485

ＳＫ1485

ＳＫ1485

ＳＫ1485

10cm

10cm

ＳＫ1740
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第176図　遺構内出土遺物（35）（ＳＫ1800・1801・1808・1811・2002・2007・2024）

０

13

10

７

４

１

８

５

２

12

９

６

３

11

ＳＫ1800

ＳＫ2024

ＳＫ2002 ＳＫ2007

ＳＫ1811

ＳＫ2007

ＳＫ1808

ＳＫ2007

ＳＫ1801

ＳＫ2002

10cm

ＳＫ2007

ＳＫ2007

ＳＫ2024
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第177図　遺構内出土遺物（36）（ＳＫ2120・2122・2140）

14
13

1211

16
15

８

５

２

10cm

６

３

０

10

７

４

１

９

ＳＫ2120

ＳＫ2140

ＳＫ2122

ＳＫ2140

ＳＫ2122

ＳＫ2140

ＳＫ2122

ＳＫ2140

ＳＫ2120 ＳＫ2122

ＳＫ2140

ＳＫ2140

ＳＫ2140
ＳＫ2140

ＳＫ2140

ＳＫ2122



－－ 257 －－

第4節 古代の遺構と遺物　

第178図　遺構内出土遺物（37）（ＳＫ2140・2225・2226・2276・2292・2314・2315・2465）

16

15

14

13

10

７

４

１

８

５

２

12

９

６

３

11

ＳＫ2140・2225

ＳＫ2314

ＳＫ2276

ＳＫ2314

ＳＫ2226

ＳＫ2314

ＳＫ2140

ＳＫ2292

ＳＫ2140

ＳＫ2276

０ 10cm

ＳＫ2465

ＳＫ2465

ＳＫ2465ＳＫ2465

ＳＫ2315

ＳＫ2314
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第179図　遺構内出土遺物（38）（ＳＫ2470・2536・2585）

15

14

13

12

９

６

３

０

７

４

１

11

８

５

２

10

ＳＫ2470

ＳＫ2585

ＳＫ2536

ＳＫ2585

ＳＫ2536

ＳＫ2585

ＳＫ2536

ＳＫ2585

ＳＫ2536

ＳＫ2536

10cm

ＳＫ2585

ＳＫ2585ＳＫ2585
ＳＫ2585

ＳＫ2585

０ 10cm
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第180図　遺構内出土遺物（39）（ＳＫ2585・2595）

ＳＫ2585・2595

３
10cm

２

10cm

１

ＳＫ2585

０ＳＫ2585

０
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第181図　遺構内出土遺物（40）（ＳＫ2585・2586・2589）

10

９

６

３

10cm

10cm

４

０

０

８

５

２

１

７

ＳＫ2585

ＳＫ2589

ＳＫ2589

ＳＫ2589ＳＫ2589

ＳＫ2589

ＳＫ2589

ＳＫ2589

ＳＫ2586

ＳＫ2589
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第182図　遺構内出土遺物（41）（ＳＫ2590・2622）

第12表 土坑（古代）出土遺物一覧表（１）

挿図番号 図版番号 出土地点 種別 器種 部位 外底部 器面特徴 胎土 備考

第168図1 SK7 土師 坏 底部 － － 〔5.8〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第168図2 SK8 土師 坏 体部～底部 － － 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第168図3 SK9 土師 坏 体部～底部 － － 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第168図4 SK9 土師 坏 体部～底部 － － 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第168図5 SK9 土師 坏 体部～底部 － － 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第168図6 SK32 土師 坏 体部～底部 － － 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第168図7 SK32 土師 坏 底部 － － 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第168図8 SK32 土師 甕 底部 － － 7.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第168図9 SK38 土師 坏 底部 － － 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第168図10 SK50 土師 坏 体部～底部 － － 〔4.8〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第168図11 SK50 土師 坏 口縁部～底部 〔9.8〕 3.0 4.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第168図12 SK68 土師 甕 口縁部〔20.8〕 － － － ロクロ成形

第168図13 SK77 土師 坏 口縁部～底部〔12.2〕 5.3 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第168図14 SK77 土師 坏 体部～底部 － － 4.2 回転糸切り ロクロ成形 粗い

第168図15 SK77 土師 坏 体部～底部 － － 〔5.6〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第168図16 SK85 土師 坏 体部～底部 4.7 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第168図17 SK85 土師 坏 口縁部～底部 〔11.4〕 3.8 5.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

４ ５ ６

１
２

３

ＳＫ2590

ＳＫ2622ＳＫ2622

０

ＳＫ2622

10cm

ＳＫ2590 ＳＫ2622

口縁部一部内
面に折り返し

0.5㎜の
砂粒混入
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第13表 土坑（古代）出土遺物一覧表（２）

第169図 1 30－2 SK85 須恵 甕 体部 タタキ 緻密

第169図 2 SK104 土師 坏 底部 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第169図 3 SK104 土師 甕 底部 〔7.0〕 非ロクロ 非ロクロ 緻密

第169図 4 SK127 土師 坏 体部～底部 5.0 摩滅 緻密

第169図 5 SK132 土師 甕 底部 7.4 回転糸切り ロクロ成形

第169図 6 SK154 土師 坏 体部～底部 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第169図 8 SK157 土師 坏 底部 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第170図 1 SK162 土師 坏 口縁部～底部 〔12.0〕 4.7 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第170図 2 SK162 土師 甕 体部～底部 8.4 砂底 非ロクロ 緻密

第170図 3 SK173 土師 坏 体部～底部 6.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第170図 4 SK173 土師 坏 底部 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第170図 5 30－3 SK216 土師 皿 完形 10.3 2.2 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第170図 6 SK216 土師 坏 体部～底部 4.6 摩滅 ロクロ成形 緻密

第170図 7 SK216 土師 坏 口縁部～底部 〔11.6〕 5.3 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第170図 8 SK216 土師 坏 口縁部～底部 〔11.8〕 5.3 4.3 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第170図 9 SK216 土師 坏 口縁部～底部 〔12.0〕 6.2 5.1 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第170図10 SK222 土師 坏 体部～底部 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第170図12 SK235 土師 坏 口縁部～底部 〔11.6〕 5.4 5.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第170図13 SK254 土師 坏 体部～底部 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第170図14 30－4 SK290 土師 坏 完形 13.7 5.0 4.6 回転糸切り ロクロ成形

第171図 1 SK323 土師 坏 体部～底部 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第171図 2 SK323 土師 坏 体部～底部 5.0 回転糸切り ロクロ成形

第171図 4 SK400 土師 坏 底部 5.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第171図 5 SK400 土師 坏 体部～底部 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第171図 6 SK400 土師 坏 体部～底部 〔5.2〕回転糸切り ロクロ成形 緻密

第171図 7 SK400 土師 坏 体部～底部 〔5.2〕回転糸切り ロクロ成形 緻密

第171図 8 SK403 土師 坏 体部～底部 5.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第171図 9 SK420 土師 坏 体部～底部 4.0 摩滅 摩滅 緻密

第171図10 SK420 土師 坏 口縁部～底部 〔12.0〕 4.5 4.4 回転糸切り ロクロ成形

第171図11 SK420 土師 坏 口縁部～底部 〔13.6〕 4.5 4.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第171図12 SK420 土師 坏 底部 5.6 高台 ロクロ成形 緻密

第171図13 SK420 土師 坏 口縁部～底部 〔13.6〕 4.9 〔4.8〕回転糸切り ロクロ成形 緻密

第171図14 SK420 土師 坏 体部～底部 〔7.0〕 緻密

第171図15 SK420 土師 甕 底部 6.6 非ロクロ 非ロクロ

口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）挿図番号 図版番号 出土地点 種別 器種 部位 外底部 器面特徴 胎土 備考

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1㎜の砂
粒混入

孔4カ所
蓋に転用?

口縁部と内面
底部中央に煤

緻密な胎
土に１㎜
の砂粒混入

緻密な胎
土に0．5㎜
の砂粒混入

0.5㎜以下
の砂粒混入

粗い胎土に
0．5㎜の
砂粒混入
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第14表 土坑（古代）出土遺物一覧表（３）

第171図16 SK561 土師 坏 口縁部～底部 〔11.0〕 2.8 〔5.0〕回転糸切り ロクロ成形 緻密

第172図 2 SK853･SK1700 須恵 甕 口縁部 〔12.0〕 － － ロクロ成形 緻密

第172図 3 SK858 土師 坏 底部 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第172図 4 SK859 土師 坏 体部～底部 4.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第172図 5 SK859 土師 坏 体部～底部 7.2 高台 ロクロ成形 緻密

第172図 6 SK861 土師 坏 底部 4.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第172図 7 SK861 土師 坏 体部～底部 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第172図 8 SK861 土師 坏 底部 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第172図 9 SK861 土師 坏 底部 4.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第172図10 SK861 土師 甕 口縁部 〔14.4〕 － － ロクロ成形 緻密 口縁部内面に煤

第172図11 SK952 土師 坏 体部～底部 3.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第172図12 SK960 土師 坏 口縁部～底部 〔13.6〕 5.8 〔6.2〕回転糸切り ロクロ成形 緻密

第172図13 SK960 土師 坏 体部～底部 5.3 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第173図 1 SK1150 土師 坏 体部～底部 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第173図 2 SK1153 土師 坏 口縁部～底部 〔12.2〕 4.4 〔4.4〕 摩滅 ロクロ成形 緻密

第173図 3 30－5 SK1153 土師 坏 口縁部～底部 〔12.5〕 5.1 4.8 ロクロ成形

第173図 4 30－6 SK1153 土師 坏 完形 11.6 4.9 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第173図 5 SK1153 土師 坏 底部 5.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第173図 6 SK1153 土師 坏 体部～底部 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第173図 7 SK1153 土師 坏 体部～底部 5.1 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第173図 8 SK1153 土師 坏 体部～底部 4.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第173図 9 SK1153 土師 坏 体部～底部 〔4.8〕 摩滅 ロクロ成形 緻密

第173図10 31－1 SK1153 土師 甕 口縁部～底部 〔12.2〕 13.2 6.3 回転糸切り 内面に煤

第173図11 SK1153 土師 甕 口縁部 〔20.0〕 － － ロクロ成形

第173図12 SK1155 土師 坏 底部 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第173図13 SK1245 土師 坏 口縁部～底部 〔11.8〕 5.6 5.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第173図14 SK1245 土師 坏 体部～底部 〔6.2〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第173図15 31－2 SK1245 土師 坏 完形 13.0 4.7 6.5 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第173図16 SK1245 土師 坏 体部～底部 4.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第173図17 31－3 SK1245 土師 坏 完形 14.8 6.6 5.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第174図 4 SK1325 土師 坏 底部 4.9 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第174図 5 SK1343 土師 坏 底部 4.5 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第174図 6 SK1377 土師 坏 底部 4.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第174図 8 SK1484 土師 坏 底部 〔5.4〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第174図 9 SK1484 土師 坏 底部 5.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第174図10 SK1484 土師 坏 底部 〔4.8〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密
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口縁部内外面
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粗い胎土に
0．5㎜の
砂粒混入

回転糸切り
→スリ消し

1㎜の砂
粒混入

内面：粘土
積み上げ痕

0.5㎜の
砂粒混入
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第15表 土坑（古代）出土遺物一覧表（４）

第174図11 SK1485 土師 坏 体部～底部 〔6.2〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第175図 1 SK1485 土師 坏 体部～底部 5.0 回転糸切り 摩滅

第175図 2 SK1485 土師 坏 口縁部～底部 〔10.8〕 5.6 4.7 回転糸切り ロクロ成形

第175図 3 SK1485 土師 坏 口縁部～底部 〔11.4〕 5.0 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第175図 4 SK1485 土師 坏 口縁部～底部 〔11.8〕 5.0 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第175図 5 SK1485 土師 坏 口縁部～底部 〔12.4〕 4.8 〔5.0〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第175図 6 SK1485 土師 坏 底部 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密 内面：黒色処理

第175図 7 SK1495 土師 坏 体部～底部 〔5.0〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第175図 8 SK1690 土師 坏 底部 4.6 回転糸切り ロクロ成形

第175図 9 SK1700 土師 坏 口縁部～底部 〔9.2〕 4.2 4.4 回転糸切り 緻密

第175図10 SK1746 土師 坏 底部 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第176図 1 SK1800 土師 坏 口縁部～底部 〔11.7〕 4.0 5.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第176図 3 SK1808 土師 甕 体部～底部 6.1 非ロクロ 非ロクロ 緻密

第176図 5 SK2002 土師 坏 体部～底部 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第176図 6 SK2002 土師 坏 体部～底部 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第176図 7 SK2007 土師 坏 口縁部～底部 〔11.9〕 4.7 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第176図 8 SK2007 土師 坏 口縁部～体部 〔12.2〕 － － ロクロ成形 緻密

第176図 9 SK2007 土師 坏 口縁部～底部 〔11.6〕 4.7 5.2 回転糸切り ロクロ成形

第176図10 SK2024 土師 甕 口縁部～体部 〔20.0〕 － － 内面：指ナデ

第176図11 SK2007 土師 坏 体部～底部 〔6.0〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第176図13 SK2024 土師 坏 口縁部～底部 〔11.0〕 3.4 4.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第177図 1 SK2120 土師 坏 底部 4.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第177図 3 SK2122 土師 坏 体部～底部 4.6 回転糸切り ロクロ成形

第177図 4 SK2122 土師 坏 口縁部～底部 〔11.4〕 4.9 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第177図 5 SK2122 土師 坏 体部～底部 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第177図 6 SK2122 土師 坏 底部 〔5.0〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第177図 7 SK2122 土師 甕 底部 〔8.2〕 回転糸切り ロクロ成形

第177図 8 SK2140 土師 坏 完形 11.1 4.7 4.5 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第177図 9 SK2140 土師 坏 体部～底部 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第177図10 SK2140 土師 坏 体部～底部 5.0 回転糸切り 緻密

口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）挿図番号 図版番号 出土地点 種別 器種 部位 外底部 器面特徴 胎土 備考

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－
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の砂粒混入

0．5㎜以下
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土に0．5㎜
以上の砂粒
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に0．5㎜の
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内面：ロクロ成形

内面：ミガキ
→黒色処理

緻密な胎土
に0．5㎜の
砂粒混入

緻密な胎土
に0．5㎜の
砂粒混入

1㎜の砂粒
混入

内面：ミガキ
→黒色処理
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第16表 土坑（古代）出土遺物一覧表（５）

第177図11 SK2140 土師 坏 体部～底部 6.5 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第177図12 SK2140 土師 坏 底部 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第177図13 SK2140 土師 坏 体部～底部 〔5.0〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第177図14 SK2140 土師 坏 底部 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第178図 4 SK2226 土師 坏 口縁部～底部 〔11.9〕 4.3 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第178図 5 SK2276 土師 坏 口縁部～底部 〔12.4〕 5.7 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第178図 6 SK2276 土師 坏 口縁部～底部 〔12.6〕 5.6 〔5.0〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第178図 7 SK2292 土師 坏 口縁部～底部 〔12.4〕 5.0 4.6 摩滅 ロクロ成形 外面内面に煤

第178図 8 SK2314 土師 坏 体部～底部 〔4.4〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第178図 9 SK2314 土師 坏 完形 12.0 4.2 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第178図10 SK2314 土師 坏 体部～底部 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第178図11 SK2314 土師 坏 底部 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第178図12 SK2315 土師 坏 体部～底部 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第178図13 SK2465 土師 坏 口縁部～底部 〔11.6〕 4.4 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第178図14 SK2465 土師 坏 底部 4.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第178図15 SK2465 土師 坏 体部～底部 4.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第178図16 SK2465 土師 坏 体部～底部 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第179図 1 SK2470 土師 坏 口縁部～底部 〔11.8〕 5.1 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第179図 2 SK2536 土師 坏 口縁部～底部 〔11.4〕 4.9 〔4.4〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第179図 3 SK2536 土師 坏 口縁部～底部 〔11.5〕 5.0 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第179図 4 SK2536 土師 坏 口縁部～底部 〔11.0〕 5.5 〔4.0〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第179図 5 SK2536 土師 坏 口縁部～底部 〔10.8〕 5.3 〔4.6〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第179図 7 SK2585 土師 皿 口縁部～底部 〔9.9〕 2.5 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第179図 8 31－6 SK2585 土師 坏 口縁部～底部 〔9.8〕 3.2 3.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第179図 9 32－1 SK2585 土師 坏 口縁部～底部 〔11.0〕 3.5 4.5 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第179図10 SK2585 土師 坏 口縁部～底部 〔10.8〕 3.8 4.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第179図11 SK2585 土師 坏 口縁部～底部 〔13.0〕 5.0 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第179図12 32－3 SK2585 土師 坏 完形 15.1 6.0 5.5 回転糸切り ロクロ成形 口縁部に油煙

第179図13 32－2 SK2585 土師 坏 完形 11.8 4.7 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第179図14 32－4 SK2585 土師 坏 完形 15.8 5.1 5.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第179図15 SK2585 土師 甕 底部 8.5 非ロクロ

第180図 1 須恵 壺 体部 － － ロクロ成形 緻密

第181図 2 SK2586 土師 坏 口縁部～底部 〔11.7〕 5.8 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第181図 3 SK2589 土師 坏 口縁部～底部 〔12.4〕 5.5 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第181図 4 SK2589 土師 坏 口縁部～底部 〔11.8〕 5.0 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密 内面に煤

第181図 5 32－5 SK2589 土師 坏 口縁部～底部 〔11.0〕 4.8 5.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密
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第17表 土坑（古代）出土遺物一覧表（６）

第181図 6 SK2589 土師 坏 体部～底部 3.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第181図 7 SK2589 土師 坏 底部 4.4 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第181図 8 SK2589 須恵 甕 口縁部～肩部 － － ロクロ成形 緻密

第181図 9 SK2589 土師 坏 底部 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第181図10 SK2589 須恵 甕 口縁部 － － ロクロ成形 緻密

第182図 1 SK2590 土師 坏 口縁部～底部 〔13.0〕 5.3 5.2 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第182図 2 SK2590 土師 坏 口縁部～底部 〔12.0〕 5.6 〔5.8〕 回転糸切り ロクロ成形 粗い

第182図 3 32－6 SK2622 土師 坏 完形 11.7 3.6 5.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第182図 4 SK2622 土師 坏 口縁部～底部 〔12.2〕 5.9 〔4.6〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第182図 5 SK2622 土師 坏 口縁部～底部 〔12.4〕 5.7 4.8 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第182図 6 SK2622 土師 坏 口縁部～底部 〔12.9〕 6.0 4.6 回転糸切り ロクロ成形 緻密
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第18表 土坑（古代）出土遺物一覧表（７）

第169図 7 SK156 砥石 18.5×5.0×3.7 528.2 

第174図 1 SK1245 石製品 9.0×8.5×7.7 131.7 軽石素材

第175図11 SK1740 砥石 6.9×6.0×5.1 177.8 

第180図 2 SK2585 石製品 6.7×7.4×7.1 52.2 軽石素材

第180図 3 SK2585 石製品 6.0×8.5×6.0 103.0 軽石素材

第181図 1 SK2585 石製品 7.4×9.6×7.3 99.1 軽石素材

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 最大長×最大幅×最大厚(㎝) 重量(ｇ) 備考

第176図 2 SK1801 土錘 3.4×3.4 0.5 28.5

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 最大長×最大幅(㎝) 孔径(㎝) 重量(ｇ) 備考

SK2140
口縁部に並行して

第178図 1
SK2225

深鉢 口縁部 棒状工具による刺 砂粒 7.5YR6/4

突が2条並ぶ

第178図 2 SK2140 深鉢
胴部～ ＬＲＬ縄文縦位回

底部 転　底部付近無文 緻密 7.5YR6/6

口縁部に並行して

第178図 3 SK2140 深鉢 口縁部 棒状工具による刺 砂粒 7.5YR6/4

突が2条並ぶ

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 部位 器面特徴 胎土 色調 備考

第170図11 SK232 土師 底部～台部 － － 6.0 2.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第171図 3 SK343 土師 底部 － － 6.8 2.0 切り離し→台 ロクロ成形

第174図 7 SK1377 土師 底部 － － 5.2 0.9 ロクロ成形 緻密

第176図12 SK2007 土師 口縁部～底部〔10.6〕 4.4 5.2 1.5 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第177図 2 SK2120 土師 底部 － － 5.4 1.3 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第177図15 SK2140 土師 底部 － － 6.0 2.6 切り離し→台 ロクロ成形 緻密

第177図16 SK2140 土師 底部 － － 4.8 1.0 回転糸切り ロクロ成形 緻密

口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

台高
（㎝）挿図番号 図版番号 出土地点 種別 器種 外底部部位 器面特徴 胎土 備考

高台
付皿
高台
付皿
高台
付皿
高台
付皿
高台
付皿
高台
付皿
高台
付皿

0．5㎜の
砂粒混入

回転糸切り後
に高台貼付

第172図 1 SK685 刀子 1.8×6.6×1.1

第174図 2 31－4 SK1336 吊手金具 3.4×2.0×0.4

第174図 3 31－5 SK1336 具 4.3×2.4×0.7

第176図 4 巻頭図版3―2 SK1811 刀 6.0×32.1×3.2

第179図 6 SK2536 鉄鏃 1.3×7.5×0.4

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 最大長×最大幅×最大厚(㎝) 備考
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５　溝跡

ＳＤ27（第183図）

ＯＢ9･ＯＣ9～11･ＯＤ10～13･ＯＥ12～14･ＯＦ14～17･ＯＧ16～18･ＯＨ22グリッドの第Ⅳ～Ⅴ

層で確認した。ＳＤ3･ＳＫＰ76･ＳＩ1760･ＳＫＰ2974･2975を切る。北西－南東に延びており、北

西側･南東側ともに調査区外に達する。長さ61.0ｍ以上、幅1.44～1.76ｍ、確認面からの深さは0.06～

0.38ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は5層に分けられ、全体に地山ブロック

が混入している。遺物は土師器片、土師器坏（第201図1～12）、土師器甕（第201図13）須恵器甕

（第201図14、第202図1～5）、流動滓2点、椀形鍛冶滓4点、鉄製品１点が出土した。

ＳＤ34（第184図）

ＯＯ･ＯＰ･ＯＱ･ＯＲ･ＯＳ2グリッドの第Ⅳ層で確認した。調査区南側台地辺縁部に沿うように東－西

に延びている。東側･西側ともに削平を受けている。長さ15.08ｍ以上、幅0.4ｍ、深さ0.12ｍである。

底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は、土師器片、鉄製品

1点のほか、黒曜石を素材とした剥片2点が出土した。

ＳＤ73（第126図）

ＯＩ･ＯＪ6･7グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ69･ＳＫＰ431に切られる。北東－南西に延びて

おり、南西側は削平されている。長さは5.62ｍ以上、幅0.32ｍ、確認面からの深さは0.16ｍである。底

面は平坦で、壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ92（第47図）

ＯＯ－1 ･ 0、ＯＰ0グリッドの第Ⅳ層で確認した。南西側は調査区外に達する。ＳＩ280･ＳＩ

1080を切る。南西－北東方向から湾曲して北西方向に延びる。長さ5.08ｍ以上、幅0.5ｍ、深さは0.11

ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土を主として2層に分けられた。遺

物は土師器片、内面を黒色処理した土師器坏片2点、須恵器片1点が出土した。

ＳＤ98（第184図）

ＰＤ･ＰＥ6･7グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ156に切られる。北西－南東に延びている。長さ

3.4ｍ以上、幅0.1ｍ、深さは0.07ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土

の単一層である。遺物は土師器片が出土した。

ＳＤ99（第185図）

ＰＣ7･8 ･ 9、ＰＤ7･8グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ415･416･501･526に切られ、ＳＫ

517を切る。北－南に延びており、北部は削平を受けている。長さ12.0ｍ以上、幅0.16ｍ、確認面から

の深さは0.06ｍである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺

物は出土しなかった。

ＳＤ100（第183図）

ＯＫ11～19･ＯＬ7～11･ＯＭ6～7･ＯＮ0～3グリッドの第Ⅳ～Ⅴ層で確認した。ＳＩ123･ＳＩ150･

ＳＩ1000･ＳＫ163･ＳＫ1394･ＳＢ1395Ｐ5･ＳＫ1397･ＳＫＰ2597･ＳＫＰ2976を切る。北－南に延

びており、南側は調査区外に達し、北側は削平を受けている。長さ76.0ｍ以上、幅0.32～0.96ｍ、確

認面からの深さは0.37ｍである。底面が中央に向かって緩く傾斜し、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は

黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片のほか、鍛冶滓1点、刀子1点、石匙(第202図6)が出土した。
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ＳＤ201（第184図）

ＰＢ･ＰＡ14･15グリッドの第Ⅴ層で確認した。北東－南西に延びており、北東側をＳＫ2996、南西

側をＳＡ226Ｐ5に切られる。長さ1.86ｍ以上、幅0.19ｍ、確認面からの深さは0.08ｍである。底面は

平坦で壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土した。

ＳＤ406（第184図）

ＰＢ9グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ2972･2973に切られる。北－南方向に延びている。長さ

は1.9ｍ以上、幅0.17ｍ、確認面からの深さは0.06ｍである。底面は平坦で壁は緩やかに立ち上がる。

覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ422（第186図）

ＯＲ3・4グリッドの第Ⅴ層で確認した。北－南に延びている。長さは2.27ｍ、幅0.22ｍ、確認面か

らの深さは0.08ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色

土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ455（第186図）

ＰＣ9グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＤ99、ＳＫＰ419･528に切られる。北東－南西方向に延びて

いる。長さは2.0ｍ以上、幅0.15ｍ、確認面からの深さは0.1ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上

がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ486（第185図）

ＰＢ6･7、ＰＣ6グリッドの第Ⅳ層で確認した。とぎれる場所が2カ所ある。北東－南西方向に延

びる。長さ7.42ｍ、幅0.2ｍ、深さ0.14ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は急に立ち上

がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ615（第186図）

ＯＲ15グリッドの第Ⅴ層で確認した。北－南に延びている。長さは1.26ｍ、幅0.39ｍ、確認面からの

深さは0.09ｍである。底面が中央に向かって緩く傾斜し、壁が緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の

単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ1271（第186図）

ＯＲ1グリッドの第Ⅴ層で確認した。南側は調査区外に達する。ＳＫＰ1273･2979に切られる。東－

西方向に延びて湾曲し、南西方向に延びる。長さは2.0ｍ、幅0.16ｍ、確認面からの深さは0.12ｍであ

る。底面は平坦で壁は垂直に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片4点が出土

した。

ＳＤ1340（第188図）

ＮＮ32～34、ＮＯ31･32グリッドの第Ⅳ層で確認した。北－南に延びており、北側は調査区外に達す

る。ＳＩ1810、ＳＫ1481･1801･1802･1809･2290、ＳＫＰ1722を切るが、ＳＫＰ2289との新旧関

係は不明である。長さは15.0ｍ以上、幅0.55ｍ、確認面からの深さは0.25ｍである。底面は平坦で、壁

は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片が出土した。

ＳＤ1583（第113図）

ＯＬ・ＯＭ18グリッドの第Ⅴ層で確認した。北東－南西に延びており、長さは1.82ｍ、幅0.13～

0.24ｍ、確認面からの深さは0.11ｍである。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＢ1395に関連する溝跡の可能性がある。
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ＳＤ1882（第187図）

ＯＳ17グリッドの第Ⅴ層で確認した。北東－南西に延びており、長さ1.99ｍ以上、幅0.11ｍ、確認面

からの深さは0.08ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は急に立ち上がる。覆土は黒褐色土

の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ1958（第186図）

ＰＮ－１グリッドの第Ⅴ層で確認した。北西側は削平され、ＳＫＦ1956を切る。北東－南西に延び

ており、長さ1.45ｍ以上、幅0.12ｍ、確認面からの深さは0.16ｍである。底面は中央に向かって緩く傾

斜し、壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ2139（第187図）

ＰＦ－3･－2グリッドの第Ⅴ層で確認した。南側は撹乱を受けている。北－南に延びており、長さ

1.81ｍ以上、幅0.26ｍ、確認面からの深さは0.24ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁

は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片1点のほか、縄文土器1点が出

土した。

ＳＤ2317（第187図）

ＰＨ－1グリッドの第Ⅴ層で確認した。北東－南西に延びており、北東側･南西側ともに削平されてい

る。長さは1.75ｍ以上、幅0.21ｍ、確認面からの深さは0.1ｍである。底面は平坦で、壁は急に立ち上

がる。覆土は褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ2391（第86・87図）

ＰＨ－4･－3、ＰＩ－4グリッドのＳＩ2390床面で確認した。ＳＤ2395･ＳＩ2390を切る。北

東－南西方向に湾曲して延びており、長さ4.33ｍ、幅0.23ｍ、確認面からの深さは0.11ｍである。底面

は中央に向かって緩く傾斜し、壁は急に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片、

土師器台付皿の台部1点のほか、縄文土器片1点が出土した。

ＳＤ2395（第86・87図）

ＰＨ･ＰＩ－4グリッドのＳＩ2390床面で確認した。ＳＤ2391に切られ、ＳＩ2390を切る。北東－

南西方向に湾曲して延びており、長さ4.18ｍ、幅0.22ｍ、確認面からの深さは0.1ｍである。底面は中

央に向かって緩く傾斜し、壁は急に立ち上がる。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器甕底部

1点が出土した。

ＳＤ2400（第188図）

ＰＥ－3･－2、ＰＦ－3･－2･－1、ＰＧ－1グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ2546に切られ

る。南－北方向から西方向に折れる。長さ11.39ｍ（東－西方向3.81ｍ、北－南方向7.58ｍ）、幅0.35

ｍ、確認面からの深さ0.14ｍである。屈曲部に柱穴（Ｐ1）がある。底面は中央に向かって緩く傾斜し、

壁は急に立ち上がる。覆土はにぶい黄褐色土の単一層である。遺物は土師器2点、縄文土器1点、礫1

点が出土した。

ＳＤ2430（第187図）

ＮＱ19グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＰ2993･ＳＫＰ2994･ＳＫＰ2995に切られる。東西方向

に延びており、長さは2.65ｍ、幅0.27ｍ、確認面からの深さは0.08ｍである。底面は平坦で、壁は急に

立ち上がる。遺物は出土しなかった。
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ＳＤ2978（第126図）

ＯＪ7グリッドの第Ⅳ層で確認した。ＳＫ68に切られる。北西－南東に延びており、南東側はトレン

チに削平されている。長さ1.46ｍ以上、幅0.2ｍ、確認面からの深さは0.1ｍである。底面は平坦で、壁

は急に立ち上がる。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ2998（第197図）

ＰＭ－1グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＡ2105･2106に切られる。北南方向に延びており、長さは

1.2ｍ以上、幅0.24ｍ、確認面からの深さは0.1ｍである。底面は平坦で壁は急に立ち上がる。覆土は黒

褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ3017（第185図）

ＰＢ･ＰＣ6グリッドの第Ⅳ層で確認した。北東－南西に延びており、長さ0.66ｍ、幅0.14ｍ、確認

面からの深さは0.08ｍである。底面は中央に向かって緩く傾斜し、壁は急に立ち上がる。覆土は褐色土

の単一層である。遺物は出土しなかった。ＳＤ486に関連する可能性がある。

６　柵列･柱穴列

ＳＡ3（第189図）

ＯＥ9･10、ＯＦ10グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－48°－Ｗ方向に延びており、北西側でＳＤ27と

切り合うが、新旧関係は不明である。長さは2.8ｍ以上で、3基の柱穴と、幅0.39ｍ･確認面からの深さ

0.19ｍの溝で構成される。柱穴は、径0.32～0.6ｍの円・楕円形で、確認面からの深さは0.19～0.44ｍ

である。Ｐ1～Ｐ2間は0.5ｍ、Ｐ2～Ｐ3間は1.5ｍである。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は

土師器片が出土した。

ＳＡ11（第189図）

ＰＤ14･15グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－29°－Ｗ方向に延びている。長さは4.55ｍで、Ｐ4～

Ｐ5間が幅0.32ｍ、確認面からの深さ0.04ｍの溝で構成される。柱穴は、径0.23～0.42ｍの円・楕円

形で、確認面からの深さはＰ4とＰ5は0.46～0.48ｍ、その他は0.1～0.24ｍである。柱間はＰ4～Ｐ5

間は1.64ｍで、その他は0.36～0.76ｍである。覆土は、柱穴が黒褐色土の単一層で、溝は暗褐色土の単

一層である。遺物は土師器片が出土した。

ＳＡ22（第190図）

ＯＨ10・ＯＩ10・11グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－47°－Ｗ方向に延びている。長さは3.6ｍで、

4基の柱穴で構成される。柱穴は、径0.28～0.32ｍの円・楕円形で、確認面からの深さは0.24～0.29

ｍである。柱間は1.0～1.24ｍである。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物はＰ2から土師器片1点、

Ｐ3から土師器片2点、内面を黒色処理した土師器片1点が出土した。
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第183図　ＳＤ27・100溝跡
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SD27
1 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性弱

炭化物（径5mm）1%混入
焼土ブロック（径5mm）1%混入
地山ブロック（径1cm以下）30% 混入

2 黒褐色土（10YR2/2）しまり強　粘性弱
地山ブロック（径5mm）10%混入

3 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性弱
炭化物（径5mm）1%混入
焼土ブロック（径5mm）1%混入
地山ブロック（径1cm以下）30% 混入

4 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性弱
地山ブロック（径5mm）15%混入

5 黒褐色土（10YR2/2）しまり中　粘性弱
地山ブロック（径5mm）30% 混入

SD100
1 黒褐色土（10YR2/3）しまり中　粘性弱

炭化物焼土ブロック地山ブロック混入

１

１

１

Ｆ

１

２

１

１

１

Ａ

Ｆ

Ｃ

土器

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｅ

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

調査区外

ＳＩ145

ＳＢ1395
Ｐ５

ＳＫＩ66

ＳＫ1394

ＳＩ150

ＳＫ1397

ＳＫＰ2976

ＳＡ３

ＳＫＰ2597

ＳＩ1000

ＳＫＰ2974

ＳＩ1760

ＳＫ163

ＳＩ123

ＳＫＰ2975



ＳＤ３４ ＳＤ４０６

ＳＤ９８

Ａ
Ｂ

ＳＫＰ２９７３

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
ＳＫＰ２９７２

Ａ Ｂ
２６．２ｍ

１

ＳＤ４０６
１ 黒褐色土

ＳＤ９８
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中
地山ブロック１％混入

ＳＫ１５６

Ａ Ｂ
２６．２ｍ

１
０ ２ｍ

ＳＤ２０１

ＳＡ２２６Ｐ５

Ｄ
Ｃ

ＳＤ２０１
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり強 粘性なし
炭化物（径５㎜）１％
焼土ブロック（径５㎜）１％
地山ブロック（径１㎝）３％混入

ＳＫ２９９６
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり強 粘性弱
炭化物（径５㎜）１％
焼土ブロック（径５㎜）１％
地山ブロック（径１㎝）３％混入

Ａ Ｂ

ＳＫ２９９６Ａ Ｂ
２５．４ｍ Ａ ＣＢ Ｄ

２６．５ｍ ２６．５ｍ

１

ＳＤ３４
１ 黒褐色土（７．５ＹＲ２/２） しまり強 粘性中
地山ブロック１０％混入

１ １

ＳＤ２０１
ＳＫ２９９６

０ ４ｍ ２ｍ０

第１８４図 ＳＤ３４・９８・２０１・４０６溝跡 ＳＫ２９９６土坑
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ＳＤ９９

ＳＫＰ４１６
ＳＫ４１５

ＳＫＰ
４１７ ＳＫ５２６ ＳＤ４８６

ＳＫ５１７

Ａ Ｂ

ＳＤ３０１７

ＤＣ

ＤＣ

Ａ Ｂ１
２７．０ｍ

ＳＫＰ５０１
ＳＤ４８６

Ｅ Ｆ
ＤＣ
２７．０ｍ１

ＳＤ４８６ ＳＤ３０１７

ＦＥ
２７．０ｍ１

ＳＤ４８６

ＢＡ

ＨＧ
２７．０ｍ

１

ＳＤ４８６
Ｇ

Ｈ

ＢＡ １ ＳＤ４８６
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３/３）しまり中 粘性弱
地山ブロック５０％混入

ＳＤ３０１７
１ 褐色土（１０ＹＲ４/４）しまり中 粘性弱
炭化物（径１～２㎜）１％未満混入

２６．３ｍ

ＤＣ １
２６．３ｍ

ＳＤ９９
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり強 粘性なし
地山ブロック１％混入

４ｍ０

第１８５図 ＳＤ９９・４８６・３０１７溝跡
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ＳＤ４２２

ＳＤ６１５

ＳＫＰ５２８

ＳＫＰ４１９
ＢＡ

Ａ ＢＳＤ４５５

Ａ Ｂ

ＢＡ
２６．５ｍ

１
Ａ Ｂ１

２６．０ｍ ＳＤ６１５
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２/２）
地山ブロック混入
炭化物（径５㎜）５％
焼土ブロック（径５㎜）５％

ＢＡ
２６．０ｍ１

ＳＤ４５５
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２/３） しまり中 粘性中
地山ブロック１％混入

ＳＤ４２２
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３/３）しまり強 粘性弱
炭化物１％未満混入

ＳＫＰ１２７３ ＳＫＦ１９５６

ＳＤ１９５８
Ａ Ｂ

ＢＡ

ＳＤ１２７１ ＳＡ２１０６

調
査
区
外 Ａ Ｂ

２４．４ｍＳＫＰ２９７９

１
Ａ Ｂ

２５．０ｍ

ＳＤ１９５８
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３/４） しまり強 粘性弱
地山ブロック（径０．１～１㎝）１％未満混入

１

ＳＤ１２７１
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２/３）しまり弱 粘性中
地山ブロック１％未満混入

２ｍ０

第１８６図 ＳＤ４２２・４５５・６１５・１２７１・１９５８溝跡
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ＳＤ１８８２
ＳＤ２１３９

ＳＫＰ１８５０

ＢＡＡ Ｂ

撹乱

Ａ Ｂ
２６．９ｍ１

Ａ Ｂ
２６．０ｍ

１ＳＤ１８８２
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２/３） しまり強 粘性弱
地山ブロック（径２㎜）１％混入

ＳＤ２１３９
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３/３）しまり中 粘性弱
炭化物（径１～５㎜）１％未満
焼土ブロック（径３～５㎜）１％未満
Ⅳ層ブロック（径０．５～１０㎝）１％未満混入

ＳＤ２４３０

ＳＤ２３１７

ＢＡ ＢＡ

ＳＫＰ２９９３

ＳＫＰ２９９４
ＢＡ
２２．４ｍ

１

ＳＫＰ２９９５
ＳＤ２３１７
１ 褐色土（７．５ＹＲ４/４）しまり強 粘性なし
明褐色土（７．５ＹＲ５/６）混入
地山ブロック１５％混入

ＢＡ
２８．７ｍ

０ ２ｍ

第１８７図 ＳＤ１８８２・２１３９・２３１７・２４３０溝跡
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Ａ

ＳＤ２４００Ｐ１

Ｂ

ＳＤ１３４０

ＳＤ２４００

ＳＩ１８１０

調
査
区
外

Ｃ ＤＳＫ１８１１

ＢＡ
２３．７ｍ

ＳＫ１８０２ ＳＫ２５４６
ＳＫ１８０９ １

Ｃ
Ｄ

Ｃ Ｄ
２３．７ｍ

ＳＫ１８０１

１

ＳＤ２４００
１ にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４/３）
しまり強 粘性弱
炭化物（径５㎜）１％混入
地山ブロック（径０．５～１㎝）２５％混入

ＳＫ２２９０

ＳＫＰ２２８９

０ ２ｍ
ＳＫＰ１７２２

ＳＫＰ１４８２

Ａ

Ａ ＢＳＫ１４８１ ２８．９ｍ

Ｂ
１

Ｃ Ｄ
２８．９ｍ

１

ＳＤ１３４０
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性弱
地山ブロック１％未満混入

４ｍ０

第１８８図 ＳＤ１３４０・２４００溝跡
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ＳＡ２４（第１９０図）

ＯＪ１１・１２、ＯＫ９～１１グリッドの第Ⅳ層で確認した。Ｎ－３４°－Ｅ方向に延びている。長さは

１０．８９ｍで、８基の柱穴で構成される。柱穴は、径０．３６～０．４７ｍの円・楕円形で、確認面からの深

さは０．２８～０．４４ｍである。柱間はＰ１～Ｐ２は３．９ｍ、Ｐ２～Ｐ７は１．５～１．７ｍである。Ｐ６～Ｐ８

は建て替えの可能性がある。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物はＰ４から土師器坏（第２０３図６）、

Ｐ５から土師器片２点、Ｐ６から土師器片１点が出土した。

ＳＡ６５（第１８９図）

ＰＬ・ＰＭ０・１グリッドの第Ⅳ層で確認した。Ｐ１～Ｐ３はＮ－３４°－Ｅ方向、Ｐ３から南は

Ｎ－７８°－Ｅ方向を向く。長さは５．４４ｍで３基の柱穴と、幅０．１８ｍ、確認面からの深さ０．０８ｍの溝

で構成される。柱穴は径０．２６～０．６１ｍの楕円形で、確認面からの深さは０．２１～０．２７ｍである。柱間

は１．５～２．７ｍである。覆土は暗褐色土を主としている。遺物は土師器坏（第２０３図７）が出土した。

ＳＡ１２９（第１９１図）

ＰＢ２・３グリッドの第Ⅳ～Ⅴ層で確認した。Ｎ－１４°－Ｅ方向に延びている。北東側をＳＫ

１２７・１２８に切られる。長さは６．１５ｍで、４基の柱穴と、幅０．２２ｍ、確認面からの深さ０．０８ｍの溝

で構成される。柱穴は、径０．２２～０．３６ｍの円・楕円形で、確認面からの深さは０．１５～０．３２ｍである。

柱間はＰ１～Ｐ２は１．９７ｍ、Ｐ２～Ｐ３は１．７３ｍ、Ｐ３～Ｐ４は０．９７ｍである。覆土は暗褐色土の

単一層である。遺物は土師器が出土した。

ＳＡ２２６（第１９１図）

ＰＡ１４～１６、ＯＴ１６・１７グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－２９°－Ｅ方向に延びている。Ｐ１

が農道に達し、Ｐ２はＳＫ１１５０に切られる。長さは１５．６ｍで、５基の柱穴で構成される。柱穴は径

０．５６～０．９２ｍの円・楕円形で、確認面からの深さは０．３～０．６８ｍである。柱間は３．３６～４．２４ｍであ

る。Ｐ３・Ｐ４、Ｐ５・Ｐ７は建て替えられた可能性がある。覆土は黒褐色土を主としており、遺物

は土師器坏（第２０３図８）と、Ｐ２から土師器片と須恵器片１点が出土した。

ＳＡ２５０（第１９２図、図版１６－１）

ＯＭ１１、ＯＮ１０・１１、ＯＯ８～１０、ＯＰ７・８、ＯＱ６・７グリッドの第Ⅳ層で確認した。Ｎ－

２８°－Ｅ方向に延びている。ＳＫ６０１を切り、ＳＩ８１１との新旧関係は不明である。長さは２７．５２

ｍで、１９基の柱穴で構成される。柱穴は、径０．３～０．６４ｍの円・楕円形で、確認面からの深さは０．１

～０．５８ｍである。柱間は０．６～３．６４ｍで、Ｐ８～Ｐ１４がほぼ等間隔に配列する。Ｐ３・Ｐ４、Ｐ１５・

Ｐ１６は建て替えられた可能性がある。覆土は黒褐色土と暗褐色土を主とする。遺物はＰ２・Ｐ３・

Ｐ４からそれぞれ土師器片１点ずつが出土した。

ＳＡ２７１（第１９２図）

ＯＰ・ＯＱ２、ＯＲ３グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－６０°－Ｗ方向に延びている。ＳＤ３４に

切られる。長さは９．６ｍで、４基の柱穴で構成される。柱穴は、径０．４３～０．５５ｍの楕円形で、確認面

からの深さは０．２６～０．３２ｍである。柱間は２．９～３．３ｍである。覆土は暗褐色土の単一層である。遺

物はＰ１から土師器１点と剥片１点、Ｐ３から土師器坏１点と黒曜石を素材とした剥片１点、Ｐ４か

ら土師器７点が出土している。
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ＳＡ３３１（第１９３図）

ＯＱ８、ＯＲ８・９グリッドの第Ⅳ層で確認した。Ｎ－５３°－Ｗ方向に延びている。長さは４．９３

ｍで４基の柱穴から構成される。柱穴は、径０．１６～０．３９ｍの円形・楕円形で確認面からの深さは０．０７

～０．１２ｍである。柱間はＰ１－Ｐ２間が１．１６ｍ、Ｐ２－Ｐ３間が２．０２ｍ、Ｐ３－Ｐ４間が１．５３ｍで

ある。覆土は黒褐色土と暗褐色土を主とする。遺物はＰ５から土師器片３点が出土した。

ＳＡ３６０ａ（第１９３図）

ＯＮ４、ＯＯ４・５、ＯＰ５・６、ＯＱ６グリッドの第Ⅳ～Ⅴ層で確認した。Ｎ－５５°－Ｗ方向

に延びている。ＳＡ３６０ｂ・ＳＡ３６０ｃと切り合い、新旧関係は不明である。長さは７．９２ｍで、５基

の柱穴で構成される。柱穴は、径０．６２～０．７８ｍの円形・楕円形・不整方形を呈し、確認面からの深

さは０．０８～０．５８ｍである。柱間は１．８６～１．９ｍである。覆土は暗褐色土を主とし、Ｐ１で柱痕を確

認した。遺物はＰ４から土師器片７点、土師器坏（第２０３図９）、Ｐ７から土師器片が出土した。

ＳＡ３６０ｂ（第１９３図）

ＯＮ４、ＯＯ４・５、ＯＰ５・６、ＯＱ６グリッドの第Ⅳ～Ⅴ層で確認した。Ｎ－５５°－Ｗ方向

に延びている。ＳＡ３６０ｃと切り合うが、新旧関係は不明である。長さは８．０ｍで、５基の柱穴で構

成される。柱穴は径０．６４～０．８６ｍの円形・楕円形・不整方形を呈し、確認面からの深さは０．２～０．４２

ｍである。柱間は１．８～２．０４ｍである。覆土は暗褐色土を主とする。遺物はＰ８から土師器片３点、

剥片１点、Ｐ１０から土師器片１点、剥片３点、黒曜石を素材とした剥片１点が出土した。

ＳＡ３６０ｃ（第１９３図）

ＯＯ４・５、ＯＰ５・６、ＯＱ６グリッドの第Ⅳ～Ⅴ層で確認した。Ｎ－５５°－Ｗ方向に延びて

いる。ＳＡ３６０ａ・ＳＡ３６０ｂと切り合うが、新旧関係は不明である。長さは５．４８ｍで、５基の柱穴

で構成される。柱穴は径０．３４～０．７２ｍの楕円形を呈し、確認面からの深さは０．０８～０．２１ｍである。

柱間は１．５～２．０６ｍである。覆土は暗褐色土を中心とする。遺物はＰ３から土師器坏（第２０３図１０）

が出土した。

ＳＡ３８０（第１９３図）

ＯＬ・ＯＭ１１、ＯＮ１１・１２、ＯＯ・ＯＰ１２、ＯＰ１３グリッドの第Ⅳ層で確認した。Ｎ－６２°－

Ｗ方向に延びている。北東側をＳＫ２９５８に切られる。長さは１７．４ｍで、１１基の柱穴で構成される。

柱穴は径０．２２～０．３ｍの円形・楕円形を呈し、確認面からの深さは０．０８～０．３６ｍである。柱間は１．５

～１．９２ｍである。覆土は黒褐色土と暗褐色土を中心とする。遺物は出土しなかった。

ＳＡ６３１（第１９４図、図版１６－２・１７－１）

ＯＣ１５、ＯＤ１６、ＯＥ１６・１７グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－４３°－Ｗ方向に延びている。

長さは１１．０ｍで、１１基の柱穴で構成される。柱穴は径０．７６～１．０ｍの円形・楕円形で、確認面から

の深さは０．４～０．６４ｍである。Ｐ８はＰ７・Ｐ９に切られ、建て替えられた可能性がある。覆土は黒

褐色土を中心とする。遺物はＰ３から土師器片１０点、土師器坏（第２０３図１１）、Ｐ４から土師器片と

礫１点、Ｐ７から土師器片、Ｐ８から土師器坏片１点、Ｐ１１から土師器坏口縁部１点、底部１点が

出土した。

ＳＡ７０１（第１９４図、図版１６－３、１７－１）

ＯＡ２２、ＯＢ２０・２１、ＯＣ１８・１９、ＯＤ１８グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－３５°－Ｅ方向に
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延びている。Ｐ２はＳＫＰ６９３を切って、Ｐ４はＳＫＰ１３６９を切るが、ＳＫＰ６９１との新旧関係は

不明である。長さは２１．５６ｍで、７基の柱穴で構成される。柱穴は径０．６２～０．７６ｍの円形・楕円形

を呈し、確認面からの深さは０．３～０．５２ｍである。柱間は４．０４～４．２８ｍである。Ｐ７はＰ５に切ら

れており、建て替えの可能性がある。覆土は炭化物や焼土が混入する黒褐色土で、Ｐ２・Ｐ３・Ｐ６

で柱痕が認められた。遺物はＰ２から土師器坏（第２０３図１２）、内面を黒色処理された土師器坏口縁

部１点のほか、須恵器１点、流動滓４点、Ｐ３から土師器片、Ｐ５から土師器片１点、礫１点が出土

した。

ＳＡ７１２（第１９４図）

ＯＢ２０・２１、ＯＣ１８・１９グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－３２°－Ｅ方向に延びている。Ｐ１

はＳＫＰ６９１を、Ｐ５・Ｐ６はＳＩ１３７５を切っているが、ＳＫＰ１３６９との新旧関係は不明である。

長さは１３．６ｍで、７基の柱穴で構成される。柱穴は径０．２６～０．４ｍの円形・楕円形を呈し、確認面か

らの深さは０．１～０．４６ｍである。柱間は２．１２～２．５２ｍである。覆土は炭化物、焼土、地山ブロック

が混入する黒褐色土である。遺物は出土しなかった。

ＳＡ１３１３（第１９５図）

ＮＥ３３、ＮＦ３１～３３、ＮＧ２９～３１、ＮＨ２７～２９グリッドの第Ⅳ層で確認した。Ｎ－２８°－Ｅ方

向に延びている。長さは２８．１６ｍ以上で、１３基の柱穴と幅０．１６ｍ・深さ０．１ｍの溝で構成される。Ｐ

５～Ｐ６・Ｐ９～Ｐ１３周辺は削平のため、溝を確認出来なかった。柱穴は径０．２１～０．４２ｍの円形・

楕円形を呈し、確認面からの深さは０．０８～０．５１ｍである。柱間は１．２～３．６８ｍである。Ｐ９は建て

替えられた可能性がある。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片４点が出土した。

ＳＡ１３７０（第１９６図）

ＯＣ・ＯＤ２１、ＯＥ２２・２３、ＯＦ２３・２４グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－５１°－Ｗ方向に延

びている。ＳＢ１９９８との新旧関係は不明である。長さは２０．９２ｍで、１０基の柱穴で構成される。柱

穴は径０．２１～０．３８ｍの円形・楕円形を呈し、確認面からの深さは０．０７～０．２９ｍである。柱間は３．０３

～３．８６ｍである。Ｐ３はＰ４を切っている。遺物は出土しなかった。

ＳＡ１４９２（第１９５図）

ＮＤ３２、ＮＥ３０・３１、ＮＦ２９・３０、ＮＧ２７・２８グリッドの第Ⅳ層で確認した。Ｎ－３２°－Ｗ方

向に延びている。ＳＢ１４６７と切り合うが、新旧関係は不明である。長さは２５．０ｍで、２２基の柱穴で

構成される。柱穴は径０．１８～０．５４ｍの円形・楕円形を呈し、確認面からの深さは０．１～０．４ｍである。

柱間は０．９～１．０ｍで、Ｐ１６～Ｐ１７は２．０ｍである。Ｐ２１はＰ２を切っており、建て替えの可能性が

ある。覆土は黒褐色土を主とする単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＡ１５３８（第１１９図）

ＮＬ３１・３２、ＮＫ３１・３２、ＮＪ３１グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－５６°－Ｗ方向に延びてお

り、ＮＬ３２グリッドでＮ－８２°－Ｗ方向に折れる。ＳＫ１５３７に切られ、ＳＢ２５８０を切る。残存部

の長さは７．９６ｍで、７基の柱穴と、幅０．２ｍ・深さ０．１６ｍの溝で構成される。Ｐ６～Ｐ７周辺は削平

を受けていたため溝を確認できなかった。柱穴は径０．１４～０．３４ｍの円形・楕円形を呈し、確認面か

らの深さは０．１５～０．３８ｍである。柱間は０．７６～０．８６ｍである。遺物は土師器片２点、Ｐ１・Ｐ２か

ら内面を黒色処理された土師器坏片が１点ずつ、Ｐ３から土師器片３点が出土した。
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ＳＡ１９５１（第８４・８５図、図版１４－２）

ＮＴ２６、ＯＡ２５・２６グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－６３°－Ｗ方向に延びている。ＳＢ１９４５

と切り合うが新旧関係は不明である。長さ５．１２ｍで、３基の柱穴で構成される。柱穴は径０．１６～０．２４

ｍの円形を呈し、確認面からの深さは０．０８～０．１ｍである。柱間は１．９８～２．９２ｍである。覆土は暗

褐色土を中心とした単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＡ２０３３（第１９６図）

ＯＢ・ＯＣ２１、ＯＤ２２、ＯＥ２３、ＯＦ２４グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－５３°－Ｗ方向に延

びている。ＳＢ１９９８との新旧関係は不明である。長さ１７．２４ｍで、６基の柱穴で構成される。柱穴

は径０．３２～０．３８ｍの円形・楕円形を呈し、確認面からの深さは０．１～０．２５ｍである。柱間は２．１６～

３．２２ｍで、Ｐ５～Ｐ６間は６．１６ｍである。覆土は黒褐色土である。遺物は出土しなかった。

ＳＡ２１０５（第１９７図）

ＰＩ～ＰＮ－１グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－８４°－Ｗ方向に延びている。ＳＤ１９５８・

２９９８、ＳＫＦ１９５６・２１０３・２１０４、ＳＫＰ２１０８に切られるが、ＳＡ２１０６との新旧関係は不明で

ある。長さ１９．４４ｍで、５基の柱穴と、幅０．２４ｍ・深さ０．１６ｍの溝で構成される。柱穴は径０．２４～

０．２８ｍの円形・楕円形を呈し、確認面からの深さは０．２４～０．５５ｍである。柱間は０．５２～３．７８ｍで

ある。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片６点、土師器坏底部１点のほか、縄文土器１

点と石器剥片１点が出土した。

ＳＡ２１０６（第１９７図）

ＰＩ～ＰＮ－１グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－８５°－Ｗ方向に延びている。ＳＡ２１２８、ＳＤ

２９９８、ＳＫＦ１９５６・１９５９・２１０３・２１０４・２１１３・２１２６・２１２７・ＳＫＰ２２４９を 切 る が、ＳＡ

２１０５との新旧関係は不明である。長さ２０．８ｍで、５基の柱穴と幅０．４８ｍ・深さ０．２４ｍの溝で構成

される。柱穴は径０．３２～０．６ｍの楕円形を呈し、確認面からの深さは０．３１～０．５８ｍである。柱間は０．７２

～３．３６ｍである。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片のほか、須恵器片２点、縄文土

器片、石器剥片３点が出土している。

ＳＡ２１２８（第１９７図）

ＰＭ－２・－１グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－１６°－Ｗ方向に延びている。ＳＡ２１０５・２１０６

に切られる。残存部の長さは３．６ｍで、２基の柱穴と幅０．３６ｍ・深さ０．１２ｍの溝で構成される。柱穴

は径０．２６～０．３２ｍの円形・楕円形を呈し、確認面からの深さは０．２９～０．３１ｍである。柱間は１．４ｍ

である。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は土師器片のほか、縄文土器片１点が出土している。

ＳＡ２１２９（第１９７図）

ＰＬ・ＰＭ－１グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－７４°－Ｗ方向に延びている。ＳＫＦ２１２６を切

り、ＳＫＰ２７６１に切られる。長さは３．１５ｍで、２基の柱穴と幅０．３４ｍ・深さ０．１８ｍの溝で構成さ

れる。柱穴は径０．２６～０．３６ｍの楕円形を呈し、確認面からの深さは０．１６～０．３２ｍである。柱間は１．０８

ｍである。覆土はにぶい黄褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＡ２１８８（第１９８図）

ＮＬ３２、ＮＭ３１・３２、ＮＮ２９・３０、ＮＯ２８・２９グリッドの第Ⅳ～Ⅴ層で確認した。Ｎ－３３°－

Ｗ方向に延びている。長さは２１．６４ｍで、６基の柱穴で構成される。柱穴は径０．２２～０．５４ｍの円形・
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楕円形を呈し、確認面からの深さは０．０９～０．４７ｍである。柱間は５．０～５．６６ｍである。覆土は黒褐

色土を主とする。遺物は出土しなかった。

ＳＡ２２２２（第１９８図）

ＯＨ１９、ＯＩ１９・２０グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－５３°－Ｗ方向に延びている。長さは５．６５

ｍで、３基の柱穴で構成される。柱穴は径０．３７～０．４３ｍの円・楕円形を呈し、確認面からの深さは

０．３３～０．４２ｍである。柱間はＰ１～Ｐ２は２．８５ｍ、Ｐ２～Ｐ３は３．１４ｍである。覆土は黒褐色土の

単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＡ２５４３（第１９９図、図版１７－２）

ＰＣ～ＰＦ－２、ＰＧ・ＰＨ－１グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－７７°－Ｗ方向に延びている。

ＳＫ２３１８・２６２４を切る。長さは１９．８８ｍで、１３基の柱穴と幅０．２ｍ・深さ０．０４ｍの溝で構成される。

柱穴は径０．３２～０．４８ｍの円形・楕円形を呈し、確認面からの深さは０．１２～０．４４ｍである。柱間は１．４

～１．８４ｍである。覆土はにぶい黄褐色土の単一層である。遺物は土師器甕（第２０３図１４）、土師器坏

（第２０３図１５）、縄文土器３点が出土した。

ＳＡ２５４４（第１９９図）

ＰＦ・ＰＧ・ＰＨ－１グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－８７°－Ｗ方向に延びている。ＳＫ２６２４

を切る。長さは３．０３ｍで、３基の柱穴と幅０．１１ｍ・深さ０．１３ｍの溝で構成される。柱穴は径０．２８～

０．４６ｍの円形・楕円形を呈し、確認面からの深さは０．０８～０．１２ｍである。柱間は０．８４～１．０ｍであ

る。覆土はにぶい黄褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＡ２５５８（第１９８図）

ＮＦ３１・３２、ＮＧ２９～３１、ＮＨ２７～２９グリッドの第Ⅳ～Ⅴ層で確認した。Ｎ－２２°－Ｅ方向に

延びている。ＳＫ１３１４と切り合うが、新旧関係は不明である。長さは１５．７ｍで、７基の柱穴と幅０．１６

ｍ・深さ０．０８ｍの溝で構成される。柱穴は径０．２５～０．３８ｍの円形・楕円形を呈し、確認面からの深

さは０．１１～０．４２ｍである。柱間は３．０～３．２ｍである。Ｐ１はＰ７を切っており、建て替えの可能性

がある。覆土は黒褐色土を主とする。遺物は出土しなかった。

ＳＡ２７０３（第１９９図）

ＮＫ３０・ＮＬ２９グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－３２°－Ｅ方向に延びている。長さは６．１８ｍで、

４基の柱穴で構成される。柱穴は径０．３２～０．４４ｍの円形・楕円形を呈し、確認面からの深さは０．２２

～０．３６ｍである。柱間は１．７～２．３８ｍである。覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は出土しなかっ

た。

ＳＡ２８８２（第２００図）

ＮＦ３２、ＮＧ３２、ＮＨ３２・３３グリッドの第Ⅴ層で確認した。Ｎ－５８°－Ｗ方向に延びている。

長さは８．９ｍで７基の柱穴で構成される。柱穴は径０．２２～０．４３ｍの円形・楕円形を呈し、確認面から

の深さは０．０８～０．２１ｍである。柱間はＰ４～Ｐ５は１．０ｍで、その他は１．４～１．７ｍである。覆土は黒

褐色土を中心とする。遺物は出土しなかった。

ＳＡ２８９５（第１７図）

ＰＩ・ＰＪ０グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＫＦ２１１６を切る。Ｎ－８７°－Ｅに延びている。長

さは２．４ｍで、１基の柱穴と、幅０．１９ｍ・深さ０．１４ｍの溝で構成される。柱穴は径０．１６ｍの円形を
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呈し、確認面からの深さは０．２２ｍである。覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。

ＳＡ３０００ａ（第２００図）

ＰＤ６・７、ＰＥ６、ＰＦ５グリッドの第Ⅳ層で確認した。Ｐ４はＳＡ３０００Ｐｂ３に切られる。

Ｎ－５８°－Ｅ方向に延びている。長さは１０．７２ｍで、３基の柱穴で構成される。柱穴は径０．７７～１．１３

ｍの円形・楕円形を呈し、確認面からの深さは０．２２～０．４６ｍである。柱間は４．０～５．０ｍである。覆

土は黒褐色土と暗褐色土を主とし、Ｐ１・Ｐ４で柱痕を確認した。遺物はＰ４から土師器片、黒曜石

を素材とした剥片１点、Ｐ５から土師器片が出土した。

ＳＡ３０００ｂ（第２００図）

ＰＡ８、ＰＢ７・８、ＰＣ７、ＰＤ６・７、ＰＥ６、ＰＦ６グリッドの第Ⅳ～Ⅴ層で確認した。Ｐ

３はＳＡ３０００ａＰ４を切る。Ｐ１１はＳＡ３０００ｄＰ１２を切る。Ｎ－６０°－Ｗ方向に延びている。長

さは２１．２ｍで、７基の柱穴で構成される。柱穴は径０．６２～１．４９ｍの円形・楕円形を呈し、確認面か

らの深さは０．１８～０．４４ｍである。柱間は３．８４～４．５６ｍである。Ｐ８はＰ７を切っており、建て替え

の可能性がある。覆土は黒褐色土と暗褐色土で構成され、Ｐ２・Ｐ７・Ｐ８・Ｐ９で柱痕を確認した。

遺物はＰ２から土師器坏（第２０３図１３・１６）、土師器片２点、縄文土器片１点、Ｐ３から土師器片２

点、Ｐ６から土師器片８点が出土した。

ＳＡ３０００ｃ（第２００図）

ＯＴ９、ＰＡ・ＰＢ８グリッドの第Ⅳ～Ⅴ層で確認した。Ｐ１６はＳＡ３０００ｄＰ１５を切る。Ｎ－６０

°－Ｗ方向に延びている。長さは７．６ｍで、３基の柱穴で構成される。柱穴は径０．５６～０．６２ｍの円形・

楕円形を呈し、確認面からの深さは０．１～０．２ｍである。柱間は３．５２～３．６４ｍである。覆土は黒褐色

土と暗褐色土で構成され、Ｐ１３で柱痕を確認した。遺物はＰ１０から土師器片が出土した。

ＳＡ３０００ｄ（第２００図）

ＯＴ９、ＰＡ８グリッドの第Ⅳ～Ⅴ層で確認した。Ｐ１２はＳＡ３０００ｂＰ１１に切られ、Ｐ１５はＳ

Ａ３０００ｃＰ１６に切られる。Ｎ－５１°－Ｗ方向に延びている。長さは５．８４ｍで、３基の柱穴で構成

される。柱穴は径０．７８～０．９２ｍの円形・楕円形を呈し、確認面からの深さは０．１６～０．３６ｍである。

覆土は黒褐色土と暗褐色土で構成される。遺物はＰ１４から土師器片１点、Ｐ１５から土師器片が出土

した。
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Ｐ
６

Ｓ
Ｉ
１
３
７
５

Ｓ
Ａ
７
０
１
Ｐ
３

１
黒
褐
色
土
（
１
０
Ｙ
Ｒ
２
/３
）
し
ま
り
中
粘
性
弱

炭
化
物
（
径
２
～
３
．５
㎜
）
２
％
混
入

焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
径
１
．５
～
４
㎜
）
１
％
混
入

地
山
ブ
ロ
ッ
ク
（
径
３
～
７
㎜
）
１
％
混
入

２
黒
褐
色
土
（
１
０
Ｙ
Ｒ
３
/２
）
し
ま
り
強
粘
性
弱

炭
化
物
（
径
２
～
５
㎜
）
２
％
混
入

焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
径
２
．５
～
３
㎜
）
１
％
混
入

地
山
ブ
ロ
ッ
ク
（
径
０
．３
～
１
．５
㎝
）
１
０
％
混
入

Ｓ
Ａ
７
１
２

Ｐ
５

Ｐ
５

Ｓ
Ｋ
Ｐ
１
３
６
９

Ｓ
Ａ
７
０
１

Ｐ
４

Ｐ
４

Ｓ
Ｋ
Ｐ

１３
６９

２
８
．６
ｍ
ＢＢ

Ｓ
Ａ
７１
２

Ｐ
４

Ｐ
４

Ｐ
１
１

Ｐ
１
１

Ｓ
Ｋ
６
８
５

Ｓ
Ｋ
６
８
５

Ｓ
Ａ
７
１
２

Ｐ
３

Ｐ
１
０

Ｓ
Ａ
７
０
１

Ｐ
３ Ｄ

Ｐ
１
０

Ｄ

Ｐ
３

２

２
８
．６
ｍ

Ｐ
９

Ｐ
３

Ｐ
３

Ｓ
Ｋ
Ｐ
１
３
６
５

１

Ｐ
９

Ｐ
８

Ｐ
８ ２Ｃ Ｃ

Ｐ
７

Ｓ
Ａ
７
１
２

Ｐ
２Ｐ
７

Ｐ
２

Ｓ
Ｋ
Ｐ
６
９
３

Ｐ
６

Ｐ
６

Ｓ
Ｋ
Ｐ
６
９
１

Ｐ
５

Ｐ
５

Ｓ
Ａ
７
１
２

Ｐ
１

Ｓ
Ａ
７
０
１

Ｐ
２

Ｐ
２

Ｐ
１

Ｐ
４

Ｐ
４

ＧＧ
Ｓ
Ａ
７
１
２

Ｐ
３

Ｐ
３

Ｐ
２

Ｐ
２

Ｓ
Ａ
６
３
１

Ｓ
Ａ
７
０
１

Ｓ
Ａ
７
０
１

Ｐ
１

Ｐ
１

Ｐ
１

Ｐ
１

Ａ ＡＡ Ａ
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５
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５
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Ｐ
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２
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４

Ｐ
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４
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７ Ｅ

Ｐ
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９

Ｐ
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６

Ｓ
Ｋ
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３
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５

Ｓ
Ａ
１
４
９
２

Ｐ
２
０

Ｐ
１
６

Ｐ
８

Ｐ
７

Ｈ Ｇ ＧＣＣ

Ｐ
６

Ｐ
１７

Ｐ
９

Ｓ
Ａ
１
３
１
３

１
黒
褐
色
土
（
１
０
Ｙ
Ｒ
２
/２
）
し
ま
り
強
粘
性
弱Ｐ
１８

Ｐ
１
０

Ｓ
Ａ
１
４
９
２

Ｐ
１
９

Ｐ
１
１

Ｓ
Ａ
１
３
１
３

Ｐ
２
０

２
８
．９
ｍ
Ｂ

Ｓ
Ａ
１
３
１
３

Ｇ

Ｓ
Ｉ
１
２
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０

Ｐ
１
２ １

Ｓ
Ｂ
１
４
６
７

Ｐ
１
３

Ａ
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Ｓ
Ａ
１
３
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０
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２
０
３
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２
ｍ

２
９
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ｍ
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１
０ ０

Ｐ
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Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
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９

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
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７
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６
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９

Ｐ
９

Ｄ
２
９
．０
ｍ

Ｐ
６

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
０
２
２

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
０
４
４

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
１
４
８

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
２
６
３

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
２
６
８

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
０
４
６

Ｐ
８

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
０
４
５

Ｐ
８

Ｓ
Ｋ
８
５
９

Ｓ
Ｋ
８
６
１

Ｓ
Ｋ
８
５
２

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
０
４
３

Ｓ
Ｎ
２
２
９
３

Ｓ
Ｋ
Ｐ

２２
９７

Ｓ
Ｋ
Ｐ
１
９
９
７ Ｐ
５

Ｓ
Ｋ
Ｐ

２
０
４
９

Ｓ
Ｋ
Ｐ
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９４

Ｓ
Ｋ
Ｐ
１
９
９
８

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
２
９
５

Ｓ
Ｋ
Ｐ

２
２
３
９

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
０
４
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Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
０
５
０ Ｓ
Ｋ
Ｐ

２２
６５

Ｓ
Ｋ
８
５
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Ｋ
Ｐ
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０
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１

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
０
５
５ Ｐ
５

Ｓ
Ｋ
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１
９
９
９

Ｓ
Ｋ
Ｐ
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６６

Ｐ
７

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
２
３
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Ｓ
Ｋ
Ｐ
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０
７
４

Ｓ
Ｋ
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５
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Ｓ
Ｋ
２
０
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０

Ｐ
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Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
２
３
２

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
２
３
３

Ｓ
Ｋ
Ｐ

２
２
３
３

Ｓ
Ｋ
２
０
７
１ Ｐ
４

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
０
３
１

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
２
３
５

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
０
３
２

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
２
３
４

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
０
８
０

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
０
７
２

Ｐ
６

Ｐ
６

Ｐ
３

Ｐ
５

Ｐ
５

Ｐ
２

Ｐ
４

Ｓ
Ａ
２
０
３
３

Ｐ
３

Ｐ
２

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
０
３
７

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
０
３
９

Ｓ
Ａ
１
３
７
０

Ｓ
Ａ
２
０
３
３

Ｐ
１

Ｓ
Ａ
１
３
７
０ Ｐ
２Ｃ

Ｐ
１

Ｐ
１

Ｐ
１
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１
９
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図

Ｓ
Ａ
２
１
０
５
・
２
１
０
６
・
２
１
２
８
・
２
１
２
９
柵
列

Ｓ
Ｄ
２
９
９
８
溝
跡

４
ｍ

Ｓ
Ｋ
Ｆ

２
１
１
３

Ｓ
Ｋ
Ｆ
２
９
０
０

Ｓ
Ａ
２
１
２
９

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
７
６
１

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
１
０
９

Ａ Ｂ

Ｓ
Ｋ
Ｆ
２
１
２
７

０

Ｓ
Ｋ
Ｆ
２
１
０
３

０

Ｓ
Ａ
２
１
２
９

１
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
（
１
０
Ｙ
Ｒ
４
/３
）
し
ま
り
強
粘
性
中

下
位
は
地
山
混
入
土

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２
１
０
８

Ｃ Ｄ

Ｐ
２

Ｓ
Ｋ
Ｆ

２
１
０
４

Ｓ
Ａ
２
１
０
５

Ｓ
Ａ
２
１
０
６Ｆ

Ｐ
１

Ｓ
Ａ
２
１
０
５
Ｐ
５

Ｅ

Ｓ
Ｋ
Ｆ

２
１
２
５

Ｓ
Ｋ
Ｆ
２
１
２
６

２
４
．４
ｍ
ＣＢ

Ｓ
Ａ
２
１
０
５
Ｐ
４

Ｄ

２
４
．４
ｍ

１

１ Ｃ

Ｓ
Ａ
２
１
０
５
Ｐ
３

Ｓ
Ｋ
Ｐ

２
２
４
９

Ｐ
２

Ｓ
Ａ
２
１
０
６
Ｐ
５ＤＡ

Ｓ
Ａ
２
１
０
５

１
黒
褐
色
土
（
１
０
Ｙ
Ｒ
３
/２
）
し
ま
り
強
粘
性
中

地
山
ブ
ロ
ッ
ク
（
径
１
㎜
前
後
）
１
％
未
満
混
入

Ｓ
Ａ
２
１
０
５
Ｐ
５

１
黒
褐
色
土
（
１
０
Ｙ
Ｒ
３
/２
）
し
ま
り
強
粘
性
中

地
山
ブ
ロ
ッ
ク
（
径
１
㎜
前
後
）
１
％
未
満
混
入

Ｓ
Ａ
２
１
０
６

１
黒
褐
色
土
（
１
０
Ｙ
Ｒ
３
/２
）
し
ま
り
強
粘
性
中

地
山
ブ
ロ
ッ
ク
（
径
１
㎜
前
後
）
１
％
未
満
混
入

Ｓ
Ａ
２
１
２
８

１
黒
褐
色
土
（
１
０
Ｙ
Ｒ
３
/２
）
し
ま
り
強
粘
性
中

地
山
ブ
ロ
ッ
ク
（
径
１
㎜
）
１
％
混
入

Ｓ
Ｄ
２
９
９
８

１
黒
褐
色
土
（
１
０
Ｙ
Ｒ
３
/２
）

Ｓ
Ｋ
Ｆ

２
１
２
７

Ｓ
Ｋ
Ｆ

２
１
２
６

Ｓ
Ａ
２
１
２
８
Ｐ
１

Ｓ
Ａ
２
１
２
８
Ｐ
２

Ｓ
Ｄ
２
９
９
８

Ｓ
Ａ
２
１
０
５
Ｐ
２

Ｓ
Ｋ
Ｆ
１
９
５
６

Ｂ

Ｓ
Ａ
２
１
２
８

Ｓ
Ａ
２
１
０
５
Ｐ
１ Ｓ
Ａ

２１
０６
Ｐ
４

Ｓ
Ａ
２
１
０
５

Ｓ
Ａ
２
１
２
８Ｓ
Ａ

２１
０６
Ｐ
３

Ｓ
Ｄ
１
９
５
８

Ａ

２
４
．７
ｍ

２
４
．６
ｍ

２
４
．７
ｍ
ＦＢ

Ｓ
Ａ
２
１
０
５
Ｐ
５ １１ Ｄ

Ｓ
Ａ
２
１
０
６

Ｓ
Ｄ
２
９
９
８

１ １１

Ｓ
Ａ
２
１
０
６

Ｐ
２ ＣＡ Ｅ

Ｓ
Ｋ
Ｆ

１
９
５
７

Ｓ
Ａ
２
１
０
６

Ｐ
１

第４章 調査の記録

―２９２―



第
１
９
８
図

Ｓ
Ａ
２
１
８
８
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２
２
２
２
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Ｓ
Ａ
２
５
５
８
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列

４
ｍ

２
ｍ

４
ｍ

Ｐ
６

０ ０ ０

Ｓ
Ｂ
２
５
８
０

Ｐ
５

Ｂ Ｂ
２
９
．０
ｍ

Ｐ
１

Ｐ
１

Ｐ
２

Ｐ
２

Ｂ ＢＢ Ｂ

Ｐ
４

２
８
．２
ｍ

Ｐ
４

２
９
．０
ｍ

Ｐ
１

Ｐ
１

Ｐ
３ １

Ｐ
３

Ｐ
３

Ｓ
Ａ
２
２
２
２
Ｐ
１
～
Ｐ
３

１
黒
褐
色
土
（
１
０
Ｙ
Ｒ
２
/３
）
し
ま
り
中
粘
性
中

地
山
ブ
ロ
ッ
ク
（
径
４
～
６
㎜
）
２
％
混
入

ト
レ
ン
チ

ト
レ
ン
チ

Ｐ
２

Ｐ
２ １

Ｐ
２

Ｐ
２

Ｐ
４

Ｐ
４

Ｐ
５

Ｐ
５

Ｓ
Ａ
２
１
８
８

Ｓ
Ａ
２
２
２
２

Ｓ
Ａ
２
５
５
８

Ｐ
３

Ｐ
３

１

Ｐ
６

Ｐ
１

Ｐ
１

Ｐ
６

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

第４節 古代の遺構と遺物

―２９３―



第
１
９
９
図

Ｓ
Ａ
２
５
４
３
・
２
５
４
４
柵
列

Ｓ
Ａ
２
７
０
３
柱
穴
列

４
ｍ
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１
３

Ｐ
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３

２
３
．２
ｍ

Ｐ
１
２

Ｐ
１
２

Ｆ
Ｅ

Ｐ
１
１

Ｐ
１
１

Ｐ
１
０

Ｐ
１
０

２
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Ｆ Ｅ
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９ Ｄ
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９
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Ｃ
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Ｐ
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４
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７

Ｐ
７
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０
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Ｐ
３
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６

Ｐ
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５
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Ｈ

Ｈ

２
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Ｐ
４

Ｐ
４

Ｐ
２

Ｐ
２

Ｐ
３

Ｐ
３

Ｐ
３

Ｓ
Ｋ
２
３
１
８

Ｐ
３

Ｐ
２

Ｐ
２

Ｓ
Ｋ
２
６
２
４

Ｐ
２

Ｐ
２

Ｓ
Ａ
２
５
４
４

Ｓ
Ａ

２５
４３

Ｓ
Ａ
２
５
４
３

Ｓ
Ａ
２
７
０
３

Ｓ
Ａ
２
５
４
４

Ｐ
１

Ｐ
１

Ｐ
１

Ｐ
１

Ｐ
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Ｐ
１

ＡＡ
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Ｓ
Ａ
２
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８
２
・
３
０
０
０
柱
穴
列

４
ｍ

２
ｍ

２
９
．０
ｍ
ＢＢ

Ｐ
７

Ｐ
７

Ｐ
１
６

２
６
．２
ｍ

Ｂ Ｂ

Ｐ
１
５

Ｐ
１
５

２
ｍ

Ｓ
Ａ
３
０
０
０
Ｐ
１
１

１
黒
褐
色
土
（
１
０
Ｙ
Ｒ
３
/２
）
し
ま
り
中
粘
性
中

地
山
ブ
ロ
ッ
ク
３
％
混
入

Ｓ
Ａ
３
０
０
０
Ｐ
１
２

１
黒
褐
色
土
（
１
０
Ｙ
Ｒ
２
/２
）
し
ま
り
中
粘
性
中

炭
化
物
１
％
未
満
混
入

Ｐ
１
４

Ｐ
６

Ｐ
６

Ｐ
１
４０ ０

Ｐ
１
３

Ｃ

Ｐ
１
２

Ｐ
１
１

Ｐ
１
０

Ｄ

Ｐ
１
０

Ｐ
５

Ｐ
５

０

Ｓ
Ａ
３
０
０
０
Ｐ
１
１Ｐ
９

Ｐ
９

Ｓ
Ａ
３
０
０
０
Ｐ
１
１
・
Ｐ
１
２

ＤＤ

Ｐ
４

Ｐ
４

２
６
．０
ｍ

１

Ｐ
８

Ｐ
８

Ｓ
Ａ
３
０
０
０
Ｐ
１
２

Ｐ
７ １

Ｐ
７

ＣＣ

Ｐ
６

Ｐ
３

Ｐ
６

Ｐ
５

Ｐ
３

Ｐ
４

Ｐ
４

Ｐ
２

Ｐ
２

Ｐ
２

Ｐ
２

Ｓ
Ａ
２
８
８
２

Ｓ
Ａ
３
０
０
０

Ｐ
１

Ｐ
１

Ａ

Ｐ
１ Ａ

Ｐ
１

ＡＡ

第４節 古代の遺構と遺物

―２９５―



ＳＡ３ ＳＡ２２６

柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ） 柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ）

Ｐ１ 楕円形 ０．６０ ０．５８ ０．４４ ２６．５０ Ｐ１ 楕円形 ０．５６ ０．３４ ０．３０ ２５．９４

Ｐ２ 楕円形 ０．５０ ０．３４ ０．２２ ２６．７２ Ｐ２ 楕円形 ０．９２ ０．６４ ０．５４ ２５．７８

Ｐ３ 円形 ０．３２ ０．２６ ０．１８ ２６．７４ Ｐ３ 楕円形 ０．７０ － ０．５４ ２５．７３

Ｐ４ 楕円形 ０．８０ ０．５８ ０．４２ ２５．８５

ＳＡ１１ Ｐ５ 円形 ０．６０ ０．５６ ０．４０ ２５．３５

柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ） Ｐ６ 楕円形 ０．７０ ０．５６ ０．６８ ２５．３１

Ｐ１ 不整楕円形 ０．３２ ０．２３ ０．１０ ２５．９１ Ｐ７ 楕円形 ０．６６ ０．２４（残存値） ０．５８ ２５．５３

Ｐ２ 円形 ０．２３ ０．２０ ０．１３ ２５．８０

Ｐ３ 楕円形 ０．３２ ０．２７ ０．１０ ２５．４２ ＳＡ２５０

Ｐ４ 楕円形 ０．３９ ０．１８ ０．４８ ２５．４９ 柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ）

Ｐ５ 円形 ０．３３ ０．３０ ０．４６ ２５．５５ Ｐ１ 楕円形 ０．６１ ０．４６ ０．２０ ２６．４４

Ｐ６ 楕円形 ０．３２ ０．２８ ０．１５ ２５．８５ Ｐ２ 楕円形 ０．５５ ０．４４ ０．２９ ２６．４０

Ｐ７ 円形 ０．４２ ０．３８ ０．２４ ２５．７６ Ｐ３ 楕円形 ０．５８ － ０．３０ ２６．３４

Ｐ４ 楕円形 ０．５０ ０．３９ ０．１９ ２６．４５

ＳＡ２２ Ｐ５ 円形 ０．４６ ０．４２ ０．３２ ２６．３１

柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ） Ｐ６ 楕円形 ０．３４ ０．２８ ０．１６ ２６．４７

Ｐ１ 楕円形 ０．３２ ０．２６ ０．２４ ２６．６６ Ｐ７ 楕円形 ０．６４ ０．４２ ０．２３ ２６．８２

Ｐ２ 楕円形 ０．２９ ０．２４ ０．２４ ２６．６７ Ｐ８ 楕円形 ０．４３ ０．３６ ０．３９ ２６．０５

Ｐ３ 楕円形 ０．３１ ０．２６ ０．２８ ２６．６６ Ｐ９ 楕円形 ０．５０ ０．４０ ０．４０ ２６．０３

Ｐ４ 円形 ０．２８ ０．２８ ０．２９ ２６．６４ Ｐ１０ 円形 ０．４０ ０．３０ ０．３０ ２６．００

Ｐ５ 円形 － － ０．３０ ２６．６０ Ｐ１１ 楕円形 ０．４２ ０．３７ ０．３４ ２５．８４

Ｐ６ 円形 － － ０．２５ ２６．６９ Ｐ１２ 円形 ０．４０ ０．３４ ０．２６ ２５．８９

Ｐ７ 円形 － － ０．１８ ２６．７６ Ｐ１３ 楕円形 ０．４２ ０．２８ ０．２４ ２５．８６

Ｐ８ 楕円形 ０．３３ ０．２７ ０．４１ ２６．４８ Ｐ１４ 円形 ０．４２ ０．４０ ０．２０ ２５．８８

Ｐ１５ 円形 ０．５０ － ０．１０ ２５．９９

ＳＡ２４ Ｐ１６ 不整楕円形 ０．３８ － ０．１４ ２５．９３

柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ） Ｐ１７ 不整楕円形 ０．６２ ０．４８ ０．５８ ２５．８７

Ｐ１ 円形 ０．３８ ０．３７ ０．３１ ２６．９４ Ｐ１８ 円形 ０．３０ ０．２８ ０．２０ ２５．８９

Ｐ２ 円形 ０．４０ ０．４０ ０．２８ ２６．５５ Ｐ１９ 円形 ０．３０ ０．２４ ０．１６ ２５．８４

Ｐ３ 楕円形 ０．３７ ０．２８ ０．３２ ２６．４５

Ｐ４ 楕円形 ０．５０ ０．３９ ０．２９ ２６．４８ ＳＡ２７１

Ｐ５ 楕円形 ０．４１ ０．３２ ０．３３ ２６．４９ 柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ）

Ｐ６ 不整円形 ０．４２ ０．３７ ０．４３ ２６．３７ Ｐ１ 楕円形 ０．５５ ０．４３ ０．２９ ２５．１６

Ｐ７ 不整円形 ０．４０ － ０．２７ ２６．３７ Ｐ２ 楕円形 ０．４９ ０．３９ ０．３２ ２５．０９

Ｐ８ 不整円形 － － ０．２８ ２６．４５ Ｐ３ 楕円形 ０．４３ ０．３７ ０．２６ ２５．１０

Ｐ９ 不整楕円形 ０．５４ ０．４２ ０．３４ ２６．２５ Ｐ４ 楕円形 ０．４３ ０．３７ ０．２６ ２５．０４

Ｐ１０ 不整円形 ０．４５ ０．３３ ０．４７ ２６．２０

Ｐ１１ 楕円形 ０．４６ ０．３０ ０．２７ ２６．１５ ＳＡ３３１

Ｐ１２ 不整円形 ０．４６ ０．４０ ０．１２ ２６．０７ 柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ）

Ｐ１３ 楕円形 ０．２６ ０．２０ ０．２２ ２５．９５ Ｐ１ 円形 ０．１８ ０．１６ ０．０７ ２７．００

Ｐ１４ 円形 ０．３１ － ０．１２ ２６．０４ Ｐ２ 円形 ０．１６ ０．１４ ０．０７ ２７．０５

Ｐ１５ 不整円形 ０．５７ ０．５２ ０．３０ ２５．７９ Ｐ３ 楕円形 ０．３９ ０．２２ ０．１１ ２７．０３

Ｐ１６ 不整円形 ０．４２ ０．４０ ０．５０ ２５．７０ Ｐ４ 楕円形 ０．３０ ０．１８ ０．１２ ２７．００

Ｐ１７ 楕円形 ０．４３ ０．２５ ０．４７ ２５．６９

ＳＡ６５

柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ）

Ｐ１ 楕円形 ０．４４ ０．３８ ０．２１ ２５．１９

Ｐ２ 楕円形 ０．２６ ０．２２ ０．２７ ２５．０４

Ｐ３ 楕円形 ０．６１ ０．４３ ０．２５ ２４．８４

ＳＡ１２９

柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ）

Ｐ１ 楕円形 ０．３０ ０．２４ ０．２９ ２４．８６

Ｐ２ 楕円形 ０．２２ ０．１９ ０．３２ ２４．６５

Ｐ３ 楕円形 ０．３６ ０．３０ ０．１５ ２４．６４

Ｐ４ 円形 ０．２４ ０．２４ ０．１５ ２４．４９

第１９表 柵列・柱穴列柱穴様ピット一覧表（１）
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ＳＡ３６０ ＳＡ７１２

柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ） 柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ）

Ｐ１ 円形 ０．７３ ０．７３ ０．５８ ２５．５３ Ｐ１ 円形 ０．３６ ０．３０ ０．１４ ２８．０６

Ｐ２ 円形 ０．７０ ０．６８ ０．３９ ２５．８３ Ｐ２ 楕円形 ０．３０ ０．２４ ０．１６ ２８．１４

Ｐ３ 楕円形 ０．６２ ０．３４ ０．２１ ２５．７０ Ｐ３ 楕円形 ０．３２ ０．２６ ０．１８ ２８．１９

Ｐ４ 楕円形 ０．７８ ０．６５ ０．４１ ２５．８６ Ｐ４ 円形 ０．２６ ０．２４ ０．１０ ２８．３５

Ｐ５ 楕円形 ０．６４ ０．６０ ０．２０ ２５．８１ Ｐ５ 円形 ０．３４ ０．３０ ０．３８ ２８．０７

Ｐ６ 楕円形 ０．３４ ０．２０ ０．１２ ２５．９０ Ｐ６ 楕円形 ０．４０ ０．３４ ０．３８ ２８．１３

Ｐ７ 不整方形 ０．７０ ０．６０ ０．１３ ２５．５８ Ｐ７ 楕円形 ０．３８ ０．３４ ０．４６ ２８．０８

Ｐ８ 不整円形 ０．８６ ０．６３ ０．２４ ２６．６４

Ｐ９ 楕円形 ０．６２ ０．４８ ０．２０ ２５．５０ ＳＡ１３１３

Ｐ１０ 楕円形 ０．７２ ０．５８ ０．４２ ２５．２７ 柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ）

Ｐ１１ 円形 ０．３７ ０．３３ ０．０８ ２５．６３ Ｐ１ 楕円形 ０．４０ ０．１６ ０．４９ ２８．２３

Ｐ１２ 楕円形 ０．７０ ０．６２ ０．０８ ２５．６４ Ｐ２ 円形 ０．２８ ０．２７ ０．４８ ２８．２０

Ｐ１３ 円形 ０．７７ ０．００ ０．２９ ２５．５７ Ｐ３ 楕円形 ０．３３ ０．２０ ０．１７ ２８．５５

Ｐ４ 円形 ０．４０ ０．３６ ０．１６ ２８．５３

ＳＡ３８０ Ｐ５ 楕円形 ０．２４ ０．１７ ０．２０ ２８．４５

柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ） Ｐ６ 円形 ０．３５ ０．３４ ０．３０ ２８．４０

Ｐ１ 楕円形 ０．２３ ０．１６ ０．２１ ２６．４４ Ｐ７ 楕円形 ０．３０ ０．２４ ０．５１ ２８．３１

Ｐ２ 円形 ０．２３ ０．２２ ０．３６ ２６．３３ Ｐ８ 楕円形 ０．３６ ０．２４ ０．２６ ２８．４８

Ｐ３ 円形 ０．２５ ０．２４ ０．１６ ２６．５４ Ｐ９ 楕円形 ０．４２ ０．３２ ０．０８ ２８．６５

Ｐ４ 円形 ０．２３ ０．２２ ０．２０ ２６．４６ Ｐ１０ 円形 ０．２６ ０．２４ ０．３９ ２８．５８

Ｐ５ 円形 ０．２４ ０．２３ ０．２６ ２６．３９ Ｐ１１ 楕円形 ０．３３ ０．２２ ０．２５ ２８．７４

Ｐ６ 円形 ０．２２ ０．２２ ０．２２ ２６．３８ Ｐ１２ 楕円形 ０．２１ ０．１８ ０．１５ ２９．０２

Ｐ７ 円形 ０．２６ ０．２２ ０．１６ ２６．３４ Ｐ１３ 楕円形 ０．４０ ０．２９ ０．３４ ２８．８６

Ｐ８ 楕円形 ０．２５ ０．１８ ０．０８ ２６．３２

Ｐ９ 楕円形 ０．２２ ０．１６ ０．０９ ２６．３３ ＳＡ１４９２

Ｐ１０ 楕円形 ０．３０ ０．２２ ０．１０ ２６．４２ 柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ）

Ｐ１１ 楕円形 ０．２４ ０．１６ ０．１１ ２６．３４ Ｐ１ 円形 ０．１８ ０．１８ ０．１４ ２８．６７

Ｐ２ 円形 ０．２２ ０．２０（残存値） ０．１１ ２８．６１

ＳＡ６３１ Ｐ３ 楕円形 ０．２８ ０．２６ ０．１３ ２８．６２

柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ） Ｐ４ 楕円形 ０．３４ ０．１９ ０．２３ ２８．５１

Ｐ１ 楕円形 ０．８４ ０．７６ ０．４０ ２７．５６ Ｐ５ 楕円形 ０．３２ ０．２０ ０．３１ ２８．４５

Ｐ２ 円形 ０．３０ ０．２８ ０．２２ ２７．６６ Ｐ６ 楕円形 ０．３１ ０．２６ ０．２３ ２８．５４

Ｐ３ 円形 ０．３０ ０．３０ ０．１８ ２７．６７ Ｐ７ 楕円形 ０．３８ ０．２３ ０．２０ ２８．５７

Ｐ４ 円形 ０．７６ ０．７４ ０．６０ ２７．２７ Ｐ８ 円形 ０．２３ ０．２２ ０．１７ ２８．５７

Ｐ５ 円形 ０．２８ ０．２８ ０．２４ ２７．５９ Ｐ９ 円形 ０．２５ ０．２３ ０．２１ ２８．５４

Ｐ６ 楕円形 ０．３２ ０．３０ ０．１８ ２７．６４ Ｐ１０ 楕円形 ０．３６ ０．１８ ０．２８ ２８．４９

Ｐ７ 楕円形 ０．４８（残存値）０．２６（残存値） ０．２４ ２７．６１ Ｐ１１ 円形 ０．３４ ０．３２ ０．２８ ２８．４９

Ｐ８ 円形 ０．７８ ０．７０ ０．６４ ２７．１６ Ｐ１２ 楕円形 ０．５４ ０．４４ ０．４０ ２８．５３

Ｐ９ 円形 ０．４８ ０．２８（残存値） ０．３０ ２７．５１ Ｐ１３ 円形 ０．３２ ０．３０ ０．１１ ２８．６４

Ｐ１０ 円形 ０．４４ ０．４０ ０．２０ ２７．５５ Ｐ１４ 円形 ０．３０ ０．２６ ０．２１ ２８．５２

Ｐ１１ 円形 １．００ ０．９２ ０．５６ ２７．２６ Ｐ１５ 円形 ０．３０ ０．３０ ０．１３ ２８．５７

Ｐ１６ 円形 ０．２０ ０．１４（残存値） ０．１１ ２８．７３

ＳＡ７０１ Ｐ１７ 円形 ０．３２ ０．２８ ０．２１ ２８．７６

柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ） Ｐ１８ 円形 ０．３２ ０．２６ ０．２８ ２８．７８

Ｐ１ 楕円形 ０．７６ ０．６２ ０．３６ ２７．６８ Ｐ１９ 円形 ０．３８ ０．３８ ０．２９ ２８．７８

Ｐ２ 円形 ０．７２ ０．６８ ０．４６ ２７．７３ Ｐ２０ 円形 ０．３６ ０．３０ ０．１２ ２８．９８

Ｐ３ 楕円形 ０．６６ ０．５４ ０．４８ ２７．８７ Ｐ２２ 楕円形 ０．３０ ０．２６ １．００ ２８．７１

Ｐ４ 円形 ０．６８ ０．６６ ０．４４ ２８．０２

Ｐ５ 楕円形 ０．６２ ０．５０ ０．５０ ２８．１２ ＳＡ１５３８

Ｐ６ 円形 ０．６８ ０．６８ ０．３０ ２８．２１ 柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ）

Ｐ７ 円形 ０．６０（残存値）０．５６（残存値） ０．５２ ２８．０９ Ｐ１ 楕円形 ０．３４ ０．３６ ０．３０ ２８．２７

Ｐ２ 楕円形 ０．３４ ０．２４ ０．３８ ２８．２９

Ｐ３ 楕円形 ０．３０ ０．２２ ０．２５ ２８．４２

Ｐ４ 円形 ０．３０ ０．２６ ０．２３ ２８．４５

Ｐ５ 円形 ０．１４ ０．１２ ０．１９ ２８．５１

Ｐ６ 円形 ０．２６ ０．２４ ０．１７ ２８．４８

Ｐ７ 楕円形 ０．３８ ０．２８ ０．２２ ２８．４４

第２０表 柵列・柱穴列柱穴様ピット一覧表（２）
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ＳＡ１９５１ ＳＡ２５４４

柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ） 柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ）

Ｐ１ 円形 ０．２０ ０．１４ ０．１０ ２８．６６ Ｐ１ 楕円形 ０．３２ ０．２４ ０．１２ ２３．７１

Ｐ２ 円形 ０．１６ ０．１６ ０．８０ ２８．６２ Ｐ２ 楕円形 ０．２８ ０．２０ ０．８０ ２３．４９

Ｐ３ 円形 ０．２４ ０．２３ ０．１０ ２８．６６ Ｐ３ 円形 ０．４６ ０．４６ ０．４０ ２３．４３

ＳＡ２０３３ ＳＡ２５５８

柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ） 柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ）

Ｐ１ 楕円形 ０．３２ ０．２２ ０．１０ ２８．３３ Ｐ１ 楕円形 ０．３８ ０．００ ０．２２ ２８．３８

Ｐ２ 円形 ０．３８ ０．３３ ０．１５ ２８．３３ Ｐ２ 円形 ０．３１ ０．３０ ０．２９ ２８．８９

Ｐ３ 円形 ０．３３ ０．３０ ０．１１ ２８．４４ Ｐ３ 円形 ０．４２ ０．４２ ０．４２ ２８．４０

Ｐ４ 円形 ０．３５ ０．３２ ０．２２ ２８．３６ Ｐ４ 円形 ０．３６ ０．３４ ０．４０ ２８．４０

Ｐ５ 楕円形 ０．３６ ０．３２ ０．１６ ２８．３２ Ｐ５ 楕円形 ０．４３ ０．３８ ０．１１ ２８．７５

Ｐ６ 楕円形 ０．３８ ０．２０ ０．２５ ２８．２９ Ｐ６ 円形 ０．２５ ０．２４ ０．１７ ２８．７５

Ｐ７ 楕円形 ０．３２ ０．２２（残存値） ０．２０ ２８．４６

ＳＡ２１０５

柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ） ＳＡ２７０３

Ｐ１ 楕円形 ０．２４ ０．２３ ０．３９ ２３．８３ 柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ）

Ｐ２ 楕円形 ０．２８ ０．２０ ０．２５ ２４．０９ Ｐ１ 楕円形 ０．３２ ０．２０ ０．２２ ２８．７６

Ｐ３ 楕円形 ０．２８ ０．２０ ０．５５ ２３．９１ Ｐ２ 円形 ０．４０ ０．４０ ０．３１ ２８．６９

Ｐ４ 楕円形 ０．２４ ０．２２ ０．２４ ２４．２８ Ｐ３ 楕円形 ０．４４ ０．３１ ０．２６ ２８．６４

Ｐ５ 円形 ０．２８ ０．２８ ０．２８ ２４．３１ Ｐ４ 楕円形 ０．４２ ０．３２ ３６．００ ２８．４７

ＳＡ２１０６ ＳＡ２８８２

柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ） 柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ）

Ｐ１ 楕円形 ０．６０ ０．４８ ０．５８ ２３．４０ Ｐ１ 不整円形 ０．４３ ０．２０ ０．１８ ２８．３５

Ｐ２ 楕円形 ０．３６ ０．３２ ０．５０ ２３．４１ Ｐ２ 楕円形 ０．３７ ０．３０ ０．０８ ２８．４８

Ｐ３ 楕円形 ０．３０ ０．２８ ０．３２ ２４．３４ Ｐ３ 円形 ０．２２ ０．２０ ０．１１ ２８．４７

Ｐ４ 楕円形 ０．３２ ０．２８ ０．３１ ２４．３４ Ｐ４ 円形 ０．２４ ０．１８ ０．０８ ２８．４５

Ｐ５ 楕円形 ０．３２ ０．２８ ０．３１ ２４．１４ Ｐ５ 楕円形 ０．２７ ０．２２ ０．１７ ２８．３７

Ｐ６ 楕円形 ０．３３ ０．２９ ０．１７ ２８．４０

ＳＡ２１２８ Ｐ７ 円形 ０．３１ ０．３０ ０．２１ ２８．４１

柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ）

Ｐ１ 楕円形 ０．３２ ０．３０（残存値） ０．２９ ２４．１３ ＳＡ２８９５

Ｐ２ 円形 ０．２６ ０．２６ ０．３１ ２３．７９ 柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ）

Ｐ１ 円形 ０．１６ ０．１４ ０．２２ ２４．５０

ＳＡ２２２２

柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ） ＳＡ３０００

Ｐ１ 楕円形 ０．３８ ０．３７ ０．４２ ２７．７７ 柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ）

Ｐ２ 楕円形 ０．３７ ０．３１ ０．３３ ２７．７７ Ｐ１ 円形 １．１３ １．０９ ０．００ ２５．５２

Ｐ３ 楕円形 ０．４３ ０．３５ ０．３３ ２７．６８ Ｐ２ 楕円形 ０．１５ ０．９９ ０．４４ ２５．４１

Ｐ３ 円形 ０．９０ ０．８４ ０．４２ ２５．５０

ＳＡ２５４３ Ｐ４ 円形 １．０８ ０．８６ ０．４２ ２５．４４

柱穴番号 平面形 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ）底面標高（ｍ） Ｐ５ 楕円形 ０．７７ ０．６２ ０．４６ ２５．５３

Ｐ１ 楕円形 ０．３６ ０．１６ ０．１２ ２３．６８ Ｐ６ 円形 ０．７５ ０．７０ ０．３７ ２５．６７

Ｐ２ 楕円形 ０．３６ ０．２４ ０．１６ ２３．３５ Ｐ７ 楕円形 ０．７６ ０．５４ ０．１８ ２５．７４

Ｐ３ 楕円形 ０．３６ ０．２４ ０．１６ ２３．２４ Ｐ８ 楕円形 ０．９０ ０．５７ ０．２０ ２５．６９

Ｐ４ 楕円形 ０．３２ ０．２８ ０．１２ ２３．２８ Ｐ９ 楕円形 １．１２ ０．６４ ０．２２ ２５．１３

Ｐ５ 楕円形 ０．４０ ０．３６ ０．１６ ２３．１２ Ｐ１０ 円形 ０．６２ ０．５４ ０．１０ ２５．７１

Ｐ６ 楕円形 ０．３６ ０．２４ ０．３６ ２２．８０ Ｐ１１ 円形 ０．６２ ０．５８ ０．２０ ２５．７０

Ｐ７ 楕円形 ０．４０ ０．３２ ０．４０ ２２．７０ Ｐ１２ 楕円形 ０．７８ ０．５６ ０．１６ ２５．７４

Ｐ８ 楕円形 ０．４０ ０．３２ ０．３２ ２２．７０ Ｐ１３ 円形 ０．６８ ０．６６ ０．１５ ２５．７５

Ｐ９ 円形 ０．３２ ０．３２ ０．３６ ２２．５２ Ｐ１４ 楕円形 ０．９２ ０．５５ ０．３６ ２５．６０

Ｐ１０ 楕円形 ０．３２ ０．２８ ０．４４ ２２．３２ Ｐ１５ 円形 ０．８６ ０．７１ ０．１９ ２５．３９

Ｐ１１ 楕円形 ０．４８ ０．４８ ０．３２ ２２．３２ Ｐ１６ 楕円形 ０．５６ ０．３２ ０．２０ ２５．４１

Ｐ１２ 楕円形 ０．４０ ０．３２ ０．３６ ２２．２５

Ｐ１３ 楕円形 ０．４４ ０．２０ ０．２８ ２２．３２

第２１表 柵列・柱穴列柱穴様ピット一覧表（３）
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第２０１図 遺構内出土遺物（４２）（ＳＤ２７）
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第２０２図 遺構内出土遺物（４３）（ＳＤ２７・１００）
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第２０３図 遺構内出土遺物（４４）（ＳＤ１５３８・１５８１・２３９１・２４００・ＳＡ２４・６５・２２６・３６０・６３１・７０１・２５４３・３０００）
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挿図番号 図版番号 出土地点 種別 器種 部位 口径（㎝） 器高（㎝）
底径
（㎝） 外底部 器面特徴 胎土 備考

第２０１図１ ＳＤ２７ 土師 坏 口縁部
～底部 〔１５．０〕 ６．６ ５．８ 摩滅 ロクロ成形

粗い胎土に
０．５㎜の
砂粒混入

口縁部内外面
に油煙

第２０１図２ ３３－１ ＳＤ２７ 土師 坏 口縁部
～底部 〔１０．４〕 ４．３ ３．８ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０１図３ ＳＤ２７ 土師 坏 体部～
底部 － － ４．６ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０１図４ ＳＤ２７ 土師 坏 体部～
底部 － － ４．８ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０１図５ ＳＤ２７ 土師 坏 口縁部
～底部 〔１１．４〕 ４．５ 〔５．０〕 回転糸切り ロクロ成形

緻密な胎土に
０．５㎜の
砂粒混入

第２０１図６ ３３－３ ＳＤ２７ 土師 坏 完形 １０．３ ３．８ ３．１ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０１図７ ＳＤ２７ 土師 坏 体部～
底部 － － ５．４ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０１図８ ＳＤ２７ 土師 坏 体部～
底部 － － ５．８ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０１図９ ＳＤ２７ 土師 坏 体部～
底部 － － ４．８ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０１図１０ ＳＤ２７ 土師 坏 体部～
底部 － － ５．０ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０１図１１ ＳＤ２７ 土師 坏 底部 － － 〔５．８〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０１図１２ ＳＤ２７ 土師 坏 体部～
底部 － － ４．６ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０１図１３ ＳＤ２７ 土師 甕 底部 － － ６．８ 非ロクロ 外面：粘土積み上
げ痕

粗い胎土に
０．５㎜の
砂粒混入

第２０１図１４ ＳＤ２７ 須恵 甕 口縁部 － － － －
外面：ロクロ成形

タタキ
内面：ロクロ成形

０．５㎜の
砂粒混入

内外面に破裂
痕

第２０２図１ ＳＤ２７ 須恵 甕 口縁部 － － － － ロクロ成形 緻密

第２０２図２ ３３－４ ＳＤ２７ 須恵 甕 口縁部 － － － － 内面：ナデ ０．５㎜の
砂粒混入

内外面に破裂
痕

第２０２図３ ３３－５ ＳＤ２７ 須恵 甕 頸部～
肩部 － － － －

外面：ロクロ
タタキ

内面：ロクロ成形

０．５㎜の
砂粒混入

第２０２図４ ＳＤ２７ 須恵 甕 底部 － － ８．８ 回転糸切り ロクロ成形 ０．５㎜の
砂粒混入

第２０２図５ ＳＤ２７ 須恵 甕 底部 － － １１．５ 砂底 非ロクロ ０．５㎜の
砂粒混入

第２０３図１ ＳＤ１５３８ 土師 坏 口縁部
～底部 〔１２．６〕 ４．６ ４．６ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０３図２ ＳＤ１５３８ 土師 坏 口縁部
～底部 〔１２．２〕 ４．６ 〔４．８〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０３図３ ＳＤ１５８１ 土師 坏 口縁部
～底部 〔１１．８〕 ３．５ ４．４ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０３図５ ＳＤ２３９１ 土師 坏 底部 － － ６．０ 回転糸切り→
高台 ロクロ成形 緻密

第２０３図６ ＳＡ２４Ｐ４ 土師 坏 底部 － － ４．２ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０３図７ ＳＡ６５ 土師 坏 口縁部
～底部 〔１２．０〕 ３．９ 〔５．０〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０３図８ ＳＡ２２６Ｐ６ 土師 坏 口縁部
～底部 〔９．８〕 ２．８ ３．４ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０３図９ ＳＡ３６０Ｐ４ 土師 坏 口縁部
～底部 〔１２．２〕 ４．４ ４．６ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０３図１０ ＳＡ３６０Ｐ３ 土師 坏 体部～
底部 － － ４．４ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０３図１１ ＳＡ６３１Ｐ３ 土師 坏 口縁部
～底部 〔１１．８〕 ３．８ ５．４ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０３図１２ ＳＡ７０１Ｐ２ 土師 坏 体部～
底部 － － ６．４ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０３図１３ ＳＡ３０００Ｐ４ 土師 坏 底部 － － ４．８ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０３図１４ ３３－６ ＳＡ２５４３ 土師 甕 体部～
底部 － － ４．８ 回転糸切り ロクロ成形 ０．５㎜の

砂粒混入

第２０３図１５ ＳＡ２５４３ 土師 坏 底部 － － ４．４ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０３図１６ ＳＡ３０００Ｐ４ 土師 坏 体部～
底部 － － 〔５．０〕 回転糸切り 内面：ミガキ→黒

色処理 緻密

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 最大長×最大幅×最大厚（㎝） 重量（ｇ） 備 考

第２０２図６ １９－１６ ＳＤ１００ 石匙 ７．１×２．３×０．８ １２．８

第２０２図４ ＳＤ２４００ 剥片 ３．２×４．０×１．２ １１．０

第２２表 溝跡・柵列・柱穴列出土遺物一覧表
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７ 焼土遺構

ＳＮ１６（第２０４図）

ＰＢ１５グリッドの第Ⅴ層で焼土の広がりを確認した。平面形は長軸（北西－南東）０．６７ｍ、短軸

（北東－南西）０．４５ｍの不整形で、確認面から厚さ０．０８ｍほど赤変している。上面で炭化物（１層）

が認められ、周辺から土師器片２点が出土した。

ＳＮ６１（第２０４図）

ＰＪ１グリッドの第Ⅳ層で暗赤褐色焼土の広がりを確認した。平面形は長軸（北西－南東）１．９８

ｍ、短軸（北西－南東）１．４８ｍの不整形で、確認面から厚さ０．１ｍほど赤変している。遺物は、周辺

から土師器坏（第２０８図１～６）のほか、須恵器が１点、椀形鍛冶滓が１点出土した。

ＳＮ８０（第２０４図）

ＯＨ・ＯＩ６・７グリッドの第Ⅳ層で明赤褐色焼土の広がりを確認したが、ＳＫ１５１と重複し、本

遺構が新しい。平面形は長軸（北東－南西）１．５７ｍ、短軸（北西－南東）１．２５ｍの不整形で、確認

面から厚さ０．０６ｍほど赤変している。遺物は、周辺から土師器片１点が出土した。

ＳＮ１６０（第２０４図）

ＯＴ１２・１３グリッドの第Ⅴ層で赤褐色焼土の広がりを確認した。平面形は長軸（東－西）０．４４ｍ、

短軸（北－南）０．３８ｍの不整形である。遺物は出土しなかった。

ＳＮ１６６（第２０４図）

ＰＡ３グリッドの第Ⅴ層で赤褐色焼土の広がりを確認した。平面形は径０．４３ｍの円形で、確認面

から厚さ０．０４ｍほど赤変している。遺物は、周辺から土師器片のほか礫１点が出土した。

ＳＮ１９９（第２０４図）

ＯＧ７グリッドの第Ⅳ層で赤褐色焼土の広がりを確認した。平面形は長軸（東－西）０．９５ｍ、短

軸（東－西）０．５９ｍの不整楕円形で、確認面から厚さ０．１４ｍほど赤変している。遺物は、周辺から

土師器片が出土した。

ＳＮ２００（第２０５図）

ＯＩ６・７グリッドの第Ⅴ層で明赤褐色焼土の広がりを確認した。平面形は長軸（北西－南東）０．８

ｍ、短軸（北東－南西）０．５２ｍの不整形で、確認面から厚さ０．０７ｍほど赤変している。上面は強く

焼けて硬化している（１層）。遺物は、内面を黒色処理した土師器坏１点が出土した。

ＳＮ２７２（第２０５図）

ＯＳ５グリッドの第Ⅴ層で赤褐色焼土の広がりを確認した。平面形は、長軸（北西－南東）０．５９

ｍ、短軸（北東－南西）０．４４ｍの不整形で、遺物は出土しなかった。

ＳＮ２７４（第２０５図）

ＯＱ２・３グリッドの第Ⅴ層で暗褐色土の広がりを確認した。平面形は長軸（東－西）１．２４ｍ、

短軸（北－南）０．５９ｍの不整形で、確認面から厚さ０．０４ｍで赤変している。遺物は縄文土器（第２０８

図７）のほか、土師器８点、縄文土器３点が出土した。

ＳＮ３１５（第１３５図）

ＯＱ６・７グリッドの第Ⅴ層で焼土の広がりを確認した。ＳＫ３３０を切る。平面形は長軸（北東
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－南西）１．２５ｍ、短軸 （北西－南東）０．９６ｍの不整形で、確認面から厚さ０．０７ｍほど赤変している。

焼土は２層に分けられた。遺物は周辺から土師器１点が出土した。

ＳＮ３１９（第２０５図）

ＯＲ６グリッドの第Ⅳ層で明赤褐色土の広がりを確認した。平面形は長軸 （北西－南東）０．４４ｍ、

短軸（北東－南西）０．３８ｍの楕円形で、確認面から厚さ０．０６ｍほど赤変している。遺物は周辺から

土師器甕底部１点、土師器片１点のほか、礫１点が出土した。

ＳＮ３４５（第２０５図）

ＯＲ１グリッドの第Ⅴ層で極暗赤褐色土の広がりを確認した。平面形は長軸（北西－南東）０．３２

ｍ、短軸（北東－南西）０．２６ｍの円形で、確認面から厚さ０．０９ｍほど赤変している。遺物は周辺か

ら土師器坏（第２０８図８・９）のほか、打製石斧（第２０８図１０）が出土した。

ＳＮ３６１（第２０５図）

ＯＲ９グリッドの第Ⅴ層で暗赤褐色土と黄褐色土の広がりを確認した。平面形は、長軸（北東－南

西）０．６８ｍ、短軸（北西－南東）０．４９ｍの楕円形で、確認面からの厚さ０．０８ｍほど赤変している。

遺物は出土しなかった。

ＳＮ４１１（第２０５図）

ＯＱ１０グリッドの第Ⅴ層で焼土の広がりを確認した。平面形は長軸（北－南）０．６８ｍ、短軸（東

－西）０．５６ｍの楕円形で、確認面からの厚さ０．０８ｍほど赤変している。焼土は２層に分けられた。

遺物は出土しなかった。

ＳＮ４８８（第３９図）

ＯＱ７グリッドの第Ⅴ層で赤褐色土の焼土の広がりを確認した。ＳＩ１８０に切られる。平面形は円

形を呈するものと思われ、長軸（北西－南東）０．４４ｍ以上、短軸（北東－南西）０．２１ｍである。遺

物は出土しなかった。

ＳＮ６０５（第２０５図）

ＯＴ５グリッドの第Ⅴ層で焼土の広がりを確認した。北側が撹乱されている。平面形は長軸（北西

－南東）０．６６ｍ、短軸（北東－南西）０．４ｍの不整楕円形で、確認面から厚さ０．１２ｍで赤変している。

焼土は２層に分けられ、遺物は周辺から甕の取っ手（第２０９図２）、土師器２点が出土した。

ＳＮ６６６（第２０５図）

ＯＢ１７グリッドの第Ⅴ層で暗赤褐色土の広がりを確認した。平面形は径０．２９ｍの円形で、確認面

から厚さ０．０４ｍで赤変している。遺物は出土しなかった。

ＳＮ６６７（第２０６図）

ＯＢ１７グリッドの第Ⅴ層で暗赤褐色土の広がりを確認した。平面形は径０．３ｍの円形で、確認面か

ら厚さ０．０４ｍで赤変している。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗赤褐色土の単一

層である。遺物は出土しなかった。

ＳＮ１００１（第２０６図）

ＰＫ０・１グリッドの第Ⅴ層で赤褐色土の広がりを確認した。ＳＫＰ２９９１に切られる。平面形は

長軸（北－南）０．８２ｍ、短軸（東－西）０．４６ｍの楕円形で、確認面から厚さ０．０６ｍで赤変している。

遺物は周辺から土師器片１点と縄文土器片２点が出土した。
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ＳＮ１０７７（第２０６図）

ＯＯ２グリッドの第Ⅴ層で確認した。ＳＩ２７５に切られる。平面形は、長軸（北東－南西）０．６６

ｍ、短軸（北西－南東）０．３６ｍの不整形で、確認面から厚さ０．０６ｍで赤変している。遺物は出土し

なかった。

ＳＮ１３５５（第２０６図）

ＯＧ１５グリッドの第Ⅴ層で焼土の広がりを確認した。平面形は、長軸（北東－南西）０．４７ｍ、短

軸（北西－南東）０．４５ｍの不整楕円形である。遺物は出土しなかった。

ＳＮ１５００（第１４８図）

ＮＱ３２グリッドの第Ⅳ層で焼土の広がりを確認した。ＳＫ１４９５を切る。平面形は長軸（東－西）

１．１ｍ、短軸（北－南）１．０ｍ以上の円形で、確認面から厚さ０．０８ｍで赤変している。遺物は周辺か

ら土師器片が出土した。

ＳＮ１５２５（第１１６図、図版１８－１）

ＮＧ３４グリッドの第Ⅳ層で黒褐色土の広がりを確認した。ＳＢ１５３０との新旧関係は不明である。

平面形は長軸（北西－南東）１．５ｍ、短軸（北東－南西）１．２ｍの楕円形で、確認面から被熱面まで

の深さは０．２ｍである。円形（径１．０ｍ）に焼けた底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。被熱面

までの覆土は２層に分けられた。第２層から土師器片のほか、砥石（第２０９図１）が出土した。本遺

構は土師器焼成遺構の可能性がある。

ＳＮ１５２６（第１１６図、図版１８－２）

ＮＨ３４・３５グリッドの第Ⅳ層で暗褐色土の広がりを確認した。ＳＫ２９１３を切っており、ＳＢ１５３０

との新旧関係は不明である。平面形は長軸（北東－南西）１．３ｍ、短軸（北西－南東）１．１ｍの円形

で、確認面から被熱面までの深さは０．０５ｍである。全面に熱を受けた底面は平坦で、壁は緩やかに

立ち上がる。被熱面までの覆土は暗褐色土の単一層である。遺物は土師器片１点が出土した。本遺構

は土師器焼成遺構の可能性がある。

ＳＮ１５２７（第１１６図）

ＮＨ３４・３５グリッドの第Ⅳ層で暗褐色土の広がりを確認した。ＳＢ１５３０に切られる。平面形は長

軸（北東－南西）０．８ｍ、短軸（北西－南東）０．４４ｍ以上の楕円形で、確認面から被熱面までの深さ

は０．０３ｍである。全面に熱を受けた底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。被熱面までの覆土は

暗褐色土の単一層である。遺物は出土しなかった。本遺構は土師器焼成遺構の可能性がある。

ＳＮ１５４２（第２０６図）

ＮＬ３３グリッドの第Ⅳ層でにぶい赤褐色土の広がりを確認した。平面形は長軸（北－南）０．５ｍ、

短軸（東－西）０．３７ｍの不整楕円形で、確認面から厚さ０．０６ｍで赤変している。焼土は２層に分け

られ、遺物は出土しなかった。

ＳＮ１５４３（第２０６図）

ＮＫ３２グリッドの第Ⅳ層でにぶい暗赤褐色土の広がりを確認した。平面形は、長軸（北西－南東）

０．５１ｍ、短軸（北東－南西）０．５ｍの不整楕円形で、確認面から厚さ０．０６ｍで赤変している。焼土

は２層に分けられた。遺物は出土しなかった。
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ＳＮ１５５９（第２０６図）

ＮＨ３１グリッドの第Ⅳ層で明褐色土の広がりを確認した。平面形は長軸（東－西）０．３６ｍ、短軸

（北－南）０．２７ｍの楕円形である。遺物は土師器１点が出土した。

ＳＮ１５６０（第２０６図）

ＮＫ３２グリッドの第Ⅳ層で明赤褐色土の広がりを確認した。ＳＩ１５５０を切る。平面形は長軸（北

東－南西）０．７４ｍ、短軸（北西－南東）０．５９ｍの不整形で、遺物は土師器片１点が出土した。

ＳＮ２０４１（第２０６図）

ＮＳ・ＮＴ２９グリッドの第Ⅴ層で赤褐色土の広がりを確認した。平面形は長軸（北西－南東）１．１

ｍ、短軸（北東－南西）０．８８ｍの楕円形を呈し、確認面から厚さ０．０８ｍで赤変している。遺物は出

土しなかった。

ＳＮ２１３３（第２０６図）

ＰＥ０グリッドの第Ⅴ層で明赤褐色土を確認した。平面形は長軸（北東－南西）０．３６ｍ、短軸（北

西－南東）０．３４ｍの円形で、確認面から厚さ０．０４ｍで赤変している。遺物は出土しなかった。

ＳＮ２１３４（第２０７図）

ＰＥ０グリッドの第Ⅴ層で赤褐色土を確認した。平面形は長軸（東－西）０．４８ｍ、短軸（北－南）

０．４ｍで不整楕円形を呈し、確認面から厚さ０．０９ｍほど赤変している。遺物は出土しなかった。

ＳＮ２２００（第２０７図）

ＮＬ３１グリッドの第Ⅴ層でにぶい赤褐色土の広がりを確認した。平面形は長軸（北－南）０．５６ｍ、

短軸（東－西）０．３４ｍの不整形である。遺物は土師器片２点が出土した。

ＳＮ２２０１（第２０７図）

ＮＨ３１グリッドの第Ⅴ層でにぶい赤褐色土の広がりを確認した。平面形は、長軸（北東－南西）０．５３

ｍ、短軸（北西－南東）０．３９ｍの不整楕円形で、確認面から厚さ０．０１ｍほど赤変している。

ＳＮ２２２８（第２０７図）

ＯＦ１７グリッドの第Ⅴ層で暗赤褐色土の広がりを確認した。平面形は長軸（北西－南東）０．３１ｍ、

短軸（北東－南西）０．２１ｍの楕円形で、確認面から厚さ０．０３ｍほど赤変している。遺物は出土しな

かった。

ＳＮ２２９３（第１４０図）

ＯＤ２２グリッドの第Ⅴ層で焼土の広がりを確認した。ＳＫ８５９に切られる。平面形は長軸（北－

南）０．３６ｍ、短軸 （東－西）０．２７ｍ以上の円形と思われ、確認面から厚さ０．０４ｍほど赤変している。

遺物は土師器甕（第２０９図３）が出土した。

ＳＮ２５３１（第１５５図）

ＰＬ－３グリッドのＳＫ２１２０の底面で焼土の広がりを確認した。ＳＫ２１２０を切る。平面形は径０．４

ｍの円形で、遺物は出土しなかった。

ＳＮ２９８７（第２０７図）

ＯＴ５グリッドの第Ⅴ層で暗赤褐色土の広がりを確認した。平面形は長軸 （北西－南東）０．４８ｍ、

短軸（北東－南西）０．４ｍの不整形で、遺物は出土しなかった。
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ＳＮ６１ＳＮ１６

ＢＡ

ＢＡ
ＢＡ

２３．５ｍ

１ ２

ＢＡ
２５．４ｍＳＮ１６

１ 炭化物層
２ 焼土層

１

ＳＮ６１
１ 暗赤褐色土（５ＹＲ３/４）しまり中 粘性弱
炭化物２％混入
焼土ブロック（径０．１～１㎝）２％混入ＳＫ１０９

ＳＮ８０

ＳＮ１９９

ＢＡ
ＢＡ

ＳＫ１５１

ＳＫ７８
ＢＡ ２６．９ｍ

撹乱 １１ １ １撹乱

Ａ Ｂ１４４ ２３ ２ ２６．９ｍ４３

ＳＫ１５１ＳＮ８０
ＳＮ８０
１ 明赤褐色土（５ＹＲ５/８）
しまり強 粘性なし

２ 暗褐色土（１０ＹＲ３/３）
しまり強 粘性なし
焼土ブロック（径２～８㎜）５％混入

３ にぶい赤褐色土（５ＹＲ４/４）
しまり強 粘性弱
焼土ブロック（径１～２㎜）１％混入

４ 褐色土（７．５ＹＲ４/４）しまり中 粘性中
焼土ブロック混入

ＳＫ７８ ＳＮ１９９

ＳＮ１９９
１ 赤褐色土（５ＹＲ４/６）
２ にぶい赤褐色土（５ＹＲ４/４）
３ 暗褐色土（１０ＹＲ３/３）しまり強 粘性なし
焼土ブロック（径３～５㎜）３％混入

４ 暗褐色土（１０ＹＲ３/３）しまり強 粘性なし
焼土ブロック（径２～４㎜）１％混入

５ 褐色土（７．５ＹＲ４/４） しまり強 粘性なし
焼土ブロック（径２～４㎜）１％混入

ＳＮ１６６

ＢＡ
ＳＮ１６０

Ａ Ｂ
１ ２５．８ｍ

ＳＮ１６０
赤褐色土（５ＹＲ４/６）

ＳＮ１６６
１ 赤褐色土（５ＹＲ４/８） しまり強 粘性弱
炭化物１％未満混入 ０ ２ｍ

第２０４図 ＳＮ１６・６１・８０・１６０・１６６・１９９焼土遺構
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ＳＮ２７４
ＳＮ２００

ＳＮ２７２
ＳＫ２７３

ＢＡ

Ａ Ｂ

ＢＡ ＳＮ２７２
赤褐色土（５ＹＲ４/８）
しまりなし 粘性なし

１ ２６．８ｍ
Ａ Ｂ２２５．８ｍ

４３ ２

１ ３
ＳＮ２７４
１ 暗褐色土（７．５ＹＲ３/３）しまり強 粘性なし
炭化物（径１～５㎜）１％混入

２ 暗褐色土（１０ＹＲ３/４）しまり強 粘性なし
焼土ブロック（径１～５㎜）１％
地山ブロック（径１㎜）２％混入

３ 暗赤褐色土

ＳＮ２００
１ 明赤褐色土（５ＹＲ５/６）
２ 赤褐色土（２．５ＹＲ４/６）
３ 赤褐色土（５ＹＲ４/６）
４ 褐色土（７．５ＹＲ４/４）

ＳＮ３６１
ＳＮ３１９ ＳＮ３４５

Ａ ＢＢＡ

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
２６．３ｍＡ ＢＢＡ ２４．９ｍ２６．２ｍ

１
２ ２１

１

ＳＮ３４５
１ 極暗赤褐色土（５ＹＲ２/３）
しまり中 粘性中

２ 暗褐色土（７．５ＹＲ３/４）しまり弱 粘性なし
炭化物１％未満混入

ＳＮ３６１
１ 暗赤褐色土（５ＹＲ３/６） しまり強 粘性中
２ 黄褐色土（２．５ＹＲ５/４）しまり強 粘性中

ＳＮ３１９
１ 明赤褐色土（５ＹＲ５/６）

ＳＮ６０５ ＳＮ６６６ＳＮ４１１

Ａ ＢＡ Ｂ

ＢＡ 撹乱

Ａ Ｂ
２８．２ｍ

Ａ Ｂ
２５．７ｍ１ＢＡ

２６．５ｍ １

撹乱 ２
ＳＮ６６６
１ 暗赤褐色土（５ＹＲ３/６）しまり強 粘性弱

１ ２

ＳＮ６０５
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３/４）しまり強 粘性弱
焼土ブロック（径１～５㎜）１５％混入

２ 褐色土（１０ＹＲ４/４）しまり強 粘性弱
炭化物（径２～５㎜）１％
焼土ブロック（径０．５～２㎝）１５％
地山ブロック（径０．１～５㎝）５％混入

ＳＮ４１１
１ 暗赤褐色土（２．５ＹＲ３/４）しまり強 粘性弱
２ 赤褐色土（２．５ＹＲ４/６）しまり強 粘性弱

２ｍ０

第２０５図 ＳＮ２００・２７２・２７４・３１９・３４５・３６１・４１１・６０５・６６６焼土遺構
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ＳＮ１０７７
ＳＮ１００１ＳＮ６６７

Ｂ Ａ ＢＢ ＡＡ

ＳＩ２７５
壁溝

ＳＫＰ２９９１ＢＡ
２８．２ｍ Ａ Ｂ

２５．３ｍ
Ａ Ｂ

２５．８ｍ２１ １

ＳＮ１０７７
ＳＩ２７５
壁溝

ＳＮ６６７
１ 暗赤褐色土（５ＹＲ３/６）しまり強 粘性弱

ＳＮ１００１
１ 赤褐色土（５ＹＲ４/６） しまり強 粘性中
２ 黒褐色土（１０ＹＲ２/３）しまり強 粘性弱

ＳＮ１０７７
暗赤褐色土（５ＹＲ３/６）

ＳＮ１３５５ ＳＮ１５４３ＳＮ１５４２

ＢＢ ＡＡ

ＢＡＳＮ１３５５
暗赤褐色土（５ＹＲ３/６）

２８．７ｍ
ＢＡ

１ ２９．７ｍ
２１

２
ＳＫ１５４２
１ にぶい赤褐色土（５ＹＲ４/４）
２ 褐色土（７．５ＹＲ４/４） ＳＫ１５４３

１ にぶい暗赤褐色土（５ＹＲ４/４）
２ 褐色土（７．５ＹＲ４/４）

ＳＮ１５６０

ＳＮ１５５９
ＳＮ２０４１

２

１

ＳＩ１５５０
Ａ Ｂ

ＳＫ１５５９
明赤褐色土（５ＹＲ５/８）

ＳＮ１５６０
１ 明赤褐色土（５ＹＲ５/８）
２ 暗褐色土（１０ＹＲ３/４）

ＢＡ
２９．０ｍ１２

３ ４
ＳＮ２１３３

ＳＮ２０４１
１ 赤褐色土（５ＹＲ４/８） しまり強 粘性弱
炭化物（径１㎜）１％未満混入

２ 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中
炭化物（径１～２㎜）１％混入
焼土ブロック（径１～２㎜）３％混入
地山ブロック（径１～２㎜）１％混入

３ 暗褐色土（１０ＹＲ３/３） しまり強 粘性中
焼土ブロック（径１～２㎜）３％混入

４ 橙色土（５ＹＲ６/８）

ＢＡ

ＢＡ
２３．０ｍ

１

ＳＮ２１３３
１ 明赤褐色土（５ＹＲ４/６）

２ｍ０

第２０６図 ＳＮ６６７・１００１・１０７７・１３５５・１５４２・１５４３・１５５９・１５６０・２０４１・２１３３焼土遺構
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ＳＮ２１３４

ＳＮ２２００

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
２３．８ｍ
１

ＳＮ２２００
にぶい赤褐色土（５ＹＲ４/４）
炭化物（径５㎝）混入

ＳＮ２１３４
１ 赤褐色土（２．５ＹＲ４/６）

ＳＮ２２０１
ＳＮ２２２８

ＢＡＡ Ｂ

ＢＡＡ Ｂ
２８．５ｍ２８．９ｍ

１
１

ＳＮ２２０１
１ 焼土層

ＳＮ２２２８（平面図）
１ 暗赤褐色土（５ＹＲ３/６）しまり強 粘性中

ＳＮ２９８７

ＳＮ２９８７
暗赤褐色土（２．５ＹＲ３/４）

２ｍ０

第２０７図 ＳＮ２１３４・２２００・２２０１・２２２８・２９８７焼土遺構
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８ 柱穴様ピット

柱穴様ピットは調査区全域から１，４６７基検出した（付図２）。主としてⅣ層からⅤ層上面で検出さ

れ、円形～楕円形を呈したものがほとんどである。柱穴様ピットの規模は径０．１２～１．０６ｍ、深さは

０．０５～０．７７ｍである。

覆土は、単一層で構成されたものが多く、黒褐色シルト質土を主とした柱穴様ピットは調査区全域

で、暗褐色シルト質土を主とした柱穴様ピットは調査区中央部から南側で多く検出した。

出土遺物は、ロクロ成形による回転糸切りで切り離された土師器坏（第２０９図４・５・８・９・

１１・１２、第２１０図２・４）、土師器甕（第２０９図６、第２１０図３）須恵器甕（第２１０図５）、縄文土

器（第２０９図１０）のほか、支脚（第２１０図１）、椀形鍛冶滓、製錬炉壁片、フイゴの羽口片が出土し

た。

支脚は（第２１０図１）は、ＳＫＰ２２９６から出土した。土師器坏に比べて粗い胎土を用いており、

輪積み痕が認められる。遺構の底面で据えられた状態で見つかっていることから、人為的に埋設され

たものと思われる。

遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

６ ０．３６ ０．２８ ０．２１ ２６．７３ ＯＧ１１

１４ ０．３２ ０．３２ ０．３１ ２５．８０ ＰＣ１５

２５ ０．４０ ０．３６ ０．４５ ２５．２３ ＯＧ８ 土師器片４点

４９ ０．２９ ０．２４ ０．２９ ２５．８４ ＰＣ１６

６０ ０．３４ ０．２４ ０．２４ ２５．６１ ＰＤ１６ ＰＤ１５

８１ ０．２０ ０．２０ ０．２５ ２６．５１ ＯＨ７

８２ ０．３６ ０．３２ ０．２８ ２６．４９ ＯＨ７

８３ ０．６８ ０．５３ ０．２５ ２６．５０ ＯＨ７ ＯＨ８ 土師器片

８６ ０．３４ ０．３４ ０．１９ ２６．６１ ＯＧ７

８７ ０．２８ ０．２６ ０．１４ ２６．６６ ＯＧ７

１０６ ０．３５ ０．３４ ０．２０ ２５．９３ ＰＣ１５

１１６ ０．４８ ０．４６ ０．０８ ２５．６５ ＰＡ４

１３５ ０．２４ ０．２４ ０．１９ ２６．３９ ＯＮ１０

１３６ ０．３４ ０．２８ ０．２８ ２６．２９ ＯＮ１０ 土師器片２点

１３７ ０．２８ ０．２８ ０．１７ ２６．３９ ＯＮ９ ＯＮ１０ 土師器片２点

１３９ ０．２８ ０．２７ ０．１６ ２６．３０ ＯＮ９ 土師器片１点

１４１ ０．３８ ０．３７ ０．２８ ２６．１７ ＯＮ９ 土師器片４点

１４２ ０．３４ ０．３２ ０．２３ ２６．１９ ＯＮ８ ＯＮ９

１４３ ０．２８ ０．２７ ０．０９ ２６．２８ ＯＯ８ 土師器片１点

１４６ ０．３２ ０．３０ ０．１６ ２６．２９ ＯＮ８ 土師器片２点

１４７ ０．５４ ０．４６ ０．３２ ２６．１１ ＯＮ８

１４８ ０．１６ ０．２２ ０．３０ ２６．６１ ＯＨ１０

１４９ ０．２８ ０．１６ ０．２１ ２６．６９ ＯＨ１０

１７１ ０．１５ ０．０４ ０．１０ ２６．８０ ＯＨ１０

１７２ ０．１９ ０．１８ ０．１０ ２６．７７ ＯＨ１０

１８６ ０．３０ ０．２８ ０．１８ ２５．８３ ＰＤ１５ 土師器片１点

１８７ ０．４０ ０．３０ ０．１２ ２５．９９ ＰＣ１５

１８８ ０．５０ ０．４８ ０．５０ ２５．６７ ＰＢ１４ 土師器片３点

１９１ ０．２３ ０．２２ ０．２２ ２６．５５ ＯＨ７

１９２ ０．４０ ０．３８ ０．１２ ２６．５８ ＯＨ７ 土師器片１点

１９６ ０．２２ ０．２０ ０．２２ ２６．５５ ＯＧ８ 土師器片４点

１９７ ０．３４ ０．２７ ０．３０ ２６．４８ ＯＧ７ 土師器片２点

２０７ ０．２５ ０．２４ ０．１４ ２６．０２ ＰＢ１４ ＰＣ１４

２０８ ０．２８ ０．２７ ０．３７ ２５．８６ ＰＢ１５

２２１ ０．４６ ０．３０ ０．３０ ２５．９２ ＰＢ１６ 土師器片１点

２４２ ０．２６ ０．２４ ０．１４ ２６．５０ ＯＭ１１

２４７ ０．３０ ０．２２ ０．１１ ２６．３８ ＯＬ９

２４８ ０．４４ ０．３８ ０．２３ ２６．３０ ＯＭ９ 土師器片１点

２５２ ０．１６ ０．３３ ０．１６ ２６．７６ ＯＨ１０

２５９ ０．３０ ０．２４ ０．２０ ２７．２７ ＯＪ７

２６７ ０．５４ ０．５２ ０．２３ ２６．３３ ＯＫ８ 土師器片２点

第２３表 柱穴様ピット一覧表（１）

第４節 古代の遺構と遺物

―３１１―



遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

２６８ ０．２５ ０．２４ ０．３１ ２６．１８ ＯＫ８

２６９ ０．２８ ０．２７ ０．２９ ２６．２６ ＯＫ８ 土師器片１点

２８２ ０．５１ ０．３８ ０．１３ ２６．２４ ＯＴ１４ 土師器片３点

２８３ ０．３０ ０．２７ ０．２０ ２６．０６ ＰＡ１３ ＰＡ１４

２８４ ０．２２ ０．１９ ０．２６ ２６．０１ ＰＡ１４

２８５ ０．２２ ０．２０ ０．２７ ２５．９９ ＰＡ１４

２８６ ０．２２ ０．２１ ０．１８ ２６．１５ ＯＴ１５

２８７ ０．３３ ０．２０ ０．１７ ２５．９３ ＰＣ１６ 土師器坏（第２０９図４）

２９１ ０．３０ ０．１９ ０．１５ ２６．１８ ＯＳ１５

２９２ ０．２２ ０．１４ ０．０９ ２６．２６ ＯＳ１６

２９３ ０．２６ ０．２２ ０．１２ ２６．２５ ＯＳ１６

２９４ ０．２２ ０．１８ ０．２７ ２６．０４ ＯＴ１４ 土師器片

２９５ ０．３６ ０．２８ ０．１１ ２６．１８ ＯＱ１２

２９６ ０．３０ ０．２６ ０．２１ ２６．２２ ＯＰ１２

２９７ ０．４２ ０．３４ ０．２４ ２６．１２ ＯＲ１３ 土師器片１点

３０６ ０．５４ ０．４８ ０．１４ ２５．９５ ＯＲ７ 土師器片３点

３０９ ０．４４ ０．３２ ０．１９ ２５．９０ ＯＲ７ 土師器片２点

３１０ ０．２４ ０．２４ ０．２２ ２５．８５ ＯＲ７

３１１ ０．４６ ０．４０ ０．２０ ２５．８８ ＯＲ７

３１４ ０．４８ ０．３８ ０．３４ ２５．７４ ＯＲ７

３１８ ０．８８ ０．６０ ０．１９ ２５．８７ ＯＲ６ ＯＳ６ 土師器片

３２２ ０．５０ ０．４２ ０．３６ ２５．６８ ＯＲ７

３２４ ０．３０ ０．３０ ０．１５ ２５．８６ ＯＲ６

３２５ ０．４６ ０．２８ ０．１４ ２５．８７ ＯＲ６

３２６ ０．３２ ０．２６ ０．１２ ２５．９０ ＯＲ６

３２７ ０．４４ ０．３６ ０．３４ ２５．６４ ＯＲ６

３３２ ０．３０ ０．２８ ０．１２ ２６．２０ ＯＴ１２

３３４ ０．２４ ０．１８ ０．１３ ２６．１２ ＯＳ１２

３３５ ０．１８ ０．１４ ０．２７ ２５．６７ ＰＦ６

３３６ ０．３４ ０．３０ ０．２３ ２５．８５ ＯＱ６

３３７ ０．３４ ０．３２ ０．２３ ２５．７２ ＯＱ６ 土師器片２点

３４８ ０．４８ ０．４４ ０．１９ ２５．２０ ＯＰ３ 土師器片２点

３４９ ０．４２ ０．２６ ０．１８ ２５．１９ ＯＯ３ ＯＰ３ 土師器坏（第２０９図５）

３５１ ０．５６ ０．４８ ０．３２ ２５．８３ ＯＰ８ 土師器甕（第２０９図６）

３５３ ０．４０ ０．２８ ０．１９ ２５．９５ ＯＰ７

３５４ ０．４０ ０．３４ ０．１２ ２６．０１ ＯＯ７ ＯＰ７ 土師器片１点

３５５ ０．３０ ０．２６ ０．１１ ２６．０４ ＯＰ８

３５６ ０．５６ ０．５２ ０．１９ ２５．９６ ＯＰ８ ＯＱ８

３６７ ０．４８ ０．３４ ０．１６ ２６．０１ ＯＱ９

３７０ ０．５２ ０．５０ ０．２３ ２６．０７ ＯＰ１０ ＯＱ１０

３７１ ０．２８ ０．２８ ０．２５ ２６．２８ ＯＪ７

３７３ ０．３４ ０．２８ ０．２０ ２６．２９ ＯＪ６ 土師器片４点

３７４ ０．２６ ０．２２ ０．２１ ２６．３１ ＯＪ６ 土師器片２点

３７５ ０．２３ ０．９２ ０．７０ ２６．０７ ＯＧ７ ＯＨ７ 土師器片１点

３７６ ０．３４ ０．３２ ０．２８ ２６．２２ ＯＪ６

３７７ ０．３０ ０．２８ ０．１５ ２６．３２ ＯＪ６

３７８ ０．３０ ０．２４ ０．１６ ２６．３０ ＯＪ６

３７９ ０．３６ ０．２９ ０．２４ ２６．２５ ＯＪ６

３８２ ０．４８ ０．４０ ０．２２ ２５．６７ ＰＣ６ ＰＤ６

３９１ ０．２８ ０．２２ ０．０８ ２６．１５ ＯＰ９ 土師器片２点

３９３ ０．２６ ０．２４ ０．１３ ２６．１５ ＯＰ９

３９４ ０．３６ ０．３２ ０．３４ ２６．１３ ＯＯ９ 土師器片２点

３９５ ０．３６ ０．２８ ０．１７ ２６．１２ ＯＰ９ 土師器片１点

３９８ ０．３４ ０．３２ ０．２２ ２５．８４ ＯＰ７

４０７ ０．２４ ０．２２ ０．２５ ２５．７３ ＰＣ９

４０８ ０．４８ ０．３０ ０．１７ ２５．９３ ＯＴ９

４１７ ０．３０ ０．２２ ０．１８ ２５．７８ ＰＣ９

４１８ ０．２６ ０．２４ ０．２０ ２５．７３ ＰＣ９

４１９ ０．２０ ０．１８ ０．１３ ２５．７６ ＰＣ９

４２８ ０．３３ ０．３１ ０．３３ ２５．９９ ＯＳ１１

４３１ ０．６８ ０．６６ ０．４４ ２６．０６ ＯＪ５ ＯＪ６ 土師器片４点

４３２ ０．３０ ０．２８ ０．２３ ２６．３１ ＯＪ６

４３３ ０．３０ ０．２１ ０．１４ ２６．３５ ＯＩ５ ＯＩ６

４３４ ０．３０ ０．２６ ０．２４ ２６．２６ ＯＩ５ ＯＩ６

４３５ ０．４８ ０．４５ ０．２１ ２６．２９ ＯＨ６

４３６ ０．３０ ０．２９ ０．１６ ２６．３３ ＯＨ５

４３７ ０．３６ ０．３５ ０．２３ ２６．３９ ＯＩ６ ＯＩ７

４３８ ０．４０ ０．３０ ０．２８ ２６．３６ ＯＩ７

第２４表 柱穴様ピット一覧表（２）

第４章 調査の記録

―３１２―



遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

４３９ ０．３４ ０．３３ ０．３２ ２６．４２ ＯＨ８

４４１ ０．２１ ０．２０ ０．２２ ２６．５４ ＯＨ８

４４２ ０．３６ ０．２８ ０．１５ ２６．６８ ＯＧ８

４４３ ０．６７ ０．６４ ０．１９ ２６．６４ ＯＧ８

４４５ ０．２４ ０．２３ ０．１５ ２６．６５ ＯＨ８

４４８ ０．３２ ０．２８ ０．２２ ２６．４９ ＯＨ６

４５１ ０．３０ ０．２２ ０．２０ ２５．７４ ＰＣ９

４５２ ０．３９ ０．３７ ０．２９ ２５．５２ ＰＤ９ 土師器片１点

４５４ ０．５２ ０．４８ ０．２１ ２５．６７ ＰＤ８

４５６ ０．８６ ０．８４ ０．４４ ２５．４１ ＰＤ９

４５７ ０．２８ ０．２６ ０．１２ ２５．７９ ＰＣ９

４６０ ０．３３ ０．２０ ０．０７ ２５．７５ ＰＤ９

４６３ ０．２６ ０．２０ ０．２６ ２５．８２ ＯＴ９

４６５ ０．２９ ０．２９ ０．２８ ２５．９７ ＯＴ１１

４６６ ０．４２ ０．４０ ０．２４ ２５．９５ ＰＡ１１

４６７ ０．４０ ０．２８ ０．２２ ２５．９８ ＰＡ１１

４７１ ０．３８ ０．３８ ０．１９ ２５．３１ ＯＭ９

４７４ ０．２６ ０．２４ ０．５５ ２５．６０ ＯＮ６

４７７ ０．３０ ０．２６ ０．３７ ２６．０９ ＯＭ９

４７８ ０．３２ ０．３０ ０．１５ ２６．４５ ＯＮ１０ ＯＯ１０

４７９ ０．２６ ０．２４ ０．４１ ２５．３０ ＯＮ９

４８２ ０．５４ ０．４０ ０．３１ ２５．７７ ＯＲ７ ＯＳ７

４８４ ０．３６ ０．２６ ０．１５ ２５．９６ ＯＯ６ 土師器片１点

４８５ ０．２６ ０．２２ ０．１６ ２６．０１ ＯＯ７ 土師器片 椀形鍛冶滓

４９３ ０．３６ ０．３６ ０．２４ ２６．４０ ＯＮ１２

４９４ ０．２６ ０．２５ ０．１４ ２６．３８ ＯＮ１２

４９６ ０．２９ ０．３０ ０．１５ ２６．４１ ＯＮ１２

５０１ ０．４８ ０．３２ ０．２１ ２５．７１ ＰＣ８

５０２ ０．３２ ０．３１ ０．１９ ２５．７４ ＰＣ８

５０３ ０．４０ ０．２４ ０．３２ ２５．６２ ＰＤ６

５０４ ０．３６ ０．３２ ０．１３ ２５．７７ ＰＣ８

５０５ ０．３６ ０．２２ ０．１３ ２５．８２ ＰＥ６

５０６ ０．５６ ０．２２ ０．３８ ２５．５８ ＰＥ６

５０７ ０．４４ ０．３８ ０．２３ ２５．７３ ＰＥ６

５２２ ０．３６ ０．２２ ０．１２ ２５．８１ ＰＣ７

５２３ ０．３２ ０．３２ ０．１７ ２５．７５ ＰＥ６

５２４ ０．３７ ０．１８ ０．１２ ２６．１１ ＯＴ１２

５２５ ０．３４ ０．２４ ０．１８ ２６．１１ ＯＴ１２

５２７ ０．３２ ０．２８ ０．３６ ２５．６８ ＰＢ８

５２８ ０．３０ ０．２８ ０．２２ ２５．６７ ＰＣ９

５３１ ０．３８ ０．３２ ０．２６ ２５．７６ ＯＱ６

５３３ ０．２２ ０．２２ ０．２６ ２５．８１ ＯＲ６ ＯＳ６

５３４ ０．６０ ０．５８ ０．０９ ２６．０２ ＯＳ７

５３５ ０．２６ ０．１８ ０．１２ ２５．９５ ＯＳ７

５３６ ０．４８ ０．４４ ０．２６ ２５．８２ ＯＳ７

５３７ ０．３６ ０．１８ ０．１９ ２５．９０ ＯＳ７

５４５ ０．２６ ０．２１ ０．２４ ２６．４３ ＯＩ６

５４７ ０．２０ ０．２０ ０．１１ ２６．６２ ＯＨ７

５４８ ０．２０ ０．２０ ０．１３ ２６．６０ ＯＨ７

５４９ ０．３０ ０．２５ ０．２０ ２６．５４ ＯＨ７

５５５ ０．６０ ０．２０ ０．７７ ２５．８６ ＯＧ７

５５８ ０．６０ ０．５４ ０．３９ ２６．４２ ＯＨ８ ＯＩ８

５５９ ０．３２ ０．３２ ０．４９ ２６．２７ ＯＨ８ 土師器片

５６３ ０．３４ ０．２７ ０．１８ ２６．２２ ＯＯ１１

５６４ ０．３７ ０．３６ ０．１４ ２６．２５ ＯＯ１２

５６５ ０．４２ ０．４０ ０．１７ ２６．０７ ＯＯ８ ＯＰ８ 土師器片

５７０ ０．４１ ０．３８ ０．２２ ２７．８３ ＯＣ１７ 須恵器片１点

５７１ ０．３６ ０．３６ ０．２７ ２６．１６ ＯＭ８

５７２ ０．３２ ０．２６ ０．２８ ２６．２２ ＯＭ９

５７３ ０．２６ ０．２２ ０．２９ ２６．２１ ＯＭ１０

５７４ ０．２２ ０．２０ ０．１９ ２６．３８ ＯＭ９

５７５ ０．２２ ０．２０ ０．２１ ２６．３０ ＯＭ９

５７６ ０．３４ ０．２０ ０．２４ ２６．２８ ＯＭ９

５８１ ０．３４ ０．３２ ０．２０ ２６．５５ ＯＨ８ 土師器片４点

５８２ ０．２２ ０．２１ ０．２２ ２６．５３ ＯＨ８ 土師器片

５８３ ０．２２ ０．１８ ０．２２ ２６．５４ ＯＨ８

５８４ ０．３７ ０．２２ ０．２２ ２６．５２ ＯＨ７ ＯＨ８

５８８ ０．３８ ０．３０ ０．１７ ２６．５８ ＯＨ７

第２５表 柱穴様ピット一覧表（３）

第４節 古代の遺構と遺物
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遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

５８９ ０．２６ ０．２４ ０．１２ ２６．６２ ＯＨ７

５９１ ０．１９ ０．１８ ０．１２ ２６．６４ ＯＨ７

５９２ ０．２８ ０．２２ ０．２２ ２６．５５ ＯＨ８

５９７ ０．２５ ０．２２ ０．１８ ２６．４９ ＯＭ１１

６０２ ０．２８ ０．２８ ０．３０ ２６．２８ ＯＳ８ 土師器片２点

６０３ ０．３０ ０．２６ ０．１０ ２６．５７ ＯＳ８

６０４ ０．４０ ０．３４ ０．４５ ２５．６４ ＯＳ７

６０６ ０．３６ ０．３０ ０．１２ ２６．３２ ＰＡ８

６０７ ０．３３ ０．２６ ０．１９ ２５．８０ ＯＴ６

６０９ ０．７６ ０．５８ ０．３６ ２５．７６ ＯＴ６

６１０ ０．５６ ０．４４ ０．１８ ２５．９８ ＯＱ９ 土師器片２点

６１２ ０．３１ ０．２６ ０．２８ ２６．１０ ＯＲ１４ 土師器片

６１３ ０．２８ ０．２４ ０．３０ ２６．０９ ＯＲ１３ 土師器片１点

６１４ ０．３０ ０．１９ ０．１２ ２６．３０ ＯＲ１４

６２５ ０．１６ ０．１５ ０．１２ ２７．６９ ＯＤ１６

６２７ ０．３０ ０．２６ ０．１５ ２７．７３ ＯＤ１６

６３４ ０．３６ ０．２８ ０．３８ ２７．５５ ＯＣ１５ ＯＣ１６ 土師器片５点

６３５ ０．５０ ０．４８ ０．２９ ２７．１２ ＯＣ１５ ＯＢ１５ 土師器片

６３６ ０．４０ ０．３９ ０．２０ ２７．２２ ＯＢ１５ 土師器片３点

６３８ ０．２６ ０．２６ ０．１５ ２７．７７ ＯＤ１６

６３９ ０．５６ ０．３２ ０．２４ ２７．８０ ＯＥ１７ 土師器片４点

６４４ ０．６０ ０．４８ ０．２０ ２７．７９ ＯＥ１７ 土師器片４点

６４５ ０．２１ ０．２０ ０．１２ ２７．９３ ＯＥ１８

６５５ ０．３０ ０．２０ ０．１３ ２７．９５ ＯＤ１８

６５８ ０．３２ ０．３１ ０．１５ ２８．００ ＯＤ１８ ＯＤ１７ 土師器片１点

６５９ ０．５２ ０．３８ ０．１７ ２８．０９ ＯＣ１８ 石槍（第２０９図７）

６６３ ０．４２ ０．３０ ０．２９ ２７．１１ ＯＢ１５ 土師器片

６６４ ０．３４ ０．２８ ０．１８ ２７．２４ ＯＢ１５

６６５ ０．２８ ０．２６ ０．３８ ２７．０５ ＯＢ１５

６７６ ０．３１ ０．２４ ０．１４ ２８．１７ ＯＣ１９

６８８ ０．２２ ０．２２ ０．２９ ２７．６５ ＯＥ１７

６９１ ０．３０ ０．２６ ０．１２ ２８．０１ ＯＣ１８

６９３ ０．３６ ０．２０ ０．２９ ２７．９６ ＯＣ１８

７０２ ０．２６ ０．２０ ０．１２ ２７．２８ ＯＢ１５ ＯＣ１５ 土師器片１点

７０３ ０．３０ ０．２８ ０．４３ ２７．６７ ＯＡ１６ 土師器片１点

７０８ ０．３０ ０．２４ ０．３２ ２７．６９ ＯＢ１６ 土師器坏（第２０９図８）

７１１ ０．４３ ０．３２ ０．０６ ２８．００ ＯＡ１７

７２８ ０．３０ ０．２６ ０．２１ ２７．９５ ＯＣ１８

７２９ ０．３０ ０．２６ ０．１６ ２７．３０ ＯＢ１５

７３２ ０．２９ ０．２８ ０．１７ ２７．４８ ＯＢ１５

７３４ ０．３２ ０．２４ ０．１４ ２７．９１ ＯＡ１５

７３５ ０．３６ ０．３０ ０．１６ ２７．９２ ＯＡ１５

７３６ ０．３２ ０．２８ ０．１０ ２７．９７ ＯＡ１６

７３８ ０．４０ ０．３６ ０．１６ ２７．８４ ＯＢ１６

７４２ ０．２６ ０．２３ ０．１４ ２７．９６ ＯＡ１６

７４３ ０．３０ ０．２６ ０．１７ ２７．９２ ＯＡ１６

７４４ ０．４２ ０．２６ ０．２６ ２７．８５ ＯＡ１６

７４７ ０．２６ ０．２４ ０．２６ ２７．７１ ＯＢ１６

７４８ ０．４２ ０．３６ ０．１２ ２７．８４ ＯＢ１６

７６０ ０．３５ ０．２０ ０．２４ ２７．９４ ＯＡ１７

７６２ ０．２４ ０．２１ ０．１２ ２８．０７ ＮＴ１７

７６６ ０．１８ ０．２０ ０．１１ ２８．１０ ＮＴ１７

７９１ ０．３６ ０．３４ ０．２３ ２６．７７ ＯＴ１３

７９２ ０．３８ ０．３２ ０．１８ ２５．８０ ＰＣ６

７９４ ０．３４ ０．３０ ０．１７ ２５．２５ ＰＬ１ 土師器坏（第２０９図９）

７９６ ０．３６ ０．３２ ０．２７ ２４．９０ ＰＬ０ 土師器片１点

７９７ ０．２４ ０．２０ ０．２２ ２５．００ ＰＫ０ 土師器片１点

７９８ ０．２６ ０．２０ ０．１５ ２５．１１ ＰＫ０ ＰＫ１ ＰＬ１ 土師器片

７９９ ０．４２ ０．３０ ０．３２ ２５．１８ ＰＬ１ 縄文土器（第２０９図１０） 土師器片

８０１ ０．２６ ０．２５ ０．２２ ２６．４３ ＯＭ１２

８０２ ０．４４ ０．４２ ０．２４ ２６．４８ ＯＮ１３ 土師器片４点

８０３ ０．２４ ０．２４ ０．１７ ２６．６０ ＯＭ１３

８０４ ０．６０ ０．５０ ０．０８ ２６．２４ ＯＳ１１ 土師器片５点

８０７ ０．３８ ０．２５ ０．３１ ２６．４２ ＯＭ１２

８１３ ０．３８ ０．３６ ０．２６ ２５．３７ ＰＪ３ 土師器片１点

８１４ ０．３４ ０．３２ ０．２８ ２４．９２ ＰＬ０ 土師器片１点

８１７ ０．４４ ０．３８ ０．２２ ２５．４０ ＰＬ１ 土師器片２点

８１８ ０．３８ ０．２５ ０．３５ ２５．３７ ＰＪ３

第２６表 柱穴様ピット一覧表（４）

第４章 調査の記録
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遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

８１９ ０．３８ ０．２９ ０．２５ ２４．９０ ＰＬ０ 土師器片４点

８２０ ０．３０ ０．２８ ０．３０ ２４．９２ ＰＫ０ 土師器片１点

８２３ ０．２８ ０．１８ ０．１０ ２５．２１ ＰＪ１

８２４ ０．３０ ０．２４ ０．３８ ２４．７９ ＰＪ０ 土師器片２点

８２７ ０．３０ ０．２２ ０．２６ ２５．３２ ＰＬ２ 土師器片１点

８３２ ０．２２ ０．１９ ０．１８ ２６．５１ ＯＪ９ ＯＩ９

８３３ ０．２６ ０．２４ ０．２５ ２６．４０ ＯＪ９

８３４ ０．２０ ０．１８ ０．１７ ２６．５０ ＯＪ８ 土師器片１点

８３５ ０．４０ ０．２８ ０．１５ ２６．５４ ＯＪ８ 土師器片１点

８３６ ０．２２ ０．２２ ０．２２ ２６．４２ ＯＪ８ 土師器片１点

８３７ ０．２８ ０．２８ ０．２５ ２６．４１ ＯＪ８

８３８ ０．３２ ０．２８ ０．１８ ２６．４６ ＯＪ８ 縄文土器片 土師器片３点

８４２ ０．２８ ０．２４ ０．１９ ２６．５７ ＯＫ１１

８４３ ０．６４ ０．３４ ０．５３ ２６．１７ ＯＫ１０ ＯＬ１０

８４５ ０．７４ ０．７２ ０．０８ ２６．１０ ＯＭ６ ＯＮ６

８４７ ０．５８ ０．５４ ０．４２ ２５．８８ ＯＮ６ 土師器片２点

８５６ ０．４８ ０．３８ ０．０８ ２８．２９ ＯＤ２４ 土師器片２点

８６６ ０．５４ ０．３６ ０．１８ ２６．０４ ＯＭ６ ＯＮ６

８７９ ０．２８ ０．２６ ０．１４ ２６．４７ ＯＫ９

８８１ ０．４２ ０．３８ ０．４２ ２５．６７ ＯＳ７

８８２ ０．２８ ０．２６ ０．２０ ２５．４０ ＯＳ３

８８３ ０．２２ ０．２０ ０．２６ ２５．２９ ＯＳ３

９０３ ０．２６ ０．２２ ０．１９ ２５．７５ ＯＲ６

９０４ ０．３２ ０．３２ ０．３４ ２５．６７ ＯＲ６

９０５ ０．４０ ０．３６ ０．１９ ２５．７４ ＯＲ５ 土師器片３点

９０６ ０．３２ ０．１８ ０．２８ ２５．７２ ＯＲ６

９０７ ０．５２ ０．４０ ０．４７ ２５．６１ ＯＱ７

９０８ ０．５６ ０．４６ ０．３５ ２５．７２ ＯＲ７

９０９ ０．２６ ０．２２ ０．２８ ２５．３２ ＯＴ４

９１０ ０．３２ ０．３０ ０．３１ ２５．３１ ＯＴ４

９１１ ０．２６ ０．２４ ０．２３ ２５．３９ ＯＴ４

９１２ ０．２２ ０．２２ ０．３４ ２５．２９ ＯＴ４

９１３ ０．２８ ０．２６ ０．２０ ２５．３８ ＯＴ３ ＯＴ４

９１４ ０．３４ ０．２６ ０．１８ ２５．４１ ＯＴ４

９１５ ０．５７ ０．３６ ０．２９ ２５．３５ ＯＳ５ 土師器片

９１６ ０．１６ ０．１６ ０．２４ ２５．４３ ＯＳ５

９１７ ０．４４ ０．３０ ０．１６ ２５．４６ ＯＳ５

９１８ ０．５８ ０．５２ ０．２３ ２５．３５ ＯＳ３ 土師器片

９２１ ０．５６ ０．１４ ０．１３ ２５．４６ ＯＳ３ ＯＳ４

９２２ ０．５６ ０．４３ ０．１５ ２５．４６ ＯＳ３ ＯＳ４ ＯＴ３ ＯＴ４ 土師器片３点

９２４ ０．３８ ０．３０ ０．０９ ２６．４８ ＯＳ８ ＯＳ７

９２５ ０．４６ ０．２０ ０．３６ ２５．６８ ＯＳ６

９２６ ０．３４ ０．３２ ０．１２ ２６．１７ ＯＲ１３

９２７ ０．２２ ０．１２ ０．１８ ２６．２５ ＯＲ１３ ＯＲ１４

９２８ ０．３４ ０．３２ ０．１５ ２５．３９ ＯＲ１２

９２９ ０．２８ ０．２４ ０．３４ ２５．９９ ＯＲ１２

９３１ ０．５０ ０．２４ ０．２３ ２５．８２ ＯＳ６ 土師器片３点

９３２ ０．３６ ０．２４ ０．１９ ２５．８９ ＯＳ７

９３３ ０．２２ ０．１６ ０．１６ ２５．９２ ＯＳ６

９３４ ０．２２ ０．２２ ０．１４ ２５．９２ ＯＳ６

９３５ ０．２４ ０．２６ ０．２６ ２５．８０ ＯＳ６

９３６ ０．１９ ０．１８ ０．１９ ２５．８９ ＯＳ６

９３７ ０．３６ ０．３０ ０．１４ ２５．９３ ＯＳ６

９４１ ０．２６ ０．２５ ０．２５ ２４．９２ ＰＪ１ ＰＪ０ 土師器片

９４３ ０．３６ ０．２９ ０．２３ ２５．６４ ＰＢ１１ 土師器片２点

９４４ ０．３２ ０．２２ ０．２８ ２５．６６ ＰＢ１１

９４５ ０．１８ ０．１２ ０．１３ ２５．１３ ＰＪ１

９４６ ０．２６ ０．２２ ０．１５ ２５．２２ ＰＪ２

９４７ ０．２６ ０．２２ ０．４５ ２５．０４ ＰＪ２

９４８ ０．２４ ０．２４ ０．１１ ２５．３１ ＰＪ２

９４９ ０．２２ ０．２２ ０．１９ ２５．２１ ＰＪ２

９５３ ０．２４ ０．２０ ０．１７ ２５．１４ ＰＪ２

９５４ ０．８０ ０．６１ ０．３３ ２５．３２ ＰＩ４ 土師器片

９５６ ０．３０ ０．２８ ０．３０ ２５．１６ ＰＨ２ ＰＩ２ 土師器片

９５７ ０．２４ ０．２４ ０．３０ ２５．３７ ＰＪ３

９５８ ０．３０ ０．２４ ０．３４ ２５．３０ ＰＪ３

９５９ ０．３４ ０．２８ ０．４７ ２５．２７ ＰＪ４ 土師器片

９６１ ０．３６ ０．２４ ０．１０ ２５．１７ ＰＪ１ 土師器片２点

第２７表 柱穴様ピット一覧表（５）

第４節 古代の遺構と遺物

―３１５―



遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

９６２ ０．２６ ０．２０ ０．１６ ２５．４９ ＰＪ３

９６３ ０．２８ ０．２６ ０．３９ ２５．１０ ＰＪ２

９６６ ０．２８ ０．２８ ０．３８ ２５．０１ ＰＩ２ ＰＪ２

９６８ ０．３６ ０．３４ ０．２０ ２５．１１ ＰＬ１

９６９ ０．３０ ０．２２ ０．１５ ２５．１０ ＰＬ１

９７０ ０．３６ ０．３６ ０．２４ ２５．０６ ＰＬ１

９７２ ０．３８ ０．３４ ０．２１ ２５．８１ ＯＴ６

９７３ ０．２６ ０．２５ ０．２０ ２５．８３ ＯＴ８

９７４ ０．２２ ０．２０ ０．１６ ２５．８８ ＯＴ８

９７５ ０．３０ ０．２４ ０．３８ ２５．５７ ＯＴ６

９７７ ０．２２ ０．２０ ０．１３ ２５．８６ ＰＡ７

９７８ ０．２８ ０．２４ ０．２７ ２５．８１ ＰＡ６

９７９ ０．２８ ０．２８ ０．２２ ２５．８３ ＰＡ６ 土師器片３点

９８０ ０．３０ ０．３０ ０．１０ ２５．９３ ＯＴ８

９８３ ０．２６ ０．２０ ０．２６ ２５．３５ ＯＳ４ 土師器片３点

９８８ ０．２６ ０．２０ ０．２６ ２５．３５ ＯＳ４

９８９ ０．３２ ０．２８ ０．２１ ２５．３０ ＯＯ２

９９１ ０．３０ ０．２８ ０．５７ ２６．１８ ＯＭ１４ ＯＮ１４

９９３ ０．２３ ０．２１ ０．２５ ２６．５４ ＯＮ１３

１００２ ０．２６ ０．２２ ０．３０ ２５．４４ ＰＪ４ ＰＫ４

１００３ ０．２４ ０．２０ ０．１５ ２５．５７ ＰＫ３

１００９ ０．１８ ０．１８ ０．１０ ２５．５２ ＰＩ３ ＰＪ３

１０１０ ０．３４ ０．２６ ０．５２ ２４．１７ ＯＳ１ 土師器片５点

１０１２ ０．２６ ０．２１ ０．４８ ２６．０６ ＯＫ７

１０１３ ０．２０ ０．１８ ０．０８ ２６．３３ ＯＪ７

１０１４ ０．２５ ０．２２ ０．１８ ２７．２８ ＯＫ７

１０１５ ０．１８ ０．１４ ０．１４ ２６．４２ ＯＪ７

１０１６ ０．２４ ０．２０ ０．１２ ２６．４４ ＯＪ７

１０１８ ０．２４ ０．１９ ０．１２ ２６．４４ ＯＫ８

１０２１ ０．１８ ０．１８ ０．０６ ２６．３１ ＯＫ６

１０２２ ０．２０ ０．２０ ０．１０ ２５．８５ ＯＴ６

１０２３ ０．２６ ０．２２ ０．０８ ２５．９６ ＰＡ７

１０２４ ０．３０ ０．２６ ０．１８ ２５．８１ ＰＡ７

１０２５ ０．３２ ０．２８ ０．６７ ２５．９７ ＰＡ６ ＰＡ７ 土師器片１点

１０２６ ０．５４ ０．３２ ０．０９ ２５．９７ ＯＰ７

１０２７ ０．３６ ０．３４ ０．１６ ２５．９２ ＯＲ７

１０３０ ０．３８ ０．３６ ０．１６ ２５．３４ ＰＡ３

１０３１ ０．３０ ０．２６ ０．２２ ２７．７３ ＯＢ１６

１０３２ ０．２６ ０．２０ ０．３４ ２７．８８ ＯＡ１７

１０３３ ０．６６ ０．５０ ０．１５ ２８．１６ ＮＴ１７

１０３５ ０．３４ ０．３０ ０．１７ ２７．９０ ＯＤ１７ ＯＤ１８

１０３９ ０．３０ ０．２８ ０．３６ ２７．６７ ＯＣ１７

１０４０ ０．３０ ０．２９ ０．２２ ２７．９９ ＮＴ１７

１０４１ ０．２２ ０．１７ ０．２４ ２７．７５ ＯＢ１７

１０４３ ０．２７ ０．２５ ０．３０ ２７．８９ ＯＣ１８

１０４４ ０．４６ ０．４０ ０．１７ ２８．０１ ＯＡ１８

１０４７ ０．２８ ０．２６ ０．４５ ２７．５７ ＯＢ１７

１０４８ ０．３７ ０．２６ ０．１８ ２８．０５ ＯＡ１７

１０５４ ０．３２ ０．２８ ０．１７ ２６．８３ ＯＩ１３

１０５６ ０．３２ ０．３０ ０．０８ ２６．９４ ＯＪ１３

１０５７ ０．３６ ０．２２ ０．２３ ２６．９１ ＯＪ１４

１０５８ ０．３６ ０．３３ ０．１６ ２６．８７ ＯＫ１３

１０５９ ０．２６ ０．２２ ０．１４ ２６．９０ ＯＫ１３

１０６１ ０．３６ ０．２６ ０．０８ ２６．９５ ＯＪ１３

１０６２ ０．４６ ０．３８ ０．１２ ２６．９７ ＯＫ１４ ＯＫ１５

１０６３ ０．３１ ０．３０ ０．１３ ２６．９１ ＯＫ１３

１０６４ ０．５０ ０．３８ ０．１７ ２６．９８ ＯＫ１４

１０６５ ０．３２ ０．２８ ０．３５ ２６．６１ ＯＭ１５

１０６６ ０．２６ ０．２３ ０．２３ ２６．７５ ＯＭ１５

１０６８ ０．３７ ０．２０ ０．０９ ２６．８４ ＯＭ１５

１０７３ ０．２４ ０．２２ ０．１８ ２５．４０ ＯＳ３ ＯＳ４

１０７４ ０．２２ ０．１８ ０．２４ ２５．３４ ＯＳ４

１０７６ ０．２８ ０．２４ ０．２４ ２５．５０ ＯＳ４ 土師器片１点

１０７８ ０．３６ ０．３４ ０．２２ ２５．４３ ＯＱ３ ＯＲ３

１０８３ ０．２０ ０．１８ ０．１７ ２６．７４ ＯＭ１５

１０８８ ０．７０ ０．４２ ０．２７ ２５．５７ ＰＩ１７

１０９０ ０．３６ ０．２０ ０．１５ ２５．６６ ＰＨ１７

１０９３ ０．３３ ０．３０ ０．２９ ２５．７７ ＰＣ１７

第２８表 柱穴様ピット一覧表（６）

第４章 調査の記録

―３１６―



遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

１０９４ ０．３０ ０．２６ ０．１６ ２５．８３ ＰＤ１７

１０９５ ０．３２ ０．２１ ０．２０ ２５．７１ ＰＥ１６

１０９７ ０．３８ ０．３４ ０．１５ ２５．７４ ＰＦ１７

１０９８ ０．２４ ０．２４ ０．１２ ２５．７５ ＰＦ１７

１１０２ ０．４６ ０．４２ ０．２２ ２６．１９ ＯＮ８

１１１１ ０．４０ ０．２８ ０．１１ ２６．２６ ＯＮ８ 土師器片１点

１１１３ ０．３６ ０．２８ ０．４１ ２６．１７ ＯＬ９ 土師器片１点

１１１６ ０．２１ ０．２１ ０．１７ ２６．５０ ＯＪ９

１１１７ ０．２８ ０．２４ ０．１６ ２６．４４ ＯＪ９

１１１８ ０．２６ ０．２２ ０．２３ ２６．３７ ＯＪ９

１１２１ ０．４０ ０．４０ ０．１２ ２６．１１ ＯＲ１１

１１２３ ０．２６ ０．２６ ０．３３ ２６．２４ ＯＪ９

１１２４ ０．３０ ０．２８ ０．１５ ２６．４０ ＯＪ９

１１２５ ０．３２ ０．２６ ０．１７ ２６．５０ ＯＩ９

１１３１ ０．２４ ０．２２ ０．０９ ２６．４７ ＯＪ８

１１３３ ０．２０ ０．２０ ０．１１ ２６．４０ ＯＪ８

１１３４ ０．２２ ０．２０ ０．１５ ２６．３５ ＯＪ８

１１３５ ０．２４ ０．２０ ０．２６ ２６．４７ ＯＫ１０

１１３６ ０．２４ ０．２２ ０．３０ ２６．６１ ＯＫ１０

１１３８ ０．１６ ０．１５ ０．１９ ２６．５４ ＯＪ１０

１１４１ ０．３４ ０．３２ ０．１３ ２６．０５ ＰＢ１７ 土師器片２点

１１４２ ０．２８ ０．２６ ０．２８ ２５．９４ ＰＢ１７

１１４４ ０．２７ ０．２０ ０．１２ ２６．１８ ＰＡ１６

１１４６ ０．３８ ０．２４ ０．２４ ２５．６４ ＰＧ１７

１１４７ ０．３８ ０．３０ ０．１４ ２６．１９ ＰＡ１６ 土師器片１点

１１４８ ０．４６ ０．４２ ０．１５ ２６．１３ ＰＡ１６

１１４９ ０．４０ ０．２８ ０．３４ ２５．９７ ＰＡ１６ 土師器片４点

１１５６ ０．３４ ０．３２ ０．１４ ２６．４２ ＯＲ１７

１１５９ ０．４６ ０．２０ ０．２６ ２６．３０ ＯＴ１７

１１６１ ０．３４ ０．２８ ０．２４ ２５．８０ ＯＳ６ ＯＴ６

１１６２ ０．４８ ０．３２ ０．２９ ２５．７３ ＯＴ６

１１６３ ０．２０ ０．１８ ０．１３ ２５．８０ ＯＴ６

１１６４ ０．３６ ０．３２ ０．２２ ２５．７７ ＯＴ６ 剥片 土師器片１点

１１６５ ０．２１ ０．２０ ０．２０ ２５．８２ ＯＴ６

１１６６ ０．２８ ０．１８ ０．１０ ２５．９３ ＰＡ６ ＯＴ６

１１７３ ０．３４ ０．３１ ０．１５ ２５．６７ ＰＦ１７

１１７４ ０．３２ ０．３０ ０．１２ ２５．７５ ＰＦ１７

１１７５ ０．２０ ０．２０ ０．２１ ２５．６４ ＰＧ１７ 土師器片１点

１１７６ ０．３０ ０．２２ ０．１９ ２５．６７ ＰＧ１７

１１７７ ０．２２ ０．１７ ０．１０ ２５．７５ ＰＧ１７

１１７８ ０．２８ ０．２２ ０．２９ ２５．５６ ＰＧ１７

１１７９ ０．３４ ０．２４ ０．１８ ２５．６８ ＰＧ１７

１１８０ ０．２１ ０．１９ ０．１２ ２５．７３ ＰＧ１７

１１９１ ０．２８ ０．２４ ０．０９ ２６．８９ ＯＬ１４

１１９２ ０．３６ ０．３４ ０．１２ ２６．８４ ＯＬ１４

１１９３ ０．２６ ０．２０ ０．２２ ２６．８１ ＯＬ１４

１１９４ ０．４０ ０．２２ ０．１６ ２６．８４ ＯＬ１４

１１９５ ０．２６ ０．２４ ０．１８ ２６．９１ ＯＬ１４

１１９６ ０．３８ ０．２０ ０．１３ ２６．９７ ＯＫ１４

１１９７ ０．２７ ０．２２ ０．２４ ２６．８２ ＯＬ１５

１１９８ ０．３０ ０．２６ ０．１２ ２６．８７ ＯＬ１４

１１９９ ０．２９ ０．２８ ０．２１ ２６．８３ ＯＬ１４

１２０１ ０．２２ ０．２２ ０．３３ ２５．５９ ＰＥ７

１２０２ ０．２４ ０．２３ ０．２２ ２５．７０ ＰＥ６ 土師器片２点

１２０３ ０．２３ ０．２３ ０．３０ ２５．５８ ＰＤ６ 土師器片１点

１２０４ ０．２５ ０．２０ ０．２２ ２５．６８ ＰＤ７ 土師器片２点

１２０５ ０．２８ ０．２６ ０．２６ ２５．６１ ＰＤ７

１２０６ ０．４２ ０．３０ ０．２７ ２５．６０ ＰＤ６ ＰＤ７

１２０７ ０．２５ ０．２４ ０．２５ ２５．６３ ＰＤ７

１２０８ ０．２２ ０．２１ ０．１２ ２５．７９ ＰＤ６

１２０９ ０．３６ ０．３２ ０．１６ ２５．７４ ＰＣ７

１２１０ ０．２７ ０．２４ ０．２４ ２５．６６ ＰＣ７

１２１１ ０．３８ ０．３２ ０．１１ ２５．７９ ＰＣ７

１２１２ ０．２４ ０．２２ ０．２５ ２５．６７ ＰＣ７

１２１３ ０．３０ ０．２２ ０．１４ ２５．８０ ＰＣ６

１２１４ ０．２５ ０．２３ ０．１１ ２５．８１ ＰＢ７

１２１５ ０．２４ ０．２３ ０．１８ ２５．７２ ＰＣ７

１２１６ ０．３８ ０．２６ ０．２７ ２５．６５ ＰＣ６ 土師器片２点

第２９表 柱穴様ピット一覧表（７）

第４節 古代の遺構と遺物
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遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

１２１７ ０．２８ ０．２６ ０．１４ ２５．７１ ＰＢ６ 土師器片１点

１２１８ ０．３３ ０．２８ ０．２８ ２５．６２ ＰＢ６

１２２０ ０．４０ ０．３２ ０．１０ ２５．７９ ＰＧ１７

１２２１ ０．３６ ０．２５ ０．１７ ２６．４５ ＯＲ１７

１２２５ ０．３０ ０．２８ ０．１４ ２６．３０ ＯＳ１７ ＯＴ１７

１２２６ ０．３８ ０．２８ ０．２１ ２６．６７ ＯＮ１５

１２２７ ０．２２ ０．２０ ０．１０ ２６．８４ ＯＮ１６ 土師器片１点

１２２８ ０．２６ ０．２４ ０．２９ ２６．２２ ＯＳ１７

１２２９ ０．３８ ０．２８ ０．１３ ２５．７６ ＰＦ１６ ＰＦ１７

１２３０ ０．４４ ０．２０ ０．２８ ２５．６２ ＰＦ１６ ＰＦ１７

１２３７ ０．３４ ０．２８ ０．２０ ２８．６８ ＮＢ３０

１２３９ ０．３７ ０．３０ ０．１６ ２８．６７ ＮＢ３０

１２４１ ０．２７ ０．２６ ０．３５ ２８．４３ ＮＢ３０ ＮＣ３０

１２４３ ０．２８ ０．２６ ０．３３ ２８．５１ ＮＤ２９

１２４４ ０．３０ ０．２７ ０．１２ ２８．７１ ＮＤ２９

１２４７ ０．４０ ０．３６ ０．２３ ２８．５７ ＮＥ３０ ＮＤ３０

１２５１ ０．２６ ０．２０ ０．１０ ２６．９５ ＯＬ１４

１２５２ ０．５４ ０．１６ ０．０７ ２７．０４ ＯＫ１４

１２５６ ０．３１ ０．３０ ０．１１ ２６．９９ ＯＫ１４

１２５７ ０．２０ ０．１７ ０．１１ ２６．８８ ＯＬ１４

１２５８ ０．２１ ０．１３ ０．１１ ２６．８９ ＯＬ１４

１２５９ ０．３４ ０．２４ ０．１９ ２６．９０ ＯＫ１４ ＯＬ１４

１２６０ ０．４２ ０．２６ ０．１３ ２６．９２ ＯＫ１４ ＯＬ１４

１２６１ ０．２１ ０．２０ ０．２６ ２４．４４ ＯＳ１ ＯＳ２

１２６２ ０．２５ ０．２０ ０．４０ ２４．２８ ＯＳ１ ＯＳ２ 土師器片２点

１２６３ ０．４２ ０．３０ ０．４９ ２４．２０ ＯＳ１ 土師器片２点

１２６７ ０．３０ ０．３０ ０．２４ ２４．４７ ＯＳ２

１２６８ ０．２５ ０．２４ ０．１６ ２４．５８ ＯＲ１

１２７３ ０．２９ ０．２６ ０．３０ ２４．３９ ＯＲ１ 土師器片５点

１２７４ ０．１８ ０．１８ ０．１１ ２８．７６ ＮＰ３１

１２７５ ０．２４ ０．２０ ０．１４ ２８．７１ ＮＰ３１

１２７７ ０．２８ ０．２４ ０．１４ ２８．７０ ＮＰ３１

１２７８ ０．４０ ０．３２ ０．２１ ２８．５３ ＮＯ３１ ＮＯ３２ 土師器片１点

１２７９ ０．２４ ０．２０ ０．１５ ２８．６９ ＮＰ３１

１２８１ ０．１８ ０．１７ ０．１８ ２５．７３ ＰＦ１６

１２８３ ０．２６ ０．２２ ０．１２ ２５．７７ ＰＦ１７

１２８４ ０．２２ ０．１８ ０．１５ ２５．７５ ＰＦ１６

１２８５ ０．３８ ０．３２ ０．０８ ２６．１４ ＰＢ１７

１２８７ ０．４２ ０．２０ ０．１０ ２５．７５ ＰＩ１７

１２８８ ０．２８ ０．２２ ０．１８ ２５．６５ ＰＩ１７

１２８９ ０．２６ ０．２２ ０．１４ ２５．６７ ＰＨ１７

１２９０ ０．３２ ０．２８ ０．１６ ２５．７０ ＰＩ１７

１２９１ ０．２４ ０．２２ ０．１３ ２５．６４ ＰＩ１８

１２９２ ０．２８ ０．２４ ０．２２ ２５．５４ ＰＩ１８

１２９３ ０．３０ ０．２４ ０．１８ ２５．５８ ＰＩ１８ 土師器片１点

１２９４ ０．５４ ０．５４ ０．１８ ２５．５７ ＰＨ１８ 土師器片１点

１２９８ ０．３０ ０．１６ ０．１６ ２５．６４ ＰＨ１８

１２９９ ０．２２ ０．２２ ０．２４ ２５．５４ ＰＨ１８

１３０１ ０．３４ ０．３０ ０．５６ ２８．５０ ＮＦ２７ 土師器片４点

１３０３ ０．２４ ０．２１ ０．０９ ２８．６８ ＮＤ３０

１３０５ ０．４０ ０．３５ ０．２８ ２８．４９ ＮＤ３０ ＮＣ３０

１３０６ ０．４５ ０．４４ ０．１４ ２８．６５ ＮＤ３０

１３０７ ０．５６ ０．４９ ０．１１ ２８．６６ ＮＥ３１ ＮＥ３０ 土師器片１点

１３０８ ０．５４ ０．４２ ０．１８ ２８．５８ ＮＦ３０

１３１１ ０．４０ ０．３８ ０．２２ ２８．５９ ＮＤ３１ 土師器片１点

１３１５ ０．１６ ０．１４ ０．１５ ２８．６２ ＮＥ３０

１３１６ ０．２０ ０．２０ ０．１３ ２８．５９ ＮＧ３０

１３１８ ０．４５ ０．４４ ０．１９ ２８．６８ ＮＧ２９ ＮＦ２９ 須恵器片１点

１３２１ ０．３７ ０．３４ ０．１８ ２８．６４ ＮＯ３１ 製錬炉壁片１点

１３２２ ０．２９ ０．２４ ０．１２ ２８．７４ ＮＯ３１ 土師器片２点

１３２３ ０．３４ ０．２８ ０．１０ ２８．８０ ＮＯ３１ 土師器坏（第２０９図１１）

１３２４ ０．２４ ０．１８ ０．１８ ２８．７１ ＮＯ３０

１３２６ ０．３０ ０．２５ ０．２５ ２８．４３ ＮＯ３３ ＮＬ３３

１３２８ ０．４２ ０．４０ ０．１８ ２８．７９ ＮＮ３０

１３２９ ０．２９ ０．１８ ０．１９ ２８．８０ ＮＮ３０

１３３１ ０．２０ ０．１８ ０．１５ ２８．６５ ＮＰ３２

１３３２ ０．２２ ０．２１ ０．１１ ２８．８５ ＮＮ３０

１３３３ ０．２６ ０．１８ ０．１４ ２８．４２ ＮＯ３３

第３０表 柱穴様ピット一覧表（８）

第４章 調査の記録

―３１８―



遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

１３３５ ０．４０ ０．３４ ０．１５ ２８．７１ ＮＰ３１ ＮＱ３１

１３３９ ０．２４ ０．２４ ０．１６ ２８．７２ ＮＰ３１

１３４６ ０．５０ ０．４１ ０．１６ ２７．２７ ＯＧ１４

１３４７ ０．７９ ０．５４ ０．２７ ２７．１３ ＯＧ１４ ＯＨ１４

１３４８ ０．２５ ０．２１ ０．１０ ２７．４９ ＯＨ１６

１３４９ ０．４３ ０．３５ ０．１９ ２７．４１ ＯＨ１６

１３５０ ０．３０ ０．２８ ０．１５ ２７．４５ ＯＨ１６

１３５１ ０．６２ ０．２９ ０．１０ ２７．５４ ＯＧ１６ ＯＨ１６

１３５２ ０．３４ ０．３０ ０．０８ ２７．５９ ＯＧ１６

１３５３ ０．２８ ０．３０ ０．１５ ２７．５１ ＯＧ１６

１３５４ ０．２６ ０．２２ ０．０９ ２９．４７ ＯＧ１６

１３５６ ０．２４ ０．２２ ０．１５ ２７．５８ ＯＧ１６

１３５７ ０．２７ ０．２５ ０．３１ ２６．６８ ＯＧ１５

１３５８ ０．２２ ０．２１ ０．１５ ２６．８５ ＯＧ１５

１３５９ ０．２８ ０．１８ ０．０６ ２６．９５ ＯＧ１５

１３６０ ０．３２ ０．２７ ０．１１ ２６．９５ ＯＧ１５

１３６１ ０．４０ ０．２６ ０．１５ ２８．１８ ＯＣ１９ 土師器片６点

１３６２ ０．５６ ０．３４ ０．１６ ２８．２３ ＯＢ１９

１３６４ ０．２６ ０．２４ ０．１１ ２８．３１ ＯＣ１９

１３６５ ０．６６ ０．４４ ０．２０ ２８．１３ ＯＣ１９ 椀形鍛冶滓

１３６８ ０．３４ ０．３２ ０．２８ ２８．１８ ＯＢ２０

１３７２ ０．５４ ０．５４ ０．３０ ２７．０５ ＯＣ１５ ＯＣ１５

１３７３ ０．５７ ０．４６ ０．３２ ２７．４８ ＯＣ１６ ＯＤ１６ 土師器片２点

１３７６ ０．４３ ０．３７ ０．１３ ２８．１２ ＮＳ１６

１３７８ ０．７５ ０．７０ ０．３４ ２７．９５ ＮＳ１７ ＮＲ１７ 土師器片５点 椀形鍛冶滓１点 フイゴ羽口片１点

１３７９ ０．４３ ０．４２ ０．３６ ２７．９２ ＮＳ１７ ＮＲ１７

１３８１ ０．２０ ０．２０ ０．１０ ２５．５２ ＰＩ３

１３８４ ０．２２ ０．２０ ０．１９ ２５．４８ ＰＪ３

１３８６ ０．２８ ０．２６ ０．１３ ２６．９２ ＯＫ１４

１３８７ ０．２６ ０．２６ ０．１６ ２６．９１ ＯＫ１４

１３９１ ０．２４ ０．１８ ０．１３ ２５．７０ ＰＩ１７

１４０１ ０．２２ ０．２０ ０．２２ ２８．６０ ＮＤ２９

１４０２ ０．２２ ０．１７ ０．１１ ２８．９２ ＮＥ２７

１４０３ ０．４０ ０．２８ ０．１８ ２８．７８ ＮＦ２８

１４０４ ０．２８ ０．２４ ０．２４ ２８．６４ ＮＥ２８

１４０５ ０．３４ ０．３２ ０．４３ ２８．６１ ＮＦ２７ ＮＦ２８

１４０６ ０．２０ ０．１９ ０．１３ ２８．９３ ＮＥ２７

１４０７ ０．４６ ０．４４ ０．２７ ２８．５６ ＮＥ２８ 土師器片６点 須恵器片１点

１４０８ ０．２３ ０．２０ ０．４５ ２８．５８ ＮＥ２７

１４０９ ０．２４ ０．２１ ０．２４ ２８．７９ ＮＥ２７

１４１０ ０．３２ ０．２６ ０．３６ ２８．６８ ＮＥ２７

１４１１ ０．５０ ０．２６ ０．２１ ２８．７８ ＮＦ２８

１４１２ ０．３０ ０．２４ ０．１６ ２８．６４ ＮＤ３１

１４１３ ０．３０ ０．２０ ０．１０ ２８．９７ ＮＦ２７ 土師器片４点

１４１４ ０．２６ ０．２０ ０．１８ ２８．８６ ＮＦ２７

１４１６ ０．２０ ０．１８ ０．１３ ２８．９０ ＮＥ２７

１４１７ ０．５０ ０．３２ ０．２５ ２８．９３ ＮＥ２８

１４１９ ０．４４ ０．４０ ０．２９ ２８．４９ ＮＣ３１

１４２０ ０．２４ ０．２２ ０．１１ ２８．９６ ＮＦ２７

１４２３ ０．３６ ０．２９ ０．２０ ２８．７０ ＮＦ２３

１４２４ ０．２０ ０．１６ ０．１１ ２８．７６ ＮＦ２８

１４２５ ０．２４ ０．１６ ０．１５ ２８．９３ ＮＦ２７

１４２８ ０．４２ ０．３６ ０．４４ ２８．６８ ＮＦ２７

１４２９ ０．２６ ０．２４ ０．１７ ２８．５８ ＮＦ２８ ＮＥ２８

１４３０ ０．５０ ０．４５ ０．２０ ２８．５８ ＮＥ２９

１４３１ ０．３６ ０．３０ ０．１３ ２８．６３ ＮＥ２９ ＮＦ２９

１４３２ ０．６２ ０．３８ ０．２７ ２８．７８ ＮＥ２７

１４３３ ０．２４ ０．１８ ０．２８ ２８．６１ ＮＦ２８

１４３５ ０．３０ ０．２８ ０．２０ ２８．６９ ＮＦ２８

１４３８ ０．３０ ０．３０ ０．２１ ２８．５９ ＮＦ２８

１４３９ ０．７８ ０．４２ ０．５５ ２８．４９ ＮＥ２７

１４４０ ０．６４ ０．６０ ０．３６ ２８．６５ ＮＦ２８

１４４２ ０．２４ ０．２４ ０．６２ ２８．５１ ＮＧ２８

１４４７ ０．１８ ０．１６ ０．１２ ２８．９７ ＮＧ２７

１４４８ ０．２８ ０．２２ ０．２２ ２８．８９ ＮＧ２７

１４４９ ０．２０ ０．１９ ０．１２ ２９．００ ＮＧ２７

１４５０ ０．３６ ０．２０ ０．１０ ２９．０３ ＮＦ２６

１４５１ ０．２２ ０．２０ ０．０８ ２９．０４ ＮＦ２６ ＮＧ２６

第３１表 柱穴様ピット一覧表（９）

第４節 古代の遺構と遺物

―３１９―



遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

１４５３ ０．２６ ０．２４ ０．３２ ２８．８２ ＮＧ２７

１４５８ ０．３４ ０．３２ ０．６９ ２８．２７ ＮＧ２８ ＮＨ２８

１４５９ ０．３３ ０．３２ ０．１５ ２８．７９ ＮＨ２９

１４６６ ０．３０ ０．２８ ０．３２ ２８．６８ ＮＨ２９

５８９ ０．８８ ０．７７

１４７１ ０．１８ ０．１８ ０．１６ ２８．６４ ＮＤ３０

１４７２ ０．２２ ０．１８ ０．１４ ２８．６６ ＮＤ３０

１４７３ ０．２１ ０．１４ ０．０９ ２９．０５ ＮＨ２８

１４７４ ０．３０ ０．２６ ０．２１ ２８．７９ ＮＯ３０

１４７５ ０．４０ ０．２４ ０．２１ ２８．５９ ＮＰ３２

１４７６ ０．２６ ０．２４ ０．０９ ２８．７４ ＮＰ３１

１４７７ ０．２５ ０．２４ ０．３２ ２８．５３ ＮＰ３１

１４７８ ０．２６ ０．２４ ０．２５ ２８．５５ ＮＯ３１

１４７９ ０．３０ ０．２８ ０．２１ ２８．５６ ＮＯ３２

１４８２ ０．２２ ０．２０ ０．０８ ２８．６６ ＮＮ３２

１４８３ ０．２４ ０．２４ ０．１２ ２８．４１ ＮＮ３３ ＮＮ３４

１４８６ ０．２９ ０．２５ ０．１５ ２８．５４ ＮＯ３２

１４８７ ０．２２ ０．２０ ０．２９ ２８．４１ ＮＯ３２ 土師器片６点

１４８８ ０．２４ ０．２２ ０．１６ ２８．４８ ＮＯ３３

１４９３ ０．２８ ０．１６ ０．１９ ２８．７６ ＮＨ２９

１４９４ ０．２４ ０．２２ ０．２２ ２８．７０ ＮＧ２９

１４９６ ０．２２ ０．１８ ０．１１ ２８．８１ ＮＨ２９

１４９８ ０．３２ ０．１５ ０．３１ ２８．７０ ＮＨ２８

１４９９ ０．４２ ０．３０ ０．１７ ２８．８４ ＮＨ２８

１５０１ ０．３４ ０．３３ ０．１７ ２８．１４ ＮＲ１７

１５０２ ０．３９ ０．３８ ０．２７ ２７．９６ ＮＳ１７

１５０３ ０．３２ ０．２８ ０．１５ ２８．０８ ＮＴ１７

１５０７ ０．３２ ０．３１ ０．１１ ２７．６９ ＯＥ１６

１５０８ ０．５６ ０．４６ ０．１４ ２７．５５ ＯＥ１５ ＯＥ１６

１５０９ ０．２４ ０．２２ ０．１０ ２７．７０ ＯＤ１６ ＯＥ１６

１５１０ １．０６ ０．９８ ０．４６ ２７．８０ ＯＤ１９ 土師器片１点

１５１１ ０．４４ ０．２０ ０．１１ ２７．７３ ＯＣ１６ ＯＤ１６

１５１２ ０．６０ ０．３２ ０．４９ ２７．７３ ＮＳ１６

１５１５ ０．４０ ０．３２ ０．２３ ２７．６２ ＯＦ１７ 土師器片４点

１５１６ ０．４４ ０．４３ ０．１５ ２７．９３ ＯＤ１７ 土師器片１点

１５１７ ０．４７ ０．４４ ０．２９ ２７．７５ ＯＥ１７ 土師器片６点

１５１８ ０．４０ ０．２６ ０．１５ ２７．８８ ＯＥ１７ 土師器片２点

１５１９ ０．２３ ０．２０ ０．１１ ２７．９０ ＯＥ１７

１５２３ ０．２２ ０．１４ ０．１２ ２８．４６ ＮＧ３３

１５２４ ０．２８ ０．２４ ０．０８ ２８．５２ ＮＧ３３

１５２８ ０．２６ ０．２０ ０．２１ ２８．４５ ＮＥ３３

１５３１ ０．３２ ０．２８ ０．２４ ２８．０７ ＮＪ３５

１５３２ ０．２６ ０．２５ ０．２７ ２８．３９ ＮＥ３４

１５３３ ０．３３ ０．２５ ０．１０ ２８．５３ ＮＥ３４

１５３６ ０．３４ ０．３３ ０．０９ ２８．４０ ＮＨ３４

１５４４ ０．３２ ０．３０ ０．３０ ２７．９６ ＮＬ３５

１５４５ ０．２８ ０．２７ ０．１８ ２８．２２ ＮＫ３４

１５４６ ０．４７ ０．４２ ０．３２ ２８．０２ ＮＫ３５

１５４７ ０．３６ ０．２６ ０．３７ ２７．９７ ＮＫ３５

１５４８ ０．３２ ０．３０ ０．２２ ２８．０６ ＮＪ３５

１５４９ ０．４２ ０．３８ ０．１４ ２８．１３ ＮＬ３５

１５５１ ０．２７ ０．２６ ０．１６ ２８．１５ ＮＪ３５

１５５２ ０．２４ ０．２３ ０．２８ ２８．１７ ＮＫ３３ 土師器片４点

１５５３ ０．５０ ０．３４ ０．２１ ２８．３６ ＮＪ３２

１５５６ ０．１９ ０．１８ ０．１５ ２８．４６ ＮＬ３２

１５５７ ０．３４ ０．２８ ０．０７ ２８．６１ ＮＫ３２ 土師器片 鉄製品

１５６１ ０．２６ ０．２２ ０．０９ ２７．５４ ＯＧ１６

１５６２ ０．７４ ０．５４ ０．１３ ２６．９６ ＯＧ１５ ＯＧ１６

１５６３ ０．４７ ０．２４ ０．１５ ２６．９４ ＯＧ１５

１５６４ ０．２４ ０．２０ ０．１１ ２６．９８ ＯＧ１５

１５６５ ０．４５ ０．３０ ０．１２ ２６．９５ ＯＧ１５

１５６６ ０．４０ ０．３５ ０．１１ ２６．９３ ＯＧ１５

１５６７ ０．５０ ０．２２ ０．１８ ２６．８３ ＯＧ１５

１５６８ ０．３１ ０．２７ ０．１４ ２６．９２ ＯＧ１５

１５６９ ０．３４ ０．２４ ０．１１ ２６．８８ ＯＧ１５

１５７０ ０．２６ ０．２５ ０．１３ ２７．４３ ＯＧ１６ ＯＨ１６

１５７１ ０．１８ ０．１５ ０．１５ ２７．５８ ＯＧ１６

１５７２ ０．３５ ０．２６ ０．１５ ２７．３６ ＯＨ１５ ＯＩ１５ ＯＨ１６ ＯＩ１６ 土師器片２点

第３２表 柱穴様ピット一覧表（１０）

第４章 調査の記録

―３２０―



遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

１５７３ ０．３２ ０．２６ ０．２３ ２７．２２ ＯＨ１５

１５７４ ０．２４ ０．１６ ０．１８ ２７．２５ ＯＨ１５ ＯＩ１５

１５７５ ０．４０ ０．３６ ０．１１ ２６．４２ ＯＨ１５ 土師器片４点

１５７６ ０．２８ ０．２２ ０．０６ ２７．３２ ＯＨ１５ 土師器片１点

１５７７ ０．３８ ０．３２ ０．１９ ２７．１７ ＯＨ１５ 須恵器片１点

１５７８ ０．３８ ０．３８ ０．１４ ２７．２６ ＯＨ１５

１５７９ ０．５８ ０．３２ ０．２７ ２７．１７ ＯＧ１４ ＯＧ１５

１５８０ ０．３４ ０．３２ ０．０９ ２６．８４ ＯＧ１５

１５８７ ０．５２ ０．３８ ０．２９ ２６．９３ ＯＭ１７

１５８９ ０．５６ ０．５０ ０．２３ ２７．２０ ＯＬ１７ 土師器片１点

１５９１ ０．３７ ０．３５ ０．１４ ２７．０５ ＯＬ１６

１５９３ ０．３２ ０．３０ ０．２７ ２６．９２ ＯＬ１６ ＯＭ１６

１５９４ ０．３０ ０．２６ ０．３１ ２６．９１ ＯＬ１６

１５９６ ０．３４ ０．３３ ０．２０ ２７．０４ ＯＬ１６

１５９７ ０．３５ ０．３４ ０．１３ ２７．０５ ＯＬ１６

１５９８ ０．３２ ０．２６ ０．１３ ２７．０４ ＯＬ１６

１５９９ ０．３２ ０．２２ ０．１９ ２６．９４ ＯＬ１６

１６０１ ０．５８ ０．３８ ０．２３ ２８．６０ ＮＨ３０ ＮＧ３０

１６０２ ０．４９ ０．４４ ０．２４ ２８．５９ ＮＨ３０

１６０４ ０．３６ ０．３２ ０．３８ ２８．５２ ＮＧ２９

１６０８ ０．２８ ０．１７ ０．１６ ２９．０５ ＮＨ２７

１６１０ ０．３３ ０．２３ ０．２２ ２８．７０ ＮＨ２９

１６１１ ０．２４ ０．２２ ０．１５ ２８．７５ ＮＨ２９

１６１２ ０．２２ ０．２０ ０．１０ ２８．９０ ＮＨ２８

１６１３ ０．２６ ０．２１ ０．１４ ２８．９３ ＮＨ２８

１６１４ ０．４０ ０．３６ ０．２０ ２８．７６ ＮＨ２９

１６１５ ０．２８ ０．１６ ０．２１ ２８．７６ ＮＨ２８

１６１６ ０．３８ ０．３４ ０．３４ ２８．４８ ＮＨ３０

１６１７ ０．３６ ０．３２ ０．１６ ２８．６６ ＮＧ３０

１６１８ ０．２８ ０．２４ ０．１５ ２８．６６ ＮＧ３０

１６２０ ０．３８ ０．３４ ０．１２ ２８．６８ ＮＨ３０ 土師器片１点

１６２１ ０．２８ ０．２６ ０．１７ ２８．７３ ＮＨ２９

１６２２ ０．２２ ０．２０ ０．１２ ２８．７５ ＮＩ２９

１６２３ ０．４４ ０．３４ ０．２１ ２８．６０ ＮＨ３０ 土師器片１点

１６２４ ０．３０ ０．２２ ０．１５ ２８．８７ ＮＨ２８

１６２５ ０．３４ ０．２４ ０．１４ ２８．６８ ＮＨ３０

１６２６ ０．３０ ０．３０ ０．１３ ２８．９１ ＮＥ２７

１６２７ ０．２６ ０．２２ ０．４９ ２８．２６ ＮＥ２８

１６３０ ０．２６ ０．２３ ０．０９ ２８．６１ ＮＦ３０

１６３１ ０．１８ ０．１８ ０．１６ ２８．５５ ＮＦ３１

１６３３ ０．１６ ０．１６ ０．１２ ２８．６１ ＮＦ３０

１６３４ ０．３４ ０．２８ ０．１２ ２８．６３ ＮＦ２９ ＮＦ３０

１６３８ ０．３４ ０．２０ ０．１７ ２８．７５ ＮＥ２８

１６４０ ０．２８ ０．２６ ０．１７ ２８．５３ ＮＦ３１

１６４１ ０．４２ ０．３６ ０．１１ ２６．４２ ＯＨ１５ 土師器片１点

１６４２ ０．３２ ０．２８ ０．１１ ２７．１８ ＯＩ１５

１６４３ ０．４５ ０．４４ ０．１７ ２７．１４ ＯＩ１４

１６４４ ０．５４ ０．５３ ０．１５ ２６．１３ ＯＩ１４

１６４５ ０．３３ ０．３２ ０．１３ ２６．０９ ＯＩ１４

１６４６ ０．６８ ０．５６ ０．１５ ２６．０５ ＯＩ１４ 土師器片２点

１６４７ ０．２８ ０．２２ ０．１３ ２７．１９ ＯＩ１５ ＯＪ１５

１６４８ ０．６５ ０．５２ ０．１６ ２７．０８ ＯＪ１４ ＯＩ１４ 土師器片２点

１６４９ ０．３６ ０．２８ ０．１２ ２６．１５ ＯＩ１４

１６５０ ０．２８ ０．２４ ０．１０ ２７．２１ ＯＨ１４

１６５１ ０．３４ ０．２４ ０．１９ ２７．０９ ＯＨ１４

１６５２ ０．３２ ０．３２ ０．１５ ２７．１４ ＯＨ１４

１６５３ ０．３５ ０．１２ ０．０６ ２７．２４ ＯＨ１４

１６５４ ０．２６ ０．１８ ０．０９ ２７．２９ ＯＨ１４

１６５５ ０．３４ ０．２２ ０．０７ ２６．８３ ＯＧ１４

１６５６ ０．３０ ０．２８ ０．１９ ２６．７８ ＯＧ１４

１６５７ ０．３０ ０．２２ ０．１５ ２６．８５ ＯＧ１４

１６５８ ０．３０ ０．２７ ０．１４ ２６．９２ ＯＦ１５

１６５９ ０．３６ ０．３２ ０．１２ ２６．９３ ＯＧ１５ ＯＦ１５

１６６０ ０．３５ ０．２６ ０．２０ ２６．８９ ＯＧ１５ ＯＧ１６

１６６１ ０．２２ ０．２０ ０．２９ ２８．６０ ＮＧ２９

１６６２ ０．２５ ０．２４ ０．１０ ２７．５２ ＯＧ１６

１６６３ ０．２６ ０．１９ ０．１７ ２７．４２ ＯＧ１６

１６６４ ０．２１ ０．２０ ０．１０ ２７．５３ ＯＧ１６

第３３表 柱穴様ピット一覧表（１１）

第４節 古代の遺構と遺物
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遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

１６６６ ０．３６ ０．２１ ０．１５ ２６．７０ ＯＪ１４

１６６７ ０．２２ ０．２０ ０．１８ ２７．０１ ＯＪ１４

１６６８ ０．２３ ０．２０ ０．１０ ２８．７４ ＮＨ２９ ＮＨ３０

１６６９ ０．３２ ０．２６ ０．１９ ２８．６９ ＮＩ２９

１６７１ ０．４０ ０．３８ ０．２０ ２７．２０ ＯＧ１４

１６７２ ０．５０ ０．４８ ０．１９ ２７．３３ ＯＦ１４ ＯＧ１４ ＯＦ１５ ＯＧ１５

１６７３ ０．２５ ０．２２ ０．１１ ２７．４０ ＯＦ１４

１６７４ ０．２８ ０．１８ ０．１０ ２７．４９ ＯＦ１４

１６７５ ０．２４ ０．１８ ０．０８ ２７．３９ ＯＦ１４

１６７６ ０．４８ ０．４０ ０．１４ ２７．３５ ＯＦ１４

１６７７ ０．３６ ０．３２ ０．１４ ２７．３４ ＯＦ１４

１６７８ ０．４０ ０．３８ ０．１０ ２７．３８ ＯＦ１４

１６８０ ０．２８ ０．２６ ０．３８ ２７．２８ ＯＥ１５

１６８１ ０．４０ ０．３２ ０．２７ ２７．４０ ＯＥ１５

１６８３ ０．２４ ０．２２ ０．１０ ２７．３６ ＯＦ１４

１６８４ ０．４０ ０．３０ ０．１２ ２７．３６ ＯＥ１４

１６８５ ０．５６ ０．４８ ０．３２ ２７．１０ ＯＥ１３ ＯＥ１４ ＯＦ１３ ＯＥ１４

１６８７ ０．３４ ０．３２ ０．１１ ２７．４３ ＯＦ１５

１６８８ ０．３０ ０．２６ ０．１２ ２７．４３ ＯＦ１５

１６８９ ０．８０ ０．７０ ０．１６ ２７．５６ ＯＥ１５

１６９１ ０．６４ ０．４８ ０．２７ ２７．１２ ＯＧ１４ ＯＧ１３ ＯＦ１４ ＯＦ１３

１６９２ ０．４０ ０．３３ ０．１２ ２７．３３ ＯＦ１４ ＯＧ１４

１６９４ ０．３２ ０．３０ ０．１９ ２７．３６ ＯＦ１５

１６９５ ０．２６ ０．１５ ０．１４ ２７．２８ ＯＥ１３

１６９８ ０．３２ ０．２８ ０．１４ ２７．６５ ＯＦ１６

１６９９ ０．４６ ０．３２ ０．１４ ２７．６８ ＯＦ１６

１７０１ ０．３０ ０．２８ ０．１０ ２７．９０ ＯＥ１７

１７０２ ０．２９ ０．２７ ０．１８ ２７．７４ ＯＤ１６

１７０３ ０．３８ ０．３４ ０．２５ ２７．５５ ＯＥ１６

１７０５ ０．２２ ０．２０ ０．１３ ２７．５９ ＯＦ１６

１７０６ ０．２３ ０．１９ ０．１９ ２７．５４ ＯＦ１６

１７０７ ０．２８ ０．２６ ０．２４ ２７．４７ ＯＦ１６

１７０８ ０．２７ ０．２６ ０．１８ ２７．６０ ＯＦ１６

１７０９ ０．４１ ０．２８ ０．１６ ２７．６２ ＯＥ１６

１７１０ ０．７７ ０．５４ ０．６８ ２７．１６ ＯＦ１６

１７１２ ０．３４ ０．２６ ０．１８ ２７．６９ ＯＥ１６

１７１３ ０．２８ ０．２３ ０．１３ ２７．７２ ＯＥ１６

１７１４ ０．２８ ０．２６ ０．２５ ２７．６１ ＯＣ１４

１７１５ ０．３６ ０．２６ ０．２７ ２７．４４ ＯＦ１６

１７１６ ０．３２ ０．２３ ０．２２ ２７．４８ ＯＦ１６

１７１７ ０．２３ ０．２０ ０．１２ ２７．７１ ＯＥ１６

１７１８ ０．２６ ０．２０ ０．３２ ２７．９２ ＯＡ１８

１７２０ ０．４３ ０．３６ ０．５２ ２７．４５ ＯＢ１４ ＯＢ１５ 土師器片１点

１７２１ ０．３４ ０．３２ ０．１４ ２８．７４ ＮＰ３１ 土師器片３点

１７２２ ０．２２ ０．１０ ０．１３ ２８．６１ ＮＮ３２ ＮＯ３２

１７２３ ０．２６ ０．２５ ０．１４ ２８．６７ ＮＰ３１

１７２４ ０．３０ ０．２９ ０．２５ ２８．５５ ＮＰ３２ 土師器片２点

１７２５ ０．３２ ０．２５ ０．１８ ２８．３２ ＮＮ３３

１７２７ ０．３４ ０．２６ ０．１２ ２８．７４ ＮＰ３０ 土師器片１点

１７２８ ０．２６ ０．１４ ０．１４ ２８．８４ ＮＯ２９

１７２９ ０．２６ ０．１９ ０．１４ ２８．８５ ＮＯ３０

１７３１ ０．２２ ０．２０ ０．０８ ２８．７１ ＮＮ３１

１７３２ ０．２４ ０．２２ ０．２０ ２８．６８ ＮＯ３０

１７３３ ０．３２ ０．３０ ０．３０ ２８．５７ ＮＰ３１

１７３４ ０．２５ ０．２２ ０．２０ ２８．２９ ＮＮ３４

１７３５ ０．２４ ０．２３ ０．１９ ２８．２８ ＮＭ３４ ＮＮ３４

１７３６ ０．１７ ０．１４ ０．１２ ２８．７９ ＮＯ３０ 土師器片１点

１７３７ ０．５６ ０．２６ ０．２１ ２８．５４ ＮＰ３２

１７３８ ０．２１ ０．２０ ０．２３ ２８．５８ ＮＰ３２

１７３９ ０．３４ ０．２０ ０．１１ ２８．４８ ＮＮ３２ 土師器片２点

１７４１ ０．３５ ０．３４ ０．２２ ２７．８７ ＯＡ１５

１７４２ ０．５２ ０．４８ ０．３１ ２７．７９ ＮＴ１５ 刀子片１点

１７４７ ０．４０ ０．２８ ０．２９ ２７．５６ ＯＢ１４ ＯＣ１４ 土師器片

１７４８ ０．３８ ０．３２ ０．１２ ２７．７０ ＯＢ１４ ＯＢ１５

１７４９ ０．２８ ０．１６ ０．１９ ２７．６５ ＯＢ１４ ＯＢ１５ 土師器片１点

１７５０ ０．４２ ０．３２ ０．１６ ２７．６６ ＯＢ１４

１７５１ ０．３４ ０．３２ ０．１５ ２７．７１ ＯＢ１４

１７５２ ０．２２ ０．２０ ０．１２ ２８．００ ＮＴ１６

第３４表 柱穴様ピット一覧表（１２）

第４章 調査の記録
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遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

１７５３ ０．２１ ０．１８ ０．１１ ２８．００ ＮＴ１６

１７５４ ０．２６ ０．２４ ０．１５ ２７．９８ ＮＴ１６

１７５５ ０．２８ ０．２７ ０．１２ ２８．０８ ＮＳ１６ ＮＴ１６

１７５６ ０．２７ ０．２６ ０．２８ ２７．８５ ＮＳ１６ ＮＴ１６

１７５７ ０．３６ ０．３０ ０．４１ ２７．６６ ＮＴ１６ 土師器片３点 須恵器片１点

１７６１ ０．２７ ０．１８ ０．１２ ２８．６０ ＮＦ３１ ＮＦ３０

１７６２ ０．１８ ０．１６ ０．１０ ２８．６３ ＮＧ３１

１７６３ ０．４８ ０．４２ ０．１９ ２８．４６ ＮＧ３１

１７６４ ０．２９ ０．２０ ０．１１ ２８．８０ ＮＦ２８

１７６６ ０．２６ ０．２４ ０．１１ ２８．７０ ＮＧ３０

１７６７ ０．３８ ０．３４ ０．２２ ２８．５７ ＮＧ３０

１７６８ ０．２４ ０．１０ ０．１８ ２８．６１ ＮＧ３０

１７６９ ０．２２ ０．２１ ０．１３ ２８．６６ ＮＧ３０ ＮＦ３０

１７７１ ０．１７ ０．１６ ０．１１ ２８．７５ ＮＰ２９

１７７４ ０．３８ ０．３５ ０．３５ ２８．４９ ＮＲ３１ ＮＱ３１ 土師器片

１７７５ ０．３６ ０．２８ ０．１７ ２８．６８ ＮＲ３１ 土師器片４点

１７７７ ０．３５ ０．３４ ０．３８ ２８．４７ ＮＱ３０ 土師器片２点

１７７９ ０．３３ ０．３０ ０．０７ ２８．７４ ＮＲ３１

１７８１ ０．２６ ０．２２ ０．１６ ２８．５８ ＮＭ３１

１７８２ ０．２４ ０．１６ ０．０９ ２８．６４ ＮＭ３１

１７８３ ０．３０ ０．１８ ０．２１ ２８．６８ ＮＯ３０

１７８４ ０．２８ ０．２６ ０．１３ ２８．６１ ＮＮ３２

１７８５ ０．２４ ０．２１ ０．１６ ２８．５５ ＮＮ３２ ＮＮ３１

１７８７ ０．３２ ０．１８ ０．１８ ２８．６１ ＮＭ３１

１７９１ ０．２１ ０．１９ ０．０９ ２８．６８ ＮＭ３１

１７９２ ０．２４ ０．２４ ０．１０ ２８．６３ ＮＮ３２

１７９３ ０．３４ ０．２４ ０．１１ ２８．６６ ＮＮ３２

１７９４ ０．３６ ０．２８ ０．２６ ２８．５５ ＮＬ３３

１７９５ ０．２５ ０．２３ ０．１１ ２８．３４ ＮＭ３４

１７９６ ０．２４ ０．２２ ０．２５ ２８．２０ ＮＭ３４

１７９７ ０．１７ ０．１６ ０．１５ ２８．２９ ＮＭ３４

１７９８ ０．３２ ０．２４ ０．２５ ２８．５７ ＮＮ３１ ＮＮ３２

１７９９ ０．２５ ０．１９ ０．２０ ２８．６０ ＮＮ３０ 土師器片１点 須恵器片１点

１８０４ ０．２６ ０．２５ ０．１９ ２８．２８ ＮＮ３４ ＮＭ３４

１８０７ ０．２６ ０．２２ ０．２０ ２８．３６ ＮＮ３３

１８１３ ０．３８ ０．２８ ０．１３ ２８．７５ ＮＱ３１

１８１４ ０．２０ ０．１８ ０．１０ ２８．７６ ＮＱ３１

１８１６ ０．３０ ０．２８ ０．１０ ２８．７４ ＮＱ３１

１８２４ ０．３３ ０．３０ ０．１２ ２８．８２ ＮＦ２８

１８２５ ０．３０ ０．２４ ０．０８ ２８．３４ ＮＦ２８

１８３２ ０．２４ ０．２４ ０．２９ ２８．８１ ＮＨ２８

１８３３ ０．２６ ０．２４ ０．５７ ２８．５５ ＮＨ２７

１８３４ ０．２４ ０．２０ ０．５８ ２８．５４ ＮＧ２７

１８３５ ０．２２ ０．１８ ０．４０ ２８．７５ ＮＧ２７

１８３６ ０．２６ ０．２４ ０．０９ ２９．０５ ＮＧ２７

１８３８ ０．２４ ０．２０ ０．４３ ２８．６８ ＮＦ２７

１８３９ ０．３２ ０．２５ ０．１２ ２８．９６ ＮＦ２７

１８４５ ０．２７ ０．２６ ０．１６ ２６．４１ ＯＴ１７

１８４７ ０．２６ ０．２５ ０．１９ ２６．４７ ＯＲ１７ ＯＳ１７

１８４８ ０．２７ ０．２０ ０．１６ ２６．４７ ＯＳ１７

１８４９ ０．３０ ０．１６ ０．１１ ２６．５２ ＯＳ１７

１８５０ ０．３４ ０．２６ ０．２２ ２６．４２ ＯＳ１７

１８５１ ０．３６ ０．２５ ０．３２ ２６．３３ ＯＴ１７ 土師器片１点

１８５２ ０．２５ ０．２４ ０．４０ ２６．２５ ＯＳ１８

１８５３ ０．２７ ０．２１ ０．０９ ２６．５９ ＯＲ１７

１８５５ ０．４２ ０．３０ ０．２７ ２６．４２ ＯＲ１７ 土師器片２点

１８５６ ０．２７ ０．２６ ０．２０ ２６．３４ ＰＡ１７ ＰＡ１８

１８５７ ０．２３ ０．２２ ０．１２ ２６．３８ ＰＡ１８

１８５８ ０．２６ ０．２４ ０．１７ ２６．３４ ＰＡ１７

１８５９ ０．３０ ０．２０ ０．１２ ２６．６３ ＯＱ１８

１８６０ ０．３７ ０．３６ ０．５０ ２６．２５ ＯＲ１７ ＯＱ１７ 土師器片２点

１８６１ ０．３４ ０．３２ ０．２０ ２８．６５ ＮＲ３１

１８６２ ０．１６ ０．１６ ０．１５ ２８．６９ ＮＲ３１

１８６３ ０．３８ ０．３４ ０．２７ ２８．５８ ＮＱ３０ ＮＰ３０ 土師器片２点

１８６４ ０．２８ ０．２４ ０．２９ ２８．５３ ＮＳ２８

１８６５ ０．３０ ０．２６ ０．１２ ２８．７１ ＮＳ２８

１８６６ ０．２８ ０．２８ ０．１５ ２８．６９ ＮＴ２９

１８６７ ０．２４ ０．２３ ０．０８ ２８．７４ ＮＴ２９

第３５表 柱穴様ピット一覧表（１３）

第４節 古代の遺構と遺物
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遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

１８６９ ０．３０ ０．２８ ０．２３ ２８．６２ ＯＡ２８ 土師器片１点

１８７０ ０．３０ ０．２８ ０．１９ ２８．６４ ＯＡ２８

１８７１ ０．３８ ０．３８ ０．３５ ２８．４９ ＮＴ２９ 土師器片３点

１８７２ ０．３６ ０．２４ ０．３１ ２８．５２ ＮＴ２８ 土師器片２点

１８７３ ０．４２ ０．３６ ０．３８ ２８．４７ ＮＱ３１

１８７４ ０．４８ ０．３０ ０．１４ ２８．７２ ＮＱ３１

１８７５ ０．３６ ０．３２ ０．２５ ２８．４１ ＮＱ３１

１８７６ ０．４８ ０．４５ ０．１３ ２８．７４ ＮＱ３１

１８７７ ０．４７ ０．１８ ０．２１ ２８．６５ ＮＲ３１

１８７８ ０．３６ ０．３７ ０．２５ ２８．６０ ＮＴ２９

１８７９ ０．４２ ０．４０ ０．４５ ２８．４１ ＮＱ３１

１８８０ ０．３２ ０．２９ ０．０９ ２８．７６ ＮＱ３１

１８８１ ０．２８ ０．２４ ０．２１ ２６．５１ ＯＱ１７

１８８５ ０．２６ ０．１６ ０．０８ ２６．６７ ＯＲ１８

１８８６ ０．２２ ０．２２ ０．３２ ２６．２７ ＯＴ１８

１８８８ ０．２２ ０．２１ ０．１３ ２６．４１ ＯＴ１７ ＰＡ１７

１８８９ ０．２６ ０．２２ ０．１７ ２６．３７ ＯＴ１７ ＯＴ１８

１８９０ ０．２６ ０．２５ ０．２２ ２６．３２ ＰＡ１７

１８９１ ０．３６ ０．３４ ０．２５ ２６．４６ ＯＲ１７ 土師器片４点

１８９２ ０．２９ ０．１８ ０．２０ ２６．５１ ＯＲ１７

１８９３ ０．２３ ０．２１ ０．１４ ２６．５４ ＯＳ１８

１８９５ ０．２０ ０．２０ ０．０９ ２６．４９ ＯＴ１７

１８９６ ０．２４ ０．２２ ０．１１ ２６．４７ ＯＴ１７

１８９７ ０．２１ ０．１５ ０．０８ ２６．５０ ＯＴ１８

１８９８ ０．２２ ０．２０ ０．１３ ２６．３４ ＰＡ１８

１８９９ ０．１８ ０．１５ ０．０７ ２６．４０ ＰＡ１７

１９０１ ０．３８ ０．３４ ０．２２ ２５．６０ ＰＪ１９

１９０２ ０．３２ ０．２２ ０．１５ ２５．６３ ＰＪ１９

１９０４ ０．２６ ０．２６ ０．１９ ２５．５５ ＰＪ１８

１９０６ ０．４６ ０．４４ ０．２１ ２５．５７ ＰＩ１９ 土師器片２点

１９０７ ０．２４ ０．２２ ０．１１ ２５．６７ ＰＩ１９

１９０８ ０．２６ ０．２２ ０．１１ ２５．６７ ＰＩ１９

１９０９ ０．３４ ０．２６ ０．１６ ２５．７８ ＰＨ１８

１９１１ ０．４２ ０．３６ ０．２１ ２５．５７ ＰＨ１８

１９１３ ０．４２ ０．４０ ０．１４ ２５．６３ ＰＧ１８

１９１４ ０．３６ ０．２８ ０．１７ ２５．５９ ＰＧ１８ ＰＨ１８ 土師器片３点

１９１６ ０．３８ ０．３２ ０．１８ ２５．６０ ＰＨ１８

１９１７ ０．４０ ０．３２ ０．１５ ２５．６３ ＰＪ１８

１９１８ ０．２４ ０．２３ ０．１５ ２５．６６ ＰＨ１８

１９２１ ０．３０ ０．２０ ０．２０ ２７．１５ ＯＧ１４

１９２２ ０．２６ ０．２４ ０．０９ ２７．４４ ＯＦ１５

１９２３ ０．３３ ０．３０ ０．２２ ２７．４１ ＯＦ１５ 土師器片３点

１９２４ ０．４２ ０．３８ ０．１５ ２７．５２ ＯＦ１５

１９２５ ０．２８ ０．２２ ０．１１ ２７．６３ ＯＧ１６

１９２６ ０．３８ ０．３６ ０．２３ ２７．５３ ＯＧ１６

１９２７ ０．６８ ０．３６ ０．１８ ２７．５２ ＯＧ１６ 土師器坏片（内面黒色処理）

１９２８ ０．４０ ０．３０ ０．４２ ２７．４０ ＯＤ１４

１９２９ ０．３０ ０．２４ ０．１４ ２７．６７ ＯＦ１６

１９３０ ０．４２ ０．３６ ０．１５ ２７．６９ ＯＦ１６

１９３１ ０．３０ ０．２８ ０．２２ ２７．４５ ＯＥ１５

１９３２ ０．３４ ０．２９ ０．１７ ２７．４６ ＯＥ１５ ＯＦ１５ 土師器片２点

１９３３ ０．４２ ０．３８ ０．４２ ２７．３１ ＯＤ１５ ＯＥ１５

１９３４ ０．４４ ０．３４ ０．３９ ２７．４７ ＯＦ１６ 土師器片１点

１９３５ ０．２０ ０．１４ ０．１３ ２８．１５ ＮＳ１７

１９３６ ０．３０ ０．１９ ０．１３ ２８．２１ ＮＲ１７

１９３７ ０．２４ ０．２２ ０．１２ ２８．０４ ＮＳ１７

１９３９ ０．２８ ０．２４ ０．４０ ２７．８３ ＮＳ１７

１９４１ ０．２６ ０．２５ ０．１５ ２８．７１ ＮＱ３１ 土師器片１点

１９４２ ０．３３ ０．３２ ０．５６ ２８．４２ ＮＱ３２

１９４３ ０．２９ ０．２３ ０．２０ ２８．６５ ＮＲ３１

１９４４ ０．２２ ０．１８ ０．２１ ２８．５９ ＮＳ２８ 土師器片２点

１９４７ ０．２５ ０．２０ ０．２１ ２８．６０ ＯＡ２７

１９４８ ０．３２ ０．３０ ０．１５ ２８．６８ ＮＴ２８

１９４９ ０．３６ ０．３５ ０．４６ ２８．４１ ＮＲ３１

１９５５ ０．３２ ０．１０ ０．１５ ２８．７１ ＮＰ３０

１９６５ ０．２８ ０．１８ ０．２２ ２８．５９ ＮＳ２９

１９６６ ０．２６ ０．２２ ０．２０ ２８．６９ ＮＳ２９

１９６７ ０．３０ ０．２３ ０．５１ ２８．３２ ＮＳ２９

第３６表 柱穴様ピット一覧表（１４）

第４章 調査の記録
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遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

１９７１ ０．３４ ０．２６ ０．１０ ２５．６８ ＰＨ１８ 土師器片１点

１９７２ ０．２４ ０．１８ ０．２４ ２５．５４ ＰＨ１８ ＰＨ１９

１９７３ ０．３０ ０．２０ ０．１４ ２５．６８ ＰＧ１８ 土師器片１点

１９７４ ０．２０ ０．１８ ０．１３ ２５．６６ ＰＨ１８

１９７５ ０．２０ ０．１２ ０．１０ ２５．６９ ＰＨ１８ ＰＩ１８

１９７６ ０．２８ ０．２３ ０．３３ ２５．４９ ＰＧ１８

１９７８ ０．３３ ０．３２ ０．２８ ２５．５７ ＰＧ１８ 土師器片

１９７９ ０．４６ ０．３１ ０．０９ ２５．７１ ＰＧ１８

１９８０ ０．２４ ０．０８ ０．０６ ２５．７４ ＰＪ１８

１９８２ ０．２４ ０．１８ ０．１９ ２５．６４ ＰＩ１８

１９８３ ０．１６ ０．１０ ０．０８ ２５．７７ ＰＩ１８ 土師器片２点

１９８５ ０．４２ ０．３０ ０．２３ ２５．６５ ＰＦ１８ ＰＧ１８

１９８６ ０．１５ ０．１２ ０．１０ ２５．７５ ＰＧ１８ 土師器片２点

１９８９ ０．３２ ０．２２ ０．１０ ２６．０７ ＰＣ１８ 土師器片１点

１９９１ ０．３８ ０．３４ ０．４３ ２８．４０ ＮＴ２９ 土師器片３点

１９９３ ０．２８ ０．２６ ０．４６ ２７．９８ ＯＣ２４

１９９４ ０．２８ ０．２６ ０．２２ ２８．２４ ＯＣ２４ ＯＣ２３

１９９５ ０．４０ ０．２４ ０．０９ ２８．３７ ＯＣ２４ ＯＣ２３

１９９６ ０．４４ ０．４０ ０．１３ ２８．４０ ＯＣ２３ 土師器片３点

１９９７ ０．４８ ０．４０ ０．３０ ２８．２７ ＯＤ２３ ＯＣ２３

１９９８ ０．３０ ０．２６ ０．１４ ２８．４２ ＯＤ２３

１９９９ ０．３０ ０．２４ ０．２７ ２８．３２ ＯＤ２３

２００５ ０．４２ ０．２４ ０．１７ ２８．５３ ＮＯ１９

２００８ ０．２２ ０．１６ ０．１０ ２８．２９ ＮＳ１９ 土師器片１点

２００９ ０．４２ ０．３８ ０．３２ ２８．０１ ＮＳ１９ ＮＴ１９

２０１０ ０．３５ ０．２３ ０．１６ ２８．２３ ＮＳ１９

２０１１ ０．３０ ０．１９ ０．１２ ２８．２７ ＮＳ１９

２０１２ ０．１４ ０．１２ ０．２０ ２８．２５ ＮＳ１８

２０１３ ０．４６ ０．２０ ０．２２ ２８．３５ ＮＴ１８

２０１４ ０．３０ ０．２４ ０．１８ ２８．６０ ＮＰ１８

２０１５ ０．２７ ０．２２ ０．１１ ２８．４６ ＮＲ１９

２０１６ ０．２２ ０．２０ ０．１０ ２８．８２ ＮＱ２１

２０１８ ０．２８ ０．２４ ０．１２ ２８．９１ ＮＱ２１

２０２０ ０．５２ ０．５０ ０．３２ ２８．１８ ＮＱ１８ 土師器片３点

２０２１ ０．４２ ０．４０ ０．１１ ２８．４７ ＯＤ２３

２０２２ ０．３８ ０．２２ ０．０７ ２７．３７ ＯＣ２２

２０２３ ０．３１ ０．１８ ０．１５ ２８．２７ ＯＥ２６

２０２６ ０．２６ ０．２０ ０．２１ ２８．５３ ＮＴ２５

２０３１ ０．３０ ０．２２ ０．１９ ２８．４０ ＯＤ２３

２０３２ ０．２８ ０．２４ ０．１０ ２８．５８ ＯＤ２３ ＯＥ２３

２０３７ ０．３４ ０．３０ ０．１０ ２８．３５ ＯＦ２４

２０３９ ０．３６ ０．２４ ０．１３ ２８．３０ ＯＦ２３

２０４２ ０．３４ ０．３０ ０．１９ ２８．５８ ＯＣ２３

２０４３ ０．５０ ０．３４ ０．２２ ２７．２２ ＯＣ２２

２０４４ ０．５６ ０．２６ ０．２２ ２６．２１ ＯＣ２２

２０４５ ０．４２ ０．３８ ０．１８ ２８．４２ ＯＤ２２ ＯＣ２２

２０４６ ０．４２ ０．３４ ０．１２ ２８．４０ ＯＤ２２ ＯＣ２２

２０４８ ０．３２ ０．２８ ０．２３ ２８．３１ ＯＤ２２ 土師器片１点

２０４９ ０．２８ ０．２４ ０．１０ ２８．４４ ＯＤ２２

２０５０ ０．３０ ０．２４ ０．４０ ２８．１４ ＯＤ２２

２０５１ ０．５８ ０．３４ ０．３１ ２８．２８ ＯＣ２３

２０５２ ０．３０ ０．２６ ０．２０ ２８．３７ ＯＣ２３

２０５３ ０．３６ ０．２８ ０．２０ ２８．３７ ＯＣ２３

２０５５ ０．２８ ０．２６ ０．２７ ２８．３２ ＯＤ２２

２０５６ ０．２６ ０．２４ ０．１６ ２８．２８ ＯＥ２５

２０５７ ０．２８ ０．２４ ０．０８ ２８．３７ ＯＥ２６

２０５８ ０．４４ ０．４３ ０．１６ ２８．３０ ＯＤ２６

２０５９ ０．３０ ０．２２ ０．２２ ２８．３４ ＯＣ２３

２０６１ ０．１８ ０．１２ ０．０６ ２６．４１ ＰＡ１７

２０６２ ０．２６ ０．２０ ０．０９ ２６．６５ ＯＲ１７

２０６５ ０．２８ ０．１４ ０．２４ ２６．３５ ＯＳ１７

２０６６ ０．２６ ０．１７ ０．１０ ２６．５２ ＯＳ１７

２０６７ ０．３２ ０．２５ ０．１２ ２６．５０ ＯＳ１７

２０７２ ０．３８ ０．３６ ０．２４ ２８．５２ ＯＤ２３

２０７３ ０．２８ ０．２６ ０．１１ ２８．３３ ＯＤ２３

２０７４ ０．４４ ０．４０ ０．２７ ２８．３２ ＯＤ２３

２０７５ ０．３２ ０．２８ ０．０６ ２８．３４ ＯＥ２４

２０７７ ０．２２ ０．１６ ０．０８ ２８．４８ ＯＣ２３

第３７表 柱穴様ピット一覧表（１５）

第４節 古代の遺構と遺物
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遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

２０７９ ０．３４ ０．２４ ０．１６ ２８．２３ ＯＥ２５ 土師器片１点

２０８０ ０．３４ ０．３０ ０．１６ ２８．３２ ＯＤ２３

２１０８ ０．３０ ０．２０ ０．４３ ２４．０８ ＰＫ－１

２１４１ ０．３４ ０．３０ ０．１９ ２８．４１ ＯＢ２３

２１４２ ０．３４ ０．３２ ０．０８ ２８．３３ ＯＣ２３

２１４３ ０．２７ ０．２５ ０．１０ ２８．７３ ＯＡ２８

２１４４ ０．３２ ０．３０ ０．１８ ２８．６７ ＯＡ２８

２１４５ ０．４０ ０．２６ ０．０９ ２８．７３ ＮＴ２８

２１４６ ０．４８ ０．３６ ０．１７ ２８．４０ ＯＣ２３ ＯＢ２３ ＯＣ２２ ＯＢ２２

２１４７ ０．４０ ０．２４ ０．１３ ２８．４５ ＯＣ２２

２１４８ ０．３４ ０．２４ ０．１３ ２８．３１ ＯＤ２２

２１５０ ０．２６ ０．２０ ０．１７ ２８．６６ ＮＴ２９ 土師器片２点 土師器坏（第２０９図１２）

２１５１ ０．２５ ０．２２ ０．１８ ２８．４３ ＮＱ１９

２１５２ ０．１８ ０．１５ ０．１４ ２８．４７ ＮＱ１９

２１５３ ０．４０ ０．２６ ０．１５ ２８．４６ ＮＰ１９

２１５４ ０．４４ ０．３４ ０．２１ ２８．３６ ＮＲ１９

２１５５ ０．３６ ０．３４ ０．１６ ２８．４０ ＮＲ１９

２１５６ ０．２２ ０．１８ ０．１０ ２８．４６ ＮＲ２０

２１５７ ０．４８ ０．４２ ０．２２ ２８．３８ ＮＳ２０ ＮＲ２０

２１５８ ０．４６ ０．２６ ０．１８ ２８．７８ ＮＱ２２

２１５９ ０．２２ ０．２０ ０．１２ ２８．５２ ＮＱ２０

２１６０ ０．２２ ０．１５ ０．１２ ２８．５０ ＮＱ１９

２１６２ ０．５５ ０．４８ ０．２７ ２８．４８ ＮＰ２０ 土師器片４点

２１６３ ０．２４ ０．２２ ０．１３ ２８．７２ ＮＰ２０

２１６４ ０．３４ ０．３３ ０．２３ ２８．６４ ＮＰ２０

２１６５ ０．２６ ０．２２ ０．０９ ２８．８１ ＮＰ２０ 土師器片１点

２１６６ ０．５４ ０．２６ ０．１２ ２８．７３ ＮＰ２０

２１６７ ０．７２ ０．４６ ０．２４ ２８．７０ ＮＯ２１ 土師器片２点

２１６８ ０．４８ ０．３６ ０．１４ ２８．７８ ＮＰ２１

２１６９ ０．５２ ０．５０ ０．２１ ２８．７２ ＮＰ２０

２１７０ ０．８４ ０．４６ ０．２７ ２８．６１ ＮＰ２１ ＮＰ２０

２１７３ ０．２６ ０．２４ ０．０９ ２８．８２ ＮＰ２１

２１７５ ０．２６ ０．２４ ０．１０ ２８．９６ ＮＰ２２ ＮＱ２２

２１７８ ０．２８ ０．２０ ０．０７ ２８．９１ ＮＰ２２

２１８０ ０．２０ ０．１８ ０．０７ ２８．８７ ＮＰ２１

２１８１ ０．２０ ０．２２ ０．１７ ２８．３９ ＮＭ３３

２１８２ ０．２２ ０．１８ ０．１２ ２８．４２ ＮＭ３３

２１８３ ０．３０ ０．２９ ０．２１ ２８．３７ ＮＭ３３ ＮＭ３２ 土師器片１点

２１８４ ０．２２ ０．２２ ０．２６ ２８．３２ ＮＭ３２ 土師器片１点

２１８５ ０．２４ ０．２２ ０．１１ ２８．４６ ＮＭ３２

２１８６ ０．３０ ０．３０ ０．１７ ２８．３６ ＮＬ３３

２１８７ ０．２６ ０．１７ ０．１０ ２８．５２ ＮＭ３２

２１９１ ０．２２ ０．２０ ０．２４ ２８．１９ ＮＭ３４

２１９２ ０．３２ ０．３２ ０．０９ ２８．６１ ＮＮ３２

２１９７ ０．２８ ０．２０ ０．１５ ２８．６６ ＮＮ３１

２１９９ ０．２４ ０．１６ ０．１１ ２８．７２ ＮＮ３０

２２０２ ０．４４ ０．４３ ０．１４ ２８．６４ ＮＨ３０ 土師器片２点

２２０３ ０．３９ ０．３５ ０．２４ ２８．５３ ＮＧ３０ 土師器片１点

２２０５ ０．３２ ０．２４ ０．２１ ２８．０４ ＮＫ３５

２２０６ ０．２６ ０．２４ ０．２１ ２８．１０ ＮＫ３５

２２０７ ０．２６ ０．２４ ０．１６ ２８．１８ ＮＫ３５

２２０８ ０．２８ ０．２７ ０．２６ ２７．９７ ＮＪ３５ 土師器片５点

２２０９ ０．２８ ０．２６ ０．２３ ２８．０８ ＮＪ３５

２２１３ ０．２８ ０．２２ ０．１４ ２８．１７ ＮＪ３４

２２１４ ０．３４ ０．２２ ０．１０ ２８．２１ ＮＪ３４

２２１６ ０．３２ ０．１６ ０．１４ ２８．１６ ＮＪ３４

２２１７ ０．２４ ０．２０ ０．１８ ２８．０９ ＮＪ３５

２２１８ ０．４０ ０．２４ ０．１８ ２８．０８ ＮＪ３５

２２１９ ０．２８ ０．２０ ０．１７ ２８．０２ ＮＪ３５ 土師器片４点

２２２７ ０．３０ ０．２４ ０．２１ ２７．６９ ＯＦ１７

２２３１ ０．３５ ０．１５ ０．１１ ２８．７５ ＯＡ２８

２２３２ ０．３４ ０．３２ ０．３３ ２６．１１ ＯＥ２２

２２３４ ０．３８ ０．２２ ０．１８ ２８．３８ ＯＤ２２ ＯＥ２２

２２３５ ０．３４ ０．２６ ０．０８ ２８．４８ ＯＤ２２ ＯＤ２３

２２３９ ０．３６ ０．３０ ０．１９ ２８．３４ ＯＤ２２

２２４０ ０．４６ ０．３６ ０．１９ ２８．２５ ＯＤ２１

２２４１ ０．４０ ０．３２ ０．１０ ２８．４３ ＯＢ２６

２２４３ ０．２６ ０．２１ ０．１４ ２８．６４ ＮＴ２５

第３８表 柱穴様ピット一覧表（１６）

第４章 調査の記録
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遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

２２４７ ０．２４ ０．２０ ０．０７ ２８．６９ ＮＴ２６

２２４８ ０．３２ ０．１６ ０．１６ ２４．３７ ＰＫ－１

２２４９ ０．４６ ０．２０ ０．１３ ２４．３０ ＰＬ－１

２２５０ ０．２０ ０．２０ ０．０８ ２４．６０ ＰＫ－１

２２５２ ０．２８ ０．２２ ０．１８ ２８．３８ ＮＬ３２ 土師器片１点

２２５４ ０．４０ ０．３６ ０．１８ ２８．５０ ＮＫ３２ 土師器片１点

２２５５ ０．３７ ０．３６ ０．１８ ２８．５３ ＮＫ３１

２２５８ ０．３６ ０．２８ ０．１１ ２８．５４ ＮＫ３２

２２５９ ０．２６ ０．２２ ０．２６ ２８．２７ ＮＬ３３ 土師器片３点

２２６０ ０．２２ ０．１８ ０．１５ ２８．５５ ＮＫ３２

２２６３ ０．２４ ０．２０ ０．１２ ２８．３４ ＯＤ２１

２２６４ ０．３０ ０．２８ ０．１５ ２８．３３ ＯＤ２２

２２６６ ０．２８ ０．２２ ０．１０ ２８．３９ ＯＤ２２

２２６７ ０．２６ ０．２４ ０．４２ ２８．０４ ＯＥ２１

２２６８ ０．３２ ０．２８ ０．２０ ２８．２５ ＯＤ２１

２２７０ ０．３０ ０．２４ ０．３０ ２８．０８ ＯＤ２１ ＯＥ２１

２２７１ ０．２２ ０．２０ ０．１０ ２８．４７ ＮＬ３２ 土師器片１点

２２７３ ０．２２ ０．２０ ０．１３ ２８．５６ ＮＫ３２

２２７４ ０．２８ ０．１４ ０．１８ ２８．２８ ＮＬ３３ 土師器片１点 須恵器片１点

２２７５ ０．２６ ０．１８ ０．１７ ２８．３０ ＮＬ３４

２２７９ ０．６０ ０．４２ ０．３５ ２８．２６ ＮＥ３４

２２８０ ０．３０ ０．２８ ０．７３ ２８．５４ ＮＥ３４

２２８１ ０．２７ ０．１９ ０．３２ ２８．４７ ＮＮ３１

２２８２ ０．３４ ０．２６ ０．１１ ２８．６８ ＮＮ３１

２２８３ ０．２０ ０．１８ ０．１９ ２８．５９ ＮＮ３１

２２８４ ０．２８ ０．１８ ０．１０ ２８．６７ ＮＰ３２

２２８５ ０．２０ ０．１８ ０．１０ ２８．８３ ＮＰ３０

２２８８ ０．２２ ０．２１ ０．１４ ２８．６７ ＮＮ３１

２２９１ ０．３８ ０．３２ ０．２１ ２８．１９ ＯＤ２１ 土師器片１１点

２２９４ ０．２８ ０．２２ ０．２２ ２８．１２ ＯＤ２１ ＯＤ２２

２２９５ ０．２２ ０．１４ ０．１６ ２８．３３ ＯＥ２１ ＯＥ２２

２２９６ ０．４４ ０．４４ ０．１７ ２８．２６ ＯＤ２１ 土師器片 支脚（第２１０図１）

２２９７ ０．２２ ０．２０ ０．１４ ２８．２２ ＯＤ２１

２３１０ ０．２６ ０．２２ ０．３５ ２２．１０ ＰＩ－４ ＰＩ－３

２３２０ ０．３５ ０．２９ ０．３３ ２２．０５ ＰＪ－４

２３２１ ０．４４ ０．３４ ０．１４ ２３．３６ ＰＬ－２

２３２２ ０．４０ ０．３０ ０．１６ ２３．４３ ＰＬ－２

２３２３ ０．２２ ０．１８ ０．１６ ２７．４８ ＯＬ１８

２３２４ ０．１６ ０．１６ ０．１３ ２７．４８ ＯＬ１８

２３２５ ０．２２ ０．２０ ０．１８ ２７．４４ ＯＬ１８

２３２６ ０．１８ ０．１５ ０．１２ ２７．４１ ＯＬ１８

２３２７ ０．２２ ０．２２ ０．１３ ２７．１９ ＯＮ１８

２３２８ ０．２２ ０．２１ ０．１０ ２７．２６ ＯＮ１８

２３２９ ０．２２ ０．１５ ０．０７ ２７．４６ ＯＮ１８

２３３０ ０．２４ ０．２２ ０．１３ ２７．３７ ＯＮ１８

２３３２ ０．４０ ０．３４ ０．１５ ２７．４１ ＯＭ１９ 土師器片２点

２３３３ ０．３０ ０．２６ ０．０８ ２７．６１ ＯＬ１９ 土師器片

２３３５ ０．２２ ０．１８ ０．２１ ２７．１７ ＯＫ１７ ＯＬ１７

２３３６ ０．３５ ０．３０ ０．１４ ２７．２４ ＯＬ１７

２３３８ ０．２０ ０．１８ ０．１４ ２７．２７ ＯＬ１７

２３３９ ０．１８ ０．１６ ０．１１ ２７．３３ ＯＬ１７ 土師器片２点

２３４０ ０．２８ ０．２４ ０．１９ ２７．３９ ＯＫ１７

２３４１ ０．４４ ０．４２ ０．２７ ２８．５５ ＮＯ１９ 須恵器片１点

２３４２ ０．４０ ０．３６ ０．１９ ２８．６８ ＮＯ２０

２３４３ ０．５８ ０．３２ ０．１８ ２８．７１ ＮＯ２０ 土師器片１点

２３４４ ０．２２ ０．２１ ０．１６ ２８．７３ ＮＯ２０

２３４５ ０．３２ ０．２８ ０．１２ ２８．７５ ＮＯ２０

２３４６ ０．２８ ０．２２ ０．１０ ２８．７６ ＮＯ２０

２３４７ ０．４８ ０．４６ ０．１９ ２８．６９ ＮＯ１９ ＮＯ２０

２３４８ ０．３１ ０．３０ ０．１３ ２８．７６ ＮＯ２０ 土師器片１点

２３４９ ０．２７ ０．２６ ０．１３ ２８．７６ ＮＯ２０

２３５０ ０．３２ ０．２８ ０．１９ ２８．７３ ＮＮ２０ ＮＯ２０ 土師器片１点

２３５１ ０．２６ ０．２５ ０．０９ ２８．８０ ＮＯ１９

２３５２ ０．２８ ０．２４ ０．２０ ２８．６５ ＮＯ１９

２３５３ ０．３０ ０．２８ ０．１８ ２８．６９ ＮＯ２０

２３５５ ０．６２ ０．４７ ０．１７ ２８．７６ ＮＯ２０

２３５６ ０．６４ ０．５２ ０．２０ ２８．７６ ＮＯ２０

２３５８ ０．５４ ０．３８ ０．１９ ２８．７５ ＮＮ２０ ＮＯ２０

第３９表 柱穴様ピット一覧表（１７）

第４節 古代の遺構と遺物
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遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

２３５９ ０．２２ ０．２０ ０．１２ ２８．８６ ＮＯ２０

２３６０ ０．３６ ０．３３ ０．１６ ２８．８４ ＮＯ２０ ＮＮ２０

２３６１ ０．２４ ０．２３ ０．２０ ２８．９６ ＮＮ２０

２３６２ ０．２６ ０．２６ ０．０８ ２８．９５ ＮＮ２０

２３６３ ０．３４ ０．３２ ０．２３ ２８．８２ ＮＮ２０

２３６４ ０．２８ ０．２６ ０．１９ ２８．７８ ＮＮ２０

２３６５ ０．３８ ０．２６ ０．１４ ２８．９９ ＮＭ２０ ＮＭ２１

２３６６ ０．２８ ０．２４ ０．１６ ２８．９９ ＮＭ２０ 土師器坏（第２１０図２）

２３６７ ０．６４ ０．４２ ０．２１ ２８．９５ ＮＭ２０

２３６８ ０．２４ ０．１７ ０．１７ ２８．９１ ＮＮ２１

２３６９ ０．２７ ０．２６ ０．１３ ２８．９１ ＮＮ２１

２３７０ ０．２６ ０．２４ ０．２５ ２８．７９ ＮＮ２１

２３７１ ０．２６ ０．２４ ０．２６ ２８．３３ ＮＥ３４

２３７２ ０．２７ ０．２０ ０．１２ ２８．２２ ＮＥ３４

２３７３ ０．３０ ０．２８ ０．１７ ２８．４７ ＮＦ３５

２３８１ ０．１８ ０．１３ ０．０９ ２７．４０ ＯＬ１８

２３８２ ０．３８ ０．１８ ０．０５ ２７．３５ ＯＬ１８

２３８３ ０．２０ ０．１９ ０．１１ ２７．３５ ＯＪ１７

２３８４ ０．１７ ０．１６ ０．１９ ２７．１０ ＯＬ１６

２３８７ ０．３２ ０．２６ ０．１５ ２６．８９ ＯＮ１７

２３８８ ０．１６ ０．０９ ０．１２ ２６．９２ ＯＮ１７

２３８９ ０．３６ ０．２８ ０．３７ ２６．９４ ＯＫ１７ ＯＬ１７

２４０１ ０．２４ ０．２０ ０．１４ ２９．０１ ＮＱ２２

２４０３ ０．８６ ０．７４ ０．２７ ２８．８８ ＮＰ２２

２４０４ ０．４４ ０．３０ ０．２０ ２８．９５ ＮＰ２２ ＮＯ２２

２４０５ ０．４８ ０．３６ ０．２０ ２８．９１ ＮＯ２２

２４０７ ０．２８ ０．１８ ０．２１ ２８．８６ ＮＯ２２

２４０８ ０．４０ ０．３０ ０．２１ ２８．９２ ＮＯ２２

２４０９ ０．６０ ０．５６ ０．２６ ２８．８７ ＮＯ２２

２４１０ ０．４０ ０．３２ ０．２０ ２８．９３ ＮＯ２２

２４１１ ０．５６ ０．３０ ０．１２ ２８．８５ ＮＯ２１

２４１２ ０．３０ ０．２２ ０．１８ ２８．７８ ＮＯ２１

２４１３ ０．３０ ０．２４ ０．２６ ２８．７０ ＮＯ２１

２４１５ ０．４４ ０．４０ ０．１３ ２８．８４ ＮＯ２１

２４１６ ０．４６ ０．２８ ０．１８ ２８．７９ ＮＯ２１

２４１７ ０．３２ ０．２２ ０．１６ ２８．８１ ＮＯ２１

２４１８ ０．４４ ０．４２ ０．２３ ２８．５８ ＮＰ１９

２４１９ ０．３８ ０．３０ ０．１３ ２８．４４ ＮＰ１９

２４２０ ０．２８ ０．２６ ０．１３ ２８．５３ ＮＰ１９

２４２１ ０．３０ ０．２２ ０．２２ ２８．４７ ＮＰ１９

２４２２ ０．３６ ０．３３ ０．１７ ２８．６９ ＮＰ２０

２４２３ ０．２８ ０．１７ ０．１０ ２８．６６ ＮＰ２０

２４２４ ０．１８ ０．１７ ０．１１ ２８．７８ ＮＯ２０

２４２５ ０．２８ ０．２６ ０．１６ ２８．９７ ＮＭ２０

２４２６ ０．４２ ０．２６ ０．１９ ２８．６５ ＮＰ２０

２４２８ ０．３０ ０．２９ ０．１８ ２８．７５ ＮＰ２０

２４２９ ０．３２ ０．２８ ０．２０ ２８．７０ ＮＰ２１

２４３１ ０．３６ ０．２４ ０．２２ ２８．０８ ＮＩ３４ 土師器片２点

２４３２ ０．３２ ０．２６ ０．１９ ２８．０９ ＮＩ３４

２４３３ ０．２８ ０．１６ ０．０９ ２８．１８ ＮＩ３４

２４３４ ０．２４ ０．１８ ０．１６ ２８．１８ ＮＩ３４ 土師器片３点

２４３６ ０．２４ ０．２４ ０．２８ ２７．９０ ＮＪ３５ 土師器片６点

２４３７ ０．２２ ０．２２ ０．１２ ２８．１２ ＮＫ３５

２４３９ ０．３０ ０．２９ ０．０９ ２８．４６ ＮＧ３４

２４４０ ０．２４ ０．１６ ０．０９ ２８．１７ ＮＪ３５

２４４１ ０．２８ ０．１８ ０．１８ ２８．３４ ＮＩ３３

２４４２ ０．２４ ０．２３ ０．１５ ２８．３５ ＮＩ３３

２４４３ ０．２８ ０．２２ ０．１４ ２８．１０ ＮＪ３５ 土師器片

２４４４ ０．２４ ０．２２ ０．０７ ２８．１４ ＮＪ３５

２４４５ ０．２８ ０．１６ ０．０９ ２８．１３ ＮＪ３５

２４４６ ０．２２ ０．１８ ０．１１ ２８．４１ ＮＨ３３ 土師器片１点

２４４７ ０．３０ ０．２６ ０．０９ ２８．４８ ＮＧ３３

２４４８ ０．３２ ０．２４ ０．１２ ２８．５０ ＮＥ３３

２４４９ ０．２２ ０．２０ ０．１０ ２８．０６ ＮＪ３５

２４５０ ０．２２ ０．２０ ０．０９ ２８．４９ ＮＦ３３

２４５４ ０．３０ ０．２４ ０．２１ ２８．６３ ＮＬ３１

２４５６ ０．３６ ０．３５ ０．１１ ２８．１８ ＮＫ３５

２４５７ ０．２０ ０．１８ ０．１３ ２８．４５ ＮＫ３２

第４０表 柱穴様ピット一覧表（１８）

第４章 調査の記録
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遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

２４５８ ０．２０ ０．２０ ０．１８ ２８．４３ ＮＫ３２

２４６０ ０．３０ ０．２２ ０．１５ ２８．３３ ＮＫ３３

２４７３ ０．３６ ０．３４ ０．１２ ２８．３４ ＯＤ２６

２４７５ ０．２６ ０．２２ ０．１１ ２８．７０ ＯＢ２４

２４７７ ０．２６ ０．２４ ０．１１ ２８．６８ ＯＢ２４

２４７８ ０．４２ ０．２４ ０．２０ ２８．５９ ＯＢ２４ 土師器片１点

２４８１ ０．２２ ０．２０ ０．１４ ２８．３６ ＮＪ３３ ＮＪ３２

２４８２ ０．２８ ０．２４ ０．２７ ２８．２１ ＮＫ３３

２４８３ ０．２０ ０．１８ ０．１２ ２８．４１ ＮＪ３３

２４８４ ０．２６ ０．１８ ０．１９ ２８．１８ ＮＫ３４

２４８５ ０．２２ ０．２１ ０．１１ ２８．３２ ＮＫ３３

２４８６ ０．２４ ０．１８ ０．１３ ２８．３０ ＮＫ３３

２４８７ ０．２０ ０．１８ ０．２３ ２８．３５ ＮＬ３２

２４９４ ０．２０ ０．２０ ０．２０ ２４．１９ ＰＭ－１ 土師器片１点

２４９５ ０．５０ ０．４２ ０．２８ ２５．７０ ＰＫ０

２４９６ ０．３２ ０．２８ ０．２０ ２３．８１ ＰＬ－１

２４９７ ０．２６ ０．２０ ０．３６ ２３．６５ ＰＬ－１ 土師器片２点

２４９８ ０．５２ ０．４４ ０．３９ ２２．８４ ＰＬ－２ ＰＭ－２

２５０１ ０．３６ ０．２８ ０．１５ ２９．０１ ＮＱ２２

２５０２ ０．３４ ０．２４ ０．２１ ２８．９３ ＮＰ２２

２５０３ ０．２６ ０．２２ ０．１７ ２８．７３ ＮＯ２０

２５０４ ０．３６ ０．２６ ０．１３ ２８．７８ ＮＰ２１

２５０５ ０．２２ ０．２１ ０．１６ ２８．４１ ＮＱ２０

２５０６ ０．４２ ０．２６ ０．１８ ２８．４２ ＮＱ２０

２５０７ ０．６０ ０．４２ ０．２０ ２８．３７ ＮＱ２０

２５０８ ０．６２ ０．３６ ０．１７ ２８．３５ ＮＲ１９

２５０９ ０．５０ ０．３４ ０．２１ ２８．６０ ＮＰ２０

２５１０ ０．４４ ０．２８ ０．１４ ２８．３１ ＮＱ１８

２５１２ ０．２２ ０．２０ ０．１５ ２８．５６ ＮＭ３１

２５１３ ０．３４ ０．２３ ０．１４ ２８．６２ ＮＮ３１

２５１５ ０．３０ ０．２２ ０．２７ ２８．５１ ＮＯ３１

２５１６ ０．２４ ０．２０ ０．１１ ２８．６６ ＮＯ３１

２５１７ ０．２２ ０．１５ ０．１１ ２８．７０ ＮＯ３１

２５１８ ０．２６ ０．１４ ０．２３ ２８．５７ ＮＰ３１

２５１９ ０．２０ ０．１８ ０．２６ ２８．５４ ＮＯ３１ ＮＰ３１ 土師器片２点

２５２０ ０．１７ ０．１６ ０．１１ ２８．７２ ＮＯ３１

２５２１ ０．２６ ０．２０ ０．１２ ２８．７１ ＮＯ３１

２５２２ ０．２０ ０．１９ ０．１１ ２８．７２ ＮＰ３１ ＮＰ３０ 土師器片１点

２５２３ ０．３２ ０．１９ ０．１０ ２８．７０ ＮＭ３０

２５２４ ０．３３ ０．２０ ０．１２ ２８．７８ ＮＭ３０

２５２６ ０．２６ ０．２０ ０．０９ ２８．８３ ＮＭ３０

２５２７ ０．３０ ０．１８ ０．１１ ２８．８８ ＮＮ２９

２５２８ ０．２２ ０．１８ ０．１５ ２８．６６ ＮＭ３０

２５３３ ０．３２ ０．２８ ０．１５ ２８．５８ ＮＨ３０

２５３４ ０．４８ ０．３０ ０．２３ ２８．４４ ＮＩ３１ 土師器片２点

２５３５ ０．３２ ０．２１ ０．２３ ２８．４１ ＮＩ３１

２５４１ ０．３２ ０．２８ ０．３６ ２１．７０ ＰＨ－５ 土師器片１点

２５５０ ０．３０ ０．３２ ０．３０ ２４．３１ ＰＦ－１ ＰＧ－１ 土師器片５点

２５５１ ０．３２ ０．２２ ０．１３ ２８．４９ ＮＩ３１

２５５６ ０．２７ ０．２６ ０．０８ ２８．５１ ＮＨ３２

２５６８ ０．５１ ０．４０ ０．１９ ２６．２９ ＯＦ１７

２５７２ ０．２０ ０．２０ ０．２２ ２８．５２ ＮＨ３０

２５７３ ０．５０ ０．３８ ０．０８ ２８．４２ ＮＧ３１ ＮＨ３１

２５７４ ０．２２ ０．２１ ０．１５ ２８．４５ ＮＪ３２ ＮＫ３２

２５７８ ０．２０ ０．１７ ０．１８ ２８．４４ ＮＫ３１ ＮＫ３２

２５７９ ０．４３ ０．３６ ０．１９ ２８．３４ ＮＧ３１ ＮＨ３１

２５８８ ０．２４ ０．２２ ０．１４ ２７．０６ ＯＪ１５ 土師器片３点

２５９１ ０．３６ ０．３５ ０．１１ ２８．３７ ＮＩ３１

２５９２ ０．３２ ０．２６ ０．３０ ２６．８９ ＯＫ１６

２５９３ ０．６６ ０．４８ ０．１０ ２６．９５ ＯＫ１５

２５９４ ０．２０ ０．１８ ０．２６ ２６．８８ ＯＫ１５

２５９６ ０．２６ ０．２６ ０．２５ ２６．９５ ＯＫ１５

２５９７ ０．３２ ０．３０ ０．１７ ２６．９９ ＯＫ１５

２５９８ ０．３０ ０．３０ ０．１２ ２６．９５ ＯＬ１５

２６００ ０．３０ ０．２５ ０．４６ ２７．５６ ＯＧ１７

２６０１ ０．２８ ０．１８ ０．２４ ２８．６５ ＮＴ２３

２６０２ ０．４０ ０．３０ ０．１０ ２８．７９ ＮＳ２３ ＮＴ２３

２６０３ ０．３０ ０．２８ ０．２７ ２８．７０ ＮＳ２３

第４１表 柱穴様ピット一覧表（１９）

第４節 古代の遺構と遺物

―３２９―



遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

２６０４ ０．４０ ０．３４ ０．２３ ２８．７１ ＮＳ２３ 土師器片３点

２６０５ ０．３２ ０．３０ ０．２２ ２８．７４ ＮＳ２３

２６０６ ０．４２ ０．２８ ０．２４ ２８．４１ ＯＢ２３

２６０７ ０．２６ ０．２４ ０．１２ ２８．６１ ＯＢ２３

２６０９ ０．４８ ０．３６ ０．３３ ２７．７６ ＯＧ１９

２６１０ ０．４０ ０．３８ ０．１８ ２７．８８ ＯＦ２０ 土師器片２点 須恵器片２点

２６１３ ０．４４ ０．２８ ０．２６ ２９．１４ ＯＤ２０ ＯＤ２１

２６２９ ０．２０ ０．２０ ０．１４ ２３．３０ ＰＥ－１

２６３０ ０．３９ ０．３０ ０．５４ ２３．７８ ＰＥ－１

２６３１ ０．３８ ０．２６ ０．４０ ２３．９５ ＰＥ－１

２６３２ ０．２２ ０．１８ ０．１４ ２３．２２ ＰＥ－１

２６３３ ０．２３ ０．１８ ０．３７ ２２．７５ ＰＤ－１

２６３４ ０．１９ ０．１８ ０．２６ ２２．９３ ＰＤ－１

２６３５ ０．２０ ０．２０ ０．１７ ２３．２０ ＰＤ－１

２６３６ ０．１８ ０．１８ ０．１３ ２３．３１ ＰＤ－１

２６３７ ０．１８ ０．１２ ０．２６ ２３．０９ ＰＤ－１ 土師器片３点

２６３８ ０．１８ ０．１６ ０．１５ ２３．０９ ＰＤ－１

２６３９ ０．１８ ０．１５ ０．１２ ２３．１３ ＰＤ－１

２６４０ ０．２２ ０．１７ ０．１５ ２３．３７ ＰＤ－１

２６４１ ０．３４ ０．３２ ０．１９ ２６．９９ ＯＪ１４

２６４３ ０．３２ ０．２８ ０．２３ ２７．０５ ＯＪ１５

２６４４ ０．５４ ０．５０ ０．３４ ２６．９５ ＯＪ１６ ＯＫ１６

２６４９ ０．２４ ０．２０ ０．０９ ２７．１５ ＯＪ１５

２６５０ ０．６４ ０．５４ ０．１８ ２７．２１ ＯＩ１６ ＯＪ１６

２６５４ ０．１６ ０．１４ ０．１６ ２７．０４ ＯＫ１５ 土師器片１点

２６５５ ０．２２ ０．２０ ０．１０ ２７．１１ ＯＫ１５

２６５７ ０．３０ ０．２４ ０．１４ ２６．８８ ＯＬ１５

２６６１ ０．３４ ０．２６ ０．１９ ２８．４５ ＮＦ３３

２６６３ ０．３４ ０．２４ ０．２０ ２８．４６ ＮＦ３３ ＮＦ３２

２６６４ ０．２４ ０．２０ ０．１６ ２８．５１ ＮＪ３１

２６６７ ０．３０ ０．２８ ０．３０ ２８．４５ ＮＨ３０ 土師器片２点

２６６９ ０．４５ ０．３４ ０．０９ ２８．４７ ＮＩ３１ 土師器片３点

２６７３ ０．３６ ０．３０ ０．１３ ２９．２６ ＯＤ２０ ＯＤ２１

２６７４ ０．３８ ０．３４ ０．１０ ２８．１３ ＯＣ２１ 須恵器片１点

２６７６ ０．４８ ０．４６ ０．２４ ２８．２８ ＯＡ２１

２６７８ ０．３８ ０．３８ ０．２６ ２８．１７ ＯＡ１９

２６８２ ０．４２ ０．４０ ０．２２ ２７．４０ ＯＨ１６ ＯＨ１７ 土師器片

２６８３ ０．３２ ０．３０ ０．６０ ２７．３６ ＯＧ１７ 土師器片４点

２６８５ ０．２５ ０．２１ ０．３２ ２７．５９ ＯＧ１７

２６８６ ０．３０ ０．２１ ０．１４ ２７．４２ ＯＩ１６

２６８７ ０．２６ ０．２５ ０．２７ ２７．２９ ＯＩ１６

２６９０ ０．３０ ０．２８ ０．４５ ２７．４３ ＯＨ１７

２６９１ ０．２４ ０．２０ ０．１３ ２８．６１ ＯＢ２３

２６９２ ０．３６ ０．２６ ０．３５ ２８．４１ ＯＢ２３ 土師器片５点

２６９３ ０．３８ ０．３６ ０．２１ ２８．６５ ＯＡ２３

２６９６ ０．３０ ０．２８ ０．１４ ２８．２５ ＯＤ２１

２６９７ ０．３８ ０．２６ ０．４７ ２７．９２ ＯＤ２１ 土師器片

２６９８ ０．４４ ０．３６ ０．２３ ２８．３１ ＯＡ２１

２６９９ ０．２６ ０．２４ ０．２８ ２８．３１ ＯＢ２１ ＯＢ２２

２７０２ ０．２８ ０．２０ ０．０９ ２８．８８ ＮＬ２９

２７０４ ０．２８ ０．１４ ０．１１ ２８．９５ ＮＬ２９

２７０６ ０．２５ ０．２２ ０．１１ ２８．９１ ＮＫ２９

２７０８ ０．３８ ０．３２ ０．２８ ２８．７４ ＮＫ２９

２７０９ ０．３２ ０．２８ ０．１０ ２８．８３ ＮＫ２９

２７１０ ０．３２ ０．３０ ０．１２ ２８．７４ ＮＪ３０

２７１１ ０．３８ ０．３６ ０．１８ ２８．６７ ＮＪ３０

２７１２ ０．２２ ０．２２ ０．１７ ２８．４８ ＮＦ３１

２７１６ ０．２０ ０．１４ ０．２８ ２８．２６ ＮＧ３１

２７１７ ０．２４ ０．２２ ０．３９ ２８．１５ ＮＧ３１ ＮＧ３２

２７２０ ０．１８ ０．１５ ０．０８ ２８．５３ ＮＩ３１

２７２３ ０．２８ ０．２８ ０．２９ ２０．９１ ＰＧ－２

２７２４ ０．３８ ０．３１ ０．２３ ２１．０６ ＰＧ－２

２７２５ ０．２４ ０．１８ ０．２０ ２０．９６ ＰＧ－２

２７２６ ０．３２ ０．３１ ０．３５ ２０．８５ ＰＧ－２

２７２７ ０．３４ ０．１９ ０．０７ ２５．０３ ＰＦ－２

２７２８ ０．１８ ０．１８ ０．０６ ２５．０１ ＰＦ－２

２７２９ ０．１８ ０．１４ ０．２５ ２５．０７ ＰＦ－２

２７３０ ０．２３ ０．２２ ０．１５ ２１．２１ ＰＧ－２

第４２表 柱穴様ピット一覧表（２０）

第４章 調査の記録

―３３０―



遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

２７３１ ０．４２ ０．２４ ０．２５ ２１．３１ ＰＧ－１

２７３５ ０．４２ ０．２８ ０．１９ ２３．８４ ＰＦ－２

２７３７ ０．３２ ０．２６ ０．４０ ２１．８７ ＰＨ－４

２７３８ ０．２０ ０．２０ ０．１５ ２２．３２ ＰＨ－４

２７４５ ０．１８ ０．１４ ０．１１ ２８．６９ ＮＤ３２

２７４６ ０．３８ ０．３４ ０．２９ ２８．５２ ＮＤ３３

２７４７ ０．３２ ０．３２ ０．３２ ２８．４６ ＮＤ３３

２７４８ ０．１７ ０．１６ ０．１１ ２８．７１ ＮＤ３３

２７５０ ０．１７ ０．１６ ０．２０ ２８．６０ ＮＥ３３

２７５１ ０．４０ ０．３０ ０．２３ ２８．５１ ＮＥ３１

２７５２ ０．２５ ０．１８ ０．１３ ２８．６４ ＮＥ３１

２７５３ ０．３２ ０．２３ ０．２１ ２８．５６ ＮＤ３１

２７５４ ０．３０ ０．１９ ０．３６ ２８．５３ ＮＤ３１

２７５５ ０．４５ ０．２７ ０．３５ ２８．５１ ＮＤ３１

２７５６ ０．２０ ０．１８ ０．３３ ２８．４６ ＮＤ３１

２７６０ ０．２２ ０．２０ ０．１３ ２８．６０ ＮＤ３１

２７６１ ０．５２ ０．４４ ０．３７ ２３．９７ ＰＬ－２ ＰＬ－１ 土師器片１点

２７７８ ０．２１ ０．２０ ０．１２ ２３．０９ ＰＤ－１

２７７９ ０．２０ ０．１８ ０．１１ ２３．１７ ＰＤ－１

２７８０ ０．２６ ０．２２ ０．２０ ２３．６１ ＰＥ０

２７８１ ０．１８ ０．１６ ０．３１ ２３．３８ ＰＤ０

２７８２ ０．２６ ０．２２ ０．１５ ２３．５０ ＰＤ０

２７８３ ０．１８ ０．１４ ０．１７ ２３．２８ ＰＤ０ ＰＤ－１

２７８４ ０．１４ ０．１１ ０．２１ ２３．３１ ＰＤ０

２７８５ ０．２５ ０．１５ ０．１５ ２３．１９ ＰＤ－１

２７８６ ０．２０ ０．１８ ０．２１ ２３．１４ ＰＣ－１

２７８７ ０．１８ ０．１４ ０．２２ ２３．１６ ＰＣ－１

２７８８ ０．３８ ０．２２ ０．１８ ２３．２８ ＰＣ－１

２７８９ ０．２０ ０．１８ ０．１３ ２３．４０ ＰＣ０

２７９０ ０．５４ ０．２６ ０．１４ ２５．７４ ＰＣ０ ＰＤ０

２７９１ ０．３６ ０．１８ ０．２５ ２３．６８ ＰＣ０

２７９２ ０．３３ ０．２８ ０．１８ ２２．９０ ＰＤ－１ ＰＤ－２

２７９３ ０．２２ ０．１９ ０．２８ ２２．８３ ＰＣ－１

２７９４ ０．３２ ０．２４ ０．２５ ２２．９６ ＰＣ－１

２７９５ ０．３２ ０．２９ ０．１９ ２３．１３ ＰＣ－１ 土師器片３点

２７９６ ０．１６ ０．１６ ０．０８ ２３．２４ ＰＣ－１

２７９７ ０．２２ ０．１６ ０．１５ ２３．４０ ＰＣ０

２７９８ ０．１８ ０．１８ ０．１７ ２３．４７ ＰＣ０

２８００ ０．１９ ０．１８ ０．１６ ２３．３２ ＰＤ－１

２８０３ ０．３２ ０．２６ ０．１７ ２３．５６ ＰＥ－２ 土師器片１点

２８０５ ０．１８ ０．１６ ０．１２ ２１．６２ ＰＤ－２

２８０６ ０．２７ ０．２０ ０．２０ ２２．９１ ＰＤ－１

２８０７ ０．２２ ０．１６ ０．１０ ２２．８０ ＰＢ－２ ＰＣ－２

２８０８ ０．２４ ０．２０ ０．１８ ２３．０６ ＰＣ－１

２８０９ ０．１８ ０．１６ ０．１４ ２２．８５ ＰＢ－１

２８１０ ０．１７ ０．１６ ０．２２ ２２．７８ ＰＢ－１

２８１１ ０．２４ ０．１５ ０．０８ ２２．８６ ＰＢ－１

２８１２ ０．２４ ０．２２ ０．３０ ２２．９８ ＰＡ－１

２８１３ ０．３０ ０．２８ ０．２７ ２３．１１ ＰＡ－１

２８１６ ０．３４ ０．３０ ０．１７ ２４．３５ ＰＤ１

２８１７ ０．１６ ０．１６ ０．２４ ２３．７７ ＰＤ０

２８１８ ０．３２ ０．３０ ０．２０ ２３．５０ ＰＣ０

２８１９ ０．２６ ０．２２ ０．２８ ２３．０９ ＰＤ－１

１２１６ ＰＣ６ Ａ－ＮＯ．５１

２８２１ ０．２８ ０．２４ ０．２６ ２７．５５ ＯＨ１７

２８２２ ０．２６ ０．２０ ０．２５ ２７．５３ ＯＨ１７

２８２３ ０．２９ ０．２８ ０．２３ ２７．４９ ＯＧ１７

２８２４ ０．３２ ０．２６ ０．３０ ２７．４０ ＯＧ１７

２８２５ ０．３０ ０．３０ ０．２３ ２７．４７ ＯＧ１７ ＯＨ１７ 土師器片１点

２８２７ ０．３６ ０．３６ ０．５６ ２７．２６ ＯＧ１７

２８２８ ０．２５ ０．２４ ０．２０ ２７．６３ ＯＩ１７

２８２９ ０．３０ ０．２９ ０．１７ ２７．９４ ＯＧ１６

２８３０ ０．３２ ０．２５ ０．５６ ２７．３８ ＯＧ１７ 土師器甕（第２１０図３）

２８３２ ０．２７ ０．２２ ０．３７ ２２．５５ ＰＨ－４

２８３４ ０．３０ ０．２５ ０．２４ ２０．９５ ＰＧ－２

２８３５ ０．３０ ０．２８ ０．５４ ２３．７０ ＰＩ－１

２８３６ ０．２８ ０．１８ ０．３８ ２４．２２ ＰＩ－１

２８３７ ０．３０ ０．２６ ０．５０ ２３．８７ ＰＩ－１

第４３表 柱穴様ピット一覧表（２１）

第４節 古代の遺構と遺物
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遺構番号 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 底面標高（ｍ） グリッド 出土遺物

２８３８ ０．２２ ０．２２ ０．１１ ２２．２８ ＰＧ－４

２８４１ ０．２４ ０．２４ ０．１４ ２３．６６ ＰＣ０

２８４２ ０．２６ ０．２４ ０．１５ ２３．７４ ＰＣ０

２８４４ ０．３４ ０．３０ ０．２４ ２２．７５ ＰＣ－２

２８４６ ０．２６ ０．２４ ０．２２ ２４．３０ ＰＣ１

２８４９ ０．２８ ０．２０ ０．２５ ２４．２１ ＰＥ１

２８５６ ０．３０ ０．２８ ０．５１ ２４．３２ ＰＥ１

２８５７ ０．３９ ０．２０ ０．１４ ２４．４１ ＰＥ１

２８５９ ０．３１ ０．２９ ０．２０ ２３．１７ ＰＣ１

２８６０ ０．５２ ０．４８ ０．２０ ２３．７７ ＰＤ２

２８８１ ０．３１ ０．３０ ０．２１ ２８．４３ ＮＩ３１

２８８３ ０．３０ ０．３０ ０．３４ ２４．８３ ＰＩ１ 土師器片２点

２８８４ ０．３２ ０．３２ ０．２３ ２５．９１ ＰＩ１ 土師器片

２８８５ ０．３２ ０．３０ ０．１５ ２８．５４ ＮＨ３０ ＮＨ３１

２８８６ ０．１８ ０．１０ ０．１２ ２８．５２ ＮＨ３１

２８８７ ０．１８ ０．１６ ０．０９ ２８．５８ ＮＨ３１ ＮＧ３１

２８８８ ０．１４ ０．１１ ０．１８ ２８．５２ ＮＨ３１ ＮＧ３１

２８８９ ０．２２ ０．２０ ０．１０ ２８．５７ ＮＨ３１

２８９０ ０．３４ ０．３０ ０．２０ ２８．４８ ＮＧ３１ ＮＧ３０ 土師器片２点

２８９６ ０．２６ ０．２４ ０．１５ ２５．６１ ＰＬ０ ＰＬ－１

２８９７ ０．２３ ０．２３ ０．１４ ２５．５１ ＰＬ０ ＰＬ－１

２８９８ ０．２６ ０．２４ ０．２５ ２５．６０ ＰＫ０

２８９９ ０．３４ ０．３４ ０．２２ ２４．３９ ＰＩ－１

２９０２ ０．２４ ０．２２ ０．１３ ２６．３３ ＰＪ０ 須恵器壺（第２１０図５）

２９０４ ０．３４ ０．２６ ０．３６ ２５．１５ ＰＥ８ 土師器坏（第２１０図４）

２９０５ ０．２２ ０．１８ ０．３０ ２５．１８ ＰＥ８

２９０６ ０．２２ ０．１５ ０．３１ ２７．０５ ＯＣ１５

２９１０ ０．５４ ０．４４ ０．２１ ２８．９３ ＮＬ２１

２９２９ ０．６０ ０．５６ ０．１４ ２８．４０ ＮＭ３３

２９３２ ０．３０ ０．０８ ０．１６ ２７．１９ ＯＰ１２

２９４１ ０．４０ ０．４０ ０．１６ ２６．２６ ＯＳ１７

２９４６ ０．３８ ０．２４ ０．１３ ２６．３２ ＯＳ１７

２９５２ ０．２２ ０．２２ ０．１１ ２８．３７ ＮＨ３１

２９６２ ０．３７ ０．３２ ０．７２ ２８．２６ ＮＦ３４

２９７０ ０．７０ ０．６２ ０．２３ ２５．６７ ＰＤ８

２９７１ ０．６６ ０．５８ ０．３０ ２５．６５ ＰＤ８

２９７２ ０．２８ ０．２６ ０．２２ ２５．７９ ＰＡ９

２９７３ ０．３０ ０．２８ ０．３６ ２５．７１ ＰＡ９

２９７４ ０．６８ ０．３２ ０．２３ ２７．２０ ＯＩ１６

２９７９ ０．２２ ０．２２ ０．１４ ２４．５６ ＯＲ１

２９８８ ０．２４ ０．２２ ０．２８ ２８．８０ ＮＨ２８

２９９１ ０．３２ ０．２６ ０．２２ ２５．０６ ＰＫ０

２９９３ ０．３０ ０．２２ ０．２２ ２６．３０ ＯＫ７

２９９４ ０．２４ ０．２２ ０．１２ ２８．５０ ＮＱ１９

２９９５ ０．２４ ０．２２ ０．１６ ２８．４６ ＮＱ１９

２９９７ ０．２７ ０．２６ ０．１４ ２７．２６ ＯＧ１４

３００２ ０．４０ ０．２０ ０．１７ ２８．７１ ＮＯ３０

３００３ ０．４５ ０．３０ ０．１５ ２８．７０ ＮＭ３３

３００５ ０．２４ ０．２４ ０．４８ ２６．０６ ＯＫ７

３００６ ０．３４ ０．３３ ０．１２ ２８．１３ ＮＳ１６

３０１８ ０．４０ ０．３８ ０．３５ ２８．４９ ＮＴ２９ ＮＴ２８

３０２１ ０．２０ ０．１７ ０．０９ ２８．６９ ＮＰ２０

３０３４ ０．１４ ０．１４ ０．０７ ２８．６７ ＮＰ２０

３０３５ ０．２８ ０．２４ ０．１０ ２８．５９ ＮＰ２０

３０３６ ０．１６ ０．１６ ０．０７ ２８．６０ ＮＰ１９

３０３７ ０．１２ ０．１２ ０．１０ ２８．５５ ＮＰ１９

３０３８ ０．１８ ０．１８ ０．１１ ２８．５３ ＮＰ１９

３０３９ ０．１９ ０．１５ ０．０７ ２８．５７ ＮＰ１９

３０４０ ０．１６ ０．１５ ０．１０ ２８．５５ ＮＱ１９

３０４１ ０．２５ ０．１７ ０．１２ ２８．４８ ＮＱ１９

３０４３ ０．１２ ０．１２ ０．０８ ２８．５９ ＮＱ１９

３０４４ ０．２２ ０．１６ ０．０８ ２８．５４ ＮＱ１９ ＮＱ２０

３０４５ ０．１８ ０．１３ ０．１１ ２８．５３ ＮＱ２０

３０４６ ０．１４ ０．１０ ０．１０ ２８．５３ ＮＱ２０

３０４８ ０．１２ ０．１１ ０．０７ ２８．６１ ＮＱ２０

３０４９ ０．１５ ０．１４ ０．０７ ２８．６５ ＮＱ２０

第４４表 柱穴様ピット一覧表（２２）

第４章 調査の記録
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ＳＮ６１ＳＮ６１ＳＮ６１

３１ ２

ＳＮ６１ ＳＮ６１ＳＮ６１

４

６
５

ＳＮ３４５ＳＮ２７４ ＳＮ３４５

８
９７

ＳＮ３４５
１０㎝０

１０

１０㎝０

第２０８図 遺構内出土遺物（４５）（ＳＮ６１・２７４・３４５）

第４節 古代の遺構と遺物
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ＳＮ１５２５

ＳＮ６０５

２

１

１０㎝０ ＳＫＰ２８７

４

ＳＮ２２９３

３

ＳＫＰ６５９ＳＫＰ３５１ＳＫＰ３４９

５ ６

７

１０㎝０

ＳＫＰ７０８ ＳＫＰ７９４

ＳＫＰ７９９

８ ９

１０

ＳＫＰ１３２３ ＳＫＰ２１５０

１１
１２

１０㎝０

第２０９図 遺構内出土遺物（４６）（ＳＮ６０５・１５２５・２２９３・ＳＫＰ２８７・３４９・３５１・６５９・７０８・７９４・７９９・１３２３・２１５０）
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ＳＫＰ２３６６ＳＫＰ２２９６

２

１

ＳＫＰ２８３０
ＳＫＰ２９０４

３ ４

ＳＫＰ２９０２

５

１０㎝０

第２１０図 遺構内出土遺物（４７）（ＳＫＰ２２９６・２３６６・２８３０・２９０２・２９０４）

第４節 古代の遺構と遺物
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挿図番号 図版番号 出土地点 種別 器種 部位 口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝） 外底部 器面特徴 胎土 備考

第２０８図１ ＳＮ６１ 土師 坏 口縁部～底部 〔１３．０〕 ４．５ ５．２ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０８図２ ＳＮ６１ 土師 坏 口縁部～底部 〔１１．６〕 ４．７ ４．２ 回転糸切り ロクロ成形 粗い胎土

第２０８図３ ３３－７ ＳＮ６１ 土師 坏 完形 １２．５ ４．９ ５．５ 回転糸切り ロクロ成形
緻密な胎土に
０．５㎜の砂粒
混入

第２０８図４ ＳＮ６１ 土師 坏 底部 － － ５．２ 回転糸切り ロクロ成形 １㎜以上の砂礫
混入

第２０８図５ ＳＮ６１ 土師 坏 口縁部～底部 〔１２．０〕 ５．０ ４．２ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０８図６ ＳＮ６１ 土師 坏 口縁部～底部 〔１３．１〕 ４．８ ６．２ 回転糸切り ロクロ成形
緻密な胎土に
０．５㎜の砂粒
混入

第２０８図８ ＳＮ３４５ 土師 坏 体部～底部 － － ４．８ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０８図９ ＳＮ３４５ 土師 坏 口縁部～底部 〔１３．４〕 ５．１ ４．２ 回転糸切り ロクロ成形
緻密な胎土に
０．５㎜の砂粒
混入

第２０９図２ ＳＮ６０５ 土師 甕 取っ手 － － －

第２０９図３ ＳＮ２２９３ 土師 甕 口縁部 〔１９．０〕 － － ロクロ成形 緻密

第２０９図４ ＳＫＰ２８７ 土師 坏 底部 － － ４．２ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０９図５ ＳＫＰ３４９ 土師 坏 底部 － － ５．４ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０９図６ ＳＫＰ３５１ 土師 甕 底部 － － ８．６ 非ロクロ 非ロクロ 緻密

第２０９図８ ＳＫＰ７０８ 土師 坏 底部 － － ４．０ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０９図９ ＳＫＰ７９４ 土師 坏 底部 － － ４．８ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０９図１１ ＳＫＰ１３２３ 土師 坏 体部～底部 － － 〔５．８〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２０９図１２ ＳＫＰ２１５０ 土師 坏 体部～底部 － － ６．０ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２１０図２ ＳＫＰ２３６６ 土師 坏 頸部～底部 〔１１．８〕 ４．５ 〔４．６〕 摩滅 ロクロ成形 ０．５㎜の砂粒
混入

第２１０図３ ＳＫＰ２８３０ 土師 甕 底部 － － ７．２ 非ロクロ 外面：ケズリ
粗い胎土に

０．１～１㎝の砂礫
混入

第２１０図４ ＳＫＰ２９０４ 土師 坏 底部 － － 〔５．４〕 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２１０図５ ＳＫＰ２９０２ 須恵 壺 頸部～体部 － － － ロクロ成形 １㎜以上の砂粒
混入

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 残存部位 天井部径
（㎝）

器高
（㎝） 下端部径（㎝） 器面特徴 胎土 備考

第２１０図１ ＳＫＰ２２９６ 支脚 天井部～体部 ９．０ － － 粘土積み上げ痕
指押さえ

粗い胎土に
０．５㎜の砂粒混入

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 長さ×幅×厚さ（㎝） 重量（�） 備考

第２０８図１０ ＳＮ３４５ 石斧 １４．９×９．９×３．７ ６９３．９

第２０９図１ ＳＮ１５２５ 砥石 ５．１×３．５×２．０ ４５．２

第２０９図７ １９－１５ ＳＫＰ６５９ 石槍 ３．６×１．７×０．５ ３．０

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 部位 器面特徴 胎土 色調 備考

第２０８図７ ＳＮ２７４ 深鉢 口縁部
沈線による曲線→曲線の
内側をＲＬ縄文で充填
炭化物付着

緻密 １０ＹＲ５/３

第２０９図１０ ＳＫＰ７９９ 深鉢 胴部 ＬＲ原体による絡条体回
転圧痕文 砂粒 ７．５ＹＲ７/６

第４５表 焼土遺構・柱穴様ピット出土遺物一覧表
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第５節 遺構外出土遺物

遺構外から出土した遺物には、旧石器時代の石器、縄文時代の土器・石器、古代の土師器、須恵器、

石製品、鉄関連遺物がある。旧石器時代については第２節でふれているので、本節では縄文時代と古

代について記載する。

１ 縄文時代の出土遺物

遺構外出土遺物の多くは、縄文時代の遺構が集中している調査区南側で出土したが、植林により撹

乱されており原位置は留めていないと判断した。

� 縄文土器（第２１３図）

縄文土器は１８リットルコンテナ換算で遺構内から１０箱、遺構外から３箱出土した。すべて深鉢形

土器と考えられるが、多くは小破片で全体の器形や文様を推定できるものが少ない。文様により４類

に分類した。時期は縄文時代中期後葉から後期前葉である。

１類（５・６・８）：断面が山形状の隆帯が施される土器。隆帯に加えて沈線によって楕円形が描か

れ、楕円形の内部に縄文が施されているものや、隆帯に沿って刺突が施されるものがある。

２類（７）：沈線で楕円形や隅丸方形の文様が描かれる土器。沈線による楕円形の内側に縄文が施さ

れているものがある。

３類（２・３・４）：沈線が横位に施され、文様が描かれる土器。沈線によって、無文部と縄文や条

痕文が施された部分が区画されているものがある。

３類（１・９～１２）：無文か縄文以外に文様が見られない土器。ＬＲ原体による綾絡文が縦位で施

されるものが多い。

� 石器（第２１１・２１２図）

石器は、コンテナで遺構内から１箱、遺構外から５箱出土した。

石鏃（第２１１図）：１は基部が欠損しており全体の形が不明で、２は平基有茎石鏃である。いずれも

表裏全面に二次加工が施されている。

石匙（第２１１図）：４は横型石匙である。素材剥片の打点部分につまみが作られ、表面の側縁部に二

次加工が施されて刃部が作られている。

掻器（第２１１図）：５は素材剥片の先端部、６は素材薄片の右側縁部に連続的な二次加工によって直

線的な刃部が作られている。

二次加工のある剥片（第２１１図）：３は縦長の素材剥片の打点部分が除去され、両側縁部に二次加工

が施されて刃部が作られている。７は不整形な素材剥片の側縁部に細かい二次加工が施されている。

磨製石斧（第２１１・２１２図）：３点が出土し、いずれも撥形である。第２１１図８は他の２点と比較し

て小型で横断面は扁平な楕円形をしており、両刃である。第２１２図１は横断面が長方形で、刃部は欠

損している。第２１２図２は横断面が楕円形で、両刃である。

石錘（第２１２図）：３はこぶし大の扁平な円形の礫を素材とし、相対する２箇所の縁辺部が打ち欠か

れている。
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第２１１図 遺構外出土遺物（１）（縄文時代）
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挿図番号 図版番号 出土地点 器種 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝） 重量（�）

第２１１図１ １９－２０ ＯＰ３Ⅳ層 石鏃 １．７ １．１ ０．２ ０．３

第２１１図２ １９－２１ Ｃ区表採 石鏃 ２．７ １．４ ０．３ ０．８

第２１１図４ １９－２２ Ｂ区表採 石匙 ４．９ ４．８ １．０ ２０．６

第２１１図６ １９－２３ ＯＳ８Ⅳ層 掻器 ２．７ ５．３ ０．９ １１．５

第２１１図５ １９－２４ ＯＯ３Ⅳ層 掻器 ３．３ ３．１ ０．８ ６．７

第２１１図３ １９－２５ ＰＬ１ 二次加工のある剥片 ４．６ １．２ ０．８ ４．１

第２１１図７ １９－２６ Ｃ区表採 二次加工のある剥片 ７．８ ５．７ ２．０ ６５．１

第２１２図１ １９－２７ ＯＴ７Ⅲ層 磨製石斧 １０．１ ４．９ ３．６ ２４９．０

第２１１図８ １９－２８ ＰＡ１２Ⅲ層 磨製石斧 ９．７ ３．４ １．２ ６３．１

第２１２図２ １９－２９ ＰＨ０ 磨製石斧 ８．２ ３．７ ２．５ １２３．４

第２１２図３ １９－３０ Ｃ区表採 石錘 ９．３ ８．９ １．９ ２４４．０

第４６表 遺構外出土遺物（縄文石器）一覧表

２
１

３

１０㎝０

第２１２図 遺構外出土遺物（２）（縄文時代）
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挿図番号 図版番号 出土地点 器種 部位 器面特徴 胎土 色調

第２１３図１ ＰＨ－４ 深鉢 口縁部～胴部 ＬＲ綾絡文縦位回転 粗い １０ＹＲ７/６

第２１３図２ ＰＫ１ 深鉢 胴部 沈線→沈線の間を櫛引文で充填 緻密 １０ＹＲ５/３

第２１３図３ ＰＮ－１ 胴部 横位の沈線による胴部文様帯と以下無文帯の区画→胴部文様帯に沈線による文様 緻密 １０ＹＲ５/３

第２１３図４ ２２－３ ＰＬ－４ 深鉢 口縁部～胴部 口縁部に１箇所山形の突起 口縁部に横位の沈線→沈線以下の胴部にＬＲ縄文縦位回転 粗い １０ＹＲ６/４

第２１３図５ Ｃ区表採 深鉢 口縁部 口縁部から縦位に施される隆帯→沈線による曲線→沈線による曲線内をＬＲ縄文で充填 炭化物付着 粗い １０ＹＲ５/２

第２１３図６ Ｃ区表採 深鉢 口縁部 口縁部から縦位に施される隆帯→沈線による曲線→沈線による曲線内をＬＲ縄文で充填 砂粒 １０ＹＲ５/３

第２１３図７ Ｃ区表採 深鉢 口縁部 幅広い沈線による隅丸長方形の文様 砂粒 １０ＹＲ６/４

第２１３図８ Ｃ区表採 深鉢 口縁部 口縁部の山形突起部分頂部から縦位に貼り付けた隆帯と横位の隆帯 穿孔有り 緻密 ７．５ＹＲ６/４

第２１３図９ Ｃ区表採 深鉢 胴部～底部 ＬＲ縄文縦位回転 底部付近無文帯有り 緻密 １０ＹＲ７/４

第２１３図１０ Ａ区表採 深鉢 口縁部 無文 表面調整非常に粗い 緻密 ７．５ＹＲ６/４

第２１３図１１ 表採 深鉢 胴部 Ｌ縄文縦位回転 緻密 １０ＹＲ５/４

第２１３図１２ 排土中 底部 底部整形粗い 底面に線条痕 粗い １０ＹＲ６/４

第４７表 遺構外出土遺物（縄文土器）一覧表

２

３

１

６
５

７４

８

１２

９ １０ １０㎝０
１１

第２１３図 遺構外出土遺物（３）（縄文時代）
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２ 続縄文時代・古代の遺物（第２１４～２２０図）

� 土師器（第２１４～２１６図）

①坏（第２１４図１～１６、第２１５図１～３）

体部がわずかに膨らんだ器形が多く、内外面ともロクロにより器面が調整され、回転糸切りによっ

て切り離されたものがほとんどである。第２１４図１・２は内面を黒色処理しており、１は高台が貼り

付けられている。

②高台付皿（第２１５図４～１１）

全てロクロによる成形である。８は内面が黒色処理され、高台が貼り付けられている。１０・１１の

高台は貼り付けによるものではなく、皿部とともにロクロで作り出された柱状高台で、１１は口縁部

が直立する。

③甕（第２１５図１２～１３）

口縁部が外反し、頸部が少しくびれるのがほとんどで、（第２１５図１２・１３、第２１６図１・３）は上

半部はロクロ、下半部はケズリによって器面調整されているが、小型の甕（第２１６図４・６）は全て

ロクロによる成形である。第２１６図７は内面口縁部・外面に煤が付いたミニチュアの甕である。

� 須恵器（第２１７図１～１０、第２１８図１～４）

壺（第２１７図１）と甕（第２１７図２～１０）が出土した。第２１７図１はロクロ成形による壺口縁部で

ある。第２１８図４は内外面ともにロクロナデが施された壺で高台が付く。

甕の口縁部は外反しており、ロクロによる器面調整が施されている。そのうち、第２１７図２は外面

に焼き膨れ、第２１７図６には自然釉が認められる。

頸部の器面については、第２１７図９は自然釉が内外面に認められ、外面には波状文が施されている。

体部及び底部の外面はタタキ、内面はナデが施されるものが多いが、第２１８図２は外面タタキのあ

とに刷毛目が３条施され、その内面は青海波状文である。第２１８図３の外面はタタキ目を磨り消して

目立たなくしている。

� 続縄文土器（第２１８図５）

続縄文土器（第２１８図５）はＯＳ８グリッドの第Ⅳ層から出土した。緩い波状の口唇部と口縁部の

隆帯には刻目、体部上半にはＬＲ０段多条の撚紐による帯縄文と刺突が施される。

� 土錘（第２１９図１～４）

筒状のもの（第２１９図１～３）、球形（第２１９図４）のものが出土した。いずれも細かいケズリに

よって成形されている。

� 石製品

第２２０図１は軽石を素材とした石製品で、全体が削られ、底部より頂部が少し狭く円筒形を作り出

している。

� 砥石（第２１９図５・６）

砥石はいずれも４面使用されている。

� 鉄製品（第２２０図２～４）

鉄製品は、遺構から出土したものに比べて少なく、雁又鏃（第２２０図２）、紡錘車の円盤部（第２２０

図３）、刀（第２２０図４）のほか、釘、鏃、板状鉄製品がそれぞれ１点ずつ、棒状鉄製品２点が出土した。
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第２１４図 遺構外出土遺物（４）（古代）
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第２１５図 遺構外出土遺物（５）（古代）
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第２１６図 遺構外出土遺物（６）（古代）
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第２１７図 遺構外出土遺物（７）（古代）
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第２１９図 遺構外出土遺物（９）（古代）
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挿図番号 図版番号 出土地点 層位 種別 器種 部位 口径（㎝） 器高（㎝） 底径（㎝） 外底部 器面特徴 胎土 備考

第２１４図１ ＮＪ３５ Ⅲ～
Ⅳ 土師 坏 体部～底部 － － ［７．０］ 高台 外面：ロクロ成形

内面：ミガキ→黒色処理 緻密

第２１４図２ ＰＩ４ Ⅳ 土師 坏 体部～底部 － － ４．２ 回転糸切り 外面：ロクロ成形
内面：黒色処理 緻密

第２１４図３ ＰＦ２ 土師 坏 口縁部～底部 ［１２．４］ ５．４ ５．０ 回転糸切り ロクロ成形 ０．５㎜の砂粒
混入

第２１４図４ ＰＦ２ 土師 坏 口縁部～底部 ［１２．６］ ４．７ ［５．２］ 回転糸切り ロクロ成形 粗い胎土

第２１４図５ ３４－１ ＯＯ７ Ⅳ 土師 坏 口縁部～底部 ［１２．２］ ４．６ ［５．３］ 回転糸切り ロクロ成形
粗い胎土に
０．５㎜の砂粒
混入

第２１４図６ ＯＫ６ Ⅳ 土師 坏 口縁部～底部 ［１３．４］ ５．１ ５．６ 回転糸切り ロクロ成形 粗い胎土

第２１４図７ ＰＦ１ 土師 坏 口縁部～底部 ［１４．２］ ４．６ ５．８ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２１４図８ ＰＪ２ 土師 坏 体部～底部 － － ５．２ 回転糸切り ロクロ成形 粗い胎土

第２１４図９ ＯＲ９ Ⅳ 土師 坏 口縁部～底部 ［１２．２］ ４．９ ４．４ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２１４図１０ ３４－２ 表採 土師 坏 完形 １１．１ ４．９ ４．２ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２１４図１１ ＯＴ７ 土師 坏 口縁部～底部 ［１２．０］ ４．５ ［５．８］ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２１４図１２ ３４－３ ＯＫ６ Ⅳ 土師 坏 完形 １１．４ ４．４ ４．２ 摩滅 ロクロ成形 緻密

第２１４図１３ ＯＫ７ Ⅳ 土師 坏 体部～底部 － － ４．８ 回転糸切り ロクロ成形 粗い胎土

第２１４図１４ ＯＱ７ Ⅳ 土師 坏 口縁部～底部 ［１２．２］ ３．９ ［５．０］ 摩滅 ロクロ成形 緻密

第２１４図１５ 表採 土師 坏 口縁部～底部 ［１１．９］ ４．９ ４．２ 回転糸切り ロクロ成形 緻密 内面に煤

第２１４図１６ ＯＳ６ Ⅲ 土師 坏 口縁部～底部 ［１２．０］ ５．２ ５．６ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２１５図１ ３４－４ ＰＢ１１ 土師 坏 口縁部～底部 ［１１．４］ ５．３ ５．４ 回転糸切り ロクロ成形
粗い胎土に
０．５㎜の砂粒
混入

第２１５図２ ＯＲ７ Ⅳ 土師 坏 完形 １１．０ ５．５ ４．１ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２１５図３ ＯＰ１０ Ⅳ 土師 坏 口縁部～底部 ［１３．０］ ５．４ ［４．０］ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２１５図１２ ＯＯ７ Ⅳ 土師 甕 口縁部 ［２４．４］ － － － ロクロ成形 ０．５㎜以上の
砂粒混入

第２１５図１３ ＯＯ７ Ⅳ 土師 甕 口縁部 ［２１．０］ － － － ロクロ成形 ０．５㎜以下の
砂粒混入

第２１６図１ ＯＲ９ 土師 甕 口縁部 ［２１．２］ － － － － ロクロ成形 緻密

第２１６図２ ＮＰ１９ 土師 甕 底部 － － ７．８ 非ロクロ 内面：ナデ
粗い
胎土に０．５㎜
の砂粒混入

第２１６図３ ＯＲ９ Ⅳ 土師 甕 口縁部～体部 ［２１．２］ － － － 外面：口縁部ロクロ成形
体部 ケズリ 緻密

第２１６図４ 表採 土師 甕 口縁部～体部 ［１５．６］ － － － ロクロ成形 緻密

第２１６図５ ３４－６ ＯＲ７ Ⅳ 土師 甕 体部～底部 － － １０．４ 砂底 外面：ケズリ
内面：ナデ

粗い胎土に
１㎜以上の
砂粒混入

第２１６図６ ＯＳ７ Ⅳ 土師 甕 口縁部～体部 ［１０．６］ － － － ロクロ成形 緻密 口縁部内面に
煤

第２１６図７ ３５－１ ＯＯ１ Ⅲ 土師 甕 口縁部～底部 ［７．４］ ７．２ ５．４ 外面：ケズリ ０．３㎜以上の
砂粒混入 内面外面に煤

第２１７図１ 表採 須恵 壺 口縁部 ［１４．８］ － － － ロクロ成形 緻密

第２１７図２ 表採 須恵 甕 口縁部 ［２３．２］ － － － ロクロ成形 緻密
外面：剥落
内面：火ぶく
れ

第２１７図３ ＮＩ３５ ⅢⅥ 須恵 甕 口縁部 ［２２．８］ － － － ロクロ成形 緻密

第２１７図４ ＮＩ３５ ⅢⅥ 須恵 甕 口縁部 ［２５．０］ － － － ロクロ成形 緻密

第２１７図５ ＯＰ１ 須恵 甕 口縁部 － － － － ロクロ成形 緻密

第２１７図６ ＯＬ８ 須恵 甕 口縁部 － － － － ロクロ成形 緻密 内外面に自然
釉

第２１７図７ 表採 須恵 甕 口縁部 － － － － ロクロ成形 緻密

第２１７図８ ＯＯ６ Ⅳ 須恵 甕 口縁部 － － － － ロクロ成形 緻密

第２１７図９ ３５－２ ＮＪ３５ ⅢⅣ 須恵 甕 口縁部 － － － 外面：波状文
内面：ナデ 緻密 外面内面に自

然釉

第２１７図１０ ＯＳ２ Ⅳ 須恵 甕 肩部 － － － － 緻密 外面に自然釉

第２１８図１ ＮＪ３５ ⅢⅣ 須恵 甕 肩部 － － － － 外面：タタキ
内面：ナデ 緻密

第２１８図２ 表採 須恵 甕 体部 － － － － 外面：タタキ ３条の刷毛目
内面：青海波状文 緻密

第２１８図３ 表採 須恵 甕 底部 － － － － 外面：タタキ→磨り消し 緻密

第２１８図４ ＯＭ６ Ⅳ 須恵 壺 底部 － － １１．６ 高台 ロクロ成形 ０．５㎜の砂粒
混入

第２１８図５ ３５－３ ＯＳ８ Ⅳ 続縄文
土器 深鉢 口縁部 － － － －

口唇部：刻目
外面：刻目のある隆帯
ＬＲ０段多条の撚紐による帯縄
文と刺突

緻密

第４８表 遺構外出土遺物（古代）一覧表（１）

第５節 遺構外出土遺物
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挿図番号 図版番号 出土地点 層位 種別 器種 部位 口径（㎝） 器高（㎝） 底径（㎝） 外底部 器面特徴 胎土 備考

第２１５図４ 表採 土師 高台付
皿

体部～
底部 － － ６．３ １．８ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２１５図５ 表採 土師 高台付
皿 底部 － － ５．２ １．８ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２１５図６ 表採 土師 高台付
皿 底部 － － ４．９ １．９ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

第２１５図７ ３４－５ 表採 土師 高台付
皿

口縁部
～底部 ［１１．３］ ５．７ ７．６ ３．６ 高台 ロクロ成形 緻密

第２１５図８ ＮＮ３２ 土師 高台付
皿

口縁部
～底部 ［１２．４］ － － － 皿底部回転糸

切り→高台
ロクロ成形
内面：黒色処理 緻密

皿外底部：渦
巻き状ののロ
クロ目

第２１５図９ ＰＢ８ 土師 高台付
皿 底部 － － ６．８ ２．５ 皿底部回転糸

切り→高台 ロクロ成形 緻密

第２１５図１０ ＰＦ３ 土師 高台付
皿

体部～
底部 － － ５．６ １．３ 回転糸切り ロクロ成形 粗い

第２１５図１１ ＰＦ３ 土師 高台付
皿

口縁部
～底部 － － ５．０ ２．０ 回転糸切り ロクロ成形 緻密

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 最大長×最大幅×最大厚（㎝） 重量（�） 備考

第２１９図５ ＯＰ７ 砥石 １０．４×５．４×５．３ ２０８．３

第２１９図６ ＰＨ０ 砥石 ６．５×４．８×３．４ １３９．０

第２２０図１ 表採 石製品 ７．６×７．８×－ ７６．２ 軽石素材 一部破損

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 最大長×最大幅×最大厚（㎝） 備考

第２２０図２ ３５－４ ＮＱ１８ 雁又鏃 ６．０×８．１×１．２

第２２０図３ ３５－５ ＰＡ３ 紡錘車 ５．２×５．５×０．３

第２２０図４ ３５－６ 表採 刀 ４．３×２７．５×３．０

挿図番号 図版番号 出土地点 器種 最大長×最大幅（㎝） 孔径（㎝） 重量（�） 備考

第２１９図１ 表採 土錘 ４．４×２．７ １．０ ２８．７

第２１９図２ ＯＳ１４ 土錘 ４．１×－ ０．５ ７．０ 一部破損

第２１９図３ ＰＤ１６ 土錘 ５．６×２．２ ０．８ ２１．３

第２１９図４ 表採 土錘 ３．７×２．９ ０．７ ２５．７

第４９表 遺構外出土遺物（古代）一覧表（２）

第４章 調査の記録
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第５章 自然化学分析

第１節 放射性炭素年代測定

山形秀樹（パレオ・ラボ）

１ はじめに

ムサ岱遺跡より検出された炭化物の加速器質量分析法（ＡＭＳ法）による放射性炭素年代測定を実

施した。

２ 試料と方法

試料は、ＳＩ５１から出土した炭化材１点、ＳＩ１１３から出土した炭化材１点、ＳＩ１２０から出土

した炭化材（スギ）１点、ＳＩ４９０から出土した炭化材１点、ＳＩ５１０から出土した炭化材１点、

ＳＩ１２００から出土した炭化材１点、ＳＩ１５４０から出土した炭化種子１点、ＳＩ１７６０から出土し

た炭化材１点、ＳＫＦ２１１７から出土した炭化材（スギ）１点の併せて９点である。

これら試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去し、石墨（グラファイト）に調整した

後、加速器質量分析計（ＡＭＳ）にて測定した。測定された１４Ｃ濃度について同位体分別効果の補正

を行なった後、補正した１４Ｃ濃度を用いて１４Ｃ年代を算出した。

３ 結果

第５０表に、各試料の同位体分別効果の補正値（基準値－２５．０‰）、同位体分別効果による測定誤

差を補正した１４Ｃ年代、１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代を示す。

１４Ｃ年代値（yrBP）の算出は、１４Ｃの半減期としてＬｉｂｂｙの半減期５，５６８年を使用した。また、

付記した１４Ｃ年代誤差（±１σ）は、計数値の標準偏差σに基づいて算出し、標準偏差（One sigma）

に相当する年代である。これは、試料の１４Ｃ年代が、その１４Ｃ年代誤差範囲内に入る確率が６８％であ

ることを意味する。

なお、暦年代較正の詳細は、以下の通りである。

暦年代較正

暦年代較正とは、大気中の１４Ｃ濃度が一定で半減期が５，５６８年として算出された１４Ｃ年代に対し、過

去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４Ｃ濃度の変動、および半減期の違い（１４Ｃの半減期

５，７３０±４０年）を較正し、より正確な年代を求めるために、１４Ｃ年代を暦年代に変換することである。

具体的には、年代既知の樹木年輪の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚のＵ－Th年代と１４Ｃ年代の比較、

および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて１４Ｃ年代と暦年代の関係を調べたデータにより、較正

曲線を作成し、これを用いて１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代を算出する。

１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代の算出にCALIB４．３（CALIB３．０のバージョンアップ版）を使用

した。なお、暦年代較正値は１４Ｃ年代値に対応する較正曲線上の暦年代値であり、１σ暦年代範囲は

プログラム中の確率法を使用して算出された１４Ｃ年代誤差に相当する暦年代範囲である。カッコ内の

百分率の値はその１σ暦年代範囲の確からしさを示す確率であり、１０％未満についてはその表示を

省略した。１σ暦年代範囲のうち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲については、表中に下
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線で示した。

４ 考察

各試料は、同位体分別効果の補正および暦年代較正を行なった。暦年代較正した１σ暦年代範囲の

うち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲に注目すると、それぞれより確かな年代値の範囲と

して示された。

引用文献

中村俊夫（２０００）放射性炭素年代測定法の基礎．日本先史時代の１４Ｃ年代、ｐ．３－２０．

Stuiver, M. and Reimer, P. J.(1993)Extended１４C Database and Revised CALIB3.0１４C Age Calibration Program, Radio-

carbon, 35, p.215－230.

Stuiver, M., Reimer, P. J., Bard, E., Beck, J. W., Burr, G. S., Hughen, K. A., Kromer, B., McCormac, F. G., v. d. Plicht, J.,

and Spurk, M. (1998) INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration, 24,000－0 cal BP, Radiocarbon, 40, p.1041－1083.

測定番号

（測定法）
試料データ

δ１３C
（‰）

１４C年代

（yrBP±１σ）

１４C年代を暦年代に較正した年代

暦年代較正値 １σ暦年代範囲

ＰＬＤ－１９５６

（ＡＭＳ）

炭化材 №１

ＳＩ５１
－２６．０ １２３０±４５ cal AD ７８０

cal AD ７２０－７４５（２２．３％）

cal AD ７６５－７８５（１３．９％）

cal AD ７９０－８３０（３４．９％）

cal AD ８３５－８７５（２８．３％）

ＰＬＤ－１９４８

（ＡＭＳ）

炭化材 №２

ＳＩ１１３
－２６．４ １１４５±４５ cal AD ８９５ cal AD ８７０－９８０（９１．５％）

ＰＬＤ－１９４９

（ＡＭＳ）

炭化材 №３

（スギ）

ＳＩ１２０

－２４．４ １１７５±４０ cal AD ８８５
cal AD ７８０－７９５（１１．４％）

cal AD ８００－８９５（８０．６％）

ＰＬＤ－１９５０

（ＡＭＳ）

炭化材 №４

ＳＩ４９０
－２６．５ １２１５±４０

cal AD ７８０

cal AD ７９５
cal AD ７７５－８８５（９７．８％）

ＰＬＤ－１９５１

（ＡＭＳ）

炭化材 №５

ＳＩ５１０
－４０．２ ３８３０±６０

cal BC ２２８５

cal BC ２２４５

cal BC ２２３５

cal BC ２３５０－２２００（８６．０％）

ＰＬＤ－１９５２

（ＡＭＳ）

炭化材 №６

ＳＩ１２００
－２５．３ １１３０±４０

cal AD ８９５

cal AD ９２５

cal AD ９４０

cal AD ８８５－９８０（１００％）

ＰＬＤ－１９５３

（ＡＭＳ）

炭化種子 №７

ＳＩ１５４０
－２４．８ １０８５±４０ cal AD ９８０

cal AD ９００－９２０（３２．１％）

cal AD ９４５－１０００（６７．９％）

ＰＬＤ－１９５４

（ＡＭＳ）

炭化材 №８

ＳＩ１７６０
－２７．９ １４９５±４０

cal AD ５６５

cal AD ５７０

cal AD ５８０

cal AD ５９０

cal AD ５９５

cal AD ５４０－６２０（９７．６％）

ＰＬＤ－１９５５

（ＡＭＳ）

炭化材 №９

（スギ）

ＳＫＦ２１１７

－１９．１ １２９０±６０

cal AD ６９０

cal AD ７０５

cal AD ７５５

cal AD ７６０

cal AD ６６０－７８０（１００％）

第５０表 放射性年代測定および暦年代較正の結果

第５章 自然化学分析
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第２節 ムサ岱遺跡出土炭化材の樹種同定

植田弥生（パレオ・ラボ）

１ はじめに

ここでは、自然科学分析試料の№３（ＳＩ１２０）と№９（ＳＫＦ２１１７）の炭化材の樹種同定結果

を報告する。

２ 方法

まず炭化材の横断面（木口）を手で割り実体顕微鏡で予察し、次に材の３方向（横断面・接線断面・

放射断面）の断面を作成し、走査電子顕微鏡で材組織を拡大して観察した。走査電子顕微鏡用の試料

は、３断面を５㎜角以下の大きさに整え、直径１㎝の真鍮製試料台に両面テープで固定し、試料を充

分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡（日本電子㈱製 ＪＳＭ－Ｔ１００型）で観察と写真

撮影を行った。

３ 結果（第５１表）

同定の結果、№３と№９は針葉樹のスギであった。以下に観察した材組織を記載する。

スギ Cryptomeria japonica D. Don スギ科

仮道管・放射柔細胞・樹脂細胞からなる針葉樹材。晩材の量は多く、晩材の仮道管壁は厚い。早材

部の分野壁孔の輪郭は大きな楕円形で孔口は大きく開き壁孔縁は開口幅より狭いスギ型、１分野に主

に２個ある。写真２ａは晩材部に近いので分野壁孔の輪郭は円形に近いが、写真２ｂは年輪始めの早

材部であり分野壁孔は大きな楕円形であるのが確認された。

スギは本州以南の暖帯から温帯下部の湿気のある谷間に生育する常緑高木である。材はやや軽軟で

加工は容易である。

４ まとめ

竪穴住居跡ＳＩ１２０とフラスコ状土坑ＳＫＦ２１１７から出土した炭化材は、いずれもスギであった。

スギは現在でも県内に豊富に生育している針葉樹であり有用材でもあることから、当遺跡においても

有用材として利用されていたことが窺えた。

第２節 ムサ岱遺跡出土炭化材の樹種同定
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第３節 ムサ岱遺跡から出土した炭化種実

新山雅広（パレオ・ラボ）

１ 試料

炭化種実の検討は、ＳＩ１５４０・Ｐ１・№７の１試料について行った。この試料中の炭化種実の一

部は、年代測定用試料に用いられた。

２ 出土した炭化種実

試料中の炭化種実は、塊状のもの（数十粒が集合した１～３㎝大の塊が２０個程度）とそこからば

らばらに分離したと思われる単粒のもの（７０粒程度）があった。状態が悪いものが大半であるが、

一部イネ炭化胚乳と同定できるものがあり、おそらく、全てがイネ炭化胚乳と推定される。

３ 考察

炭化種実には、状態が悪いものの、イネ炭化胚乳と同定できるものが含まれていた。粒揃いなので、

おそらく全てがイネであり、イネ炭化胚乳の集合と推定される。塊状種子は、種皮かと思われる部分

を残して中身（胚乳部）が抜けた状態の部分が認められるので、この塊は、玄米の集合である可能性

が考えられる。穎（籾殻）は全く検出されず、煮炊きなどされた調理に関連したものである可能性が

考えられる。

第４節 ムサ岱遺跡のテフラ分析

今村美智子（パレオ・ラボ）

１ 試料と分析方法（第５１表）

分析試料はムサ岱遺跡のＳＩ２１２から採取された№１５、ＳＩ１０００から採取された№１６、ＳＩ１３９５

から採取された№１７の計３試料である。

� 鉱物組成分析

①各試料は８～１５�程度秤量し、４０度に設定した恒温乾燥機で良く乾燥した後、乾燥重量を秤量

し含水比を求めた。

②各試料は湿潤重量で３０～５０�程度秤量し、１φ（０．５㎜）、２φ（０．２５㎜）、３φ（０．１２５㎜）、

４φ（０．０６３㎜）のふるいを重ね湿式ふるいを行なった。各ふるいの残渣について乾燥後秤量し

粒度組成とした。また４φ以上の残渣の乾燥重量より含砂率を求めた。

③４φの残渣について重液（テトラブロモエタン：比重２．９～２．９６）を用いて重液分離を行ない、

軽鉱物と重鉱物の乾燥重量を秤量した。分離した各試料の乾燥重量を秤量し重・軽鉱物比とし

た。

④重液分離をした軽鉱物と重鉱物について封入剤（レークサイトセメント）を用いてプレパラート

を作成した。

⑤軽鉱物は石英（Ｑｔ）、長石（Ｐｌ）、火山ガラス（Ｇｌ）に分類し、重鉱物はかんらん石（Ｏｌ）、

第５章 自然化学分析
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イデュングサイト（Ｉｎ）、単斜輝石（Ｃｐｘ）、斜方輝石（Ｏｐｘ）、角閃石（Ｈｏｒ）、磁鉄鉱

（Ｍａｇ）に分類し、風化粒子などの不明鉱物以外の鉱物が２００以上になるまで分類・計数を行

なった。なお火山ガラスの形態は、町田・新井（１９９２）の分類基準に基づき、バブル型平板状

（ｂ１）、バブル型Ｙ字状（ｂ２）、軽石型繊維状（ｐ１）、軽石型スポンジ状（ｐ２）、急冷破砕

型（ｃ０：塊状・フレーク状）の５形態に分類した。

� 屈折率測定

ガラスの屈折率については横山ほか（１９８６）の方法に従って、温度変化型屈折率測定装置（ＲＩ

ＭＳ８６）を用いて屈折率（ｎ）を測定し、その結果を範囲（range）であらわした。

２ 結果

� テフラの鉱物組成分析

砂粒分の粒度組成は№１５、№１６の２地点において２φ残渣が４６％、６０％と高い値を示し、４φ残

渣は１０％未満と低い値を示す。これに対し№１７では、４φ残渣が４４％と高い値を示す。

重・軽鉱物比は、軽鉱物の割合が№１６、№１７では９０％近い値を示すが、№１５では、７５％とやや

低い値を示す。

軽鉱物の鉱物組成は、№１７では火山ガラスがおよそ９７％を占める。しかし、№１５と№１６は火山ガ

ラスをあまり含まず、№１５では１０％、№１６では５％と低い値を示す。

ガラスの形態分類は、№１７では軽石型スポンジ状（ｐ２）が多く６７％と高い値となる。ついで平

板型Ｙ字状（ｂ１）と軽石型繊維状（ｐ１）が多く、どちらの形態も１０％以上の含有量がある。№１５

と№１６でも少量の含有量ながら、軽石型スポンジ状（ｐ２）が多く見られる。

重鉱物の鉱物組成はいずれの試料も斜方輝石を主体とする組成であり、角閃石、単斜輝石、磁鉄鉱

も含む。斜方輝石は全試料において５５～６７％の高い値を示す。ついで角閃石が多く、およそ１３～２２

％の値となる。単斜輝石は８～１５％、磁鉄鉱は６～１３％の値を示す。

� 屈折率測定

屈折率測定分析には、いずれの試料においても含有率の最も高かった軽石型火山ガラスを用いた。

№１５の屈折率は範囲１．４９９２－１．５１１３、平均値１．５０５９を示し、№１６の屈折率は範囲１．５０００－

１．５１９７、平均値１．５０９３を示し、№１７の屈折率は、範囲１．５０９３－１．５１５６、平均値１．５１２３を示す。

なお、№１６の試料は火山ガラスの含有量が非常に低く、ガラス１１粒子分の測定値である。

３ 積物中のテフラ

【十和田中掫：Ｔｏ－Ｃｕ】

№１７に見られる軽石型火山ガラスを主とした火山ガラスは、その形態的特徴から町田ほか（１９８４）

のＴｏ－Ｃｕの火山ガラスと推定される。町田ほか（１９９２）によるとＴｏ－Ｃｕの火山ガラスは主

に軽石型火山ガラスで構成され、斑晶鉱物として斜方輝石、単斜輝石を含むことが特徴としてあげら

れている。また、№１７の火山ガラスの屈折率測定結果は範囲１．５０９３－１．５１５６であり、Ｔｏ－Ｃｕ

の従来値の範囲１．５１１－１．５１３（町田・新井，１９９２）に近似する。このため№１７に含まれる火山ガ

ラスなどのテフラはＴｏ－Ｃｕと推定される。

第４節 ムサ岱遺跡のテフラ分析
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Ｔｏ－Ｃｕは東北地方のほぼ全域に分布している（町田・新井，１９９２）。またＴｏ－Ｃｕの噴出年

代は、およそ５，５００年前と推定されている（町田ほか，１９９２）。

４ まとめ

ムサ岱遺跡から採取された３試料（№１５、№１６、№１７）について、分析した結果を試料ごとにま

とめる。

№１７に含まれる火山ガラスは十和田中掫を起源とする火山ガラスであると同定され、その噴出年

代は約５，５００年前となる（町田ほか，１９９２）。

№１５は、火山ガラスの屈折率の範囲が１．４９９２－１．５１１３であり、十和田ａの従来値の範囲１．４９６－

１．５０４、十和田八戸火山灰の従来値の範囲１．５０３－１．５０８、十和田中掫の従来値の範囲１．５１０－１．５１４

（町田・新井，１９９２）や、それ以前の十和田起源のテフラと範囲が重なることから、再堆積した可

能性が考えられる。また、火山ガラスの含有率が１０％と低いことからテフラ層とは考えられない。

№１６についても火山ガラスの含有量が非常に低いこと、および屈折率の値が安定していないこと

からテフラ層とは考えられない。

引用文献

町田洋・新井房夫（１９９２）火山灰アトラス－日本列島とその周辺．財団法人東京大学出版会，２７６ｐ．

町田洋・新井房夫・小田静夫・遠藤邦彦・杉原重夫（１９８４）テフラと日本考古学－考古学研究と関係するテフラのカタログ

－．渡辺直径編「古文化財に関する保存科学と人文・自然科学」，８６５－９２８．

横山卓雄・檀原徹・山下透（１９８６）温度変化型屈折率測定装置による火山ガラスの屈折率測定．第四紀研究，２５，２１－３０

試料番号
含水率

（重量％）

含砂率

（重量％）

砂粒分の粒度組成

（重量％）

重・軽鉱物組成

（重量％）

１φ ２φ ３φ ４φ 重鉱物 軽鉱物

№１５ ２２．７ ３０．３ ２７．９ ４６．４ ２０．４ ５．４ ２５．４ ７４．６

№１６ １６．１ ２５．７ １１．６ ５９．８ ２１．６ ７．１ １２．３ ８７．７

№１７ ２９．５ ８．５ ６．４ １９．０ ３１．０ ４３．６ ６．７ ９３．３

軽鉱物組成（粒数） 火山ガラス形態分類（粒数）

試料番号
長石

Ｐｌ

火山ガラス

Ｖｇ

平板状

ｂ１

Ｙ字状

ｂ２

繊維状

ｐ１

スポンジ

状ｐ２

破砕型

ｃ０

№１５ １９６ ２２ － ６ ３ １１ ２

№１６ ２０２ １０ － － １ ８ １

№１７ ７ ２２３ ７ ３３ ２９ １５４ －

重鉱物組成（粒数）

試料番号

カンラン

石

Ｏｌ

イデュン

グサイト

Ｉｎ

単斜輝石

Ｃｐｘ

斜方輝石

Ｏｐｘ

角閃石

Ｈｏ

磁鉄鉱

Ｍａｇ

№１５ － － ２４ １４２ ３３ １４

№１６ － － １９ １４１ ２８ ２８

№１７ － － ３１ １１９ ４６ １７

堆積物の鉱物分析結果一覧

試料番号 測定対象 範囲（range） 平均（mean）

№１５ 軽石型火山ガラス（ｐ１，ｐ２） １．４９９２ － １．５１１３ １．５０５９

№１６ 軽石型火山ガラス（ｐ１，ｐ２） １．５０００ － １．５１９７ １．５０９３

№１７ 軽石型火山ガラス（ｐ１，ｐ２） １．５０９３ － １．５１５６ １．５１２３

火山ガラスの屈折率測定結果

試料番号 遺構名 樹種

№３（炭化物） 竪穴住居跡 ＳＩ１２０ スギ

№９（炭化物）フラスコ状土坑 ＳＫＦ２１１７ スギ

出土炭化材樹種

第５１表 火山灰および炭化材樹種関連表
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第６章 まとめ

第１節 旧石器時代

１ 石器組成と石材構成

ナイフ形石器３点、台形様石器１０点の合計１３点が組成する。石材構成は、台形様石器が１点を除

き黒曜石で占められる他は、すべて珪質頁岩である。

第４章で述べたように、これらが遺跡における石器群の全体を示しているとは考えにくく、以上の

組成をもって考察を進めることはできない。しかし、石器組成と石材構成に対応関係があることは注

目すべきことである。つまり、台形様石器のみに黒曜石が用いられているという事実である。本県に

おける旧石器時代の石器群は珪質頁岩を第一石材、玉髄やチャートを第二石材とし、黒曜石はごくわ
（註１）

ずか構成されるにすぎない。部分的な石器群であるものの、器種別・形態別に石材の使い分けが認め

られ興味深い。

２ 石器製作技術

ナイフ形石器と台形様石器の背面剥離構成の観察からは、９０度打面転位による剥片剥離過程をう

かがえるが、１のナイフ形石器と４・５の台形様石器の背面は、素材剥片と同一方向の剥離面で構成

されている。また、１２の台形様石器からは、主要剥離面を作業面とした剥片素材石核からの貝殻状

剥片の剥離過程がうかがえる。

これらをまとめると、以下に示す４種の剥片剥離過程に分類される。

第１種：９０度打面転位による剥片剥離過程。主に寸詰まりの縦長剥片～横長幅広剥片を剥離。

第２種：同一打面からの剥片剥離過程。主に縦長剥片を剥離。

第３種：剥片素材石核からの剥片剥離過程。主要剥離面を作業面とし貝殻状剥片を剥離。

これらの剥片剥離過程がそれぞれに排他的か否かは確認できなかった。

石核調整に関しては、打面調整や頭部調整は認められない。

次に調整加工のあり方を検討する。器種別にみると、ナイフ形石器は微細加工（１）とやや鋸歯状

の急斜度加工（２・３）の２種があり、打面は残置例で占められる。台形様石器は急斜度加工（４～

１１・１３）と微細加工（１２）の２種があり、欠損品があるものの、１２・１３以外は打面除去例である。

素材剥片の打面が残置されるものは、比較的素材に対する整形度が低く、逆に除去されるものは素

材に対する整形度が高いといえる。そうしたとき、ナイフ形石器はより整形度が低く、台形様石器は

より整形度が高い傾向にあると指摘できる。

３ 石器の形態

３点のナイフ形石器に形態的斉一性は認められない。とくに３は、刃部が斜刃で切出状を呈する。

台形様石器は、基部を作出する撥形状のもの（４～８）と貝殻状のもの（１２）、台形状のもの（１３）

がある。

３のナイフ形石器は県内ではこれまで認められないものであり、南関東地方の武蔵野台地立川ロー

ム層第Ⅳ層下部検出石器群に特徴的に認められる切出形ナイフ形石器に対比されようか。台形様石器
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（註２） （註３） （註４） （註５）

のうち、撥形状のものは能代市縄手下遺跡、秋田市狸崎Ｂ遺跡、河辺町風無台Ⅱ遺跡、同松木台Ⅱ遺

跡、でまとまって出土している。このうち後２者は、調整加工に平坦剥離が多用され、本石器群とは
（註６）

異なる。貝殻状のものは、いわゆる「米ヶ森型台形石器」に類似するが、素材末端がヒンジフラクチ
（註７）

ャーをなしておらず、また、「米ヶ森技法」の存在も確認されないことから、「米ヶ森型台形石器」と
（註８） （註９）

は言えないだろう。台形状のものは、南外村小出Ⅰ遺跡や能代市此掛沢Ⅱ遺跡で出土している。

４ 石器群の編年的位置付け
本県におけるローム層の堆積状況は良好ではなく、また、姶良丹沢火山灰等の広域火山灰も希にし

か検出されず、層位的な検証をふまえた編年作業は現在困難である。よって、石器の形態分析や石器

製作技術からの検討によらなければならない状況である。

本石器群の場合、製品のみに頼らざるを得ないため限界がある。ここでは遺跡間での石器形態の比

較を行い、編年的位置付けを試みるが、その前に秋田県内の旧石器時代編年を検討する必要があろう。
（註１０）

県内の編年はこれまでに幾つかの案が提出されている。ここでは、それらをふまえながら、遺跡内で

の作業内容、個体別作業単位のあり方、素材剥片に対する整形度という視点から、以下に示す編年案
（註１１）

を新たに示したい（第２２１図）。

＜秋田Ⅰ期＞
（註１２）

当該期の遺跡には、秋田市地蔵田遺跡（１～５）、河辺町風無台Ⅱ遺跡（６～８）、同松木台Ⅱ遺跡

（９～１１）、同松木台Ⅲ遺跡（１２・１３）が挙げられる。

器種組成は、ナイフ形石器、台形様石器、�器、石斧等で、遺跡間でナイフ形石器と台形様石器の

組成が偏り、遺跡を違えた製作が遂行される。ナイフ形石器は打面を大きく残し、微細な刃潰し加工

のもので占められるのに対し、台形様石器は平坦剥離による調整加工が顕著である。

＜秋田Ⅱ期＞

当該期の遺跡には、能代市縄手下遺跡（１４～１８）、同此掛沢Ⅱ遺跡（１９～２４）、南外村小出Ⅰ遺跡

（２５～２７）が挙げられる。

器種組成は、Ⅰ期と同じ。ナイフ形石器と台形様石器の遺跡間における組成が解消され、両器種の

製作が遺跡内で行われる。また、個体を分割し、一方をナイフ形石器の、他方を台形様石器の原料に

供するようになる。ナイフ形石器は打面残置例で占められるものの、急斜度な刃潰し加工が主体とな

り、ここにナイフ形石器の確立を看取することができる。台形様石器には平坦剥離が見られなくなり、

ナイフ形石器同様、急斜度な加工が顕著となる。

＜秋田Ⅲ期＞
（註１３） （註１４）

当該期の遺跡には、琴丘町家の下遺跡（２８～３４）、秋田市下堤Ｇ遺跡（３９～４２）、河辺町風無台Ⅰ

遺跡（３５～３８）が挙げられる。

器種組成は、Ⅰ・Ⅱ期と同じであるが、不定形でやや大形の剥片を素材とした�器は消滅する。遺

跡内でナイフ形石器と台形様石器の組成は安定しており、両者が同一個体から遺跡内で製作されてい

ることが、接合例と個体別資料によりうかがえる。ナイフ形石器には打面除去例がまとまって現れる。

台形様石器は急斜度な加工とともに、微細な加工による、いわゆる「米ヶ森型台形石器」がまとまっ

て製作される。

ムサ岱遺跡では石器製作過程の詳細な検討は不可能であるため、上記編年案のうち、石器形態の変
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遷に焦点を絞ってまとめると次のようになる。秋田Ⅰ～Ⅲ期にかけて、ナイフ形石器の形態変化はほ

とんどみられないが、調整加工のあり方からは、しだいに整形度が高くなっていく様子が見られると

ともに、大きさが小形化していく傾向にある。台形様石器は、秋田Ⅰ期では撥形、秋田Ⅱ期では撥形

＋台形状、秋田Ⅲ期では台形状＋「米ヶ森型台形石器」という形態の組み合わせが見られる。調整加

工は秋田Ⅰ期で平坦剥離というもっとも整形度の高い加工法が用いられ、時期が下るにつれ整形度が

低くなる。このように、ナイフ形石器は大形品（整形度低い）→小形品（整形度高い）へと、台形様

石器は撥形（整形度高い）→「米ヶ森型台形石器」（整形度低い）へと変遷をたどることができる。

ここで、整形度の高低に注目してみると、ナイフ形石器と台形様石器との間で相互補完的な関係性を

読み取ることができないだろうか。すなわち、秋田Ⅰ期では調整加工の比重が台形様石器に置かれて

いるが、秋田Ⅱ期を経て、秋田Ⅲ期ではこれが逆転し、ナイフ形石器に重きが置かれるようになる。
（註１５）

ここに秋田Ⅰ期からⅢ期にかけてナイフ形石器の収斂化への過程を見て取ることができよう。

以上の編年案をもとにすると、ムサ岱遺跡の旧石器時代石器群は、台形様石器の形態的特徴とナイ

フ形石器を含む調整加工のあり方から、秋田Ⅱ期への位置付けが妥当であろうと考える。すなわち、

ナイフ形石器確立期の石器群として評価される。

註

１ 須田良平・山田晃弘・会田容弘 「珪質頁岩を中心とした東北地方の石器石材の様相」 『石器石材Ⅱ－北関東の原石と

その流通を中心として－』 笠懸野岩宿文化資料館 １９９７（平成９）年

２ 吉川耕太郎 「秋田県能代市縄手下遺跡の調査」 『第１７回東北日本の旧石器文化を語る会予稿集』 東北日本の旧石器

文化を語る会 ２００３（平成１５）年

３ 秋田市教育委員会 『秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書－狸崎B遺跡－』 １９９３（平成５）年

４ 秋田県教育委員会 『七曲台遺跡群発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第１１４集 １９８５（昭和６０）年

５ 註４文献

６ 冨樫泰時・藤原妃敏 『米ヶ森遺跡発掘調査報告書』 協和町教育委員会 １９７７（昭和５２）年

７ 註６文献

８ 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道発掘調査報告書Ⅶ小出Ⅰ遺跡・小出Ⅱ遺跡・小出Ⅲ遺跡・小出Ⅳ遺跡』 秋田県

文化財調査報告書第２０６集 １９９１（平成３）年

９ 秋田県教育委員会 『此掛沢Ⅱ遺跡・上の山Ⅱ遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第１１４集 １９８４（昭和

５９）年

１０ 藤原妃敏・柳田俊雄 「北海道・東北地方の様相」 『石器文化研究』３ 石器文化研究会 １９９１（平成３）年

石川恵美子 「小出Ⅰ遺跡」 『東北横断自動車道発掘調査報告書Ⅶ小出Ⅰ遺跡・小出Ⅱ遺跡・小出Ⅲ遺跡・小出Ⅳ遺跡』

秋田県文化財調査報告書第２０６集 １９９１（平成３）年

渋谷孝雄 「東北地方における石刃技法出現期の石器群について」 『東北文化論のための先史学歴史学論集』 １９９２（平

成４）年

田村隆 「重層的二項性と交差変換－端部整形石器範疇の検出と東北日本後期旧石器石器群の生成－」 『先史考古学論

集』第１０集 ２００１（平成１３）年

１１ 吉川耕太郎 「東北地方における後期旧石器時代初頭の文化－秋田県における後期旧石器時代前半期の石器群－」 『後
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期旧石器時代のはじまりを探る 日本旧石器学会第１回シンポジウム予稿集』 日本旧石器学会 ２００３（平成１５）年

１２ 秋田市教育委員会 『秋田市地蔵田B遺跡－秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書－』 １９８６（昭和

６１）年

１３ 秋田県教育委員会 『家の下遺跡（２）旧石器時代編－県営ほ場整備事業（琴丘地区）に係る埋蔵文化財発掘調査報告

書Ⅲ－』 秋田県埋蔵文化財調査報告書第２７５集 １９９８（平成１０）年

１４ 秋田市教育委員会 「下堤G遺跡（先土器時代）発掘調査概報」 『秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報

告書』 １９８３（昭和５８）年

１５ 秋田Ⅲ期で顕在化する「米ヶ森型台形石器」については、型式として成り立ちうるか否かで議論の多いところである（註

１０田村２００１参照）。しかし、本書で示した視点によれば、石器群の構造の中で理解することが可能となる。すなわち、台

形様石器の整形度が低下するその限界点において、貝殻状剥片を組織的・連続的に剥離する「米ヶ森技法」を骨子とする

ことにより成立するのが「米ヶ森型台形石器」として認識されよう。

第２節 縄文時代

縄文時代の遺構は、竪穴住居跡・土器埋設炉・陥し穴・フラスコ状土坑などが検出され、遺物は土

器・土製品・石器が出土し、本遺跡は縄文時代中期後葉から後期前葉に集落と狩猟場があったことが

分かる。以下では、この集落の構造と遺構の時期について記述する。

竪穴住居跡のうちＳＩ５１０は平面形が円形で石囲炉を伴っており、台地の南側の縁辺から約３０ｍ

離れた平坦面に位置している。ＳＩ１６００は平面形が楕円形で、縁辺部に位置している。土器埋設炉

と３基のフラスコ状土坑はＳＩ５１０の北側の平坦面に位置する。陥し穴は溝状で、他の縄文時代の遺

構から隔たった台地の北側に位置する。２７基のフラスコ状土坑はＳＩ１６００から西へ約３０ｍはなれ

た台地の南側縁辺に集中しており、周辺は斜面部だがムサ岱遺跡がある台地の縁辺の中では傾斜が緩

やかな部分にあたる。フラスコ状土坑には副葬品やベンガラが出土するなど墓と考えられる状況では

なく、貯蔵穴と考えられる。ムサ岱遺跡から沢を挟んで北側に位置する上ノ山Ⅱ遺跡では、台地上の

平坦面から陥し穴１３基が検出されており、７基が溝状、６基が円形で、底面に小穴があるものもあ

る。本遺跡ではフラスコ状土坑同士の重複が見られ、縄文土器の時期に幅があることからも、本遺跡

と上ノ山Ⅱ遺跡で検出された縄文時代の遺構すべてが同時に存在したものではないと考えられるが、

台地の南側の平坦面に居住区域、斜面部に貯蔵区域があり、台地の北側から上ノ山Ⅱ遺跡がある台地

にかけての平坦面が狩猟場だったことが分かる。

遺物は縄文時代中期後葉から後期前葉の土器・土製品・石器が出土した。土器は、１・２類が大木

９式土器もしくは大木１０式土器、３類が十腰内Ⅰ式土器に相当する。４類は地文のみの土器だが、

器形や胎土から中期後葉から後期前葉のものと判断される。フラスコ状土坑や土坑からは主に１・２

類が出土しているが、１個体の土器の破片が複数の遺構から出土したことから、土器を包含した層か

ら掘り込み、包含層の土によって遺構を埋め戻していると考えられる。そのため、炉の上や埋設され

た位置から土器が出土したＳＩ５１０やＳＮ７９０以外は、遺物から時期を特定するのは難しい。そこで

集落構造の面から類例と比較し、遺構の時期を推定した。

米代川流域の大木１０式期の集落の例としては、米代川の北側の台地上に位置する館下Ⅰ遺跡があ
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り、縄文時代中期前半と中期後半の集落構造が変化を見て取ることができる。竪穴住居跡については、

中期前半には平面形が主に楕円形で、中期後半には主に円形で石囲炉を伴うようになる。石囲炉を伴

う円形の竪穴住居跡は縄文時代を通じて例があるが、館下Ⅰ遺跡の変遷に示されている通り中期後葉

以降に竪穴住居跡の主体を占めるようになると一般的に言われており、ムサ岱遺跡のＳＩ５１０はＳＩ

１６００より新しい竪穴住居跡である可能性が高い。また館下Ⅰ遺跡では、中期前半の竪穴住居跡があ

る台地上の平坦面にフラスコ状土坑が分布しており、中期後半の竪穴住居跡のある平坦面ではフラス

コ状土坑がほとんど検出されていない。十腰内Ⅰ式期の例としては、米代川の南側の台地上に腹鞁の

沢遺跡があり、後期の竪穴住居跡は検出されず、斜面部でフラスコ状土坑が１０基検出されている。

秋田県の縄文時代中期から後期の集落では竪穴住居跡とフラスコ状土坑が混在する例が多いが、中期

後半以降には館下Ⅰ遺跡と腹鞁の沢遺跡のように居住区域と貯蔵区域が分かれていると推定される集

落も見られるようになる。このことから本遺跡では、台地上の平坦面に位置するフラスコ状土坑は貯

蔵施設が住居と混在して作られた時期の遺構で、台地縁辺の斜面地に位置するフラスコ状土坑は居住

区域と貯蔵区域が分かれた時期の遺構と推定され、斜面地に位置するフラスコ状土坑が平坦面に位置

するフラスコ状土坑より新しい可能性が高い。

第３節 古代

ムサ岱遺跡が位置する浅内・成合台地は、これまで多くの古代の遺跡が調査され、特に福田遺跡、

十二林遺跡では、９世紀後半から１０世紀の柵列・溝で区画された竪穴住居跡・掘立柱建物跡が見つ

かり、当時の集落の様相を示す調査結果を得られている。

ムサ岱遺跡の周辺では、上ノ山Ⅱ遺跡、此掛沢Ⅱ遺跡等の古代の遺跡が隣接している。平成１５年

度までに行われた発掘調査では、上ノ山Ⅱ遺跡で竪穴住居跡５３軒、掘立柱建物跡１９棟、此掛沢Ⅱ遺

跡で竪穴住居跡１棟、掘立柱建物跡１棟が確認されており、この区域には古代の大規模な集落跡が存

在すると推測されていた。

今回のムサ岱遺跡の調査で検出された古代の遺構は、竪穴住居跡６２軒、掘立柱建物跡９棟、竪穴

状遺構１０基、土坑３０８基、溝跡２７条、柵列・柱穴列３９条、焼土遺構３６基、柱穴様ピット１，４６８基で

ある。

� 検出遺構について

①竪穴住居跡

竪穴住居跡は、方形または隅丸方形の平面形で、これまで見つかった古代の竪穴住居跡と特異な点

は見られなかったが、竪穴住居跡の規模としては、一辺が２．０～３．０ｍのもの７軒、一辺が３．０～４．０

ｍのもの２３軒、一辺が４．０～５．６ｍのもの２０軒、一辺が６．０～１１．０ｍ台のもの７軒がある。柱穴は、

基本的に壁隅、壁隅柱の間、床面に配されているが、規模に応じた隅柱間の柱数などについては規則

的といえない。壁溝を確認した住居跡は６２軒のうち３７軒であるが、それについても特徴になり得な

い値である。ムサ岱遺跡の竪穴住居跡の構造は、一貫した傾向が見られないのが特徴であると言えよ

う。

カマドは、住居の南東側に明～黄褐色の砂質土によって構築された、土製の支脚と住居外に通ずる
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煙道を持つものが多くを占める。南東側に構築されるカマドが多いのは、風向き等の自然的な要因に

左右されるものと思われる。住居壁外にくり抜かれたトンネル式の煙道は、ＳＩ５１・９０で確認した

が、多くはカマドが壁外に小さく張り出して煙出しとしているものである。

カマドの構築土の分析結果は、ＳＩ２１２のカマド構築土は、噴出年代が約５，５００年前の十和田中掫

やそれ以前の十和田起源の火山灰が確認され、ＳＩ１０００のカマド構築土も、含有量が少ないながら

も火山ガラスが確認された。このことから、火山灰を混入させてカマドを作っていたと考えられる。

袖部に芯材を据えて構築したカマドも見つかり、主に粘土塊（ＳＩ１２０・１７６０）と礫（ＳＩ３５０・

１０００・１８２０）が利用されていた。

使用された支脚は、下端部に逆Ｕ字状の切り込みが入った輪積みによる円筒形の支脚がほとんどで

あったが、ＳＩ２６・４５０で出土した支脚は、他にくらべて細く、けずりによって器面調整された筒

状のものが使用されている。ちなみにＳＩ２６・４５０のカマドは住居の壁と距離を置いたところに位

置しており、これについても他の竪穴住居跡とは違う様相を呈している。その他、ＳＩ４６８で棒状支

脚が出土しており、ＳＩ１０００・１４００では礫を支脚としていた。

②掘立柱建物跡

全部で９棟検出した。中でも特徴的なものはＳＢ１３９５で、柱間に溝をともなう掘立柱建物跡であ

る。本遺構は壁と間仕切りがあった建物跡であったと想像するが、詳細は不明である。県内では昭和

６０年度の上ノ山Ⅱ遺跡発掘調査や北の林Ⅱ遺跡で見つかっている。ＳＢ４９９についてであるが、北

西側にＳＩ２１１が接しており、竪穴住居跡と掘立柱建物跡を併せて構築された可能性も考えられる。

③竪穴状遺構

検出された竪穴状遺構は、Ａ類：柱穴や壁溝が認められるもの（ＳＫＩ１２２・２３０５・２３０６）とＢ

類：柱穴や壁溝が伴わないもの（ＳＫＩ６６・２３１・３００・９５０・１３９４・２８９２）に分けられる。

Ａ類は、上屋や壁板を備えた半地下式の構造物であったと想像する。ＳＫＩ１２２は台地上平坦地の

竪穴住居跡が密集する区域で、他の住居跡や柱穴列と並んで見つかり、ＳＫＩ２３０５・２３０６は調査

区南側の傾斜地でＳＩ２３９０と重なって見つかった。ＳＩ２３０５・２３０６の床面積はＳＩ１２２よりも狭

く、より深く掘られた構造である。Ｂ類は、Ａ類よりもさらに深く掘られており、遺構検出面から１０

ｍ以上に達する。地下深いことを利点とした、貯蔵・収蔵施設等に利用されたものと想像する。

④土坑

土坑は調査区全体で確認されたが、ＳＫ１８１１を含むＮＭ３３周辺の土坑群と、ＯＦ１８周辺のＳＫ

２５８５をはじめとする土坑群について述べる。

遺跡で出土した鉄製品を観察すると、使い込んで磨り減ったものが大半を占めていることから、当

時は鉄を貴重な資源としていたと想像される。そのような中で人為的に埋められたＳＫ１８１１１の刀

は、埋納品としての要素が強く、埋め戻された同規模の土坑が集中しているＮＭ３３周辺は墓域であっ

た可能性が考えられる。

またＯＦ１８周辺で集中するＳＫ２５８５・２５８６・２５８９・２５９０・２５９５から、投げ込まれたように土

器が出土した。ＳＫ２５８５は特に出土量が多く、このうちの須恵器甕片は、ＳＫ２５９５から出土した

須恵器甕の破片と接合した。このことからＳＫ２５８５・２５９５は近い時期の廃棄土坑と思われ、集中

する土坑群も同様の性格を持つと思われる。
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� 出土遺物について

出土遺物のうち、ここでは擦文土器をとり上げる。

擦文土器はＳＩ１２００から出土した。外面上半部に横走沈線施文後に針葉樹文が施された１０世紀頃

のもので、遺跡の時期と一致する。石狩平野や道南部に密集していた擦文文化は、９～１０世紀頃に

北海道北部の日本海側や道東部へ拡散したとされ、青森県においても同時期の擦文土器が見つかって

いる。特に針葉樹文施文の擦文土器は、北海道・青森県ともに日本海側に際立って多く見つかってお

り、本遺跡の擦文土器もその範疇に入るものと考える。

ＳＩ１２００の擦文土器は土師器と比べて粗い胎土で、同じ胎土を使用した土器は遺跡内では見つか

らなかった。擦文土器は外から持ち込まれたものと思われ、北海道開拓記念館の右代啓視氏の見解で

は、北海道小平町高砂遺跡等の擦文土器と酷似しているとのことである。

� ムサ岱遺跡の変遷について

出土遺物は１０世紀のものがほとんどであることから、集落は近接した期間に移り変わっていった

ものと思われる。集落の変遷は、「直接的な重複関係を持たない遺構についても『同一方向に計画、
（註１）

構築された遺構は同一時期の所産である』という仮定」に立って、次のような遺構群の大別を試みた。

（第２２２図参照）

ａ類：軸方向がＮ－６１°－Ｗ（またはＮ－２９°－Ｅ）に近い方向を向く遺構群。

主な遺構・・・ＳＩ２６・１２０・１２５・２７５・３５０・５００・ＳＡ３８０等。

ｂ類：軸方向がＮ－２３°－Ｗ（またはＮ－６７°－Ｅ）に近い方向を向く遺構群。

主な遺構・・・ＳＩ５３・１４５・１６５・１９０・４９０・５１５・１３４１・ＳＡ３０００等。

ｃ類：軸方向がＮ－４８°－Ｗ（またはＮ－４２°－Ｅ）に近い方向を向く遺構群。

主な遺構・・・ＳＩ４６７・６３０・１０００ａ・ｂ・１２３５・ＳＢ１３９５・ＳＡ２５０・３６０・６３１・

７０１等。

ｄ類：その他の遺構群。

主な遺構・・・ＳＩ２３９０・ＳＫＩ２３０５・２３０６、ＳＡ６５・２１０５・２１０６・ＳＤ２４００、ＳＢ

１５３０等。

ＳＩ１２０（ａ類）とＳＩ１６５（ｂ類）の関係はＳＩ１６５が新しく、ＳＩ４９０（ｂ類）とＳＩ１１３

（ｃ類）の関係はＳＩ１１３が新しいこと、またＳＩ１４５（ｂ類）とＳＩ１０００（ｃ類）の関係はＳＩ

１０００が新しいのでａ類→ｂ類→ｃ類の変遷が考えられる。ａ類からｂ類への移り変わりを見てみる

と、竪穴住居跡の規模と軒数は、ａ類において一辺２．８～５．６ｍが７軒、ｂ類において一辺３．０～５．１

ｍが７軒とほぼ同様の規模で、大きな変化は見られないが、ｃ類へ移行すると、柵列や柱穴列で広く

区画された竪穴住居跡群は３８軒に増加し、中央部から南側に限定していた遺構群は調査区全域に及

ぶ。遺構の規模も大型化する傾向が見られる。

ｄ類の遺構について、東西方向へ延びるＳＡ６５・２１０５・２１０６・ＳＤ２４００は、区画するためのも

のと思われるが、台地平坦部の縁辺に沿って見つかっているので、竪穴住居跡や掘立柱建物跡を区画

するのではなく、平坦地と傾斜地を区画するためのものと考えられる。また傾斜地に作られたＳＩ

２３９０と、北側の沢に接するＳＢ１５３０ａ・ｂの主軸方向は、その地形に大きく左右されると思わ

れ、上記のａ～ｃ類の変遷からはずした。
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� 上ノ山Ⅱ遺跡との比較から考えられること

過去の発掘調査で、９～１０世紀頃に浅内・成合台地では大規模な集落の存在を示されていたが、

今回の調査では、さらにそれを明らかにする結果となった。上ノ山Ⅱ遺跡を中心とした区域は、集落

を営むのに適した広大な平坦地が広がっており、ムサ岱遺跡もその一画に位置する。ここでは上ノ山

Ⅱ遺跡とムサ岱遺跡の比較をして、周辺の様相を考えたい。

隣接する上ノ山Ⅱ遺跡とムサ岱遺跡の集落跡を比較するといくつか相違点が見つかる。その主なも

のは、①上ノ山Ⅱ遺跡で検出された竪穴住居跡は、その大半で壁溝が認められ、柱穴が規則正しく配

されているのに対し、ムサ岱遺跡の竪穴住居跡は柱穴配置や壁溝の有無に一貫した規則性が見られな

いこと、②上ノ山Ⅱ遺跡では竪穴住居跡のカマドの煙出し穴は、住居の壁外に煙道をくり抜いたトン

ネル式のものが主であるのに対し、ムサ岱遺跡では同タイプの煙出し穴の住居跡は２軒しか見つかっ

ておらず、カマドが壁外に小さく張り出して煙出しとしているタイプが主であるということ、③ムサ

岱遺跡の遺構群は主軸方向がＮ－４８°－Ｗ（またはＮ－４２°－Ｅ）に近い方向を向く遺構群が大半

を占めるが、上ノ山Ⅱ遺跡の遺構群は主軸方向が北方向を向く遺構群が大半を占めること、があげら

れる。

発掘調査前、両遺跡は１０世紀頃の遺物が出土することから一連の集落であると思われたが、ムサ

岱遺跡と上ノ山Ⅱ遺跡を分けていた沢を境として、異なる集落が営まれていたと思われる。この二つ

の集落は、１０世紀頃に連綿と遺跡が展開していったことを考慮すると、同じ時期に存在していた可

能性が高い。

註１ 秋田県教育委員会『一般国道７号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ－福田遺跡・石丁遺跡・蟹

子沢遺跡・十二林遺跡－』秋田県文化財調査報告書第１７８集 １９８９（平成元）年の福田遺跡のまとめから引用した。

参考文献

能代市史編纂委員会『能代市史 資料編 考古』能代市 １９９３（平成７）年

秋田県教育委員会『此掛沢Ⅱ遺跡 上の山Ⅱ遺跡発掘調査報告書』秋田県文化財調査報告書第１１４集 １９８４（昭和５９）年

秋田県教育委員会『国営能代開拓建設事業埋蔵文化財発掘調査 上の山Ⅱ遺跡第２次発掘調査報告書』秋田県文化財調査報告

書第１３７集 １９８６（昭和６１）年

秋田県教育委員会『一般国道７号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ－福田遺跡・石丁遺跡・蟹子沢遺

跡・十二林遺跡－』秋田県文化財調査報告書第１７８集 １９８９（平成元）年

秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図（中央版）』 １９９０（平成２）年

高橋学「竪穴住居と掘立柱建物跡が並列して構築される遺構について」『秋田県埋蔵文化財センター研究紀要』第４号 秋田

県埋蔵文化財センター １９８９（昭和６４）年

右代啓視「擦文文化の拡散と地域戦略」『北海道開拓記念館研究紀要』第２７号 北海道開拓記念館１９９９（平成１１）年

中田裕香・上野秀一・平川善祥・越田賢一郎・石川直章・藤井誠二・石井淳「擦文土器集成」『シンポジウム 海峡と北の考

古学－文化の接点を探る－資料集Ⅱ』 日本考古学協会１９９９年度釧路大会実行委員会 １９９９（平成１１）年
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１ ムサ岱遺跡（北東上空から）

２ Ｓ�１０００とその周辺（上が南東）

図
版
１

浅内沼

ムサ岱遺跡

上ノ山�遺跡
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ＳＡ３８０
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１ Ｓ�５１０（南から）

２ Ｓ�５１０カマド

３ ＳＫＴ１９７０

（東から）

図
版
２



１ フラスコ状土坑群

（東から）

２ ＳＫＦ２１１７

（南から）

３ Ｓ�５１（南東から）

図
版
３



１ Ｓ�５１カマド

（北西から）

２ Ｓ�９０（北東から）

３ Ｓ�９０カマド

（南東から）

図
版
４



１ Ｓ�１１３（北西から）

２ Ｓ�１１３カマド

（北西から）

３ Ｓ�１２０（北西から）

図
版
５



１ Ｓ�１２５（東から）

２ Ｓ�１４５（北東から）

３ Ｓ�１５０（北西から）

図
版
６



１ Ｓ�１５９（南東から）

２ Ｓ�１６５（南東から）

３ Ｓ�２１３（南東から）

図
版
７



１ Ｓ�２１２（北西から）

２ Ｓ�３５０（東から）

３ Ｓ�４１２（北西から）

図
版
８



１ Ｓ�４６８（南東から）

２ Ｓ�５１５（南東から）

３ Ｓ�８６０（北西から）

図
版
９



１ Ｓ�１０６０

（南東から）

２ Ｓ�１１４５（南から）

３ Ｓ�１２３５（西から）

図
版
１０



１ Ｓ�１２４０

（北西から）

２ Ｓ�１３７５

（北西から）

３ Ｓ�１５５０

（北西から）

図
版
１１



１ Ｓ�１７６０

（北西から）

２ Ｓ�１８１０

（南東から）

３ Ｓ�１９６３（東から）

図
版
１２



１ Ｓ�２５３９・２５４０

（北西から）

２ ＳＢ１３９５

（南東から）

３ ＳＢ１５３０（南から）

図
版
１３



１ ＳＢ１９４５・ＳＡ１９５１

（北東から）

２ ＳＢ２１７１

（南西から）

３ ＳＫ�６６

（南東から）

図
版
１４
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